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Green Turf Project 
グリ ー ン ター フ プ ロジ ェクト 


ベル マー レ 放 ) ら 、 グ Ma バー と し て 競技 場 の 芝生 
Spa た ち 。 
彼ら の 整備 す 競技 場 は 、 トッ プク ラス の ピッ チ ・ コ ン 
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け て 止ま な い 良 好 な 芝生 は 、 現 在 6 人 の グラ ウン ドキ ー パ ー に よっ 


て 守ら れ 、 他 に 平塚 球場 ・ 馬 入 ふ れ あい 公園 サッ カー 場 ・ 川 崎 フ 
ロン ター レ 練 習 グ ラウ ンド な ども 整備 を し て いま す 。 


2005 年 に 馬入 サッ カー 場 の 芝生 を 天然 芝 か ら 人 工 基 へ 張り 替え 
る 際 、 平 塚 市 は 子供 た ち に 「 芝 で 遊び 、 親 し ん で 欲し い 』 と 市 
内 の 希望 する 小学 校 の 校庭 に 、 サ ッ カー 場 の 天然 芝 を 移植 する 
プロ ジェ クト を 提案 ・ 実 行 し まし た 。 そ の うち の 富士 見 小学 校 で は 、 
ベル マー レ の 選手 ・ 関 係 者 と 一 緒 に 子ども 遅 が 緑 の タ イル を 敷き 
詰め まし た 。 そ の 後 、 芝 は し っ か り と 根付 き 、 一 面 の 緑 の カ ー ベ ッ ト 
が 広がっ て いま す 。 
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Overseas Landscape Report vol.11 
Bloedel Reserve 
文 : 写 真 / 市 川 寛 (office ma) 


連載 森林 美学 と ラン ドス ケー プ 
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Honda 環 境 ・ 安 全 ビ ジョ ン 


「 自 由 な 移動 の 喜び 」 と 「 豊 か で 持続 可能 な 社会 」 の 実現 


次 世代 の た め に 、 今 で きる こと 。 これ か ら す べき こと 。 Honda は 常に 考え 、 積 極 的 に 行動 し て いき ます 。 


BLUE SKIES FOR 
0URCHILDREN 


子ども た ち に 青空 を 


Honda は 「『 自 由 な 移動 の 喜び 』 と 『 豊 か で 持続 可能 な 社会 』 の 実現 」 を 
グロ ー バ ル 環 境 ・ 安 全 ビ ジョ ン と し て 定め て いま す 。1970 年 代 、 当 時 最も 
厳し い 排出 ガス 規制 と され た 米国 マス キー 法 の クリ ア に チャ レン ジ し た 
Honda の 技術 者 は 、「 子 供 た ち に 青空 を 残し た い 」 と いう 想い の も と 、 開 発 に 
取り 組み まし た 。「 自 由 な 移動 の 喜び を 次 世代 (for our children) に 伝え て いき た い 。 
だ か ら こ そ 、 豊 か で 持続 可能 な 社会 (blue skies) を 実現 させ た い 」。 こ れ ま で も 、 
これ か ら も 変わ ら な い Honda の 環境 へ の 取り 組み に 対す る 想い の 象徴 で す 。 
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人 々 が 集い 、 楽 し お 場所 へ 。 

空調 が 、 夏 の 屋外 空間 の 可能 性 を 広げ る 。 
OUTER TOWER が ある と 、 

夏 の 屋外 が 快適 空間 に 変わ る 。 


話 三 原田 悠 生 (ダイ キン 工業 株 式 会 社 東京 支社 空調 営業 本 部 事業 戦略 室 ) 


ダイ キン 工業 株 式 会 社 空調 営業 本 部 評 言 0120-88-1081 https://www.daikinaircon.com/outertower/ 
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Town planning to make town better. 


いつ の 頃 か ら か 、 ひ ら が な で 表記 され る よう に な っ た 「 ま ち づ く り 」。 

道路 や イン フラ な ど 計 画 的 に 整備 を し て きた 『 街 づく り 」 か ら 、 市 民 が いか に 楽し く 日常 
生活 を 送る こと が で きる か と いう ソフ ト の 大 切 さ に 意識 が 向かっ た こと が 「『 ま ち づ く 
り 」 と 表記 し た こと に 関係 し て いる の で は な いで あろ うか 。 市 民 が 自分 た ちの 住む 「 ま 
ち 」 を 自分 た ちの 手 で よく する こと が で きる と 気づき 、 行 動 を 起こ し 、 そ の 活動 が 全国 へ 
と 波及 し て いく な か で 、 市 民 の 暮らし に フォ ー カ ス し た '" 街 づく り 」 を 表現 する た め に 
「 ま ち づ く り 」 と いう 言葉 が 生ま れ た と 起 像 する 。 そ し て 、 そ れこ そ が 市 民 に と っ て 住み 
や すい まち を つく る 『 街 を よく する た め の ま ち づ く り 」 だ と 考え た い 。 

現在 、 地 域 ご と に さま ざま な 方 法 で 「 ま ち づ く り 」 が 行わ れ て いる 。 今 号 で は 、 数 人 の 市 民 
に より 始ま っ た 活動 が 街 全 体 を 巻き 込む ほど に まで 大 きく な っ た 事例 、 地 元 の 企業 と 住 
民 の 協 働 に より オー プン スペ ー ス を 充実 させ た プロ ジェ クト 、 そ し て 公共 空間 の 利 活用 
の 提案 に より 地域 に よる 公共 空間 の 活用 を 促す 活動 、 こ れ ら 3 つの ケー ス を 紹介 する 。 


まち ※ ク リ 「 ま ち だ ア ゆ 必 多 


^ 落 書き を 消し て スト リー ト ギ ャ ラル リリ 人 博 
「 ま ち 」 づく りか ら は じ ま る 「 ひ と |G⑳ り 
東京 都 町 田 市 


写真 ・ 資 料 三 まち 支 ク リ 実 行 委 
文 三成 瀬 敏 一 (DesignStudio コネ クト ) 


Turn off the graffiti on the wall 

and turn the wall into an art gallery. 
"Machida Altamira Street project" 
Machida cly, Tokyo 

Photo & Data by MACHI 広 KURI Executive Committee 
Text by Toshikazu Naruse [DesignStudio CONNECT 


落書 きだ ら け の 整備 前 の 計画 地 
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まち 式 ク リ と は ~ 街 に あふ れる 落書 き ~ 

人 と 人 が 行き 交 い 活気 溢れ る 「 町 田 ] は 「 西 の 歌舞 伎町 ] と 呼ば れ 、 
賑わい の 反面 、 治安 の 悪い 街 と も 言わ れ て いた 。 当時 の 町 田 市 が 行っ 
た 市 民意 識 調査 で の 不満 の 第 1 位 は 「 治 安 が 悪い ] で あっ た 。 そこ で 
2013 年 に 一 般 社団 法人 町 田 青年 会 議 所 が 治安 向上 事業 と し て 「 ま ち 
哀 ク リ 町 田 クリ ー ン アッ プ 作 戦 ] を 立ち 上 げ 本 事業 は スタ ー ト レ 
た 。 2016 年 に は 、 一 般 社団 法人 町 田 青 年 会 議 所 か ら 「 ま ち 式 クリ 実 
行 委員 会 ] へ 事業 が 移管 され 、 市 民団 体 で ある 「 ま ち ク リ 実 行 委員 
会 」 が 主導 し 事業 を 実施 し て いる 。 

治安 が 悪い と いう イメ ー ジ は 、「 落 書き 」 等 が され て いた りす る こと 
に よる 「 体 感 治安 」 が 大 きく 影響 し て いる 。 2013 年 当時 、 町 田 駅 周辺 
の 市 街 地 に は 、「 落 書き ] や 「 ス テッ カー」 が 多く 存在 し 、 そ れ ら が 放 
置 さ れ て し まっ て いる 状態 で あっ た 。 この 状態 を て の まま 放つ て お いて 
は 、 今後 イメ ー ジ が 良く な っ て いく どこ ろか 実際 の 犯罪 率 の 上 昇 に も 
繋が りか ね な い 。 
「 愛 の 反対 は 憎しみ で は な く 無 関心 で も る by マザー・ テ レ サ 」 

自分 達 が 住み 暮らす 地域 に 関心 を 持つ こと 、 地域 を 愛す る 想い を 持 
つと と で 、 よ り 安 心して 暮らせ る 場所 に 変化 させ る こと が で きる 。「 ま 
ち 廊 クリ 」 と は 、「 落 書き 」 を 消す と いう 活動 を 通じ て 、 そ の よう な 意 
識 を も っ て くれ る 仲間 を 増やし 、「 街 を 変え る ] 人 を 育て て いく 事業 で 
ある 。 
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2nd ステ ッ プ 
ゲリラ 的 な 展開 ~ 実 践 か らら はじめる 

2013 年 に は じ ま っ た 「 ま ち 交 ク リ 」 は 、 当初 は 志 に 賛同 し て くれ る 仲間 
で 集まり 、 小さ な 規模 で スタ ー ト し た 。 活動 を 続け て いく な か で 、 落書 き 
を 消し て いる 際 に 声 を か け て くれ た 一 般 市 民 の 方 な ども 多数 参加 を し て 
頂け る よう に な り 、 当初 は 70 人 程度 で は じ ま っ た 事業 も 、 2013 年 の 最後 
の 回 に は 172 人 に まで 参加 人 数 が 増え て いく 活動 と な っ た 。 

当時 、 公共 物 の 落書 き を 消す と いっ た 活動 事例 は 他 団体 で も 行っ て い 
た が 、 民有 地 の 落 書き まで を 消す 活動 は あま りみ られ な か っ た 。 「 ま ち 尋 
クリ 」 で は 、 建物 の 所 有 者 と の 交渉 を 重ね 、 落書 き を 消す 為 の 承諾 書 を 
取り 交わ し 、「 民 有 地 」 の 落書 き を 消す こと に 取り 組ん だ こと も 、 この 活 
動 の 特徴 の 0ー つ で ある 。 


則 了 ml 
山 


人 Wi 


調査 に より 特定 し た 場所 を 地図 上 に 落と し 込み マッ プ 化す る 


その 後 、「 ま ち 立 クリ 」 は 多様 な 展開 を みせ た 。 地元 の プロ サッ カー 
チー ム で ある 「FC 町 田 ゼ ギル ビア 」「ASV ベ スカ ドー ラ 町 田 」 を は じ め 、 地 
元 ア イド ル グ ル ー プ や 地元 企業 な ど 、 町 田 で 活躍 する 多く の 方 々 が 、 一 
緒 に 「 ま ち 廊 ク リ 」 を 盛り 上 げ よ うと 積極 的 に 参加 頂け る よう に な っ た 。 ま 
た 、 地元 の 都立 高校 生 も 参加 し て くれ る よう に な り 、 この 高校 生 に よる 取 
り 組 み は 東京 都 で 新しく 設け られ た 教科 「 人 間 と 社会 」 の 教科 書 で も 取り 
上 げ ら れ て いる 。 これ ら の 積み 重ね に より 、 開催 規模 は 大 きく な り 、 2016 
年 に は 最大 750 人 の 参加 者 が 集まり 、 これ まで 延べ 3,883 人 の 方 々 に 
参加 頂け る 事業 と な っ た 。 


【 左 】 落書 き 消し と シー ル を は が す た め の 7 つ 
道具 。【 中 】 参 加 者 は 5 一 8 人 ほど の 斑 に 分 
か れ 各 班 は 7 つ 道具 が 入っ た か ご を 持ち 街 ヘ 
と くり 出す 。【 右 】 7 つ 道 具 は 地元 企業 の 新 
光 商 事 株 式 会 社 の 倉庫 に 保管 され て いる 
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延べ 3.883 人 の 地域 の 手 が 
街中 の 落書 き を 消し た 。 
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3rd ステ ッ プ 
まち 式 ク リ の 転換 期 

街 の 落書 き は 確実 に その 数 が 減っ て いく 一 方 で 、「 ま ち ク リ 」 で 
消す た め の 落 書き が な く な る と いう ジレ ンマ に 陥る こと に な る 。 その よ 
うな 中 「 ま ち 式 クリ 」 は 新た な 転換 期 を 迎え る こと に な る 。 それ は アー ト 
と の 融合 で あっ た 。「 落 書き 」 を 消し た 部 分 を キャ ン バ ス と し て 、 街 の 
新た な 魅力 に な る よう な アー ト を 設け た いと 考え た 。 2013 年 に 小 規 
模 で ある が 「 落 書き 」 を 消し た 部 分 に 期間 限定 で アー ト を 展示 する と い 
う 取 り 組 み を 行っ た の が 、 その 芽生 え で あっ た 。 し か し その 後 は 、 地元 
出身 の 有名 アー ティ スト と の タイ アッ プ な ど 様 々 な 手法 を 模索 し た が 、 
著作 権 や ビジ ネス 上 の 問題 な ど で 実現 に は 至ら な か っ た 。 

そこ で 私 た ち は 、 著 作 権 フリ ー で 誰 も が 見 た こと の ある も の で 、 
アー ト ギ ャ ラリ ー に 変え る 場所 に ふさ わし いも の は 何 か を 意見 交換 し 、 
世界 最 古 級 の 壁画 と 言わ れ て いる 世界 遺産 の スペ イン の アル タ ミ ラ 洞 
窟 壁 画 の 案 が 上 が っ た 。 また 、 落 書き が 多く 書か れ て いる 路地 裏 の 薄 
暗い 環境 が 、 洞 窟 の 環境 に 類似 し て いる こと も 、 場 所 の も つ ボ テン 
シャ ル を 活か すこ と に な る と 考え た 。 そこ で 、 ス ベイ ン 政 府 観 光 局 に 
伺い 、 事業 目的 を 説明 し た と ころ 、 壁 画 利用 の 承諾 を 頂け る と と も に 、 
本 事業 に 対す る スペ イン 政府 観光 局 の 後援 を 頂け る まで に な っ た 。 地 
域 で の 取り 組み の 継続 が 、 グ ロー バル へ と 繋が っ て いく 、 そ ん な こと 
を 体感 し た 瞬間 で あっ た 。 


4th ステ ッ プ 
「 地 元 お 祭り へ の 出店 」 と 
「 ク ラウ ド フ ァ ン ディ ング 」 に よる 資金 調達 

ここ で 「 ま ち 立 クリ ]」 事業 を 進め て いく うえ で の 、 資金 源 に つい て 触 
れ て お きた い 。「 ま ち 凛 クリ 実行 委員 会 」 は 、 活動 の 目的 に 替 同 し て く 
れる 地元 の 有志 に より 構成 され て いる ボラ ンティア 団体 で ある 。 会 費 
等 も 特に 徴収 し て いな い 為 、 資金 源 は 常に 課題 と な る 。 

私 達 の 活動 資金 の 多く は 、 地元 で 開催 され る お 祭り や 各種 スポ ー ツ 
大 会 等 に 模擬 店 を 出店 し 、 活動 の 紹介 と あわ せ て 、 綿 菓子 、 焼き 鳥 な 
ど を 販売 する こと に よる 売上 に より 成り 立っ て いる 。 独 立 独歩 の 精神 
で 活動 し て いる 為 、 い ま 街 に と っ て 必要 で ある と 自分 た ち で 考え た こ 
と を 、 す ぐに 実践 で きる 強み が ある 。 

一 方 、「 ま ち だ アル タ ミ ラ スト リー ト 」 の 計画 に は 多く の 費用 が 必要 
と な っ た 。 自分 達 で 出来 る こと は 自ら 行う よう に し た が 、 そ れ で も バネ 
ル 作 成 、 施 工費 等 で 、 約 100 万 円 近く の 事業 費 が 必要 な 計算 と な っ 
た 。 そこ で 私 達 が 注目 し た の が 、 イン ター ネッ ト を 介し て 、 活動 の 目的 
な ど を 伝え 、 そ れ ら に 共感 し た 人 か ら 資 金 を 募る 仕組 み で ある 「 ク ラウ 
ド フ ァ ン ディ ング 」 で あっ た 。 多く の 皆様 の ご 支援 の お か げ で 、 無事 目 
標 額 を 達成 する こと が で きた 。 また 、 ク ラウ ド フ ァ ン ディ ング の 運営 手 
数 料 は 町 田 市 の /「 ま ち だ 〇 ご と ( ま 
ち だ まる ご と ) 大 作戦 18-20] の 代 
対象 事業 に 認定 頂き 、 助 成金 に よ - 
り 実 施す る こと が で きた 。 市 民主 
体 で 行う まち づく り に お いて 、 クラ 
ウド ファ ン デ ィング は 非常 に 有効 な 
仕組 み で ある と 考え る 。 


便 
由 


CHIDA 


ALTAMIRM 


まち だ アル タ ミ ラス トリ ー ト 入口 の 看板 (上 ) と 壁画 ( 下 ) 


まち 天 ク リッ 


ナオ 
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5th ステ ッ プ 
アー ト と の 融合 、 今 後 へ の 展開 

資金 の 問題 も 解決 し 「 ま ち だ アル タ ミ ラ スト リー ト ]」 の 事業 を 本 格 的 
に 展開 する 段階 と な っ た 。 スト リー ト ギ ャ ラリ ー の 中 に は 、 アル タ ミ ラ 
壁画 の バネ ル を 展示 する と 共に 、「 ア ル タ ミ ラ 壁 画 ] と 「 ま ち 六 クリ 」 と 
いう 2 つの キー ワー ド を 現代 の 若者 の 視点 で 読み 解い た アー ト 作 品 を 
展示 で きた ら と 考え た 。 

そ と で 、 地元 の デザ イン 専門 学校 で ある 「 町 田 ・ デ ザイ ン 専 門 学校 」 
に 協力 を 依頼 し 、「 古 代 の 覗き 窓 ] と いう テー マ を 設定 し 、 デザ イン コ 
ン ペ ぺ を 開催 し た 。 提出 され た 作品 数 計 87 点 か ら 選 ば れ た 8 作品 を スト 
リー ト ギ ャ ラリ ー 内 に 展示 する こと と な っ た 。 

当初 計画 で は 、 落書 き を 消し た 壁面 に 作品 を 展示 する だ け の 予定 
だ っ た が 、 審査 員 の 方 より 、 背 景 の 壁面 を 洞窟 の よう に 地層 で 表現 し 
て は どう か と いう 提案 が あがっ た 。 予算 的 な 問題 も あり 、 知人 ・ 友 人 な 
ど に 声 を か け 、 自分 た ち で 自ら 施工 を する こと に な っ た 。 みん な で 施工 
を し て いく 過程 で 生ま れ て きた 気持 ち は 「 こ の 場所 に 二度と 落書 は さ 
せ て は いけ な い 」 と いう 思い で あっ た 。 この よう な 思い の 積み 重ね が 、 
「 街 を 変え る 力 ] に な つっ て いく の で あろ う 。 

まち 文 クリ の 活動 は 、 落書 き 消 し と いう 手法 を 通し て 、 治安 向上 、 
世代 間 交 流 、 地 域 ネ ットワーク 形成 、 地 域 愛 の 醸成 、 ま ち づ く り 等 、 
色々 な と ころ に 展開 で きる 活動 で ある 。 私 達 と 同じ く 、 落 書き の 問題 
を 抱え て いる 地域 に 、 まち 娘 ク リ の ノウ ハウ を 展開 し て いく こと が 、 今 
後 の 目標 の ー つ で ある 。 


落書 き の あ る 壁面 を 、 ア ル タ 
の 洞窟 を 連想 させ る 地層 の ギ 


地層 パター ン 。 デザイン は 審 


ここ 、 査 員 で ある 赤 瀬 氏 に よる 
に 


へ と 半 り 替え た 。 作 業 は 地元 の 塗装 
会 社 の 指導 の も と 、 地域 住民 、 関係 
者 に より セル フ メ イド で 実施 。 使用 し た 
源 料 は 、 塗料 メー カー より 提供 され た 


デザ イン コン べ に 提出 され た 
87 点 全 作品 
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「 ま ち 交 ク リ まち だ アル タ ミ ラ スト リー ト ] 事業 を 振り 返っ て 


文 = 赤 瀬 公男 


(株 式 会 社 AC デ ザイ ン 代 表 取 締 役 、 ま ち だ アル タ ミ ラ スト リー ト デ ザ イン コン ペ 審 査 員 ) 


今回 の 事業 を 、 パプ リッ クア ー ト と いう 視点 
で 振り 返る と 2 つの 特徴 が ある 。 

ひと つ 目 は 「 誰 で も 参加 で きる 、 
る アー ト づ くり 」 で ある 。 今回 の 事 
の 学生 か ら 作 品 を 募り 、 ギャ ラリ ー の 背景 は セ 
ルフ メイ ド で つく られ た 。 その 結果 、 有名 な 作 
家 や プロ に よる 完成 され た 作品 で な く 、 
の 発展 の 可能 性 を も つ 、 関わ っ た みん な で 育 
る 作品 や 空間 が つく られ た 
の で は な い だ ろ うか 。 関わ っ た 人 々 の 中 に 、 
の 次 は きら に よい も の を 作っ て みた い 、 来 語 
の 中 か ら 私 も アー ト に 触れ て みた いと いう 思い 
* 生 まれ 、 それ ら の 思い が 今後 の 「 ま ち だ アル 
ラス トリ ー ト 」 を 更に 磨き 上 げ て いく こと に な 


て て いき た い 


る 。 落書 き で 溢れ て いた 
に 対し 、「 落 書き を 消す 」「 ギ ャ ラリ ー を つく る 」 
「 作 品 を 考え る 」「 ま ち 広 ク リ へ 参加 する 」 と い 
う 各 プロ セス を 通じ て 、 多く の 人 々 の 思い が 注 


ぎ 込 まれ た 。 それ ら 多く の 思い が イン タラ クティ 
プ に 作用 し あっ て いる の が 、 今回 の まち だ アル 
タ ミ ラ スト リー ト で ある 
た この 空間 に は 、 今 
く な る だ ろう 

そし て 、 こ の 2 つの 特徴 は 、 こ の 事業 を 継続 
し て いく こと で 、 その 効果 が さら に 発揮 きれ て い 
くだ ろう 。 この スト リー ト が 起点 と な っ て 、「 街 が 


人 を 育て る 」 と いう 流れ か れる こと を 願う 


まち だ アル タ ミ ラ スト リー ト 
【 所 在 地 】 
東京 都 町 田 市 原町 田 4-2-14 南東 側壁 面 
【 主 供 】 
まち 立 ク 実行 委員 会 
【 後 援 】 


町 田 市 、 町 田 商工 会 議 所 
町 田 市 中 心 市 街 地 活性 化 協 議会 
スペ イン 政府 観光 局 
【 デ ザ 協力 】 
学校 法人 東京 町 田 学園 町 田 ・ デ ザイ ン 専門 学校 
【 難 画 施工 協力 塗料 協力 】 
株 式 会 社 清水 建 装 … 関西 ペイ ント 販売 株 式 会 社 
エン トラ ンス 看板 デザ イン 協力 
キャ ラク ター デザ イン 協力 】 
倉橋 伸治 (478) 
町 田 の 地域 情報 メデ ィ アサ イト まち だ け 。 
【 企 画 ・ プ ロ デ ュ ー ス 】 
赤 瀬 公 男 (株 式 会 社 AC デザ イン ) 
成瀬 散 一 (Design Studio コネ クト ) 


1] 
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公共 空間 の 再 構築 を 目指す 社 人 
「WORK PARK PA 


東京 都 小谷 区 si 


主催 ニ 一 般 社団 法人 渋谷 未来 デザ イン 

共催 王 ULTRA PUBLIC PROJECT『 ご 

特別 協力 東京 急行 電鉄 株 式 会 社 渋谷 スト リー ム .Rhi tiks Architecture 

一 般 財 団 法人 渋谷 区 観光 協会 “Flying Tiger Copenl Tr する 

写真 編集 部 、 渋 谷 未来 デザ イン *(p20-21 以 外 ) 。。 還 語 一 
ー 守 くく 


M 旧 
一 服 社 団 法人 涼 谷 未来 デザ イン (以下 、 渋 谷 補 玩 サ イン > 
み と し て 、 渋谷 川沿 い 水辺 空間 [渋谷 リバ パース トリ ー ト ] 利 活 用 
PARK PACK (ワー ク パ ー ク バッ ク )」 を 3 
(ワー ク ) 」 の 意味 を 広義 に と ら え 、 ビ ジネス パニーニ ソ ジ だ け 
て の 人 と オー プン に WORK の 可能 性 を 創造 し 議論 する 
WORK」 を 実際 の 公共 空間 に て 、 公共 空間 の 可能 性 を 引 き 
用 し 、 渋 谷川 沿い な ら で は 利 活 用 の アイ デア を 検 記 


昌 | 


率 1 UITRA PUBLIC PROJECT と は 
hizomatiks Architecture、 テ ィ ー・ ワ イ ・ オ ー、 電 通 ラ イブ の 3 社 の メン バー で 立ち 上 げた ユ 語 度 
DESIGN TOUCH 2018 より 、 新 た に 、 日 建設 計 、 プ ロペ ベラ ・ ア ンド ・ カ ン バ パニ ー が 加わ る 。 
印 の 下 、 ハ ー ド 面 の 開発 で は な く 、 人 を 中 心 に し た さま ざま な ソフ トウ エア の 視点 で 街 づ くり 


※2 PARK PACK と は 
移動 式 の 公園 [PARK PACK] は 、 デ ザイ ン イ ベン ト [okyo Midtown DESIGN TOUCH 2018] ( 
4 日 ) を 主催 する 東京 ミッ ド タ タ ウジ まり 較 「 ら い の 公 園 ] を 作っ て ほし いと の オフ ァ ー を 表 5 天 / の 
と し て 発案 し た も の 。「PARK PACK」 の 中 に 備 わ づ だ さま ざま な ツー ル に よっ て 、 公 | あ が だ 

な っ た り 、 ラ イブ ステ ニ ジ に 交 わ うだ り 還 ミュ ー ジ アム に な っ た り と 、 多 様 な アク テ 


渋谷 川 の 変遷 


田原 光 泰 ( 自 根 記念 渋谷 区 郷土 博物 館 ・ 文学 館 学芸 員 


上 。 図 1 : 明治 初期 の 玉川 家 の 庭園 と 渋谷 
止め て 水車 へ 水 を 導い て いる 様子 が わか : 


] 


Ni 人 


ws 遇 
の 』 


oo つの の ょ らい 一 


An 
)/ 
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渋谷 川 は 、 新宿 御苑 の 池 や 明治 神宮 の 「 清 
正 の 井 ] な ど を 水源 と し て 流れ る 全長 約 5km 
の 河川 で ある 。 港 区 に 入る と 古川 と 呼ば れ 
東京 湾 に 注ぐ 。 現在 、 上 流域 は 暗 洒 化 され 、 
二 級 河川 の 「 渋 谷川 ] と 呼ば れる の は 、 新 渋谷 
橋 (国道 246 号 線 ) か ら 天 現 寺 橋 まで の 2.4km 
と な っ て いる 。 


1. 明 治 以前 の 渋谷 川 


江戸 時 代 、 江 戸 中 心 部 か ら 西 に 向かう と 、 
渋谷 川越 を た と ころ で 、 武 家屋 敷 や 町 は 
急速 に 少な く な る 。 渋谷 川 は 都市 と 郊外 の 
は ざま を 流れ る 川 で あっ た と いえ よう 。 渋 
谷川 の も う 一 つの 特徴 は 、 そ の 水源 の いく 
つか が 大 名 屋敷 内 に ある と いう こと で ある 
( 図 2)。 新宿 御苑 は も ゃ と も と 内 藤 家 の 旦 敷 で 
あっ た し 、「 清 正 の 井 ] の ある 明治 神宮 も 井 
伊 家 の 下 屋敷 で あっ た 。 そ し て 屋敷 を 流れ 
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10 ( 放 本 長谷 川 家 ) 
( 拉 川 は 主 な も の だ け を 記し た ) 


me 、 


り 。 描か れ て いる 水量 の 豊か な 流れ ば | で 、 川 を せき 


。 下図 2 : 川 の 水源 が ある 大 名 屋敷 


高 員 藩 内 藤 家中 屋敷 
宇都 宮 藩 戸田 家 下 屋敷 
松江 落 松 平家 拘 屋 敷 / 
慎 津 落 小 笠原 家 下 屋敷 
彦根 藩 井伊 家 下 屋敷 
広島 藩 浅野 家 下 屋敷 
西条 落 松 平家 上 屋敷 
佐倉 藩 堀田 家 下 屋敷 
和歌 山 藩 徳川 家 下 屋敷 


写真 1 : 大 正 10 年 頃 の 渋谷 川 。 現 在 の 江 


駅 南 の 稲荷 橋 付 
近 と いわ れる 。 板 棚 な どの 護 誠 の 上 に 、 家 屋 が 川 に せり 出し て 
いる 


写真 2.3 : 渋谷 川下 流 の 洪水 被害 状況 。 左 昭和 4 年 5 月 23 日 の 山下 橋 付近 。 右 同年 9 月 


10 昌 の 恵比寿 橋 付 近 


で た 川 は 、 今 度 は 水田 の 中 を 流れ 、 途 中 で 
いく つも の 水車 を 回 し て いた ( 図 1)。 この よ 
うな 都市 と 郊外 の は ざま を 流れ る 川 と し て 
の 性 格 は 、 明 治 時 代 に 入っ て も 大 きく 変わ 
る こと は な か っ た 。 


2. 昭 和 初 期 の 改修 工事 


し か し 明治 時 代 の 後半 に な る と 、 本 流 の 
周辺 で は 都市 化 が 進み は じ め 、 し だ い に 流 
域 の 様子 も 変わ っ て くる 。 河 岸 ぎ り ぎ り まで 
建て 込む 家屋 (写真 1) 、 そ うし た 急速 な 宅地 
化 が も た ら す 雨水 の 流入 増加 は 、 渋 谷川 流 
域 に 深刻 な 洪水 の 被害 を も た ら す よう に 
な っ た (写真 23)。 その た め 昭 和 2 年 に 、 東京 
府 に よる 大 規模 な 改修 工事 が 計画 され 、 4 年 
か ら 6 年 に か け て 、 浅 谷 川 の 下流 、 宮 益 橋 か 
ら 慶 応 橋 (現在 の 天 現 寺 橋 付近 ) の 間 で 工事 
が 行わ れ た (写真 4)。 


場所 に よっ て 異な る が 、 こ の 改修 に よっ 

て 川 は 基本 的 に コン タリ ー ト 三面 貼り の 姿 
と な り 、 そ れ ま で 蛇行 の 激しかっ た 流 路 は 
直線 状 に 変更 きれ 、 川 の 姿 は 大 きく 変わ っ 
た 。 現 在 の 流 路 や 形状 の 原型 は 、 こ の と き 
に ほぼ 定まっ た も の で ある 。 そ し て 昭和 7 年 
区 の 成立 、 東 京 市 へ の 編入 と と も に 、 
引 谷 川 流域 は すべ て 市 内 に 入る こと に な 
り 、 渋 谷川 は 文字 どおり 都市 の 川 と な っ た 。 
な お 、 8 年 以降 、 上 流 で も 工事 は 進め られ た 
が 、 戦 争 な どの 影響 も あっ て か 完成 に は 
至っ て いな い 。 


3. 戦 前 の 下水 道 計画 


この ころ の 急激 な 宅地 化 は 、 水 害 と は 別 
に 、 河 川 の 汚染 な ど に よる 衛生 問題 も 引き 
起こ し て いた 。 そ の た め 東 京 府 で は 、 大 正 
時 代 か ら 、 渋 谷町 な ど を 含む 東京 市 隣接 の 


川 改修 工 事 に お ける 改修 前 ( 左 ) 改修 後 ( 有 ) の 様子 上 金 王 橋 付近 。 


下 恵比寿 橋 付近 


み 

Bi 
ド ュ [| 
写真 5 : 昭和 63 年 改修 工事 中 の 法 


各 町 村 に お いて 下水 道 に 関す る 調査 を 進め 
て いた 。 それ に 基づき 昭和 5 年 、 東 京都 市 計 
画 郊外 下水 道 が 策定 され た 。 この 計画 で は 、 
渋谷 川 の 支流 は 暗 巣 化 を 
だ が 、 本 流 に 関し て は 河川 に 
幹線 を 別に 造る こと が 決定 きれ て いた 。 下 
水道 幹線 に 集め た 下水 は 、 羽 田 に 建設 予 和 
の 下水 処分 場 に 送る と いう 壮大 な 計画 で 
あっ た が 、 戦 時 下 に あっ て 事業 化 は ほとん 
ど 進 まな か っ た 。 


4. 戦 後 の 下 水道 計画 


そし て 戦争 が 終わ る と 、 東 京都 で は 将来 
の 都市 中 心 部 の 発展 を みこ し て 、 下 水道 計 
画 の 見 直し を 進め る こと と な り 、 あ ら た め て 
東京 特別 者 箇 ト 水道 を 昭和 25 年 に 策定 
し た 。 こ の 計画 が 渋谷 川 を は じ め と する 中 
小河 川 に と っ て 画 期 的 だ っ た の は 、 河 川 の 


Il。 左 氷川 橋 付近 。 右 度 申 橋 付近 


上 流 部 その も の を 暗 世 化 する と いう こ 
あっ た 。 つま り 、 上 流 を 下水 道 幹線 と し て 利 
用 する 現在 の 渋谷 川 の 形 は 、 こ の と き に 決 
定 さ れ た と いえ る 。 し か し 戦後 の 復興 の 中 
で 、 下 水道 事業 は 後回し に され て きた 


5. オ リン ピッ ク と 上 流 の 暗 深化 


その 状況 が 一 転 す る の が 、 昭 和 34 年 に 決 
定 さ れ た オリ ン ピ ビッ ク 東 京 大 会 の 開催 で あ 
る ( 図 3)。 この あと 急速 谷川 流域 の 暗 森 
化 が 進み 、 渋 谷川 本 流 も 39 年 の 大 会 開催 の 
前 年 まで に ほぼ 暗 世 化 が 終了 する 。 こ れ に 
より 、 購 世の中 を 流れ て きた 湖水 を 含む 下 
水 は 、 浅 谷 駅 近く に お いて 、 別 に 造ら れ た 
下水 道 幹線 に 流 き れる こと に な り 、 稲 荷 橋 
か ら 姿 を 現す 川 は 、 ほ と ん ど 水 の 流れ の な 
い 川 と な っ た 。 こう し て 渋谷 か ら 、 川 や 水 の 
流れ る 風景 は 失わ れ た の で ある 。 


図 3 「 東 京都 下水 道 計画 図 」 (昭和 36 年 12 月 現在 ) (部 分 )。 黒い 線 が 昭和 36 年 段階 で の 既 
設 下水 道 幹線 、 赤 い 線 が 予定 線 。 既 設 の 渋谷 川 幹線 は 明治 通り の 下 に 建設 され た も の で 、 こ 
の あぁ と 渋谷 川上 流 を 暗 林 化し て 千駄ヶ谷 幹線 が 完成 する 


きき リバ ー ス トリ ー ト を 見 る ) (撮影 = 編集 部 ) 


6. 現 在 の 渋谷 川 


昭和 40 年 代 に 入る と 、 昭 和 初 期 に 改修 され 
た 護岸 も 老朽 化 が 目立ち は じ め た 。 そ の た め 
昭和 末期 か ら 平成 14 年 に か け て 再び 大 規模 
な 護岸 改修 工事 が 行わ れる こと に な っ た ( 写 
真 5)。 その 間 に 東京 都 に お いて 、 下水 処 理 水 
を 利用 し た 清流 復活 計画 も た て られ 、 平 成 7 
年 、 落 合 水 再生 セン ター か ら 送 られ て きた 高 
度 処理 水 が 、 並 木橋 の 下 か ら 渋 谷川 に 流 き 
れ 始 め た 。 こ うし て 川 は 現在 の よう な 姿 と な 
り 、 再 び 水 辺 の 景色 が 生ま れ た の で ある 

現在 も 進む 湾 谷 駅 周辺 再開 発 の 中 で 
川 流域 は 駅 周辺 整備 の 一 環 と し て 、 東 横線 跡地 
と と も に 整備 され る こと に な っ た ( 生 真 6)。 そ 
し て 平成 30 年 、 再 生 水 は よ り 上 流 の 稲荷 橋 付近 
か ら 壁 泉 と いう 形 で 放流 きれ る こと に な り 、 現 
人 在 、 渋 谷川 は 沿岸 の 遊歩 道 (渋谷 リバ ー ス トリ ー 
ト ) と と も に 新しい 水辺 空間 を 形成 し て いる 。 


P20 一 21 の 写真 ・ 図 版 は 「 特 別 展 「 春 の 小川 ] の 流れ た 壮 ・ 渋 谷 一 川 が 映し 出す 地域 史 一 ] より 転載 (特記 際 く ) 
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渋谷 リバ ー ス トリ ー ト 活用 社会 実験 の 背景 と 概要 


後藤 太一 (渋谷 未来 デザ イン プロ ジェ クト ・ デ ザイ ナー) 


公共 空間 の 再 構築 を 目指 し て 


ニュ ー ヨ ー ク の タイ ムズ スク エア な ど 海 外 の 先進 事例 で は 、 多 く 
の 市 民 が 多様 な か た ち で 街路 を 活用 する こと で 都市 の 活力 を 高め る 
と と に 成功 し て いる 。 と これ に 比べ て 、 日 本 の 都市 で は 整備 が 先行 し 
て 活用 が 後手 に 回 る こと が 多く 、 結 果 と し て ボテ ン シ ャ ル を 十分 に 
発揮 で き な い と と も 多い 。 

渋谷 も 例外 で は な い 。 百 年 に 一 度 と 言わ れる 規模 で 渋谷 駅 周辺 の 
再開 発 が 進む 中 、 そ れ に 伴っ て 公共 空間 も 多数 生ま れ て いる 。 そ の 
多く は 、 と て も 清潔 で 機能 的 で あり 美しい 。 し か し な が ら 、 活 用 方 
法 の 検討 が 不 十 分 な まま で 整備 が 先行 し た 結果 、 供 用 開始 時 点 で は 
管理 上 の 禁止 行為 に し ば られ が ち で 、 活 用 が 進ま な いこ と が 多い 。 

本 社会 実験 は 、 この よう な 課題 認識 に 基づき 、 渋谷 未来 デザ イン * (以下 
FDS) が 調整 主体 と し て 、 地 域 ・ 企 業 ・ ク リエ イタ ー な ど と 協 働 し な が ら 
積極 的 な 活用 を 図り 、 その 成果 を 検証 する こと で 、 公益 性 と 事業 性 を 両立 
し た 渋谷 リバ パー スト リー ト の 管理 と 活用 の 仕組 み を 検討 する も の で ある 。 


社会 実験 の 概要 


本 社会 実験 は 、2019 年 2 月 28 日 に 渋谷 スト リー ム ホ ー ル で 開催 さ 
れ た 「 ミ ズ ベ リン グフ ォ ー ラ ム 2019」 で 公表 、3 月 の 先行 期間 を 経 
て 、4 月 か ら 10 月 まで の 半年 間 に 渡っ て 行わ れる 。 

先行 期間 で は 、 実験 バー トナ ー 及 び 第 一 弾 の アイ デア を 募集 し た 
と ころ 、 300 を 越え る アイ デア が 集まり 、 4 月 か ら は その 実現 に 取り 
組み つつ 、 効 果 的 か つ 持続 的 な 仕組 み を 探索 する 本 格 的 な 社会 実験 
を 開始 し た 。 


具体 的 に は 、 整備 コン セプト 「 周 辺 の 活性 化 の 始点 と な る 、 川沿 い 
の オー ブン スペ ベー ス の 創出 」 を 前 提 に 、 以 下 三 つ の 検証 テー マ を 掲 
げ 、 定 量 的 デー タ に よる 裏付け を 基 に 、 ま ちの 価値 を え 向上 させ 文化 
を 育む 仕組 み を 探っ て いる 。 


022 LAND5CAPE DESIGN 


取り 組み に 至る 経緯 


渋谷 リバ パー スト リー ト は 、 渋 谷 駅 周辺 と り わけ 渋谷 駅 南 街区 「 渋 谷 
スト リー ム 」 と と も に 、 渋 谷川 お よび 旧東 急 東横 線 高 架 跡 地 に 再 整備 
され た 約 600m に 渡る 帯状 の 公共 空間 で ある 。2013 年 6 月 に 都市 計 
画 決定 し た 渋谷 駅 南 街 区 ブロ ジェ クト ( 現 ・ 渋 谷 スト リー ム ) に 合わ 
せ て 整備 され た 後に 、 2018 年 3 月 に 河川 敷地 占用 許可 準則 に 基づく 
都市 ・ 地 域 再 生 等 利用 区 域 の 指定 に より 渋谷 区 が 河川 敷地 の 占用 主 
体 と な り 、 さら に 2018 年 9 月 の 公募 型 ブ プロ ボー ザル で 東京 急行 電鉄 
帆 ( 以 下 、 東 急 電鉄 ) が 施設 使用 者 に 選定 され た 。 東急 電 鉄 は ブロ ボー 
ザル 提案 書 に お いて 、 企 業 と の 連携 を テー マ に 、FDS と も 連携 し 、 
地域 活性 化 に 繋が る よう な イベ ント 実施 の 検討 を 明記 し て お り 、 ご と 
れ を 受け て 今回 の 社会 実験 が 企画 され た 。 


駅 前 の 店 舗 と 広 堤 の に ざわ い の 空間 自 谷 を 感じ る 水辺 の に ざわ い 空 還 それ あい と 交 泊 の 空間 
PC PC ea 
A 


っ > 
道行 く 人 々 に 声 を か け て アイ デア を 募集 する 


Shtbuya River Street (: 半 谷中 2 い 水 稼 空間 ) で 
し い 文 イ て モモ ー 


(1) 地域 本 元 : さら な る に ぎわ い だ し や 地域 活性 化 の 具体 的 な 内 容 
(コン テン ツ ) 
(②) 収支 構造 : 河 川 お よび 地元 へ の 還 元 と 経費 の 捨 出 を 両立 する 収支 
構造 
(3) 現場 運営 : に ぎわ い だ し を 強化 し つつ 良好 な 水辺 空間 を 保全 ・ 創 
出す る 体制 ・ 仕 組み 

現場 で は 、 市 民 や 企業 と 場所 の 接点 を 強化 する た め 、ULTRA 
PUBLIC PROJECT (以下 、UPP) が 開発 し た 「PARK PACK」 の コ 
ン テ ナ を G 基 設置 し 、「WORK= つ くる 」 を コン セプト に 、 コ ン テ ナ 
内 と 周囲 の 屋外 空間 に て 、 様 々 な 企業 や 団体 と 連携 し た 取り 組み を 
実施 し て いる 。 

社会 実験 の 座 組み は 、 主 催 FDS、 共 催 UPP に 加え て 、 多 く の 協 
倫 ・ 協 力 ・ 後 援 を いた だ いて いる 。4 月 か ら は 、 涼 谷 区 が 後援 か ら 共 
催 (予定 ) に 関与 を 深め 、 渋谷 スト リー ム (東急 電鉄 ) と 一 般 社団 法人 
渋谷 駅 前 エリ アマ ネジ メン ト の 協力 も 得 て い る 。 今後 、 コ ン テ ナ を 


上 ※ 一 般 社団 法人 渋谷 未来 デザ イン は 、 ダ イ バ ー シ ティ と イン クル ー ジ ョ ン を 基本 に 、: 
才 


iD 昌 ga 


実現 し た い ア ィ デ ィ ア に 扱 事 し ょ っ 


1 に 「 あ 


KC DF 
PC に 7 
ーー で ゃ モ 


reedSo ro 
PS | 


の 中 か ら 要 望 の 多かっ た も の を 集計 し 、 


集まっ た アイ デア ( 左 ) 


投票 受け 付け を 行う ( 右 ) 


現場 に 設置 し た 取り 組み を 6 月 末 ま で 行っ た 後 、 そ の 成果 を 検証 ・ 評 
価 し て 、9 月 の 「 ソ ー シ ャ ル ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン ウ ィ ー ク 」 と いう 渋谷 
の フラ ッ グ シッ プ ・ ブ ロジ ェクト に て 成果 を 発表 する 予定 で ある 。 


けん 玉 イ ベン ト 「Shibuya Spring Sesh」 (2019.4.13)。 ニ ュー ジー ラン ド や アメ リカ か ら も プレ イヤ ー 
が 駆け つけ た この イベ ント に は 、 日 本 各地 か ら けん 玉 プ レイ ヤー た ち が 集結 し た * 


WORK PARK PACK プロ ジェ クト 


主 催 一般 社団 法人 波谷 未来 デザ イン 

共 催 ULTRAPUBLICPROJECT 

特別 協力 東京 急行 電鉄 株 式 会 社 "渋谷 スト リー ム . 

matiks Architecture 一 般 財団 法人 

渋谷 区 観光 協会 Flying Tiger Copenhagen 
を 運営 する Zebra Japan 株 式 会 社 

後 援 小谷 区 

場 所 東京 者 渋谷 区 濾 谷 三 丁目 23 番 (渋谷 川 2-1 区 間 ) 

期 間 2019 年 3 月 1 日 ( 金 ) 一 2019 年 9 月 30 日 (月 ) 


働く 人 、 学 ぶ 人 、 訪 れる 人 な ど 、※ 


谷 に 集う 多様 な 人々 の アイ デア や 


能 を 、 領 域 を 越え て 収集 し 、 オ ー プ ン イ ノ ベ ペー ション に より 社会 的 課題 の 解決 策 と 可能 性 を デザ イン する 本 格 的 な 産 官学 民 連 携 組織 で す 。 http:/7fds.orjp 
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(2019.4.22 16:00 開 供 ) 
【 ト ー ク セッ ショ ン 】 


スト リー ト の 未来 を 話 そう 
て 対話 と アイ デア で つく る 渋谷 川 ~ 


[ファ シリ テー ター] 


齋藤 精 一 氏 (株 式 会 社 ラ イ ゾ マ ティ クス 代表 取締 役 、 
一 般 社団 法人 渋谷 未来 デザ イン FUTURE DESIGNER) 


[登壇 者 ] 


加藤 細 氏 (100BANCH コミ ュ ニ ティ マネ ー 
般 社団 法人 渋谷 未来 デザ イン プロ ジェ クト ・ デ ザイ ナー) 


後藤 太一 氏 (一 


ジャ ー、 


田原 光 泰 氏 (白根 記念 渋谷 区 衝 土 博物 館 ・ 文 学 館 学芸 貞 ) 
永井 礼 佳 氏 (カフ ェ ・ カ ン パ ニー 株 式 会 社 新規 事業 開発 部 ) 


山 羽 真 梨 那 氏 (城西 国際 大 学 メデ ィ ア 学 部 


渋谷 未来 デザ イン サポ ー ト ・ ス タッ フ ) 


山中 伸 悟 氏 (Zebra Japan 株 式 会 社 マー ケティング 部 マネ ー ジ ャ ー) 


吉澤 裕樹 氏 ( 東 
エン ター テイ ン メ ント 戦略 グル ー プ 主査 ) 


「WORK PARK PACK」 を 
運営 し て みて 


克 藤 渋谷 川 TWORKPARKPACK」 プ ロ 
ジェ クト は 今年 の 3 月 か ら 始ま り ま し た 。 第 
1 回 目 は 私 も 登壇 させ て いた だ いた 河川 空 
間 活 用 アイ デア ミー ティ ング を 通し て 、 水 
辺 か ら の 街 づ くり に つい て 
ング フォ ー ラ ム 」 の イベ ント の 日 に 発表 し 

それ 以降 いろ ん な 展開 を し て いま す 。 まず 、 
実際 「 を し て いる 山 羽 さん か ら お 話 を 


伺い た いと 思い ます 


考え る 「 ミ ズ ベ リ 


山 届 渋谷 リバ パー スト 
いる PARK PACK の 3 台 ある コン テ ナ の 内 の 
一 つ を 使っ て 、 道 行く 皆様 か ら こ の 水辺 空 
間 を 使っ て どん な こと を し て みた いか を 、 手 
形 の 付箋 を パネ ル に 貼っ て いた だ 
A4 サ イズ の 紙 に 絵 を 描い て いた だ 

ど し て 、 約 1 ヶ月 間 、 様 々 な アイ デア を 募 
し て いま し た 。 平日 の 渋谷 は オフ ィ ス 街 な 
の で 、 働 いて いる 方 が 多かっ た の で す が 、 
代官 山 まで 歩い て いる 大 学生 も 見 か け ま し 
た 。 土 日 は 家族 連れ や ご 夫婦 と いっ た 幅広 
い 年 齢 層 の 方 々 が 通っ て いる 印象 を 受け ま 
し た 。 今年 4713 ( 土 ) に 行わ れ た けん 玉 の イ 
ベン ト で は 、 世 界 チ ャ ン ピ オ ン が 子ども た ち 
を 教え た こと も あり ます 。 また 、 こ 
合 川 だ と いう こと を 知ら ず 、 中 に ! 


驚か れ て いる 方 も いま し た 


に けん 玉 
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齋藤 渋谷 川 を こう し て 活用 で きる よう に 
な っ た の は 、 色 々 な 調整 が あっ て 、 行 政 関 
係 者 に も ガイ ドラ イン の 中 で 、 特 例 で 認め 
て いた だ き 、 こ の よう な 試み が 実現 で きた 
ん で す よ ね 。 

アイ デア を 募集 し た と ころ 、 ち ょ い 飲み 
屋 (屋台 ) を や っ て みた いと いう 意見 が 多 
か っ た 。 し か し 、 屋台 は いざ や る と な る と 実 
現 が 難し い 。 本 日 は その 辺り も 追 > 
も そ も る 川辺 は どの よう に 活用 し た 
か と いう こと を 考え て いき た いと 思っ て い 
ます 。 まず 
開催 する に あたっ 


こら いい の 


きん か ら こ の イベ ント を 
て の 経緯 を お 聞き し た い 。 


株 式 会 社 ロ フト ワー ク コミ ュ ニ ティ デザ イナ ー) 


京 急行 電鉄 株 式 会 社 渋谷 開発 事業 部 渋谷 運営 グル ー プ 兼 浴 線 生活 創造 事業 部 


後藤 私 は 渋谷 スト リー ム が オー プン し 、 
トリ ー ト を も っ と 活用 で きる 
こと を 問 k と し て 
* 川 を 所 有 し 
、 管 理 し 
ヽ っ た と こ 
ろ 、 い ろ ん な 箇所 の 手続 き が 入り 組 
ん で いる こと が 分 か り 、 そ れ を 確認 し 整理 
する こと が 最初 の 課題 で し た 。 今 回 の よう 
論 は 新た な 制度 を 導入 する 前 に 時 
間 を 区 切っ て 行う も の で す 。 だ か ら ど の よう 
な や り 方 が 良い の か と いう 明確 な 答え は な 

、 和 失敗 を 重ね な が ら も 良い や り 方 を 皆 で 


全 リバ ー ス 


か 、 と いう 


爾 藤 精 一 氏 


見 出し て いく 必要 が あり ます 。 そ の 舞 吾 を 
渋谷 未来 デザ イン が つく る こと が で きれ ば 
と 思っ て いま す 。 


齋藤 先ほど お 話し し た 屋台 の よう な アイ 
デア は 、 一 人 一 人 が 頑張 っ て も 、 全体 像 を 分 
か っ て いる 人 で な いと 実現 する の は と て も 
大 変 で す 。 で すか ら 、 渋谷 未来 デザ イン と い 
う 組 織 の 観点 か らし っ か り と 行政 や 法律 的 
な 事情 も 解決 し て いく こと が 必要 で すね 。 

実際 に 運営 ・ 運 用 を 約 一 ヶ月 や っ て みて 
どう で し た か 。 


後藤 や っ て みて 学 
し た 。 い ろ ん な 人 に 惑 を お か けし た と 
思い ます が 、 そ こ は 皆 に 学ん で いき 
た いと 思っ て いま す 。 現 在 も 知ら な か っ た こ 
と が た くさ ん 出 て き て 、 そ れ を 整理 し て いる 
最 中 で す 。 


こと が 多い と 思い ま 


ぶ 


山 届 渋谷 で は よく 「 多 様 性 ] と いう 言葉 が 
使わ れ ま す 。 約 1 ヶ 月間 、 老若 男女 問わ ずい 
ろ ん な 方 々 の お 話 を 開い て 、 多 様 性 と は こ 
うい うこ と な の だ と 体感 し まし た 。 


吉澤 今回 の 試み は 面白 いと 思い ます が 、 
も う 少 し いろ ん な 活動 が どん どん 出 て き て 
も いい の か な と 。 で す が 、 運 営 の 準備 や 仁 
込み が 大 変 そう で す よ ね 。 


齋藤 私 は いろ ん な 行政 や 企業 と 組ん で イ 
ベン ト を 企画 する 立場 で す が 、 運営 
を し て みる と と て も 難し いこ と が 分 か り ま 
す 。 せ っ か く こ の よう な 枠組 み を つく っ た の 
だ か ら で き る だ け 活 用 し た いと いう 思い は 
同じ で す が 、 運 営 は お 金 だ け で な く 、 人 間 
の モチ ベー ショ ン 的 な コス ト も 考え な けれ 
ば な り ま せん 。 で す が 、 誰 か が モノ を 動か 
し た り 、 誰 か と 話し た り 、 何 か ア クシ ョ ン を 
起こ し た り し な けれ ば 前 に は 進ん で いか な 


田原 光 秦 氏 


永井 礼 佳 氏 


いと 思い ます 。 


渋谷 川 の ポテ ン シ ャ ル 


齋藤 100BANCH を 運営 し て いる お 二 人 
は 、 こ の 浅 谷 川 に 対し て どの よう な ポ 
シャ ル を 感じ て いま すか ? 


テン 


加藤 100BANCH は オー ブン か ら も うす ぐ 
2 年 目 を 迎え ます 。100BANCH が で きた 当初 
は 、 渋 谷川 は 裏道 で 、100BANCH に くる 人 
や 社員 し か 通ら な い 道 で し た 。 で す が 、 去 
年 の 10 月 に この 空間 が オー プン し て か ら 人 
の 流れ が 明らか に 変わ り ま し た 。 ま た 、 
PARK PACK の 追 力 ・ 存 在 感 は 大 きい と 思い 
ます 。 ここ で 開催 され た 、 け ん 玉 の イベ ント 
の よう な 風景 が 日 常 的 に 見 られ れ ば 良い な 
と 思っ て いま す 。 渋谷 は 公園 が 少な い の で 、 
目的 が な く て も 集まる 場 が ある こと は 都市 
の 余白 と し て 必要 だ と 思っ て いま す 。 


永井 コン テン ツ を 持っ て いる 人 は た くき 
ん いて 、 ま た 、 そ の 場所 を 探し て いる 人 も 


山中 介 情 氏 吉澤 裕樹 氏 
た くさ ん いま す 。 だ けど 、 それ を 企業 に も ち 
こん で も 新しい 事例 や 決ま っ て いな いこ と 
は 手間 が か か る た め 参 加 を 牙 路 する こと も 
ある か と 思い ます 。 現在 は 社内 以外 で も 個 
人 で いろ ん な 活動 を し て いる 人 が いま す 。 
この よう な 、 川 と いう 外 の 空間 で 自分 た ちの 
し て いる こと を 表現 で きる 機会 は な か な か 
あり ませ ん 。 そ こ を どの よう に し て うま くつ 
な ぐ か が 課題 だ と 思い ます 。 こ の よう な トー 
クセ ッ シ ョ ン を 定期 的 に 行っ て いく の は 良 
いと 思い ます 。 


齋藤 渋谷 川 の どの よう な と ころ に 魅力 を 
感じ る か を 山中 さん に お 聞き し た い 。 


山中 まず 、 弊社 Flying Tiger Copenhagen に 
は 2 つの コミ ュ ニ ティ が あり ます 。1 つ が 
「 パ ー テ ィ ー 部 ]、 ホ ー ム パー ティ ー を 皆 で 
楽し も うと いう コミ ュ ニ ティ 。 も う 1 つ は 昨 
年 立ち 上 げた 「 あ そ 部 」、 英 社 の 取り 扱う 
グッ ズ を 使っ て 遊ぶ コミ ュ ニ ティ で す 。 そ の 
よう な 何 が で きる か 分 か ら な い コ ミュ ニ 
ティ の 中 で 、 ま だ 使い 方 も 分 か ら な い 場 所 


手形 の 付箋 に アイ デア を 書い て も ら う * 
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> 大 ト 」 


が あっ た ら 面 白い の で は な いか と 場所 探し 
を し て いた と ころ 、 沙 谷 未 来 デ ザイ ン か ら 
この プロ ジェ クト の お 話 が あり 、 こ の 場所 を 
使わ せ て い こと に な り ま し た 。 表 通り 
の イメ ー ジ は あり ます が 、 こ の 空間 に 関し て 
は 特定 の イメ ー ジ が な い 、 い v 
な いと 思っ て いま す 
する 

確か め 合 う ・ 共 有する こと が で きた コミ ュ ニ 
ティ の つなが り は 強く な る の で は な いか と 
思っ て いま す 。 


齋藤 皆さん の 話 を お 聞き し て 
ぱり この 場所 に ポ 選 
多い の だ と 思い まし た 。 渋谷 が どん 
川 も 変わ っ て いっ 


受け ます 


わっ て いく 時 
て いる の だ と いう 印象 


集まっ た アイ デア と 
その 実現 に つい て 


齋藤 今回 の プロ ジェ クト で どの よう な ア 
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Fing Tiger Copenhagen あ そ 部 オフ 会 (2019.5.11) 


イデ アァ が 集まっ た の で し ょ うか 


山 測 
ア の # 


間 、 考え て いた だ いた アイ デ 
受け 付け て いま し た 。 オ フィ ス 
働い た 後に ちょ っ と 飲み た いと 
いう 要望 が 多かっ た よう で す 。 自然 と の 触 
れ 合 い の 場 を 求め て いる 方 も 多く 、 動 物 と 
の 出会い の 場 キ 
し て 飲み な が ら 映 画 を 見 て みた いと いう 要 
望 も いた だ きま し た 。 ま た 、 小 学生 の 要望 
で 多かっ た の が 意外 に も 流し そう めん で し 
た 。 人 と の 出会い を 求め て いる 方 も 多く 見 
けら れ ま し た 


街 な の で 、 


受 生 を ひい て ビク ニッ ク を 


常に 考え て いま す 


も う 1 つ は 、 
が 実現 する の か と いう こ 


を 出し て いた だ いた 人 は 


実現 し て いく と いう 役割 
ン が 担っ た 時 に 、 どの よ 
緒 に や らい い の だ ろう 

剣 に て いま す 。 中 に は 実現 が 難し いも 
の も あり ます が 、 で きる だ け 挑 戦 し て みた い 


と 思っ て いま す . 


齋藤 ほとん どの 人 が 、 
と に 気づい て いな か - こ はず で す 。 今回 の 
プロ ジェ クト は 各々 が この 川 が どの よう な 
空間 だ の か と いう こと 


会 に も な っ て いる と 思い ます 。 


| が ある こ 


な ど え る いい 機 
で すか ら 資 
金 や モチ ペー ショ ン 、 協 力 体制 的 な も の が 
許す の で あれ ば 、 こ れ ら の アイ デア を どん 
どん 実現 し て いく べき だ と 思っ て いま す 。 こ 
の よう な 投げ か け を し な けれ ば 現実 の カタ 
ログ か ら 選 ぶよ うな 安易 な プロ ジェ クト で 


終わ っ て し まう 気 が し ます 


渋谷 リバ ー ス トリ ー ト の 活用 法 


齋藤 私 は 渋谷 川 が 再度 表 に 出 て きた と い 


子供 向け ワー クシ ョ ッ プ 「 渋 谷川 に 鯉のぼり を 流 そう ] (2019.4.29) 。 透明 な プチ プチ を キャ ン パ ス に 


(3 点 と も *) 


うこ と が すご いと 思っ て いま す 。 谷 が ある 
か ら 渋 谷 と いう 地名 で あり 、 こ れ だ け の 文 
化 が 集まっ て き て いま す 。 こ の よう な 谷 の 一 
番 下 に 脈々 と 流れ る 渋谷 川 が 再度 表 に 出 て 
きた こと に 対し て は いか が で し ょ うか , 


田原 渋谷 川 は 子ども の 頃 、 た また ま 工 事 
が あっ て 空き 地 に な っ た 時 な E で 見 
る 機会 が あり まし た が 、 普 段 は 川治 い に 東 
横線 が 走っ て いて ビル に 挟ま れ て いる た め 
見 る こと が で きま せん で し た 。 谷 は 自然 と 
水 が 集 まる と ころ で 、 同 じ よ うに 人 も 集まっ 
て きま す 。 今回 、 渋 谷川 が この よう に 開け て 
人 が 集まっ て くる 場所 に な り 、 こ れ か らい ろ 
ん な こと が で きる よう に な っ た の だ と いう 
こと を 改め て 実感 し まし た 。 


で 


齋藤 渋谷 スト リー ム が オー プン し て 
位 、 100BANCH が て し ょ うか 。 
オー プン し て 分 か っ と 、 こ うい うこ と を 
し た らい い の で は な いか 、 こ うい う 人 が いた 
らい い の で は な いか と いう こと を 吉澤 さん 
と 氷 井 さん に それ ぞ れ お 開き し た い 。 


吉澤 渋谷 で 川 が 見 えて いる 空間 は ほとん 
ど あ り ま せん 。 ま た 、 水 の 流れ は 理論 で は 
語れ な い 可 能 性 を 秘め て いる の で は な いか 
と 思っ て いま す 。 で すか ら 渋 谷 区 に は 新 し 
いも の ・ 要 素 が 生ま れる と いっ た 提案 を 提 
出し て いま す 。 渋谷 スト リー ム の 開業 時 に 
は いろ ん な イベ ント を 企画 し まし た 。 で す 


が 、 弊 社 だ け で は 、 や り 切 れ て いな いこ と 
も ある の で 、 こ れ か らい ろ ん な 人 と いろ ん 
な こと を や っ て いけ れ ば いい な と 思っ て い 
ます 


齋藤 「 い ろ ん な 人 と いろ ん な こと 
て いけ れ ば いい 」 と いう こと は 重要 な 
す 。 つま り そ の 管理 は どう する の か 、 
借り 方 ・ 貸 し 方 は で き な い の か と い 
が 出 て くる 


永井 私 が 100BANCH の 運営 で 入っ て い 
た 時 は 、 こ の 場所 を 借り る た め に は いく ら 必 
要 な の か 、 会 社 の ロゴ を 出す こと が で きる 
の か 、 音 や 電源 は どう する の か と いう よう な 
問い 合わ せ を いた だ きま し た 。 や り た いこ と 
が あっ て も 行政 や 運営 会 社 と の 折り 合い が 
つか な いま ま 実 現 で き な か っ た プロ ジェ ク 
ト も ある こと を 聞い て いた の で 、 そ こ を 解決 
で きる ポイ ント が あれ ば 、 よ り 、 この 空間 を 
有効 活用 で きる の で は な いか と 思っ て いま 


齋藤 今回 300 以 上 の アイ デア が 出 て き て 
いる 中 で 、 そ も そ も ど こ に 問い 合わ せれ ば 
いい の か が 分 か ら な い 。 そ の よう な こと に じ 関 
し て は 、 1 つ は ルー ル に 則っ て や る 、 も う 1 つ 
は 正面 を 切っ て 規制 を 緩和 する と いう こ 
と 。 規制 緩和 は 戦略 特区 で ある 以上 、 大 義 
名 分 と し て ある と 思い ます 。 そ うし て いか な 
けれ ば 場所 は 変わ っ て いか な いと 思い ま 


自由 に 絵 や 模様 を 描い て 自分 だ け の 鯉のぼり を 作り 、5 月 5 日 の こども の 日 まで 、 川 沿い に 掲揚 し た 


す 。 最後 に な り ま す が 、 渋 谷 リ バー スト リー 
ト の 可能 性 に つい て 今回 この よう な アイ デ 
ア が 出 て き て どの よう た か 。 加藤 さ 
ん に お 開き し た いと 思い ます 。 


加藤 100BANCH も ここ 一 帯 が 実験 を する 
場所 と な り 、 街 に 開い て いく と いう 発想 で 
始め て いる の で 、 コ ン セ プ ト も 実験 所 で は 
な く 「 実 験 区 ] と し まし た 。 100BANCH の プ 
ロジ ェクト の 中 に も 、 昆 虫 食 や 電動 キッ ク 
ボー ド の シェ アリ ング 、 パ バス を 改造 し て 移 
動 型 の 住居 を つく る パス ハウ ス と いっ た リ 
スク の 高い プロ ジェ クト も あり ます が 、 少 し 
ずつ で も 街 に 開い て その よう な 実験 を し て 
いか な けれ ば 当たり 前 に な ら な いと 思っ て 
いま す 。 プ ロジ ェクト は 誰か が リス ク を 硝 
負っ て 実験 を し て いか な いと 生ま れ ま せ 
ん 。 そ うい う 人 が どれ だ けい る の か が 重要 
だ と 思い ます 。 


齋藤 お っ し ゃ る 通り だ と 思い ます 。WORK 
PARKPACK は 実験 段階 と いう こと も あり ま 
す が 、 そ こ を つく りあ げ て いか な けれ ば 短期 
の 実験 の 場 で 終わ っ て し まい ます 。 皆さん が 
これ だ け ポ テン シャ ル を 感じ て いて 、 渋 谷 
の 谷 が 体現 で き 、 し か も 表 と は 全く 異な る 
表情 を 見 せ て いる 。 こ の よう な 素晴らし い 
空間 を 有効 活用 し な い 手 は な いと 思い ま 
す 。 本 日 は あり が と う ご ざ いま し た 。 
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協力 =VUILD 条 こ 

写真 Hayato Kurobe、VUILD 株 式 会 社 ※ メカ ーー 
定 3 ゴ | と - 

Station square to be made with local residents. み トー 


"SASAZUKA HIROBA!" 


Sibiya, Tokyo と と 
PrGjeet by KEIO REALTY & DEVELOPMENT CO., LTD. 
Photo by Hayato Kurobe, VUILD Inc.* 


ーー ン ラ ラン シン アァ ケラ テッ 
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「 笹 塚 ヒ ロバ !」 と オリ ジ ナ ル ベ ン チ 


京王 電鉄 株 式 会 社 と 京王 不動 産 株 式 会 社 は 、 京王 線 笹塚 駅 前 の ビ 
ル を 改修 し 新た に 長期 滞在 者 向け の 宿泊 施設 「KARIO SASAZUKA 
TERRACE] を オー ブン し た 。 ビル の 改修 に あたり 、 日 ご ろか ら 交 流 の 
ある 地元 商店 会 と 協議 し 「KARIO SASAZUKA TERRACE] に つなが 
る 広場 の リニュ ー ア ル を 行っ た 。 この 広場 を 「 笹 塚 ヒロ バ !」 と 命名 し 、 
笹塚 駅 前 広場 を 地元 と 笹塚 を 来訪 する 人 の 交流 の 場 と な る こと を 目指 
し 、 その デザ イン コン セプト を 「 み ん な で つく る 駅 前 広場 ] と し 地元 と と 
も に 広場 の リニュ ー ア ル を 進め て きた 。 

と の 広場 の シン ボル と し て オリ ジ ナ ル ベ ン チ を 設置 する こと が 協議 
に お いて 決め られ た 。 ベ ンチ の 製作 に あたり VUILD 株 式 会 社 の 協力 
の も と 、 木 工 用 3D プリ ンタ ー で 切り 出さ れ た ベン チ の バー ツ を 地域 住 
民 参加 の ワー クシ ョ ッ プ に より 組み 立て られ た 。 木材 の 一 部 に は 多摩 
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産 材 が 使用 され 、 新宿 と 高尾 を 結ぶ 京王 電鉄 の つなが り を 線路 だ け で 
は な く 、 産地 と の つなが り を し て も ら う 試み も し て いる 。 さ ら に 広 
場 を ベイ ント する イベ ント な ど ペ ンチ を 活用 し た 催し を 定期 的 に 開催 し 、 
「 笹 塚 ヒ ロバ !」 か ら 地 元 と の つなが り を 育み 、 地域 活性 化 を 目指 し て 
いる 。 また 、「KARIO SASAZUKA TERRACE」 の 地下 1 階 に は 地域 
ンジ 「 笹 塚 ア キチ !」 が 開設 され 、「 笹 塚 ヒ ロバ !」 と と も に 
様々 な イベ ント や 催し 物 な ど を 通し て 情報 発信 の 場 と し て の 活用 が 期 
待 され る 。 

駅 は 、 地域 に 住 お ほとん どの 人 が 毎日 利用 する 場所 で ある 。 そこ を 
拠点 に 何 か を 発信 し て い と は 、 地域 活性 化 や 街 づ くり に 対し て 大 
き な 効 果 が 発揮 で きる と 考え られ る 。 その た め は 事業 者 が 率先 し て 地 
域 と 共に 活動 する こと が 必要 だ 。 ( 文 三 編 集 部 ) 


交流 
交流 ラ 


活動 的 な 街 の 人 の 流れ を イメ ー ジ し た 
デザ イン が 特徴 的 な ペン チ は 、 曲 線 に より 座 面 の 高 さ 
が 異 りお と な か ら 子ども まで 幅広 い 層 が 活用 で き 
る 。 また 移動 が 可能 な た め 広場 の レイ アウ ト が 自由 に 
変更 で きる 


ここ 
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地域 と 一 緒 に 行う 街 づ くり は お 互い の 顔 が 見 えて いる こと が 大 事 


首 = 松 石 徳仁 
(京王 不動 産 株 式 会 社 営業 企画 部 企画 


文 商 = 編集 部 


広場 を と も に つく る 
笹塚 駅 前 広場 は 毎年 2 3 回 ほど 町 内 会 
な ど に 提供 
プロ ジェ クト は 広場 前 の 建物 を 宿泊 施 
め た 施設 へ の リノ ベー ショ ン が 主たる 目的 で 、 
広場 に つい て は 派生 的 な と ころ が あり ます 
し か し 、 工事 期間 中 は 工事 ヤー ド と ! 場 
を 閉鎖 し た た め 、 地域 の 広場 と し て の 親しみ 
- 度 持っ て いた だ きた いと 思い 、 広場 の 
アル と ペン チ の 作成 を 企画 し まし た 
広場 の リニュ ー ア ル は 町 内 人 


方 た ちと 意見 交換 を し な が ら 一 緒 に 


る よう な も の を 置い た ら ど うか と いう こ 
こ な り 、 ペ ンチ の 設置 が 決ま っ た と いう 経 
wo4 は 人 に 対し て フレ ンド リー な 
こと も 手伝っ て 、 私 た ちゃ 日 ご ろ 


せい を させ て いた た 


ご いて い 
と は 


、 不 重 を の 企画 プロ 
5 る 株 式 会 社 スピ ー ク の 林 厚 
H 介 いた だ きま し た 。 林 き ん に 、 
取 域 に 対し て 感 
素材 、 主 に 土 や 木 を 使い 加え て ワー 
クシ ョ ッ プ も 展開 し た いと 相談 し た と ころ 


を も う 


らく 2 


いま す 。 町 内 会 、 商店 会 の 方 た もち は リ ニ - 

アル に あたり 、 広場 が 整備 され る こと で あま り VUILD さ ん の 名 前 が 挙がり 依頼 し た と いう 

好ま し く な い 人 た ち が 長 時 間 沙 在 す る こと の が VUILD さ ん に 決め た 経緯 で す 。 加え 
を 抱い て いま し た が 、 新しい 試み に て VUILD さ ん に は 町 内 会 、 商店 会 の 方 た 


つい て は 歓迎 し た いと お っ し ゃ っ て いた だ きま 
し た 。 が 長 時 間 潮 在 し な い 


皆さん と 打ち 合わ せ を する 中 で 


ちと の 打ち 合わ せ で 話 【 た 好ま し く な い 人 
子ども た ち が 遊 べ 


し まし た 


、 子 ども た こと と いう 2 つの 条 


日 導 


事業 の 観点 か ら 地域 を みる 
ワー クシ ョ ッ プ の 呼び か け は 、 
祭り に プー ス を 出店 させ て いた 7 
集 し て いま す 。 私 た ち て 初め て の ワー 
で は あり まし た が 、 参加 され た 方 た ち 
そう な 様子 を 見 て うれ し く な っ た 
す 。 地域 の 方 た ちと に 何 か を 


な 人 の 意 em 


商店 会 の お 


ショ ッ プ で 


と 思い ます 
と 行政 の 領域 に ま 
危 恨 き れ ま す の で 、 


が あり ます 。 で 
と 一 定 の 距離 感 


『 業 を 続け 


わる か は 予め 決め て お く 履 


白 づ くり の 」 上 位 計画 は 行政 に よる も の で あ 
で いろ い 


私 た ちの 


る と 認識 し て いま す が 、 その 前 段階 


ろ と 関わ れる こと が ある と 思い ます 。 
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ジメント (3 


首 の 管理 を 行う こと ) で す が 、 


動産 に 関す を 
その 観点 か ら 、 街 の 課題 を 地域 の 人 た ちと 


今回 、 宿泊 施設 を 作る に あたり 浮か び 上 
が っ た 課題 と し 夫 民 泊 問 題 が あり まし 
た 。 勿論 、 は 論外 で 行政 に 動い て いた 
だ く ほ か な い の で す が 、 正規 の 民泊 は 街 に 
ラス に な る は ず で す 。 我々 は 広場 づく 
り 、 街 づく り の ワー クシ ョ ッ プ を 通じ て お 互い に 
顔 の 見 える 状況 を 作る 、 街 の 問題 を 一 
繕 に 事業 の 観点 か ら 解 決し て いく こと か 
る の で は な いか ? と いう 感 角 


まし た 


地域 を 一 緒 に 考え る 
VUILD さ ん は 地産 地 消 を 目 
今 プ ロジ ェクト で は 多摩 産 材 


E 


> が あり ます 


て いま す の で 八 王 
よかっ た と 思っ て いま す 。 鉄道 
し て 外 か ら の 
地域 内 の 相互 取 り 
避け 、 地域 に 選 元 す 
今回 の 多摩 産 材 の 活用 は まさ 


地域 の 方 た ち が 地 


を 上 繋げ る 意味 で も 


会 社 の 役割 と 


了 電 


) お 金 呈 か に する 


り 資本 の 外部 : 


と が ある と 


自分 た ちの も の と し 


れ だ け 資 献 で き 


広場 を 備 虹 す る 


か 。 地域 の 課題 を 地域 と 一 緒 に 解決 し て いく 
こと は 鉄道 会 社 や 不動 産 会 社 に と っ て も 有益 
問題 や 課題 を 自分 た ち 
決する よう な 気運 が ある 街 は 、 いい 
ず で 、 それ は 我々 事 
考え て いま す 


な こと だ と 思い ます 


の 力 で 


街 を ずっ と 維持 で きる は 
t と 


2019 年 5 月 8 日 京王 不動 産 株 式 会 社 に て ) 


ワー クシ ョ ッ プ で は 切り 出し た 木材 の ヤス リ 掛け 、 防腐 剤 の 塗布 、 組 立て が 行わ れ た 
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地域 が 自立 する 健全 な まち づく り の た め に 


笹塚 駅 前 広場 の リニュ ー ア ル に お いて ベン チ 製 作 に 協力 し た VUILD 株 式 会 社 は 、 テクノロジー 技術 に より 、 モ ノ 
づく り を 市 民 の 手 に 戻す と いう 大 き な ビ ジョ ン を 掲げ て いる 。 その こと に より 市 民活 動 が 一 部 の 人 の も の で は な く 
地域 全体 と し て より 活発 化す る こと が 期待 で きる 。 さら に 、 市民 が モノ づく り の 行程 その も の を 手中 に する こと で 、 
日 本 の 物流 が 大 きく 変わ る と 秋吉 活気 氏 (VUILD 株 式 会 社 代表 取締 役 ) は 期待 を 寄せ る 。VUILD 株 式 会 社 が 取 
り 扱 う 木工 用 3D プリ ンタ ー「ShopBot」 と それ を より 効果 的 に 活用 する た め の プ ラッ ト フ ォ ー ム 「EMARF」 が そ 
れ を 可能 に する と 秋吉 氏 は 話す 。 そ れ ら テク ノロ ジー を 駆使 し 建築 、 家 具 、 公 共 空間 の フィ ー ル ド に 新風 を 吹か せ 


る 秋吉 氏 に 話 を 聞い た 。 


写真 一 黒部 駿 人 (特記 を 除く ) 


文責 一 編集 部 


CNC 木 材 切削 機 「Shopbot」 

当社 は 米国 製 の コン ピュ ー タ 数 値 制御 
(CNC) 木材 切削 加工 機 「Shopbot」 の 
販売 代理 店 で す 。 これ まで この 種 の 機械 は 
1500 万 円 と か 3000 万 円 も する よう な 高価 


ョ リク ロジー 
技術 で 
社会 を 変え る 


は 個人 が Shopbot 
で 合板 を 購入 し 家 っ くっ た り 小 屋 を 建て 
た り し て いる 状況 が 生ま れ て いま す 。 大 き な 
家具 か ら 建 築 的 な も の まで 、 その 製作 が 個 
人 の 手 に 戻っ て き て いる こと は 革新 的 な こと 
だ と 思っ て いま す 

日 本 で は 50 年 
良質 な 木 が 流 


話 秋 吉 活 気 
(VUILD 株 式 会 社 代表 取締 役 ) 


100 年 か け て 育て られ た 
程 の 中 で 規格 材 に 加工 き 
れ 、 中 央 に ュ 央 の 工場 で 
れ 、 生産 費 者 が 完全 に 分 断 さ れ て い 
る の が 現状 で す 。 生産 者 が Shopbot を 持 
て ば 消費 者 は 良質 な 材 を 使っ た 製品 を リー ズ 
ナブ ル な 価格 で 直接 手 に する こと が で きま 


CNC 木 材 加工 機 「Shopbot] 。 (写真 一 VUID 株 式 会 社 ) 


す 。 例え ば 、Uber や Airbnb と いう プラ ッ ト 
ホー ム が あり ます 。 Uber は タク シー 運転 手 と 
タク シー を 利用 し た い 人 を 、Airbnb は 部 屋 
を 持っ て いる 人 と を 借り た い 人 を 直接 
な げ る プラ ッ ト ホ ー ム で す 。 つま り 、 提 供 者 と 
利用 者 が タク シー 不動 産 会 社 を 介さ 
ず に つなが る こと る シス テム で す 。 それ 
と 同じ ょ うに Shopbot が 材 を 持っ て いる 人 と 
家具 や 建築 を つく D り たい 人 を 直接 机 げ る こと 
『 可 能 に な り ま す 。 その た め の プ ラッ ト ホ ー ム 
で ある 「EMARF」 を 当社 で 立ち 上 げ て いま 
す が 、 そ の ソフ ト を 介し て 生産 者 と 消費 者 が 
直接 つなが る 社会 を つく る こと が 当社 の ビジ ョ 


ン で す 。 

現在 、 北 は 北海 道 か ら 南 は 熊本 まで 35 
台 の Shopbot が 購入 きれ て いま す 。 素材 
の 生産 者 や 工務 店 が 中 心 で す が 、2020 年 
に 100 台 を 目標 に 掲げ て いま す 

キャ リア の 第 一 号 は 「 カ マタ プリ ッ ヂ 」 と い 
う 賃貸 住宅 で し た 。 ここ で Shopbot 付 き 賃 
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貸 住宅 を 展開 し まし た 。 日 曜 大 工 の 延長 と し 
て Shopbot が あり 、 日 々 つく り 続け る みた い 
な 暮らし 方 も いい か な と 。 いずれ は 団地 に 1 
台 Shopbot も あり 得る ん じゃ な いか と 考え て 
いま す 。 

また 、 と の キャ ン パ ス に 移動 式 の 
Shopbot を 持ち 込み 、13 組 の 親子 に その 
場 で サー ダー し て も ら っ た 
り 組 み 立 て て も ら う と いう ワー クシ ョ ッ プ も 開催 
し まし た 。 普及 する うえ で オン ライ ン だ け で は 
うし た リア ル 体 験 の 場 を つく る こと も 必 
考え て いま す 。 僕ら は これ まで に な い 新 
し い 市 場 を つく ろう と し て いま す 。 で すか ら 毎 
日 が 真剣 勝負 で す 


< 具 の パー ツ を つく 


市 民 の 力 で つく り 、 自治 する 社会 

こう し た 普及 活動 と いう 水平 展開 を し な が 
ら 、 同時 に 家具 だ け で は な く 建 築 と か オー プ 
ンス ペー スヤ ソーシャル デザ イン へ の 活用 な 
ど 垂 直方 向 の 展開 も 考え て いる と ころ で す 
ソー シャ ル デ ザ イン の 領域 に な り ま す が 、 現状 
の 地域 お こし は 人 に 依存 し て いる こと が 多い 
の で は な いか と 思い ます 。 リー ダー シッ プ の あ 
る 人 が みん な を 引っ 張っ て いっ て いる の が 現 
状 で 、 そ の 人 が いな いと 何 も 成り 立た な い 状 
況 に な っ て いる 地域 も ある の で は な いで し ょ う 
か 。 つま り 何 が 問題 か と 言う と そこ に は 再現 


性 が 無い と いう こと で す 。 
が 、 デー ター と テク ノロ ジー が あれ ば 
確実 に 再現 で きま す 。 この 再現 性 こそ デジ タ 


ル 技 術 の 大 き な メ リッ ト だ と 考え て いて 、 今 号 
で 紹介 され て いる 笹塚 駅 前 広場 で つく っ た ベ 
ンチ も デー ター と し て 誰 で も 共有 が で き 、 再現 
で きる わけ その 際 、EMARF と いう プ 
ラッ ト ホ ー ム が 必要 に は な り ま す が 、 徒 塚 駅 の 
ベン チ と 同じ も の が 熊本 で も で き て し まう ん で 
の 人 に 頼ら な く て も 、 地域 の 人 た ち 
要 な モノ が つく れる わけ で す 。 地域 
間 を 市 民 の 力 で つく れる よう に な る 
と 楽し いで す よ ね 

自分 た ちの 街 や 地域 を 自分 た ちの 力 で つく 
り 自治 し て いく 社会 に 興味 を 状 か れ ます 。 公 
3 の 場合 、 自 分 た ち で いろ いろ な 意見 を 
出す こと は で きま す が 、 結局 は その 意見 を 集 
約 し デザ イン する プロ が 必要 で あり 、 それ を 
生産 する プロ も 必要 に な り ま す 

プロ フェ ッ シ ョ ナル が 来 な いと 何 も 実現 し な 
いと いう 世界 観 を 変え た v 自分 た ち に 


川崎 の 仮設 橋 

川崎 市 の 依頼 に より 期間 限 | 
定 で 設置 。ShopBot で 切り 
出し た 木材 を 現場 で 市 民 と 組 
み 立 て た 


必要 な 空間 を 自分 た ち で つく る こと は 、 侍 全 
な 世の中 の あり 方 で は な いか と 考え て いる と 
ころ が あり 、 その ネッ ク と な っ て いる モノ を つく 
る 能力 が な いこ と を テク ノロ ジー で 解決 し た い 
と の 想い で 活動 し て いる と ころ で す 。 


公共 空間 、 ラ ンド スケ ー プ へ の 活用 

僕 の 考え る 公共 空間 は 、 行政 施設 だ け で 
は な く 企 業 が 所 有する 公開 空地 で す と か 企 
業 の オフ ィ ス ピル の 空地 な ども 対象 で す 。 特 
に 今 は 、 企業 する 土地 を パプ リッ ク に 
開放 する 動き が 顕著 で 、 そ の 動き に 賛同 し ま 
す 。 笹塚 駅 前 も 京王 電鉄 さん が 所 有 し て い 
る 土地 で すし 、 ある 地域 で は 企業 所 有 の 土 
地 を 公共 に 道路 用 地 と し て 提供 し た 事例 も あ 
り ま す 社 で 制作 し た パス 停 を 設置 
し て いま す が 、 行政 は そう いう 動き を 支援 す 
れ ば いい と 思う し 、 どん どん 上 し て いく 〈 と 


自分 た ち が 暮 ら す 街 に お いて 、 自分 た ち が 
つく っ た 領域 が 増え て いけ ば 自分 た ちの 街 と 
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いう 意識 が 強く な る と 思い ます 。 それ を 子ども 
た ち に 経験 し て も ら う こと で 、 将来 パプ リッ ク な 
領域 も 自分 た ちの 領域 と し て 捉え 、 まち お こし 
に つなが る よう な 活動 が 盛ん に な る の で は な 
いか と 期待 し て いま す 。 

ラン ドス ケー プ の 領域 に お いて も 様々 な ツー 
ル の 提供 が で きる と 思い ます 。 加え て 地域 材 
を 使え ば 材 の 移動 距離 が 最短 化 で きま す 。 
木 は 全国 に あり ます の で 、 近 場 で 調達 する こ 
と で 市 民 に 対し て 自分 た ち が 吸 っ て いる 空気 
は どこ か ら 来 て いる の か と いう こと も リン ク で き 
る の で は な いで し ょ うか 。 

本 来 、 木 を 切っ て 植え て を 繰り 返し な が ら 
酸素 と 二酸化 農 素 の パラ ンス が 保 た れ て いる 
こと を 実感 する こと は 大 事 な こ と だ と 思い ま 
す 。 建築 と か ラン ドス ケー プ 資 材 な ど は 、 俊 
秀 な 大 工 さ ん や 優秀 な 設備 が な いと で き な い 


福岡 の 休憩 所 兼 遊具 


こと が 多い と 思い ます が 、 それ ら 条 件 が 揃わ 
な く て も 地域 内 で 完結 で きる と きっ と 楽し いで 
す よ ね 。 


地域 内 完結 で 社会 は 変わ る 
他 者 や 他 の 地域 に 依存 し な く て も 、 地域 だ 
け で 生き て いけ る 時 代 に な っ た と き 社 会 は どう 
変わ る の か 。 誰か に 助け を 求め な く て も 何ら 
か の アク ショ ン が 起こ せる こと が 健全 な 社会 
で は な いか と 思っ て いて 、 そ れこ そ 昔 は そう 
や っ て 生き て いた わけ で す 。 
芸 品 や 生活 用 品 な ど 、 そ こ に 暮らす 人 
た ち が 地 域 性 を 反映 し た モノ づく り を し て いま 
し た が 、 それ ら は どれ も デザ イン 性 が 高く 、 ま 
た 暮らし に お いて も と て も 文化 度 が 高い 社会 
で あっ た と 思い ます 。 そう いう こと を 現代 の 技 
術 を 使っ て 地域 に 返す こと で 、 文化 や 生活 の 


福岡 市 の 依頼 で 設置 。 東 京 か ら 福 岡 へ 設計 デー タ を 送り 福岡 で 木材 を 切り 出し 組 
みみ 立て た 。 テク ノロ ジー 技術 に より 部 品 は も と より 材 の 移動 も 最短 離 で 行え る 。 


あり 方 を つく り 直 せる こと が で き 
ます 。 

この 地域 で どう 生き て きた の か を 語れ る よう 
に な る に は 、 モノ づく ①、 つま り 生 産 の 問題 を ク 
リア し た 先 に ある の で は な いか と 思い ます 。 

現代 の 大 き な 産 業 構造 と し て 、 で きる だ け 
安く 買っ て 高く 売る 。 自分 と は 関係 の な い 地 
域 だ か ら と 安く 叩い て 買う 。 その 差益 に よっ て 
社会 が 回 っ て いる の が 今 の 資本 主義 社会 だ 
と 思い ます 。 そし て それ は 環境 負荷 な ど な か 
な か 目 に 見 えて こない 問題 に 蓋 を し て 動い て 
いる 社会 で も あり ます 。 

で すか ら で き る 限り 目 に 見 える 形 で モノ を 動 
か すこ と が 大 事 で あり 、 地域 内 完結 を する こ 
と で 他 地 域 に 影響 を 及ぼ さ な い 社会 構造 を 
実現 する た め の ひ と つの 技術 が Shopbot 
で ある と 考え て いま す 。 

(2019 年 4 月 23 日 VUILD 株 式 会 社 に て ) 


た ら と 考え て い 
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南砺 サマ ー キ ャ ンプ 
1 県 南砺 市 利賀 村 に て 園内 痢 の # 


地域 し < 
を つく る ざと どの で き @ 


カヤ ッ ク 屋 台 
未 使用 時 は コン パク ト に 収納 で きる の で トラ ッ ク な ど に よる 運搬 を 効率 化 で き 保管 の 場所 
も 確保 し や すい , 


EMARF と は 

Shopbot を 効果 的 に 使う た め の プ ラッ ト 
ホー ム 。 デ ザイ ナー は 自分 の デザ イン を 自 
由 に 投稿 し 、 消費 者 が 気に入っ た デザ イン 
を 購入 (無料 の も の も ある ) し 生産 で きる 。 
アメ リカ の 顧客 が フィ ン ラ ンド の デザ イナ ー 
の デザ イン で 日 本 の 材 を 使っ て 家具 を つく 
る こと も 可能 だ と 秋吉 氏 は 期待 を 寄せ る 。 
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LANDSCAPE DESIGN No.99 よ り シ リー ズ 掲 載 し 
て きま し た 戸田 芳樹 氏 に よる 「 デ ザイ ン を 読み 解 
く 」 に 戸田 氏 自 ら 加 筆 し 、1 冊 の 本 に まとめ まし た 。 
昭和 を 代表 する 作 庭 家 10 名 に よる 11 作 品 を 、 あ 
る と き は ラン ドス ケー SS キラ ョ ク MA 


その デザ イ PPP 
本 の サイ ズ は ヨコ 162mm、 タ テ 257mm と 、 本 を 
片手 に 作品 を 見 て 歩く の に ちょ うど 良い サイ ズ に 
再編 集 。 紹 介し て いる 11 作 品 を 、 こ の 本 と と も に 
歩い て みて は いか が で し ょ う 。 


較 掲載 作品 と 作 庭 家 

01. 大 田 黒 公園 伊藤 邦衛 

02. 朝倉 彫 館 朝倉 文夫 

玉堂 美術 館 庭園 中 島 健 

04. 三井 倉庫 箱崎 ビル 小林 忠夫 

05. 京王 プラ ザ ホ テル 北側 4 号 街路 深谷 光 軌 
06. 清瀬 金山 緑地 公園 鈴木 昌 道 

07. 成 城 五 丁目 猪股 庭園 田中 泰 阿 弥 ・ 星 田貫 二 
08. 東 渕 江 庭 園 〆 小 形 研 三 

09. 日 本 庭園 花田 苑 / 中 島 健 

10. 感 公園 世田谷 美術 館野 沢 清 

11. 都立 鍵 江 恩賜 公園 日 本 庭園 伊藤 邦衛 


書籍 名 昭和 の 名 庭園 を 歩く 一 作 庭 の お も いと か た ち を 紐解く 一 
著者 戸田 芳樹 サイ ズン ヨコ 162、 タ テ 257mm 本 文 84 ペ ー ジ 
定価 1.000 円 + 税 


【 お 申し 込み 方 法 】 
この ペー ジ を コピ ー し て いた だ き 、 下 記 の 欄 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、FAX に て マル モ 出 版 ま で お 送り くだ さい 。 
その 後 、 下 記 お 振込 み 先 に ご 入金 いた だ き お 申し 込み の 受付 完了 と させ て いた だ きま す 。 

ご 入金 金額 は 本 代 (税込 価格 ) に を 加算 し た 金額 を ご 入金 くだ さい 。 

【 お 振込 み 先 】 

1. 三 菱 UFJ 銀行 渋谷 中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マル モ 出 版 

2. 郵 便 貯金 口座 口座 番号 00170-4-70822 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 

(※1、2 の いずれ の 場合 も 振込 手数 料 の ご 負担 を お 願い し ます ) 

【 お 問合せ 先 】 

株 式 会 社 マル モ 出 版 TEL.03-3496-7046 e-mail:maru@marumo-p.co.jp 


FAX. 03-3496-7387 


迷 
区 
者 
欄 
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040 G-BASE 田町 バフ イー ルド フォ ー デザ イン オフ ィ ス 


050 新 画 瑞 豊 ワイ ナリ ー/ 章 評 画 設計 事 


058 岸根 公園 護岸 デッキ 改修 。" 横 


photo by Nacasa & Partners iic. [Hiroshi TSujitani] 


東京 都 港 区 
設計 一 清水 建設 株 式 会 社 一 級 建 築 士 事務 所 
ラン ドス ケー プ デ ザ イン 王 株 式 会 社 フ ィ ー ル ド フ ォ ー・ デ ザイ ン オ フィ ス 
デザ イン 監修 一 株 式 会 社 佐藤 商 日 建築 研究 所 
写真 一 株 式 会 社 フィ ー ル ド フ ォ ー・ デ ザイ ン オ フィ ス 
清水 建設 株 式 会 社 一 級 建築 士 事務 所 


G-BASE TAMACHI 
Minato-ku, Tokyo 
Architekuture design by SHIMIZU CORPORATION 
Landscape design by FELD FOUR DESIGN OFFICE 
Design supeyise by Naomi Sato Architects 
Photograph by HELD FOUR DESIGN OFFICE 

& SHIMIZU CORPORATION 


G-BASE 田町 の 

ラジ ドス ケー プ デ ザ イシ 

文 = 坂巻 直子 

株 式 会 社 フィ ー ル ド フ ォ ー・ デ ザイ ン オ フィ ス 


スタ ー ト アッ プ 企 業 を ター ゲッ ト に し た テ ナ 
ント オフ ィ ス で 企業 と 周辺 環境 の 成長 を 目指 
し 、 事業 者 ・ 設 計 者 ・ 施 工 者 で 共有 し た コン セ 
プ ト は 「 大 樹 と 林 床 ] で ある 。 

建物 を 「 大 樹 ] に 、 その 足元 に 広がる ラン ドス 
ケー プ を 「 林 床 ] に 見 立て 、 敷地 全体 で 生命 
を 表現 し て いる 。 地上 18 階 建て の 高層 棟 の 外 
装 に ラン ダム な リブ に 木目 が 転写 され て お り 、 
そこ に 表 出 され る 光 の 陰影 は 樹 肌 を 感じ させ 
る 。 建物 内 の 共用 部 に は 、 樹皮 を 残し た ヒノ キ 
や ナグ リ 加 工 の 木 枠 な ど 天然 木 が 採用 され て 
いる 。 

整形 の 建物 に 対し て 不 整 形 の ラン ドス ケー プ 
は 、 前 面 道路 か ら 長 さ 50m、 高低 差 1.5m の ア 
プロ ー チ 空間 と な っ て いる 。 應 行 し た 動 線 と 
舗装 と 植 栽 帯 の 積層 する デザ イン に よっ て 、 
奥行 き と 立体 的 な 緑 が 体 感 で きる だ ろう 。 
ここ に は カフ ェ を は じ め 、 い くつ か の 溜まり 
場 が 設置 され て いる 。 溜まり 場 で は パソ コン 
作業 、 打合せ や 卓球 を 行う こと が で き 、 オフ ィ 
スワ ー カ ー の 多彩 な 働き 方 を サポ ー ト する 。 
企業 と 周辺 環境 の 成長 性 を 敷地 全体 で 表現 す 
る と と も に 、 ラ ンド スケ ー プ は オフ ィ ス と ま 
ちの 接点 と な り 、 地域 住民 や 訪問 者 も 利用 で 
きる 心地 よい 緑 陰 を 提供 し て いる 。 
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1 SN マッ 2 
本 表 / い / 
: お 
に 
ニー ニー っ 考 認 


当り け / 
2 を 》 す 
アプ ロー チ の 語 部 に は 舗装 上 に も 落葉 樹 を 植 末 | 
し < 漏れ 日 の 中 を くぐり な が ら 軒 物 に 向 が ら 半 | 
と な ら て いる 。 青 地 内 すべ て の 樹木 の 材 粒 査 だ 
行い 、 ア プロ ー チ 内 は 枝 の 形 に ご だ な が 
ら 、 樹木 を 事業 者 と と も に 選定 し だ 請 詞 // 
3 衝 骨 


礎 行 する アプ ロー チ と フォ ー カ ルポ イン ト の 設定 


敷地 の 考え 方 


断面 図 


の 4 
ペン チ そ の も の で は な く 、 座 る 行為 を デザ イン と 捉え 、 座り 方 に パリ エー ショ ン が 生ま れる よう ハン モッ ク を 
設置 し た 。 天気 の 良い 日 に 管理 室 に よっ て ハン モッ ク の 布 を 出し 入れ し て いる 。 寝転がっ た り 、 座っ た 
リ 、 向かい の ペン チ と 対 財 で きる 位置 に 設置 し た 
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高層 棟 18 階 の 屋上 は オフ ィ ス ワー カー が 利用 で きる 
屋上 庭園 で 、 東京 タワ ー が 一 望 で きる 。 天然 木 の ペ 
ンチ 、 リク ライ ニン グチ ェ ア や テー ブル や キッ チン が あ 
り 、 日 常 的 な リフ レッ シュ 空間 だ け で な く 、 イベ ント 時 に 
利用 で きる 。 植 載 に は ハー ブ な ど エ ディ ブル な 種類 を 
混 植 し て いる 。 高 さ 1.5M の オリ ー ブ を 寄せ 植え し 、 そ 
の 前 に は サイ ラン を 植 栽 し た 。 目線 の 下 に は カラ ー 
リー フ を 多用 し 、 彩り を 添え て いる 
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【 対 談 】 


都市 に 大 樹 と 林 床 を つく る 


宮崎 溶 英 (清水 建 設 株 式 全社 設計 本 部 業 務 施設 設計 部 ) 
坂巻 直子 (株 式 会 社 フィ ー ル ド フ ォ ー・ デ ザイ ン オ フィ ス ) 


コン セプト は 「 大 樹 」 


坂巻 直子 氏 (以下 、 坂巻 。 敬称 略 ) 
スケ ー プ が この 事業 に 参画 し た と き は 、 ビ 
ル を 木 に 見 立て た 「 大 樹 ]」 と いう 方 針 が 固 
まっ た 状況 で し た 。 大 樹 の 意図 する と ころ 
は 、 ス ター ト ア ッ プ し た ば か り の 企業 を 誘 
致し その 成長 力 を 木 の 生 命 力 に な ぞ ら えた 
と いう こと と 、 計画 地 周辺 に 緑 環境 が 少な 
いた め 緑 を 創出 し その 効果 に 期待 する と い 
う 2 つ の 想い か ら と の こと で し た 。 

大 樹 と いう 方 針 が 固まっ て いた 
外部 空間 の あり 方 は これ か ら と いう 状況 で 
し た 。 計画 地 は 、 西側 は 三田 通り に 面 し 南 
側 は 第 面 し て いる 複雑 な 形状 を し 
た 土地 で す 。 この よう な 複雑 な 敷地 に 対し 
て 、 今回 の 配置 計画 の 考え 方 を 教え て いた 
だ け ま すか 。 
宮崎 浩 英 氏 (以下 、 宮崎 。 敬称 略 ) 
ジェ クト は この こと に より 、 第 - 
し た ウナ ギ の 寝床 の よう な 南北 に 細長 い 
上 地 と 三田 通り に 面 し た 約 20m 四 方 の 土 
地 が 合体 し た 複雑 な 形状 の 計画 地 で あり 
な が ら 、20m 四 方 の 正 形 の 土地 に 容積 を ま 
と め て 建て よう と いう 発想 か ら ス ター ト 
し まし た 。 

計画 当初 は 、 南側 の 細長 い 敷 地 は 車 寄せ 
の た め の 車 道 に と 考え た の で す が 、 この 事 


ラン ド 


本 プロ 


DE5IGN 


業 の 当初 か ら 参画 し て いた だ いて いた 佐 
藤 尚 巳 建築 研究 所 の 佐藤 氏 か ら 「 大 樹 」 と 
いう 方 針 に な ぞ ら え 緑 道 を 通り な が ら オ 
フィ ス に 入る と いう 都市 の 中 に 緑地 を 挿 
入 す る 案 が 挙がり まし た 。 併せ て フィ ー ル 
ド フ ォ ー の 坂巻 きん か ら 建 物 を 大 樹 と 見 
立て 、 細長 い 土地 を 「 林 床 ] と し て 考え て は 
どう か と いう 提案 が あり 、 緑 を 抜け 建物 へ 
と 導く 細長 い 土地 の 計画 の 方 向 性 が 定 
まっ て いき まし た 

そし て 、 そ の 細長 い 緑 の 環境 は 街 に 対し 
て も オー プン で あり 、 周辺 環境 を 豊か に す 
る だ け で は な く 、 建物 の 容積 を 確保 し 事業 
性 を 担保 する と いう スキ ー ム に つなが っ て 
いき まし た 
坂巻 そう だ っ た ん で すね 。 私 が 参画 し た 
と き は 緑 に つい て は 具体 的 され て いな 
く て 、 むしろ その 土地 の プラ ンド イメ ー ジ 
を 演出 する た め に ある 程度 の 閉鎖 感 を 出し 
た いと お 聞き し て いま し た 。 そし て 、 それ 
は 緑 に 委ね る の で は な く 構 造物 で 視線 を 迄 
り 高 級 感 を 出す と いう 方 針 た 。 打合せ 
の 場 で は 「 フ ォ レ スト 」 と いう 言葉 も 出 ま し 
た が 、 私 は それ を 豊か な 緑 量 と 生物 多様 性 
に 対応 し た 多様 な 樹種 が あり 、 そ し て 政 い 
の 場所 も 摘 っ て いる こと と 解釈 し 、「 林 床 」 
と いう 考え 方 を 提案 し まし た 

林 床 に 至っ た 根拠 の ひと つ は 、 働く 場所 


と し て の ラン ドス ケー プ と いう 考え 方 と そ 
の 使い 方 や プロ グラ ム を デザ イン に 盛り 込 
みた いと 考え た こと 。 ふた つ 目 は オー プン 
エン ド と し て の ラン ドス ケー プ 、 つ まり 街 
と の 接点 を どう つく る か 、 街 に 対し て どこ 
まで オー プン に する か が 大 事 に な る と 考え 
た こと で す 。 働く 人 に は 新しい 環境 を 提供 
し 、 地域 の 人 に と っ て は 今 ま で に な い 使い 
方 が で きる 場所 で あり た いと いう こと か ら 
「 林 床 ] と いう デザ イン コン セプト に 至り ま 
し た 。 

建物 を 「 大 樹 ] と し た と き そ の 足元 に 拡 カ 
る ラン ドス ケー プ は その 根 の 部 分 に あ た 
り 、 街 に 対し て 根 を 伸ばし て いく イメ ー ジ 
で ラン ドス ケー プ を 展開 する と いう 考え 方 
を 示し まし た 。 

- 方 、 三 田 通 り 側 は 建物 1 階 の 
アー トワ ー ク と 光 を 挿入 し 、 第 - 
異な る 顔 づ くり を し て いま す 。2 つ の 攻 を 
対比 きせ る こと で 、 敷地 全体 の 個性 を ひき 
立て て いま す 。 


場 に 


「 林 床 ] が 示し た G-BASE 田町 の か た ち 


宮崎 ワー カー に 対し て は 働き や すさ 、 企 
業 に 対し て は 付加 価値 を 提供 し た いと 考え 
て いた と ころ は あり まし た 。 その 後 、 場所 
を 選ば ず に 仕事 が で きる と いう 意味 で 


双 の (大 村 ) 


グ 


二 (時) 上 記 - 


計画 地 の 環境 


ーー ーー 
「 大 樹 ] と 「 林 床 ] の 考え 方 


「 サ ー ド プレ イス ]」 と いう 言 3 
屋外 で も 仕事 が で きる ワー クス タイ ル を 提 
案 し よう と いう 方 向 に 向かい まし た 。 

只 の オフ ィ ス を いく つか 見 学 し て いく 
な か で 、 ワ ー カ ー が 自由 に コミ ュ ニ ケー 
ショ ン を 取れ る 仕掛 けが 随所 に 施し て ある 
様子 を 見 て 、 こ の 林 床 も ワー カー が 豊か に 
働け る よう な 仕掛 け を つく っ て いこ うと 。 
ペ ベンチ は も と より ハン モッ ク 、 車 羽 
置 す る アイ デア が 生ま れる ! 
高層 棟 に つき まし て も 東京 タワ ー を 一 望 で 
きる 屋上 庭園 を つく っ て いま す 。 また エン 
トラ ンス 内 部 に つい て も 森 と か 外部 を 感じ 
られ る 仕掛 け を 随所 に つく っ て いま す が 、 
その 方 向 に 向かっ て 意思 統一 が で きた の は 
「 大 樹 」 と 「 林 床 ] と いう 大 き な コ ン セ プ ト が 
あっ た か ら だ と 思い ます 

坂巻 「 大 樹 」 と 「 林 床 ] と いう コン セプト が 
決ま っ て か ら 建 築 の 中 も 含め て 、 街 と 
の 木 を どう つく る か と いう こと が 比較 的 早 
い 段 階 か ら 考 えら れ て いま し た が 、 
あたっ て は 敷地 条件 な ど 物 理 的 な 
で か た ち に する 苦労 も あり まし た 
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スケ ー プ に つき まし て は 、 良 くも 悪く も 細 
長く 不 整 形 1 か ら エ ント ラン ス ま 
で の 高低 差 が 1.5m あ り ま す が 、 形 も 含め 


す 。 重ね て いく こと で 高低 
m、 大 人 の 身長 に も 満た な いよ うな 
差 の ある 地形 を アプ ロー チ に 沿っ て 見 
せ て いこ うと 考え まし た 

例え ば 、10 一 20cm ほ どの わずか な 段差 
が つく る | 随所 に 見 る こと が で きる デ 
ザイ ン に し て いま す 。 また 植 栽 地 が 舗装 の 
に 入り 込む 、 逆 に 植 栽 地 に 構造 物 が 入り 
込み 互い に 干渉 し 合い な が ら 根 (舗装 ) と 林 
床 ( 植 赤 地 ) が 重なり 合う 大 樹 の 足元 と し て 
いま す 

アプ ロー チ の デザ イン に お いて も う ひ と 
つ 特 徴 的 な こと は 、 ア ブロー ナチ を 座 行 きせ 
す 。 全長 50m ほ どの 短い アプ 
す の で 應 行き せ 奥 行 感 を 出し た い 


て いる 


低層 棟 の 1 階 に は オフ ィ ス ワー カー が 利用 する 自転 車 置き 場 と シャ ワー の ある ラウ ンジ が ある 。 ラウ 


ンジ と 隣接 し た 小さ な 屋外 スペ ー ス は 終日 日 影 
状 を し た 卓球 台 を 設置 し た 。 体 を 動か し て リフ レ 
高め て いる 


アー トワ ー ク と 光 を 挿入 し た 建物 1 階 の 駐車 場 


] 地 で ある 。 ここ に 人 工 芝 を 敷設 し 、 敷地 形 


で きる 場 と し て 、 屋内 外 の 利用 の 一 体 性 を 


ラン ドス ケー プ と イン テ 


行う フィ ー ル ド フォ 


連続 性 調和 を 通 


と 考え まし た 。 スト レー ト に エン トラ ンス 
を 見 せ ず と も 、 アプ ロー チ の 要 所 に アイ ス 
トッ プ を 設け 、 先 の 景色 が 見 え 隠れ する こ 
と で 歩行 者 を 奥 ま で 導く こと で この 敷地 全 
体 に 対す る 興味 に 繋が る と 提案 し 、 採用 し 
て いた だ きま し た 。 
宮崎 建築 の ハー ド な 部 分 、 ラ ンド スケ ー 
プ で は 「 積 層 ] と いう コン セプト で 構成 し て 
いき まし た が 、 建築 と 接する 部 分 は と て も 
デリ ケー ト で 、 建 築 と テラ ンド スケ ー プ の 双 
方 に それ ぞ れ の 想い も あり ます 。 
例え ば カフ ェ の 出入 り 口 や ヤ エ ン トラ ンス 
な ど 、 建築 と ランドスケープ ブ が 接触 する と 
ころ で は お 互い すり 合わ せな が ら イ ン テ リ 
ア と も 調和 で きる よう 調整 し まし た 。 エン 
フィ ー ル 


トラ ンス の 内 
ド フ ォ ー・ デ ザイ ン オ フィ ス に 依頼 し て い 
ます が 、 コ ン セ プ ト は ラン ドス ケー プ を 中 
に 引き 込む こと と し まし た 。 ステ ン レ ス 板 
へ の 喘 り 込み に より 外部 の 景観 を 中 に 引き 
込み 、 内 と 外 の 連 % じ られ る よう に 工 
し て いま す 。 また 本 物 の 丸太 を 使い 外部 
の 樹木 が 中 に 入り 込ん で き て いる デザ イン 


* に つい て は 、 


微 が 活か され て いる エン トラ ま 
じ 、 環境 
め る こと を 目指 し 、 イン テリ ア : 


ラン ドス ケー プ に 参画 する こと も 多い 
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と し て いま す 。 

坂巻 エン トラ ンス に つい て は 外部 の 要素 
を 中 に 引き 込み 、 ビル の 起点 に する と いう 
考え 方 で し た 。 林 床 を エン トラ ンス の 内 部 
に まで 侵入 きせ た と いう こと で す 。 使用 し 
て いる 丸太 は 半年 程 か け て 乾燥 させ 樹 肥 を 
残し た ヒノ キ で 、 床 材 は 外部 と 同じ コン ク 
リー ト の 洗い 出し 舗装 と し て いま す 。 


ひと つ に な っ た 建築 と テン ドス ケー ブ 


宮崎 設計 者 と し て は 建物 の 配 棟 計画 と ラ 
ンド スケ ー プ が うま く 合 致し 、 この 特殊 な 
土地 な ら で は の ひと つの 解 を 示せ た の で は 
な いか と 感じ て いま す 。 ラン ドス ケー ブ の 
考え 方 、 つ まり 都心 の 密集 地 に まとまっ た 
緑 を 提供 する こと 、 そ の 具体 的 な 手段 と し 
て 建築 (大 樹 ) の 足元 の 緑 ( 林 床 ) が 街 に つ な 
が っ て いる と いう 都市 に 対し て 緑地 の あり 
方 の ひと つの 答え を 示す こと が で きた の で 
は な いか と 考え て いま す 。 

アプ ロー チ に 面 し て いる 低層 棟 の ファ 
サー ド デ ザ イン も ラン ドス ケー プ を 強く 意 
識 し ルー バー を 採用 し て いま す が 、 実は こ 
の ルー バー は 一 つ ひ と つ そ の 塗装 を 施す レ 
ベル を 変え る こと で 建物 に 近づく に つれ て 
その 見 え 方 が 変わ る よう に デザ イン し て い 
ます 。 

私 自身 これ ほど まで ラン ドス ケー ブ を 意 
識 し て 設計 し た 経験 は 初め て で し た 。 この 
プロ ジェ クト で は 建築 以外 の 余白 の 部 分 、 
つま り ラ ンド スケ ー プ を 絶え ず 意 識 し な が 
ら 設計 を 進め て きた と いう 実感 が あり ま 
す 。 特に 、 も と も と は 入口 か ら エ ント ラン 
ス ま で 車 寄せ に する 計画 で あっ た 場所 に 、 
ラン ドス ケー プ が 展開 され た こと で 敷地 の 
西側 に 隣接 し て いる 私 道 ま で も が 和 力 的 な 
道 に 変わ り ま し た 。 小さき な エリ ア で は あり 
ます が 、 極端 に 言え ば 街 が 生ま れ 変 わっ た 
と 言っ て も いい と 思っ て いま す 。 都市 に 緑 
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が 挿入 され 、 大 和樹 の 根 が 街 に 拡がる イメ ー 
ジ が 実現 され た と 思い ます 。 

坂巻 私 も 宮崎 さん と 同様 に 、 こ れ ほ ど 建 
築 と 大 に 設計 し た 経験 は 初め て で し た 。 他 
の 近接 し た 職能 と 比較 する と 、 ラ ンド ス 
ケー ブ 分 野 は 自然 物 を 空間 素材 と し て 扱う 
た め 、 ど うし て も 緑 に 固執 し て し まう と こ 
ろ が ある と 思い ます 。 で きる だ け 多 種 な 緑 
を 入れ よう と か 、 多 く の 量 を 入れ よう と 考 


3 つの デザ イン ・: ス トラ テ ジ ー 

敷地 は も と も と 2 つの 所 有 者 と 区 分 に 分 か れ て お り 、 今 
回 の 事業 の た め に 統合 され た 変形 地 で ある 。 第 一 京浜 と 
三田 通り の 2 本 の 幹線 道路 に また が っ て いる 。 整形 の 地 
上 18 階 填 て 高層 棟 と 地上 3 階 建 て の 建物 が 三田 通り 側 
に 寄せ て 配置 され た こと で 、 第 一 京浜 側 の 不 整 形 地 に ア 
プロ ー チ 空間 が 生ま れ た 。 前 面 道 路 か ら 長 さ 50m、 高低 
差 1.5M の この アプ ブローチ 空 間 が 今回 の ラン ドス ケー ブ 
の 対象 地 で ある 。 ここ を 通行 動 線 と し て だ け で な く 、「 新 
し い 働き 方 ]」 が で きる オー ブン スペ ー ス を 作り 出し た 。 や 
や 特異 と も 言え る 土地 形状 と 微 地形 を 敷地 の ボテ ン シ ャ 
ル と し て くみ 取り 、「 林 床 ] と いう テー マ に 重ね て 3 つの 
デザ イン スト ラテ ジー を 立て た 。 


① 礎 行 し た アプ ロー チ 

オフ ィ ス の エン トラ ンス は 第 一 京浜 か ら 50 メ ー ト ルセット 
バッ ク し て いる 。 託 行 し た た アプ ロー チ に よっ て あえ て 見 通 
し を 譜 り 、 奥行 き 感 を 与え て いる 。 アプ ブロ ー チ の 折れ 点 は 
フォ ー カ ルポ イン ト と し 、 シン ボル ツリ ー や サイ ン を 設置 
し 、 景色 に リズ ム を 与え て いる 。 


還 穫 エン トラ ンス 
⑫ 役 地 形 の 顕在 化 
第 一 京浜 か ら オ フィ ス の エン トラ ンス まで は 高 さ 1.5M の 
高低 差 が あり 、 公 道 か ら 建物 に 向かっ て あがっ て いる 。 
舗装 と 植 才 帯 を わずか に 積層 させ 、 舗装 端 部 の 各所 に 陰 
影 が 生ま れ て いる 。 積層 し た 陰影 に よっ て 、 この 土地 に 
畿 細 な 地形 が 存在 し て いる と と を 気づか せ て くれ る 。 


の 
③ 多様 な 居場所 
「 屋 内 だ け で な く 、 屋外 も 働く 環境 で ある 」 と いう 考え の 
も と 、 ラン ドス ケー ブ に も 個人 に 合わ せ た 多 彩 な 居場所 
ーー テー ブル と 電源 が 取り 付け ら 


つろ き 、 併 設 さ れ た カフ ェ で コー ヒー を 飲み な が ら ミ 
ティ ング を 行え る 。 終日 日 影 の 場所 は 、 体 を 動か し て リフ 
レッ シュ で きる 卓球 スペース と し た 。 この よう に サー ドブ 
レイ ス と な る 場 を 散り ば め て いる 。 


え が ち で す が 、 今回 建築 と コラ ボレー ショ 
ン し た こと で 緑 は 設計 要素 の ひと つ で あ 
り 、 ベ ンチ や 舗装 材 な ど 人 工 物 と の 関係 性 
に お ける 緑 の あ り 方 に つい て 改め て 考え さ 
せら れ た と ころ が あり ます 。 

利用 者 の 活用 の 仕方 や 建築 と の 調和 を 
考え た と き に 緑 で は な く 、 舗装 や 構造 物 な 
ど 人 工 的 な 手段 を 選ぶ ほう が 沖 地 全体 と 
し て の 心地 良さ や 使い 勝手 の 良さ の 向上 
に つなが る こと が 実感 で きま し た 。 ほぼ 終 
日 日 陰 と な る 卓球 スペ ー ス は 、 ま さる に その 
よう な 例 で す 。 
宮崎 この プロ ジェ クト の 特徴 的 な と ころ 
は 、 プ ロジ ェ ク に 関わ る 人 た ち に よっ て 案 
が 生ま れ 、 そ の 案 が プラ ッシュ アッ プ さ 
れ 、 現在 の 形 に 収束 し た こと だ と 思い ま 
す 。 当初 、「 大 樹 ] と いう 大 き な コ ン セ プ ト 
か ら 始 まり まし た が 、 皆 が 漠然 と 考え て い 
た と ころ に ラン ドス ケー プ か ら 「 林 床 ]」 と い 
う 考 え 方 が 提案 きれ た こと で 全体 の 目指 す 
方 向 が 明確 に な り ま し た 。 その 考え 方 は イ 
ン テ リ ア に まで 波及 し まし た し 、 途 中 設計 
の 変更 あり まし た が 、「 大 樹 」 と 「 林 床 」 と 
いう コン セプト か ら ブ プレ る こと は まっ た く 
あり ませ ん で し た 。 ひと つの マイ ルス トー 
ン と し て 関係 者 全員 が イメ ー ジ を 共有 で き 
た 結果 だ と 思い ます 。 
坂巻 ラン ドス ケー プ は ファ シリ テイ ター 
で ある か も 知れ ませ ん 。 建築 設計 者 は 、 事業 
収益 の 向上 と いう 目標 を 叶え つつ 、 設備 も 
含め て それ を 充足 する 機能 と デザ イン 性 を 
満た し 、 期 日 内 に 完成 さき せる こと が 職務 と し 
て ある と 思い ます 。 一 方 、 ラ ンド スケ ー プ 
アー キテ クト は 、 外部 空間 の デザ イン に 加え 
街 に 対し て どう いう 効果 を も た ら す こと が 
で きる か を 示す 役割 も 兼ね る べき だ と 思い 
ます 。 パブ リッ ク 性 を どこ まで 許容 すべ きか 
を 事業 主 に 対し て 示す こと は 、 ラ ンド スケ ー 
プ の 大 事 な 職務 な の で は な いで し ょ うか 。 

街 と 併存 する こと で 生み 出さ れる 付加 価 
値 、 街 と 繋が る こと で 向上 する 経済 価値 に 
つい て 事業 主 に し っ か り と お 伝え し な けれ 
ば いけ な いと 考え て いま す 。G-BASE 田 
町 で は 、 そ の 点 も 含め 事業 主 、 建築 と ラン 
ドス ケー プ ブ 、 そし て 施工 者 と と も に ひと つ 
の 形 を 示す こと が で きた の で は な いか と 思 
いま す 。 


2019 年 4 月 26 晶 
フィ ー ル ド フ ォ ー・ デ ザイ ン オ フィ ス に て 
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G-BASE 田町 

所 在 地 東京 都 港 区 芝 5 丁 目 29-11 

事業 者 不動 産 株 式 会 社 、 清水 建設 株 式 会 社 

主要 用 途 事務 所 、 店 舗 、 駐 車場 

基本 設計 建築 清水 建設 株 式 会 社 一 級 建築 士 事務 所 (小山 裕之 、 宮崎 浩 英 ) 
ラン ドス ケー ブ 株 式 会 社 フィ ー ル ド フ ォ ー・ デ ザイ ン オ フィ ス ( 坂 巻 直子 ) 
イン テリ ア 株 式 会 社 フ ィ ー ル ド フ ォ ー・ デ ザイ ン オ フィ ス ( 大 久保 敏之 ) 

実施 設計 同上 

施工 監理 建築 清水 建設 株 式 会 社 一 級 建 築 士 事務 所 

(小山 裕之 ・ 國 立 篤志 ・ 三 角 兼 一 郎 ・ 宮 崎 洗 英 ・ 小 野島 新 ・ 下 坂 裕美 ) 

ラン ドス ケー ブ 株 式 会 社 フィ ー ル ド フ ォ ー・ デ ザイ ン オ フィ ス ( 坂 巻 直子 ・ 大 山 奈津 美 ) 
イン テリ ア 株 式 会 社 フィ ー ル ド フォ ー・ デ ザイ ン オ フィ ス ( 大 久保 敏之 ) 

計画 ・ 設 計 協 力 デザ イン 監修 "株 式 会 社 佐藤 商 日 建築 研究 所 
外 構 照明 デザ イン ICE 都市 環境 照明 研究 所 (武石 正 宣 ・ 加 藤 由子 ) 
アー ト デ ザ イン 山崎 若葉 

施工 者 清水 建設 株 式 会 社 
ラン ドス ケー プ -。 日比谷 アメ ニス ( 植 栽 )、 日 本 道路 (舗装 ・ フ ァ ニ チャ ー)、 ユー ビー コム 
(ファ ニチ ャ ー) 、 トー エネ ッ ク (電気 ) 日 比 谷 総 合 設備 (設備 ) 

仕様 人 工 木 デ ッ キ (屋上 ) / ハ ン ディ テク ノ 、 舗装 (部 分 ) 日 本 玉石 、 照明 "山田 照明 ほか 

暴 エ 2018 年 1 月 

規模 敷地 面積 2.331 mf 

植 裁 高木 / カ ン ヒ ザク ラ 、 オオ シマ ザク ラ 、 ヒト ツ パ ダ ゴ 、 カツ ラ 、 ヤマ ボウ シ 、 シラ カシ 、 ソ ヨ ゴ 、 
ヤマ モモ 、 シロ ダ モ 、 タブ ノ キ な ど 。 低木 / ア セ ビ 、 コク チ ナシ 、 イヌ ツゲ 、 セイ ヨウ イワ ナン 
テン 、 マ ホ ニ ア ・ コ ン フュ ー サ 、 ヒラ | フイ リア オキ な ど 。 地 被 類 / フ ッ キ ソウ 、 ビン カ 
シバ ザ クラ ・ マ ジョ ー ル 、 タ イム - ロ ング カリ ウス 、 シ ロタ エギ ク 、 ノシ ラン ・ ビ ピッタ ー タ ス な ど 。 

写 真 株 式 会 社 『 イ メー ジン グ ( 土 戸 獲 裕 ) 1,4.7.9,11 


株 式 会 社 ナ カサ アン ド バ ー ト ナー ズ (辻谷 宏 ) 2.3,5.6.8,10,12.13.14.15 
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砂利 を 敷い た 作業 路 。 機能 と 第 


多 目 を 浴び る 交差 状 の 園 路 が 揚 の 領域 を 区 切る 


モノ トー ン の 超越 


現地 は 広く 平坦 な 長方形 の 敷地 で 、 東側 境界 
に は 大 きく 高く 成長 し た 新 間 ポプラ が 一 列 に 
そびえ 立ち 、 北側 に は ワイ ナリ ー が あり 、 西側 
と 南側 は 道路 に 面 し て いる 。 生産 性 と 景観 性 
と を 重視 し た い 所 有 者 の 意向 に 応え る た め 、 
季節 毎 の 風景 表現 に 注意 し な が ら 、 生 産 型 緑 
地 の 機 能 性 と 景観 性 の 追求 と いう 一 つの 矛盾 
の 解消 を 試み よう と デザ イン し た 。 

まず 北側 に ある ワイ ナリ ー の 入口 に 合わ せ て 
この 敷地 の 主軸 空間 を 作り 、 中 央 に ある 幅 8m 
の 地 被 帯 に は 洋風 な 噴水 を 3 ヶ所 組み 込ま せ 
た 。 その 両側 に は 3m と 5m の 通路 を 、 1.3m 
と 2m の 地 被 帯 と 幅 12m の 林 壮 に は 新 緒 ボブ 
ラ の 高木 を 配 し た 。 この 場所 は ワイ ナリ ー 文 
化 の 雰囲気 と 細やか な 装飾 か ら で き た ワイ ナ 
リー の 地域 特性 か ら 、 イメージ 作 り を 現し た 。 
次 に 、 中 軸 両 側 に 広がる 往 箇 畑 は 、 4 株 毎 に 直 
径 5m 高 さ 50cm の 自 い 石 積み の 環状 プラ ン 


テー ショ ン を 作っ た 。 その 上 に ゅ 60mm の ス 
テン レス 管 を 設置 し た 。 この 環状 プラ ン テ ー 
ショ ン の 脇 に は 、 60cm 幅 の 砂利 道 が 17 本 縦 
に 並び 、 更に 7 個 の プラ ン テ ー シ ョ ン 環 毎 に 
45* の 角度 を つけ た 1m 幅 の 小道 を 5 本 通す こ 
と で 、 和 世 攻 の 苗 が 植え て ある 、 そ れ ぞ れ の プラ 
ン テ ー シ ョ ン へ 足 を 運び や すく で きる よう に 
な っ て いる 。 左右 の 世 条 畑 に は それ ぞ れ 4 衝 
所 と 3 箇所 に 約 35 m の 舗装 地 を 配置 し て 、 約 
930 本 の 柱 を 均等 に 分 散 さ せ た 。 縦横 に 交差 
し た 直線 と 約 400 個 の 環状 プラ ン テ ー シ ョ ン 
が 繰り 返し 無数 に 出現 し 、 独特 の 空間 構成 を 
作り 出し て いる 。 

直径 5m の 環状 プラ ン テ ー シ ョ ン は 堅い イ 
メー ジ を な ご ませ 、 こ の 場 の 「 隅 々 ] に まで 自 
然 の 流 赴 と 材料 の 原始 的 な 表現 が 満ち あふ れ 
て いる 。 ゅ 60mm の ステ ン レ ス 管 は 荒 々 し く 
積み 重なっ た 石 を 整然 と まとめ 、 シ ャ ー プ な 


カー ブラ イン を 強調 し 、 更に は 不意 に 射 し 込 
む 快 い 陽 の 光 の 反射 を 期待 し て いる 。1 字 型 
支柱 は 塗装 を 一 切 せ ず 、 鉄 の 錆び た 色 が 時 空 
の 歳 月 を 記憶 し つつ あり 、 同 じ 高 さ の 支柱 は 
直線 と 曲線 、 粗 と 精 、 散 と 集 と いっ た 相反 する 
も の の バラ ンス を うま く と っ て いる 。 60cm 
幅 の 作業 用 通路 の 砂利 は 硬 さ の 中 に 柔らか さ 
を 、 荒 々 し さ の 中 に 細やか さ を 、 通 常用 いら れ 
る 単調 な 工法 を 変え 新た な 配慮 を 施し た 。 高 
さ 50cm 環 状 プ ラン テー ショ ン は この 場所 の 
表情 を は っ きり と 表し 、 冬 の 広々 と し た た た 
ず ま い を 創り 出し て いる 。 敷地 東側 に 植え た 
新 下 ポ ブラ は 軸線 空間 の 中 で 縦横 に 受け る 体 
感 を 強調 し 、 ど の 方 向 か ら 見 て も この 場 の 存 
在 を 引き 立た せ て いる 。 重複 、 機械 的 、 均衡 、 
この 場所 を デザ イン 表現 し た 言葉 一 一 モノ 
トー ン の 超越 。 


Transcendence of “Simplicity"- Landscape Design of Xinjiang Ruifeng Winery 


Firstly the main entrance of the winery 
on the north side has been extended 
and has been designed to be the central 
axis of the area. 

The center is comprised of greenbelts of 
ground cover which are 8 meters wide 
and there are three groups of 
continental fountains above ground 
level. There are paved belts measuring 3 
meters and 5 meters and ground cover 
belts measuring 1.3 meters and 2 meters 
together with 12 meters forest belts 
located on each side respectively. 

Here, we have attempted to subtly 
express a Continental style representing 
the cultural atmosphere and diversity of 
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町 地 ( 炉 民 吉 計 章 欄 ) 


敷地 範囲 
発生 
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表地 面積 :2.75ha 


the winery whilst detailed decoration 
has been created to characterize the 
regional features of the winery. 
Secondly, in the grape growing areas 
which are located on each side of the 
central axis and where four grape vines 
constitute one group, circular planting 
pools with a diameter of 5 meters have 
been built to a height of 50cm using 
square white stones. 60mm wire 
drawing stainless steel has been 
installed around the top of each pool. 

17 pebble paths which are 60cm wide 
have been created and are arranged 
longitudinally so as to conveniently 
access every point of the grape growing 


【 デ ザイ ン 構 想 】 


軸線 を 設け る 


area. Afurther 7 paths one meter in 
width have also been created and these 
paths run obliquely at an angle of 45 
degrees to the other paths and connect 
with each other. 

There are also three paved areas of 
approximately 35 square meters located 
at each side of the central axis and 
around 930 steel |-columns equally 
located throughout the entire growing 
area. 

The crisscrossing straight lines and 
approximately 400 circular planting 
pools all come together to create a very 
unique special atmosphere. 


[景観 エリ ア 】 i 


六田 吉 景 観 エ リア = 


現存 並木 保存 エリ ア 


【 畑 の 風景 


【 円 形 の 石積 み 】 


【 輸 線 の 詳細 】 


PETYT 
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【 平 面 図 】 


【 作 業 路 の 詳細 】 
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「 ま 
が 


ーー ニーーー ト < Ut 抽 和 


満開 の 地 被 の 組合 せ は 大 自然 の 心 を 抱か せる 


新 間 瑞 豊 ワイ ナリ ー 

所 在 地 中 国 新 引 庫 剛 勤 市 和 硫 

事業 主 新 電 庫 剛 勤 市 和 太 設 局 + 新 電 玉 豊 ワ イナ リ 

主要 用 途 ワイ ナリ ー、 衛 導 畑 、 生産 緑地 

設 基本 構想 ・ 基 本 計画 ・ 基 本 
施設 計 - 施 工 監理 り 
北京 源 千景 観 計画 
陸 注 、 湯 進 、 銭 誠 


施工 者 巴 州 大 自然 国 林 緑化 工程 有限 責 
計画 設計 期間 2012 年 3 月 一 2012 年 5 月 
施工 期間 2012 年 6 月 一 2013 年 7 月 
規模 2.75ha 


二胡 色 (施工 中 ) 
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神奈 川 県 横浜 市 
改修 設計 一 桶 口 建築 造園 計画 

資料 提供 王 横浜 市 環境 創造 選 北 部 公園 緑地 事務 所 
協 還 株 式 会 社 藍 工業 
写真 編集 部 (特記 を 除く ) 


par 本 用 5uchi archiland 
て Cooperation by Yokohama cit7 & AI INDUSTRIALcO』UTD 
Photograph by Editorial desk 


由 11 - 
[ 細 1 
既存 の 4 を 再 利用 た 親水 護 座 デッキ 。 府 食 部 分 を 
カッ トピ 再 利 用 し た た 記 板 の 琶 き ほ め に な っ て いる 


幕 板 以外 は すべ て 再 利用 材 を 使用 
し コス ト を 抑え た 改修 が で きた 


シーン ーッ 
と 
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木材 の 再 利 


に よる 改修 


話 = 藤田 智 (横浜 市 環境 創造 局 北部 公園 緑地 事務 所 ) 


設置 か ら 20 年 が 経ち 老朽 化 が 目立っ て きた た 
め 全面 的 に 改修 を する こと に な り ま し た 。 改 
修 に あたり 、 そ れ ま で の よう に すべ て を 木材 
で や り 直 す と コス ト が か か り 過 ぎ て し まう た 
め 、 芝 や コン クリ ー ト と 組み 合わ せ て 木材 の 
使用 量 を 減ら すこ と を 考え まし た 。 設計 を 依 
頼 し た 会 社 が 木材 に つい て 藍 工業 の 宮本 社長 
相談 し た と ころ 、 こ こ で 使わ れ て いる イベ 
と いう 木材 は 長く 使え る 材 で すか ら そ の すべ 
て を 捨て る 必要 は な く 、 再 利用 で きる 木材 は 
再 利用 し まし ょ うと 提案 を 受け 、 ど の くら い 
の 量 の 木材 が 再 利 用 で きる か 調査 を お 願い し 
まし た 。 結果 的 に 、 段 に な っ て いる と ころ の 床 
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板 は すべ て 再 利用 材 で 賭 え 、 幕 板 に 新 材 を 使 
用 し 、 15 m 程 度 の 平場 部 分 に 藍 工業 さん が 担 
当 し て いる 都内 の 現場 で 使わ れ て いた 古 材 を 
再 利用 すれ ば 、 こ れ ま で 通り 全面 木材 が 実現 
で きる こと が わか り ま し た 。 コス ト も 複数 の 
資材 を 組み 合わ せ た デ ザイ ン と 大 きく 変わ ら 
な い 金 額 で 改修 で きる こと が 分 か っ た た め 、 
全面 木材 に よる 改修 を 決定 し まし た 。 

改修 に 際 し て 、 材 の 再 利 用 と は う 計 ど 人 は まっ 
た く 頭 に な か っ た の で 、 設計 を 依頼 し た 樋口 
建築 造園 計画 の 藤原 さん を 通じ て 宮本 さん か 
ら 再 利用 の 提案 を され た と き 、 正直 半信半疑 
で し た 。 設置 か ら 20 年 経っ た 木材 を 再 利用 


し 、 宮本 さん か ら は さら に 15 年 の 腐食 保証 を 
し て も らい 、 イベ と いう 素材 の 耐久 性 に 和 か 
され まし た 。 この 涯 根 公 園 に は 池の上 に 機 橋 
を 渡ら せ て いま す が 、 そ の 機 橋 の 改修 に つい 
て も 、 今後 は まず 材 を 再 利用 する と ころ か ら 
考え た いと 思っ て いま す 。 

利用 者 に 温もり や 安心 感 を 与え て くれ る 天然 
木材 は で きる だ け 使 いた いと 考え て いま す が 、 
耐久 性 や メン テ ナ ン ス の 点 で 他 の 資材 を 使わ 
ざる を 得 な いこ と も あり ます 。 で す が 、 緑 の 豊 
か な 環境 に お いて は 、 や は り 自 然 素材 を 使う 


こと が 相応 し いと 思い ます 。 


(文責 編集 部 ) 


【 新 材 と 既存 材 を 


LD127 AUGUST 2019 


064 


改修 プロ セス 


改修 前 の 調査 で は 板 の 裏 側 は ほとん ど 問 題 が 無い 
も の が 多かっ た が 、 腐食 が 進み 鉛筆 が 刺さ っ て し 
まう “ふけ” の 状態 の 材 は 廃棄 し て いる 。 再生 可能 
な 材 は 株 式 会 社 藍 工業 の 長野 工場 に お いて カン ナ 
が けし た 後に 設置 し た 。 新 材 と ほとん ど 見 分 けが 
つか な い ほ ど に 再生 され て いる 。 


還 木 材 を 剥が す 作業 。 [3] 木材 が は が され た デッキ の 状態 
国 デ ッ キ が は が され た 平場 部 分 。[4] 平 場 部 分 に 使用 され て いた 
20 年 が 経過 し た イベ 材 。[ 表側 と 裏側 の 比較 。 [完成 。 
(写真 株式 会 社 藍 工業 ) 
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岸根 公園 親水 護岸 デッキ 改修 


所 在 地 奈川 県 横浜 市 港北 区 根岸 町 725 岸根 公園 

事業 主 横浜 市 環境 創造 局 北 部 公園 緑地 事務 所 

主要 用 途 親水 護岸 デッキ 

設 計 軍 口 建築 造園 計画 

施工 者 株 式 会 社 村 勤 

仕 様 木材 ご 株 式 会 社 藍 工業 く イ ベ ( 新 材 及び 既存 材 加工 品 )、 
ケ ブ ラ ッ チョ ( 新 材 )、 グ リーン ハー ト ( 新 材 ) > 

施工 期間 2018 年 12 月 10 日 一 2019 年 3 月 27 晶 
デッキ 工事 期間 2019 年 1 月 15 日 一 2019 年 3 月 8 日 

規模 "デッキ 面積 約 250m 


岸根 公園 

横浜 市 営 地下 鉄 「 岸 根 公園 ] 駅 か ら 徒歩 1 分 と いう アク セス が 便利 な 
運動 公園 。 市 街 地 に あり な が ら 、 多 く の 木々 に 囲ま れ た 憩い と 癒し の 
空間 を 提供 し て いる 。 広々 と し た 芝生 広場 の 「 ひ ょ うた ん 原 つ ば] は 
様々 な 使い 方 が され 市 民 の 各 い の 広場 と な つて いる 。 園内 に は 篠原 
池 の ほ か 、 野球 場 、 県立 武道 館 な どの スポ ー ツ 施設 も ある 。 

また 、「 忍 者 と り で ] は 、 ロー ラー すべ り 台 な どの 遊具 が あり 、 子ども 
た ち に 人 気 の ス ポッ ト と な っ て いる 。 

【 面 積 】 140.587 

【 指 定 管理 者 】 公益 財団 法人 横浜 市 緑 の 協 会 


ひょう た ん 原っぱ 
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ここ で は 、 ラ ンド スケ ー ブ デ ザイ ン に 関す る 現在 進行 形 の プロ ジェ クト や 、 
WORKS MOVEMENT 2 六 六 


066 


パー クコ ー ト 青山 ザ タワ ー 
不動 産 レジ デン シャ ル 株 式 会 社 、lconique 特 定 目的 会 社 


水景 と 石 に よ 
る 柔らか な 曲線 
が 織り 重なる エ 
ント ラン ス 


街角 を 演出 する 


パー クコ ー ト 青山 ザ タワ ー は 、 赤 坂 御用 地 や 青山 霊園 の 豊か な 緑地 の 近傍 に 位置 し 、 交 通 量 の 多い 用 途 ご 共同 住宅 @ 発注 者 三井 不動 産 レ ジ デ ン シ ャ ル 費 ・ 
外苑 東通 り へ 印象 的 な シー ン を 見 せる 集合 住宅 で ある 。 建築 の 基壇 部 に 人 工 地 盤 に よる 更 な る 緑 の 大 Iconique 特定 目的 会 社 @ ラン ドス ケー プ 設 計 ." 大 林 組 設計 本 部 ラ 
地 を つく り 、 外 苑 東通 り に 対し て 新た な 緑 の 景 を 創出 し て いる 。 人 工 地盤 上 部 は 緩やか な 傾斜 を 持た せ ンド スケ ー プ 課 @ 建築 設計 大林組 設計 本 部 @ 施工 大 林 組 @ 
た 芝 庭 と 四季 を 彩る 中 高木 植 栽 、 水 盤 や アー ト を 配 し た プラ イベ ー ト ガー デン と し 、 屋 内 ラウ ンジ と 連続 す 敷地 面積 約 3.910n e 建築 規模 地上 26 階 ・ 地 下 1 階 @ 竣 工 
る 上 質 な 場 を つく り 上 げ て いる 。 ま た 、 エ ント ラン ス や 外周 部 に は 、 曲 線 で 構成 され た 水景 や 石 の デザ イン 2018 年 3 月 @ 所 在 地 東京 都 港 区 南青山 2 


に より 、 建 築 と 呼応 し た 優美 さ を 醍 し 出し て いる 。 竣工 より 1 年 が 経過 し て いる 本 プロ ジェ クト で ある が 、 今 
後 も 印象 的 な ラン ド マ ー ク と し て 街 を 演出 し て いく こと が 期待 され る 。 


谷 ス クラ ン ブ ル ス クエ ア 
設 「SHIBUYA SKY (渋谷 スカ イ ) 
東京 急行 電鉄 系 、 東 日 本 旅客 鉄道 次 東京 地下 鉄 失 


渋谷 駅 に 直結 し 、2019 年 11 月 に 開業 する 渋谷 スク ラン ブル スク エ 
ア は 、 渋 谷 エリ ア で 最高 峰 と な る 約 230 m・ 地 上 47 階 建て の 規 
模 を 誇る 大 規模 複合 施設 で ある 。 同 施設 に お いて 特筆 すべ き 点 
は 、 日 本 最大 級 の 屋上 展望 空間 を 有する 展望 施設 「SHIBUYA 
SKY」。 スク ラン ブル 交差 点 を 眼下 に 見 下ろ すこ と が で きる 広場 で 
あり 、 東京 の 街 は も ちろ ん 、 遠方 に 富士 山 の 姿 も 望め る 展望 スペ ー 
ス と な っ て いる 。 佑 肛 で 渋谷 の 街 を 見 下ろ すこ と で 、 新 し い 気 付き 
が 得 られ る こと も ある だ ろう 。 
また 「SHIBUYA SKY]」 で は 、 数 多く の プロ ジェ クト で 世界 的 な 注 
目 を 集め る クリ エイ ティ ブ 集 団 内 ラ イ ゾ マ ティ クス の “ライ ゾ マ ティ ク 
ス デ ザイ ン ( 真 実 を 見 つめ 課題 を 解決 に 導く デザ イン )" 部 門 を 演 
出 プラ ン ナ ー と し て 採用 、 高 居 の 展望 施設 と いう 範 早 に 留まら ず 、 
上 空 で し か 見 る こと の で き な い 眺望 施設 と 空間 演出 に よっ て 、 
来場 者 の 想像 力 を 刺激 する 新しい 体験 を 提供 する 。 


六本木 方 面 の 眺 
主要 用 途 大 規模 複合 施設 (建築 の 用 途 は 事務 所 、 店 舗 駐 車場 ほか ) 事業 主 の か 
東京 急行 電鉄 東日本 旅 客 鉄道 東京 地下 鉄 釣 @ 建築 設 計 渋 谷 駅 周辺 ”。 全 閉 ) 下 左 尾上 か 
整備 計画 共同 企業 体 ( 称 日 建設 計 、 線 東 ン サ ル タ ン ト 、 邊 JR 東日本 建築 設 ら 見 る 夜 の スク ラン ブル 
計 . メ 開発) $ デザ イン アー キテ クト / 旨 設計 、 旨 研 和 設 計 事 生生 生 
務 所 、 仙 SANAA 事 務 所 屋上 展望 空間 約 2.500n 尾 内 展 施設 ^ 約 3000 。 記 面 像 提供 : 流 谷 


mW 開業 第 1 期 ( 東 棟 ): 2019 年 11 月 @ 所 在 地 東 京都 渋谷 区 渋谷 2.24-12 スク ラン ブル スク エア 
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十和田 湖畔 の 中 ・ 長 期 滞 在 オ フィ ス & カフ ェ 「yamaju」 
風景 屋 ELTAS 


2F 建 の リノ ベー ショ ン 。1F は 平日 オフ ィ ス 、 休 日 が カフ ェ 。2F は 4 泊 以 上 の ゲス 
ト ハ ウス と し て 、 令 和 元 年 6 月 中 旬 に 開店 し まし た 。「yamaju あず まし い 湖 を 楽 
し む お うつわ ー」。 南 部 地方 の 方 言 で 「 心 地 い い 、 落 ち 着く ] と いう 意味 の 「 あ ず ま 
し い 」。 そ れ を 楽し む 装 置 と し て の うつ わ の よう な 建築 。yamaju は より 長い 時 間 
を 十和田 湖 と と も に 、 綺 麗 を 超え た 美味 し い 空気 の な か で 過ごし て も ら う た め の 
媒体 で す 。 そ ん な 想い か ら 、 カ フェ の メイ ン は ピク ニッ ク 。 ミ ラノ か ら 取 り 寄 せ た 
リラ ックス チェ ア 、 竹 の お べ ん と う 箱 を 竹 カ ゴ に 入れ て 、 湖畔 へ 出かけ て いき ます 。 
そし て 、 長 期 滞在 する 人 は 晴耕雨読 。 晴 れ た 日 は 自然 の 中 で 過ごし 、 雨 の 日 は 仕 
事 す る 。 そ ん な 気候 と と も に 日 常 の 時 間 の 過ごし 方 を 選択 する 場所 で す 。 

建物 の 周り に 広がる の は 数 万 年 か け て 形成 され た 日 本 で 唯一 の 二 重 カ ル デ ラ 湖 
と 、 原 生 的 な 森 。 樹 齢 数 百年 を 超え る 樹 が そこ か し こ に 存在 し ます 。 建築 の 外 構 
の 樹 は ブナ 、 ク ロモ ジ 、 オ オカ メ ノ キ 、 ハ ウチ ワカ エ デ 。 ブ ナ と ブナ 樹林 帯 の 御 
三家 と いえ る 樹々 で す 。 土 は 地域 の 人 が つく っ た 純 十 和田 湖 産 。 湖 畔 の 軽石 と 腐 
葉 土 を 混ぜ た オリ ジ ナ ル で す 。 今後 は yamaju を 基点 と し て 、 人 が 使わ な く な っ 
た 土地 を 自然 に 暫 す 実生 育て や 、 土 づく り も 始ま り ます 。 湖畔 で ピー っ と あず ま 
し く 過 ご し ませ ん が か 。( 文 一 風景 屋 小林 徹平 ) 


WORKS MOVEMENT 情報 投稿 募集 


「WORKS MOVEMENT] コー ナー で は 、 毎 号 に つき 最新 の ラン 
ドス ケー プ デ ザ イン の ニュ ー ス を 取り 揃え て お り ま す 。 1 年 以内 に 竣 
工 し た プロ ジェ クト や 、 今後 オー プン を 迎え る プロ ジェ クト な ど を 紹介 
し ます 。 こ こ で 紹介 し た も の の 中 で 編集 部 と し て 注目 し た いと 考え た 
物件 や 、 読 者 の 反響 の 多かっ た も の に つい て は 、「LANDSCAPE 
WORKS」 で の 紹介 へ と 繋げ て いき ます 。 こ の 機会 に 、 ぜ ひ 御 社 
の 関連 プロ ジェ クト を お 気軽 に ご 投稿 くだ さい 。 


「 ラ ンド スケ ー プ デザ イン 127 号 ] へ の 掲載 は 
2019 年 7 月 15 日 (月 ) まで に 
デー タ を 揃え て メー ル ま た は 郵送 に て お 送り くだ さい 。 


@ 主要 用 途 ご オフ ィ ス 、 カ フェ 、 ゲ スト ハウ ス @ 
企画 ・ 計 画 ・ 運 営 / 風 景 屋 ELTAS @ 建 
貧 設 計 飯 塚 哲平 、 山 下 祐 平 @ 施 工 

人 舌 大 平 閉 設 W 延 床 面積 380m 構造 
1F S 造 、2FW 造 @ 竣工 2019 年 6 月 15 
日 @ 所 在 地 青 森 県 十和田 市 奥瀬 十和田 
湖畔 休 屋 486 @URLhtps://yamaju- 
laketowadajp/ 


掲載 内 容 > 

・ 写 真 1-5 点 

・ 物 件 名 

・ ラ ンド スケ ー プ 設計 社名 

・ 概 要 300 一 400 字 

・ デ ー タ シー ト 事業 主 " 主 要 用 途 
を デー タ と し て まとめ 、 お 送り くだ さい 。 

写真 解像度 は 、350dpi 

※ テ キス ト デ ー タ は 、doc フ ァイル また は txt フ ァイル 


設計 施 エ 規模 竣工 / 所 在 地 


お 送り 先 

〒 150-0036 東京 都 渋 谷 区 南平 台 町 4-8 南平 台 ア ジア マン ショ ン 708 
TEL : 03-3496-7046 FAX : 03-3496-7387 

Email : design@marumo-p.cojp (中 村 宛 ) 
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被災 地 、 石 巻 か ら の 手紙 


拝啓 
いつ も た お 馬 な っ て お り ま す 。 一 
巻 ・ 川 の 上 プロ ジェ クト の 三 
『 で ご ざい ます 。 こ の た び 、 マ ル モ 出 


版 の 皆様 より 地域 の コミ ュ ニ ティ セン ター 
「 川 の 上 ・ 百 令 館 」 『 付 いた だ きま し た 
「MyGARDEN」 や 「LANDSCAPE DESIGN] 
を は じ め と する た くさ ん の こ 
か ら 御 礼 を 申し 上 げ さ せ て いた 

お 手紙 を 送ら せ て いた だ きま し た 


大 変 お か げ さ まで 、 い た だ きま し た 多数 
の 書籍 は 、 多 く の 地 域 の 方 々 に 読ん で いた 
ぶ い て お り ま す 。 地 域 で は まち づく り の プロ 
その 観 
ESIGN に 大 変 興 味 を 持っ て 
くい らっし ゃ いま す 。 ま た 最 
近 、 百 依 館 近く に 、 防 災 集 団 移転 地 で ある 
「 二 子 団 地 ] が まち ぴら き し 、 多 く の 方 々 が 
移り れ て きま し た 。 二 子 団地 の 特徴 と し ま 
し て 、 すべて の 家 が 一 戸建て と な っ て お り 、 
各 家 に は 庭 が 配備 され て お り ま す 。 多 く の 
移転 者 の 方 々 は 、 待 塵 の 家 が で きた こと で 
上 夫 を 凝ら し た 庭 を つく ろう と 試行 錯誤 さ 
れ て いる 様子 が うか が われ ます 
ょ うか 。MyGARDEN は 大 変 多 
| c4 が 2 私 ども と し て 


ジェ クト が 進行 し て お り 、 
LANDSCAPE [ 
読ま れる 方 


点 か ら 


こと か ら で し 


ソト コト ) ソト コ ks 
二 乱 1 
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ご 存 知 の よう ! 
大 


、 川 の 上 地 | 


区 は 、 東 日 本 
化 を し た 地域 の 一 つ で 


す . 

も の の 

方 々 が 移転 3 団 移転 地 に 選ば れ ま 
し た 。 も と も と 川 の 上 地区 ( 00 世 帯 の 


住民 が 住ん で いま し た が 、 新た 


00 世 薄 


の 人 た ち が 移 転 す る こと に な り ま し た 。 そ し 
て 昨年 、 前 ら 7 年 と いう 
MO 災 集 団 移 


こう し た な か で 、 既 存 住民 と 移 W 
どの よう に し て 手 を 取り 合っ て 


を つく れる だ ろう か 、 そ 


ニテ ィ を 


の きき 地域 の 人 た ちがい きい き と 暮 ら 
の うか o 


いく た め に 何 か で き な い 
思い か ら 、 私 た ち は 2013 年 
ト し まし た 。 私 た ち は 、 ま 
> と 重ね 、 新 し い コ 
所 」「 教 育 」「 暮 らし 方 」 
で きる 「 場 」 が 必要 で ある 

まし た 。 そし て 、 


- 子 団地 ] が まち びら き し ま し た 


この 場 の 創出 に あ た 


し て 


と いう 


正 時 f 代 に つく られ た 旧 大 谷地 農協 の 精米 所 


を 地域 の 人 た ちと 一 緒 に 
新旧 住民 を つなぐ 図 


改修 作業 を し て 、 
自 カ フェ 「 川 の 上 ・ 


百 依 館 」 を 2015 年 4 月 に 開館 し まし た 。 こ の 


写真 は 百 依 館 ・ 米 カフ ェ 代表 の 高橋 信子 さん 


と き は 住民 た ち が 資 金 を 出し 合う と と も に 、 
多く の 方 た ちの ご 支援 に よっ て 改築 工事 を 
成し遂げ る こと が で きま し た 


百 令 成 し まし た が 、 こ の よう な 場 
を どの よう に 活か すか は 、 や は ! 
人 の 存在 、 そ し て 、 支援 いた だ く 
多く の 方 々 の ご 協力 が な くし て 成 し 得 る も 
の で は ご ざい ませ ん 。 お か げき さま で 開館 か 
ら 4 年 が た ち 、 来 年 は 5 周年 を 迎え よう と し 
て いま す 。 マルモ 皆様 に は 開館 当初 
より 、 大 変 温か い ご 支援 を いた だ き 心 か ら 
感謝 の 気持 ち で いっ ぱい で ご ざい ます 。 こ 
の ご 報告 と と も に 、 心 か ら 御 礼 を 

ば げ ば させ て いた だ きた いと 思い ます 。 
是非 、 ご 機会 ご ざい まし た ら ま た お 立ち 寄 
り い た だ け ま す と 幸 基 で ご ざい ます 。 

敬具 


こい る 


それ を ご 


版 の 


- 般 社団 法人 石巻 ・ 川 の 上 プロ ジェ クト 


代表 理事 三浦 信行 


記事 投稿 募集 


本 誌 の 各 コ ー ナ ー で は 、 読 者 の 皆様 か ら の ご 投稿 を 募集 し て お り 
ます 。 投 稿 の 際 は 、 概 要 と 写真 ・ 図 面 な どの コビー を 添え て 編集 
部 まで ご 郵送 くだ さい 。 検討 の 上 、 掲 載 の 場合 は こち ら か ら も ご 
連絡 させ て いた だ きま す 。 ま た 、 記 事 広 告 ス タイ ル の 投稿 も 募集 
し て お り ま す 。 自薦 他薦 を 問わ ず 、 お 気軽 に お 問い 合わ せ 、 ご 投 
稿 くだ さい 。 


【 特 集 / 小 特集 】 
ラン ドス ケー プ に 関す る 事例 、 
執筆 者 の 紹介 な ど 


【 ラ ンド スケ ー プ ワー クス 】 
ラン ドス ケー ブ 作 品 の 紹介 
【 特 別 報告 】 


各種 活動 、 イ ベン ト 、 
独自 取材 ネタ な どの 自由 投稿 


【 環 境 問題 関連 】 
CSR や 環境 問題 に 関す る 事例 の 紹介 


葛 式 品 造 園 区 

inaji き を は 相 追 造園 工 多 所 

創る 、 育 お 、 守 る 。 私 た ち は 地球 の 未来 を 真 侯 に 考え て いま す 。 
代表 取締 役 社長 稲 治 和彦 


【 キ ャ ン バ パス レポ ー ト 】 

学校 や 研究 所 、 学 生 の 各種 活動 な どの 紹介 
【 ニ ュー ス / 情報 案内 な ど 】 

パブ リ シ テ ィ と し て の 様々 な 催事 情報 な ど 
【 本 社 】 大 阪 市 北 区 西天満 3 丁目 1 番 6 号 06-6365-9211 

【 本 店 】 大 阪 府 箕面 市 新 稲 2 丁目 3 番 2 号 072-723-0003 

【 東 京 支社 】 東京 都 渋谷 区 恵比寿 南 2 丁目 3 番 13 号 03-5734-1701 


投稿 お よび お 問合せ ぁ 

株 式 会 社 マル モ 出 版 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 編集 部 (担当 : 小林 、 中 村 ) 
〒150-0036 東京 者 渋谷 区 南平 台 町 4-8 南平 台 ア ジア マン ショ ン 708 
Tel : 03-3496-7046 Fax:03-3496-7387 

Mall : design@marumo-p.co.jp URL: http://www.marumo-D.GOJjp 


http://www.inajijp 


ラン ドス ケー プ 2016 年 国土 交通 省 
アー キテ クト に な る 本 に し 1 が: 


登録 ラン ドス ケー プア ー キ テク ト 資 格 認定 試験 
1 : 一 次 試験 ( 兼 RLA 補 試験 受験 用 テキ スト 
I : 二 次 試験 受験 用 テキ スト 


判 型 〆 B5 判 (一 次 用 ・ 二 次 用 共通 ) 
編著 一 般 社団 法人 ラン ドス ケー ブ プア ー キ テク ト 連 盟 (JLAU) 


登録 ラン ドス ケー プア ー キ テク ト (RLA) と は ? 


FRLA と は 、 ラ ンド スケ ー ブ ア ー キ テク ト と し て 実務 を 遂行 する た 
め に 必要 な 「 一 定 の 知識 と 技量 か ら な る 能力 ] を 有する 人 を 示し ま 

般 社 団 法人 ラン ドス ケー ブ コ ン サ ル タ ン ツ 協会 

け う も の で 、 同 協会 の 主催 に より 、 毎 年 1 

ます 。 さ ら に 2014 年 度 よ り 、RLA に 3 

ドス ケー プア ー キ テク ト 補 (RLA 補 ) の 資格 

ター ト 。 よ り 幅 広い 層 の 方 が ラン ドス ケー ブ の 世界 に 入る こと が で 
きる よう に な り ま し 


ー 次 試験 用:140P ン 価格 944 円 科 は 3 


隊 間 一 交 座 用 116P ン 価格 の 592 円 刺 
ーー 得 ー 次 ・ 二 次 2 和 セ トン 人 000 円 


ご 希望 の 方 は 内 マ ル モ 出 版 ま で Tel: 03-3496-7046 Mail : maru@marumo-p.co.jp URL: http://www.marumo-D.CO.jp/ 
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ンド スケ ー プ を メモ る ⑬ 


間野 賢二 


フィ ー ル ドサ ー ベ イ -1 (大 学 ・ 美 術 館 ) 

言う まで も な い が 、 空 間 を 知る に は 現場 に 限る 。 と り わ け ラ ンド スケ ー プ で は 、 
その 場 に 立つ こと で 感覚 が 解き 放さ れ て 刺激 され 、 理 解 が いろ いろ と 深まる 。 
また 、 新 し く 発見 する よう な こと も 多く 、 現場 な ら で は の 楽し み が 味 わ える 。 
そん な サー ベイ の こと を メモ に つづ っ て きた 。 


@ 


@ お 入 at 


にゃ oOP+ ふ 32 ら / 
w ささ co So と sao 


て 弄 。 3 
て 


の isoA (*se っ や う 
6 いかに も 受 大 生 r 作り Lt= ま うべ ト キ 


東京 革 術 大 学 を 訪れ る 。 

その 美術 館 に 居心地 の いい カフ ェ テ ラス を 発見 。 キャ ノビ ー や 腰 壁 が つく る 伯 ま い に 、 セン ス の よさ を 感じ た 。 
また 、 草原 に そっ と 置か れ た ペン チ も 風情 が あり 、 その さり げ な く 素 朴 な 造形 に も 共感 する 。 
校内 は それ と な く ア ー ト の 香り が 漂い 、 芸大 の ブラ イド を 見 た 気 が し た 。 
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トド 】 バー セア ッ 国 ぽ . 
(AT*e 蛍 ) 一 江 - 和 や テテ 
( ャ ー 


埼玉 県 立 大 学 の キャ ン バ パス を 見 て 回 る 。 

低層 棟 が 入 組ん で 複雑 な 平面 を 形成 し 、 また 、 立体 的 に は 連続 し た ルー フ テ ラ ス が 地上 と 混 然 一 体 と な っ て いて 、 
味わっ た と と の な いよ うな 豊か な 空間 を そこ に 感じ た 。 

そん な 新鮮 な 空間 体験 を し な が ら も 、 つい ディ テー ル に 目 が 行き 、 そ の まとめ に 終始 し て し まっ た 。 
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@ EtTeAecE 


{ 
1 


デ -Qo 
人 衝 き wc 


ャ トド 6O -@C 


東京 都 下 に ある 府中 市 美術 館 を 見 学 し た 。 

ラン ドス ケー ブ プ は 、 秩序 を も っ た 半 何 学 的 な 空間 が 美術 館 ら し い モ ダン な 造形 と と も に 端正 に まとめ られ て いて 、 
抽象 絵画 を 思わ せる 。 

キュ ー ブ ( 知 形 ) が デザ イン に 多用 され て いる の に 気づき 、 

その きっ ちり 整 つ た イメ ー ジ を 玄関 口 の スケ ッ チ で 表 そ うと し た 。 
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上 野 に ある 国立 西洋 美術 館 の 庭 。 

ロタ ダン の 彫刻 な ど で 華 や ぐ 前 庭 の 一 画 に 、 控え め に その 階段 は ある 。 

本 館 2 階 を 結ぶ その 外 階段 は 、 重厚 に し て 軽快 、 そ っ つっ け な く あ りな が ら も 繊細 。 
そん な 趣 ある 光景 と 美しい ディ テー ル 、 納まり の よさ に 深く 共鳴 し て きた 。 
また 、 植込み の 縁石 も 個性 的 。 


次 回 の 「 フ ィ ー ル ドサ ー ベ イ 」 で は 、 伊勢 神宮 な ど を 紹介 し た い 。 


に リス | 
伯 エ そい いせ で 


間野 賢二 MANO kenji 


ラン ドス ケー プア ー キ テク ト 

千葉 大 学園 芸 学部 造園 学科 卒 (1973 年 ) 
SHAH ALAM Central Park (Malaysia) 
東京 ディ ズ ニー ラン ド : 東 京 ディ ズ ニ ー シ ー( 植 栽 ) 
合歓 の 郷 ・ つ ま 恋 (YAMAHA Resort) 

中 央 区 筆 地 川 公 園 、 新 仙台 天文 台 ( 外 構 ) 
岡谷 市 湖北 火葬 場 ( 外 構 ) な ど 
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は じ め に 


2 回 に わた る 連載 で 桂 離 宮 の 全 貌 が 少し ずつ 捉え られ て 来 た が 、 い よい よ 具 体 的 な 空間 デザ イン を 述べ て みた い 、。 私 も 桂 離宮 に は 
数 回 訪ね て いる が 、 5 年 前 に 鑑賞 し た 時 に は デザ イン 情報 が あま り に 多く 、 最 後に は 頭 が 痛く な っ た 記憶 が ある 。 そ れ 程 、 見 どこ ろ 満 
載 の 桂 離宮 で ある が 係員 の 後 を つい て 行く と 、 あ っ と いう 間 に 見 学 は 終わ っ て し まい 、 庭 園 が 唯 単 美しい だ け で 終る 可能 性 すら あ 
る 。 空 間 の か た ち に は 必ず その 背景 が ある 事 を 今 まで 学ん だ が 、 そ の 知識 を 踏ま えて この 章 を 読み 進め て いた だ きた い 。 (戸田 芳樹 ) 


1. 桂 離宮 庭園 の コン セプト | 2. 桂 離宮 庭園 の プロ グラ ム と 空間 シス テム | 3. 桂 離宮 庭園 の デザ イン 技法 

~ 3 つの 世界 > ー 4 つの 構成 て 2 つの 目的 と 4 つの 技法 … 

(1) 白 楽天 の 世界 (1) 軸 の 構成 (2) 空 間 の 構成 ⑯ デ ザイ ン の 目的 

(2 源氏 物語 の 世界 (3) 移 動 の 構成 (4) 時 と 行為 の 構成 (1) も て な し の デザ イン (2) 用 と 景 の デザ イン 
(3) 茶 の 湯 の 世界 ⑯ デ ザイ ン の 技法 


3. 桂 離宮 庭園 の デザ イン 技法 
て 2 つの 目的 と 4 つの 技法 て 


(3) 主要 エリ ア の デザ イン 

戸田 芳樹 氏 ( 以 下 、 戸 田 。 敬称 略 ) 広く て バ 
ラ エ ティ に 富ん だ 桂 離 宮 の 中 で 、 特に デザ イ 
ン の 密度 の 濃い 3 つの エリ ア を 選び 、 そ の 空間 
デザ イン を 解き ほ で し て みた い 。 選ん だ エリ 
ア は 「 空 間 の 構成 ] で 述べ た 「 真 ・ 行 ・ 草 ] に た ま 
た ま 当 て は まる が 、 特に 意図 し て 選ん だ 訳 で 
は な い 。 

@ 松 凌 部 に 至る 露地 空間 ( 行 の 空間 ) 

@ 書院 坪 庭 と 書院 群 ( 真 の 空間 ) 

@ 笑 意 軒 と その 周辺 ( 草 の 空 間 ) 


1. 松 琴 亭 に 至る 露地 空間 

野村 勘 治 氏 (以下 、 野村 。 敬称 略 ) シー クエ 
ンス に より 表現 され た 代表 的 空間 が 露地 で あ 
り 、 前 述 し た 「 移 動 の 構成 ] か らき さら に ボイン 
ト を 絞り 、 松 琴 享 に 至る 道のり を 述べ て いき 
た い 。 松 琴 亭 は 一 般 の 露地 より 怖 に 長く 作ら 
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(1) ゆ 5 ぎ と ずら し の デザ イン (2) 軸 と ペク トル の デザ イン 
(3) 空 白 と 補足 の デザ イン (4) 時間 と スピ ー ド の デザ イン 


れ て お り 、 シ ー ク エン ス に は 仕掛 けが た っ ぷ 
り と 施さ きれ て いる 。 この 空間 を 図 上 で 検証 し 
て 「 暗 と 明 ・ 結 界 和 視点 場 と 視 標 ]「 石 組 の 構 
成 ]」 の キー ワー ド で 作 庭 の 技法 を 明らか に し 
て いき た い 。 

①「 暗 と 明 ・ 結 界 」 

日 本 庭園 の 園 路 は 暗 と 明 を 繰り 返し な が ら 
人 々 を 奥 へ 奥 へ と 誘い 込む 。 こ こ で は 池 に 接 
する 賠 路 が 圧倒 的 に 長く 「 明 の 空間 ] が 連続 す 
る が 、 場面 の 切り 替え 点 に は 「 閉 じ た 暗 空間 」 
を 潜 ら せ メ リハ リ を 付け て いる 。 

還 紅 葉 馬場 の 臣 こ ぼ し 舗装 は 美しく 、 樹 木 で 
材 わ れ た 「 開 いた 明 空 間 ] か ら 松 琴 亭 に 向かっ 
て 露地 は スタ ー ト する 。 

図 友 に 折れ わずか に 上 る 飛石 か ら は 串 地 に 入 
る 緊張 感 の ある 「 閉 じ た 暗 空間 ] で 、 ス テッ プ 
の 頂部 に 露地 に 入る サイ ン と し て の 結界 軸 が 
ある 。 

国 左 に 一 旦 筋 を 違え た 飛石 を 踏ん で 右 へ と 進 
み 先 方 に 外 腰 掛 が 現れ 「 開 いた 暗 空 間 ] と な り 
場面 が 転換 棋 す る 。 


困 吐 か ら 明 へ と 飛石 伝い に 進む と 大 飛石 で 一 
気 に 「 開 いた 明 空 間 」 に 進み 、 外 腰掛 前 の 「 行 の 
敷石 」 が 行く 手 を 
回 「 閉 じ た 暗 空間 ] に お ける 「 行 の 敷石 ] は 左右 
の 拡がり を 強調 し て いる が 、 一旦 敷石 に 立つ 
と 延長 軸 に 早変わり し て 行く 手 の 活 込 燈籠 が 
アイ スト ッ プ と な っ て 導く 。 そし て 少し 敷石 
を 残し 手前 か ら 左 の 飛石 ヘタ ー ン し て 場面 転 
換 一 倫 に 進む 。 松 琴 亭 は 前 方 に ある は ず だ が 
手前 の 樹木 に より まだ 見 えな い 。 

[@] 左 に ター ン し た 飛石 の 足元 は 凸凹 で 暗く 、 
視線 が 下方 を 向く 「 閉 じ た 暗 空間 ] と な り 渓 谷 
の 水 音 と 、 身 の 石橋 の 景 に 引か れ て 進ん で 行 
く 。 左前 方 の 滝 音 と 共に 石橋 を 渡る と 右手 に 
水面 が 大 きく 広がり 、 明る く お お ら か な 姿 の 
松 琴 亭 に 出会う 。 

上 場 面 転換 - 欄 か ら は 「 開 いた 明 空 間 ] で 桂 離 
宮 随 一 の 絶景 が 連続 し て 詞 ま れ 、 飛石 を 伝い 
な が ら 人 徐々 に 潤 浜 に 近づく 。 水面 に 近い 場面 
転換 一 借 を 経て 浜 道 を 進 な と 、 わ ず か に 他 よ 
り 高く 時 い 飛石 が 視点 場 を 示す (場面 転換 


@ ^ ら 右 に 90 “振る 景色 こ 
ライ マッ クス を 見 納め に 外 露 地 


わる 


賠 結 界 国 の サイ ン は 織部 燈籠 で 「 閉 じ た 明 空 


間 ] の 内 露地 が スタ ー ト する 。 ここ で は 横 一 文 
字 の 「 乗 越 石 ] が 別世界 に 入っ た 事 を 明確 に 伝 
えて いる 

[ 較 き ら に 進む と 白川 橋 を 含め た 内 露地 は 「 開 い 
た 明 空 間 ] で 、 二 結界 を 横 に し て 場 
面 転換 一 公 が あり 、 松 間近 に 迫っ て くる 
iQ 白川 橋 の 渡り は 「 閉 じ た 明 空間 ] で 、 放射 状 
の 飛石 の ある 「 閉 じ た 此 
回 そし て 「 流 れ 手 水 」 を 人 
赴 地 の シー クエ ンス は 


聞 ] へ と 進む 


図 最後 


わる と 古書 


院 ま で 臨む パノラマ が 見 え 、 来訪 
者 全員 を 感 江 さ せる 瞬間 が 待っ 


人 時 か ら 反 、 石 要 多 の を 送る 
昌和 、 お に 出島 を 見 る 。 


ポイ ント と な る 前 
時 証 か ら の 明度 
外 屋 光 か ら の 角 


紅葉 馬場 より 左折 、 詩 


ーー 
桂 難 宮 随 一 の 見 せ 場 


見 返し の 絶景 [ 引 


この 様 な 長大 な 塩 地 は 桂 離 
様々 に 変化 する 景観 は まさ ! 
す エ ンタ ー テ イン メン ト 空 間 に 相応 し い 作 り 


客 を も て な 


る 長い 露地 の シー クエ ンス を 述 

「 を 誘導 する 視線 の 構成 も 見 て い 
か な けれ ば な ら な い 。 視点 場 と 視 標 の 関係 を 
物 を 対象 と し て 、 て 


燈籠 等 の 点 明 ひと つ ひ と つ 
明らか ! 
1. 外 露地 入口 の 飛石 は 踏 石 が 視点 場 位 と な 
り 、 左前 方 に 円 形 活 込 ( 視 標 や ) に 視線 が 
し る 。 踏み 出し は 視 標 と 逆 の 石 に 外し 、 
石 目 で 視線 を 戻し 左右 の 均衡 を 

軸 を 外し て 踏み 出す の は 桂 離 宮 な 
ら で は の 手法 


し て いる 


内 婁 地 は 浜 道 の 峠 の 頂上 か ら 始ま る こと が 分 


か る 。 右 に 部 燈 乏 


ラン ドス ケー プア ー キ テク ト の た め の 日 本 府 


っ た 視点 場 倫 の 飛石 か ら 右前 
方 の 円 形 活 込 を 視 標 ② と し て 見 せる 。 こ 
この 飛石 も 一 旦 軸 を 外し 景 の 均衡 を と る と 共 
に 目 を 一 瞬 落 きせ 次 へ と 視線 の 方 向 を 促し 、 
場面 転換 を 鮮やか な も の と し て いる 。 

3. 敷 石 の 途中 、 見 返し の 視点 場 倫 か ら 二 重要 


4. 進 行方 向 は 視点 場代 か ら 敷 石 の 終点 の 角 
AA 燈籠 の 視 禁 お に 向かっ て いる 。 燈籠 は 
敷石 か ら 30* 振 っ て 進行 方 向 を 暗 
に 場面 転換 する 景観 の 


白川 橋 周 辺 の 明る い 内 露地 は 次 第 に 暗く な る 
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6. 石 橋 の 手前 の 視点 場 借 か ら は 前 方 に 石橋 、 
左 方 に 視 標 ⑥ の 「 鼓 の 瀧 ] が 眼下 に あり 重心 を 
左 に か け て いる 。 そし て 石橋 に 立て ば 右 
の パノラマ 景観 と な り 
ー ク エン ス の 巧み さ が 体験 出来 る 。 
@ か ら 視 標 の の 岬 
型 燈籠 を 前 方 に 見 な が ら 天 橋立 、 松 琴 亭 の 佳 
景 が 連 る シー クエ ンス が 楽し め る 。 
8. 関 路 の 中 で 日 立つ 黒 飛石 は 視点 場代 と な 
、 振 り 向 け ば 岬 、 切石 反 橋 ( 視 標 ⑤) 


を 通し て 月 波 る 景 が 見 られ る 

9. 内 赴 地 に 入っ た 視点 場 倫 か ら 視 標 ⑨ の 白 
川橋 と 覆 れ 、 明らか に 別 空間 
に 移動 し 

10. 視 点 場 人 か ら 左 に 「 火 炎 石 」 右 に 「 流 手 


の 視 標 ⑩ を 見 な が ら 白 川橋 を 渡る 。 橋上 の 
遊 感 と 意味 を 込め た 飛石 の 構成 が 心 に 響く ス 
ポッ ト と し て 受け 止め た い 
③ 石 組 の 構成 

桂 離 宮 の 中 で 石 組 は 松 琴 辺 ま わり に 集 
中 し て お り 、 建 物 側 か ら の パノラマ と 石 組 の 


| 入 |。 ァ 


視点 場代 か ら 織部 燈 艇 、 鼓 の 瀧 ⑧⑥ を 見 る 


視点 場代 か ら 円 型 活 込 燈 能 ① を 見 る 


松 琴 亭 か ら の 軸 、 左 手 に 鶴 島 の 羽 と 首 が 、 
奥 に 石橋 と 織部 燈籠 が 見 える 


【 松 琴 事 か ら 見 た 天 の 橋立 の 立 面 図 】 
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水面 に 写っ た 亀頭 石 と 亀甲 石 


軸線 構成 に つい て 述べ た い 。 松 琴 亭 側 か ら 天 
橋立 を 眺め て いる と 、 不思議 と 囲ま れ て いる 
様 橋立 の 護岸 や 中 
鳥 の 位置 を 観察 する か ら 円 弧状 に 
主要 な 石 組 が 並ん で いる 事 に 気付 く 。 ここ 
は 次 々 に 景 を 連続 させ 、 絵画 の 様 に 仕上 げ て 
いく 技法 を 使っ て いる よう 画 的 に 構成 
し た 石 組 は 中 世 の 頃 か ら あ 舟 の 庭園 や 
狩野 元 信 の 退 蔵 院 庭園 等 、 絵師 作 の 庭園 に 見 
られ た 。 また 、 外 腰掛 か ら 見 て も 地形 と 石 租 
に よる 半 円 形 の 空間 デザ イン の 意図 が 見 ら 
れ 、 ま と まり の ある 景観 が 作ら れ て いる 

次 に 切石 反 橋 の 中 心 を 通っ て 露地 の 石橋 、 
鼓 の 瀧 に 到達 する 軸線 に 注目 し た い 。 反 橋 の 
石 組 を よく 見 る と 鶴 亀 石 組 で ある 事 に まず 気 
付く 。 橋 の 左手 前 の 橋 添 石 は 鈴 の 羽 石 で 石橋 
が 首 、 右手 の 樹木 で 見 え に く い が 亀 頭 石 と 亀 
甲 石 が 水面 に 写る 。 この 稔 亀 の 中 心 を 通る 軸 
の 設定 は 銀閣寺 いら の 景 と 同じ で 、 月 
を 愛し た 足利 義政 へ の リス ペク ト が あっ た の 
で あろ うか , 


CE3 


家電 か ら 人 人 紅い を 見 る 


松 琴 亭 か ら 感じ られ る 囲 われ た 石 組 群 


【 コ ラム -1】 麺 遊 式 庭園 の 明 と 暗 

近世 の 廻 遊 式 庭園 の ルー ツ と され る の が 茶 庭 だ 
が 、 浮 世 と 区 別 す る 出入 口 を 家 の 脇 に 別に 設け 、 
奥 の 市 中 の 山 居 へ と 導く 細い 露天 の 道 を 通し た 
の が 始ま り で ある 。 大 空間 で ある 浮世 か ら 極 小 
の 空間 で ある 茶室 と の 間にあっ て 、 こ ん な 言い 
方 は 身 も 養 も な い が 、 徐 々 に 慣らし て いく 気圧 
調整 空間 の 様 な も の で あっ た 。 

露地 は 腰掛 、 中 門 、 時 と し て 中 潜り な ど 明 と 暗 、 
開 と 閉 を 繰り 返し 、 同 時 に 待機 も 含め た ホス ト 
に よる コン トロ ー ル に 客 は 翻弄 され る 。 最 た る 
も の は 中 潜り で 、 障 害 物 競走 まがい の 結界 と な 
る が 、 尋 常 の 度 を 超 し て いる 。 日頃 鍛え て な い 高 
人 齢 者 に は 諦め て も ら う し か 無い が 、 こ れ を 潜る 
時 、 視 野 は 低く な り 地 表 の 景色 を し っ か り 見 る 
事 に な る な ど 、 浮 世 の 世 界 を すっ か り 忘 れ て い 
る 事 に 後 か ら 気付 か され る 。 

明暗 、 開 閉 の 空間 操作 は 小 空間 に 導く 為 だ け で 
な く 、 い か に 浮世 を 忘れ させ る か に も あっ た と 
言え る 。 そ の 意味 で も 桂 離 宮 は アプ ロー チ を 直 
角 に 曲がる 度 に 浮世 を 振り 払う 一 方 、 約 束 事 の 
中 門 を 最初 か ら 取 り 払い 、 水 辺 の 規 地 に さり 気 
な く 峠 を 設え 、 い ささ か 大 げ さ に 乗り 越え 石 を 
横 た わ ら せ 、 秀 景 の 妨げ に な ら ぬ 様 、 配 慮 し て い 
る 。 空 間 は 広く と も 狭く 見 せ 、 平 均 台 の 様 な 白川 
橋 を 最後 に 用 意 し て 松 琴 亭 の 咽 り 口 へ と 招き 入 
れ て いる . 束 績 と な る よう な セオ リー を 劉 恵 で か 
わす 桂 離 宮 の 柔 軟 な 姿勢 は 小気味 良い も の だ 。 


視点 場代 か ら 白 中 9 を 眺め る 


【 左 】 中 門 の フレ ー ム で 見 た 手 水鉢 
【 右 】 託 門 の フレ ー ム で 見 た 手 水鉢 


人 


FI 


TL 書院 御 奥 寄 坪 庭 と 書院 群 
野村 書院 坪 庭 は 毅 審 に 計算 され た 中 に 自由 
な デザ イン も あり 、 格式 の ある 空間 で あり な 
が ら 、 ゆとり と 遊び 心 が 見 られ る 日 本 一 の 坪 
庭 と 言う べき 素晴らし い 空 間 で ある 。 この 小 
さ な 空 間 に は 以下 の キー ワー ド が 盛り 込ま れ 、 
現代 に も 通じ る デザ イン の 展開 が な され て い 
る の で じっくり と 見 て 行き た い 。 
① 舗 装 の ヒエ ラル キー 

入口 まで の 砂利 敷 ( 現 在 は 臣 こ ぼ し ) か ら 、 
中 門 で は 大 粒 の 起こ ぼ し の 中 に 自然 石 の 中 
を 、 次 に 切石 で 「 田 の 字 ] と し た 格 い 舗 装 


御 典 寄 か ら 見 た 敷石 と 飛石 の 「 八 の 字 ] 


【 書 院 玄関 二 庭 の 軸線 図 】 


【 書 院 玄 関 二 庭 の 立 面 図 】 


づく ヒエ ラル キー を 構成 し て いる 。 
@ 建 物 の フレ ー ミ ング 

中 門 か ら は 方 形 立 手 水鉢 、 庭 門 か ら は 織部 
燈籠 、 方形 立 手 水鉢 が 見 事 な フ レー ミン グ で 
捉え られ 、 目 が 先 に 進ん で 坪 庭 に 入っ て し ま 
うほ ど で あ る 。 
③⑬ 飛 石 の 等 比 級数 

「 田 の 字 」 の 敷石 か ら 続く 方 形 の 飛石 は 目地 が 
等 比 散 数 的 に 広がり 、 さら に 進行 と は 逆 の 方 向 
に 向い た 「 く の 字 は 遠州 好み の デザ イン 
で 、 現 代 に 応用 普遍 性 を 持 
④ 空 白 と 補足 の 美 

「 く の 字 」 の 飛石 の 先 ! 


T き 先 の な い 飛 石 が 


ラン ドス ケー プア ー キ テク ト の た め の 日 本 廃園 講 


2 つ あ る が 、 これ が ! の 現れ で ある 。 方 
向 転換 する 歩み に 対し 提 線 が 先 の 飛石 を 捉え 
て 余韻 を 残し 、 足 より も 目 が 先 に 歩む 作り は 
桂 離宮 独特 の デザ イン と 言え る 。 
⑤ 遠 近 を 感じ させ る 敷石 

「 真 の 敷石 」 は 真 北 を 指し 、 建物 と 軸 を ずら 
し て 斜め に 設置 し て いる の が お も し ろ い 。 そ 
の 結果 、 建築 に 支配 され ず 敷 石 の 距離 が 長く 
奥行 き く な り 、 さら に 左手 の 盛土 で 御 尋 
寄 を 隠し て 、 心理 的 に 坪 庭 を より 広く 感じ き 


せ て いる 。 


】 
| 時 術 還 へ の フレ ー ミ ング 


手錠 へ の フレ ー ミ ング 


。 有 *n 


EE 陸 注 大 各 
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⑥ 敷 石 に お ける 軸 の 工夫 建築 の プロ ボー ショ ン を 思わ せる 。 桂 離宮 の | 意匠 の 外 は 節 り 気 が な い の が 意 | と 青 え る 。 

「 真 の 敷石 ] の セン ター 軸 は 彰 脱 ぎ 石 の お お 中 で この 一 角 は 生け 垣 で 囲 わ れ 、 元禄 期 の 絵 笑 楽し み の ひ と つ は 開か れ た 窓 か 
よそ 右 角 に 当たり 、 その 先 の 室内 の 柱 を アイ 図 に は 守 木 門 と 芝 垣 が 続き 、 他 と は 隔離 され | ら 見 える 田園 風景 や 天王 山 、 男山 で あっ た 。 
スト ッ プ と し て いる 。 御 奥 寄 か ら 見 返す と 右 | た 空間 で あっ た 。 普段 は 宮家 一 家 の プ ライ | まさ に 修学 院 離宮 の 小型 版 と いえ 、 民 の 営み 
手 の 長石 と 共に 作っ た 二 等 辺 三角 の 構成 は 安 ベー ト な 空間 で 、 前 に 広がる 池 や 舟 着 は ほぼ | を 見 る 楽し み を 別荘 生活 の 中 に 加え た も の 
定 し て いる 。 建築 に 対し 中 門 や 生垣 、 土橋 も で 、 田園 方 向 か ら 見 る 外観 も 松 琴 亭 以 上 に 農 


微妙 な 角 ずら し 、 フ ォ ー マ ル で ある が 播 家 そ の も の で ある 事 が 微笑 まし い 。 笑 
ら ぎ の ある 空間 を つく り 上 げた に 舟 遊 び が あり 、 中 で も 二 重 の 土橋 の 橋 潜 り ら は 書院 群 が 北 側 に 位置 し 、 南 か ら の 順 光 を 
⑦ 実 用 的 工夫 と 視覚 矯正 は 大 い に う けた は ず で ある 。 逢 形 の 池 は 遠州 | 受け た 姿 は 当時 と し て も 観賞 に 値する 建築 美 


細か い 事 だ が 省 脱 ぎ 石 の 天 端 は わずか に | 好み の 仙 洞 件 所 の 写し と も 言え る が 、 む し ろ | で 、 桜 の 木立 を 透かし た 眺め も 格別 で あっ た 
カー プ し て 水泡 まり 『、 石 の 幅 は 建物 側 | 舟 着 と 見 る べき で 湊 気 分 だ っ た は ず だ は ず 屋 の 北側 に は これ を 進 る も の は 一 
を わずか に 長く し て 区 を 出し て いる = 光 燈 籠 も 機 橋 の デッキ ラン プ の よう で 、 全 | 切 無く 、 地 表 も 飛石 で は うる さく な り 「 草 の 敷 

池 に 面 し た どこ ろ 満 載 | 体 と し て H は 庭 づ くり 的 で は 石 ] に し た と 考え られ 、 対 岸 の 雪見 燈籠 は 書院 
で 、 敷石 は 「 稲 妻 形 ] の 二 で 無く 、 現在 の テー マ バ パーク の 発想 に 重なる リ | の 景色 を 妨げ て いな い . 
先端 を 少し 突き 出し て 余韻 を 持た せ て いる アル な 津 や 湊 の 再現 だ っ た と 言え る 。 これ に 庭園 的 設え と し て は 軒先 の 「 浮 月 の 手 水鉢] 
飛石 も 平行 に 打ち 敷石 と の 間 に い くつ か の 正 | 因 み 笑 意 軒 の 板 戸 に は 舟 を 権 と 矢 の 引手 | が その 名 の まま に 名 月 を 映す 東側 に ある が 、 

角形 を 作り 出し 、 フ ォ ー マ ル で あり な が ら を 表現 し て いる 。 また 、 見 方 を 変え れ ば 矢場 や | 部 屋 か ら は 北東 側 に あたり 月 は 映ら な い 。 む 
動き の ある デザ イン と し て いる 。 建物 に 近 づ | 馬場 さら 買 な ど 、 ア クティ ビ テ ィ 浴 れる し ろ 手 水鉢 は 2 つの 土橋 を 逃 か す 軸線 上 の ポ 
く こ の あたり 、 形 明 操 作 の 中 に 小堀 遠州 の 姿 | 空間 に 対応 する クラ ブ ハ ウ ス で も あり 、 関 連 | イン ト と し て の 役割 を 持っ て いる 
が 見 え 隠 れ す る の が 桂 離宮 の 特色 と 言え る 


り エ リア の 濱 


加 4 衝 


忠 笑 意 軒 の 周辺 

野村 桂 離宮 の 最深 部 に 位置 する の が 笑 意 軒 
で 、 「 梅 の 馬場 」 よ り 見 る 外観 は 水平 方 向 が 長 
家 風 の 松 丈 亭 に 比べ 近代 の 数 寄 屋 


【 コ ラム -2】 瀧 の 造形 を 支え る 音 、 音 を 支え る 造形 

許 由 院 の 「 名 古 曽 の 光 」、 法 金剛 院 の 「 青 女 の 洪 」 

な ど 、 名 園 に 名 源 あ り と 更 な る 高み へ と 導い た 
の は 夢想 国師 で あっ た 。 山 中 で の 修行 を 好 ん だ 

夢想 国師 の 自然 の 観 守 力 は 景観 の みな ら ず 技 法 

に お いて も 新た な る 高み へ と 導い た 。 

溢 石 組 は 西 芳 寺 の 枯 滑 が よく 知ら れ て いる が 、 実 

際 に 水 を 落と す 例 と し て は 同時 期 に 造ら れ た 天 

龍 寺 の 龍門 涯 は 約 4.2m の 高低 差 。 築 山 の 頂部 か 
ら 落ち る 瀧 は 一 般 的 に は 相 光 と 思い が ち た が 、 か 

つて は 背面 の 山麓 に 湧く 水 を 懸 樋 で 導水 し 実際 

に 水 を 落と し て いた 。 

し か し 方 丈 と の 距離 は 下段 で 45m あ り 、 景 色 こ に 

そ 立 派 で も 少な い 水 景 で は 水 音 も 無く 迫力 不 足 【 拉 意 軒 と 周辺 回 】 

は 否め な い 。 改 め て 平面 図 上 で 確認 する と 方 丈 の 

中 心 軸 に ある の は 岩 島 で 、 瀧 の 下段 は 中 心 軸 よ り 

5m 左 に 位置 する 。 下 段 より 約 3m 手 前 で 右 に 5m [ 

の 位置 に 、 今 は 湯 れ た 水路 の 吐 水口 が 小さ な 築山 

の 山陰 に ある 。 

昭和 初期 の 重森 三 玲 の 図面 に は 導水 路 跡 に 排水 1 | 

路 ? と 疑問 待 を 待 し て 記入 し て いる 。 築 山 の 排 | 

水路 で ある 事 は 間違い な い が 、 池 へ の 落 口 に は 

栗 石 が 搬 か れ て お り 、 こ れ は 水 音 を か せる 導 

水 四 と 思わ れる 。 天 交 寺 の 潮 は 見 せる 龍門 涯 と 、 

聞か せる 陰 の 導水 路 と 一 体 で あっ た と 言え る = 

瀧 に 水 の 響 は 必須 で 、 か つて 四条 大 納 言 公 任 は 1 
満 の 音 は た えて 久しく な り ぬ れ ど M / "ma 

名 こそ 流れ て な ほ 聞 こえ けれ 有 HE ーー ニー ンー 
と 諸 ん だ 名 古 曽 の 池 は 落差 が 少し し か な か っ た 5 計上 還 1 


笑 意 軒 を 対岸 より 見 る 


笑 意 軒 内 苑 と 腰掛 下 際 下 ( 浮 月 の 手 水鉢 ) の 設え 。 後 方 に 新書 院 が 見 える 


田舎 風 立 面 


が 、 瀧 の 下流 の 遺 水 の 幅 が 広い 所 か ら 察 する と 、 水 


量 が 豊か で 瀬音 が よく 故 く 洪 だ っ た と 思わ れる 。 ca 
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(4) デザ イン の 技法 
戸田 今 まで 重要 な スペ ー ス に お ける デザ イ 
ン の 構成 を 記し た が 、 細か な 技法 に 
くつ か の キー ワー ド を 使っ て 確認 し た v 
①「 ゆ ら ぎ 」] と 「 ず らし ] の デザ イン 
建築 と 庭園 の 関係 は 建築 に よる 厳格 
に 対し て 、 庭園 側 は 施設 や 園 路 を わずか ! 
らし 、 ゆ ら ぎ を も た らし て いる 。 ネ 
露地 の 入口 付近 は 移行 空間 と し 
ある 異 次 元 の 世界 を ソテツ の 集団 的 扱い で 表 
現し た POR ェ ロ 、 中 国 
庭園 の 洞窟 を 用 いた 庭園 へ の 導入 部 な どの 事 
例 が ある 。 また 、 桂 の 飛石 は 踏み 出し を 進む 
方 向 と は 逆 に 打ち 、 足元 へ の 視線 を 一 旦 ず ら 
ど 、 歩み 以上 に 視覚 的 に 左右 を 強調 し て 
いる の が 特徴 で ある 
⑧ 軸 と ベク トル の デザ イン 
庭園 全体 の 大 き な 軸 組 構成 は 前 回 説明 し た 
で は 細か く 見 て いき た い 。 桂 離 
多く 出現 する 直角 に 曲がる 園 略 は 緊張 と 驚き 
冠 間 シ ー ン を 引き 締め 、 燈籠 等 の 配置 
は スム ー 得 ら れる 角度 に 


つい て い 


な 軸 組 


て 、 ゆ ら ぎ の 


ズ な シー クエ ンス が 
決め られ て いる 

軸 を 様々 に 扱っ て 構成 し て いる 
役 和 伯 、 手 水鉢 を 建築 の フ 
竹 脱 石 まで 続く 斜め 


ゝ ベク トル を 示し て いる 


レー ム に 納め た 技 
の 「 真 の 敷石 」 は 避 
さら に 和 疹 脱ぎ 石 か ら 見 た 敷石 の ペク トル は 意 
図 的 な 2 方 向 へ の 角度 を 持ち 、 どこ まで も 作者 
の 意図 は 明快 で ある 

③⑬ 空 白 と 補足 の デザ イン 


外 腰掛 に 入る 空間 は 少し 忠 張 を 伴う が 、 内 


ソテツ を 使っ た 異 次 元 の 世界 


松 琴 亭 に 向かう 浜 道 に は 峠 を つく り 、 上 方 か ら の 見 返 
し も 行う 


に 入れ ば ホッ と する スケ ー 


ル で 、 必要 
所 に 配 さ きれ て い 
先 の 余分 な ス 
敷石 で も 余り を 残 
用 だ け で は な く 景 
に も 目 を 配っ て いる 事 が よく 分 か る 

また 栓 | で は 現代 の 庭師 の 茜 じ 手 、 飛石 
の 角 と 角 を 合 # E (筋違い ) が 多く 見 ら 


る 。 飛石 に 目 を 転じ れ ば 一 
ポッ ト に 1 一 2 石 を 補足 し 、 


で ター ン す る 等 、 


れる ほ 張 感 を も た 
ら す が 、 『 遊 感 も 見 られ る 。 この 角 
違い の 技法 は 日 本 美学 の ひと つ で 小堀 剖 州 が 


得意 と する 所 で あっ た 。 さら に 視線 を 下 
か せ 、 足元 や 施設 の ディ テー ル を 見 せ 
ン の 切り 替え 
く こ と で 次 の 出 
離宮 な ら で は の 世界 で ある 

④ 時 間 と スピ ー ド の デザ イン 

ゆっ くり と 歩か せる 為 に 飛石 を 使う が 、 チ 
D る 峠 が あり 、 路 が 
) 、 周囲 を 見 
で ある 事 が わか る 。 また 
こ 進 む 飛 石 は 背後 の 林 に 
真っ 直ぐ に 打 た れ 、 ス ピー ド を 上 げ て 通過 せ 
よ と の サイ ン と v これ ら 飛 石 の 大 きき 
と 表面 の 仕上 が り に より 先 に 進む べき か 、 止 
まっ て 左右 を 見 る の か 、 各自 が 感じ て 行動 す 
れ ば 新しい 体験 と な る 。 また 各所 に 見 返し の 
臣 を 必ず 作っ て いる の で 、 - ま っ て 見 
返し て 自分 の 景 を 発見 し て 欲し い 。 見 返し は 
体験 し た 時 間 の 振り 返り と も 、 ま さ 
に 時 間 の ラン ドス ケー プ 
で は な い だ ろ うか 


補足 の デザ イン を 繰り 返す 飛石 の 技法 


ラン ドス ケー プア ー キ テク ト の た め の 日 本 廃園 講 


(5) ディ テー ル の 考察 

戸田 いよ いよ 各部 の ディ テー ル に つい て 見 

て いき た い 。 ここ で は 桂 離宮 以前 に 作 庭 きれ 

た 名 庭園 と 桂 離宮 と の 関 
て 、 各々 の ディ テー ル が どの 様 な 成り 立ち 

で 、 どの 様 な オリ ジ ナ リティ が ある の か 、 施 設 

KR り 上 げ な が ら 解 いて いき た い . 


を 今 一 度 お さら い 


野村 桂 離宮 は 月 に こだわ る 点 に お いて 銀 間 
ぎ 以 上 と いえ る が 、 松 の 天橋 立 と 恋 の 
瀧 の 構成 は コラ ム で 述べ た 銀 間 寺 】 前 
景観 を 左右 反転 きせ た も の と 瓜 二 
する トリ ッ ク は 天橋 
単なる 2 橋 と な っ た が 瀧 の 石橋 を 加え れ ば 平 
面 的 に は 同じ 構成 で ある 

因みに 天橋 立 の 左側 に は か つて は 紅葉 の 』 
場 か ら 松 琴 亭 へ と 長大 な 朱 沙 り の 木 橋 が 架け 
渡さ きれ て いた 。 違う 見 方 を すれ ば 中 央 の 石橋 
右 の 切石 反 橋 ( 行 ) と 木橋 ( 真 ) と 、3 態 の 
橋 と な り 遠 州 好み の 「 真 行 草 」 取 り 合 わせ た 
ゴー ジ ょ 3 構成 が か つて 見 られ た 


( 草 )、 


ャ ス な 
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@ 瀧 の 音 


瀧 が 「 鼓 の 瀧 」 だ が 落差 は 
20cm 程度 で 水 音 は さきほど で は な い 。 流れ の モ 
デル は 桂川 上 流 の 大 堀川 で 、 そ の 低い 堀 の 見 
立て は 源氏 物語 り 「 松 岡 ] か ら の 引用 で ある 。 
桂 離 宮 は 全体 と し て 険しい 石 組 を 排除 し て い 


漆 い 1 


「 を 増幅 する 反響 板 を 設け 、 更に 効 
果 を 高め る の が 石橋 と 無駄 が な い 。 音 を 届け 
る 松 琴 亭 の 座敷 まで は 天龍 寺 と 同じ く 45m 
で 、 今 で こそ 聞き 取る の は 困難 と な っ た が 、 
静寂 に 包ま れ た 古 の 庭園 で は 涼やか な 響き を 
部 屋 に 届け て いた 。 
③ 飛 石 の 景 

一 般 に 部 屋 や 腰掛 等 、 特別 な ビュ ー ボ イン 
ト ( 視 標 ) が ある 場合 は 手前 を 大 きく 、 次 第 に 
小さ く な る よう に 飛石 を 打つ 。 これ は 実際 の 
空間 以上 に 奥行 き を 深く 見 せる 手法 で 、 桂 離 
は 古書 院 と 外 腰掛 に その 見 所 が ある 。 中 
で も 古書 院 南 庭 は 本 来 白 洲 だ っ た 所 で 、 中 央 
か ら 左 奥 へ と 向かう 飛石 は 南 に 拡がる 余白 に 
あら が う よ う に 稲 奏 状 に 打 た れ 見 事 で ある 
残念 な が ら と っ て お き の 景 は 部 屋 か ら の も の 
で 、 逆 か ら 見 る デザ イン は 破綻 し て お り 観 党 
に 値 し な い 。 

飛石 は 進行 方 向 か ら の 見 方 を 主として 景 が 
成立 する 事 が 多い が 、 桂 苑 宮 は 素晴らし い 景 


【 コ ラム -3】 コンセプト か ら 生 れ た 橋 の デザ イン 
我国 最 古 の 庭園 の 記録 は 推古 天星 20 年 (612) に 
小 馴 田宮 の 南 庭 に 須弥 山 と 呉 橋 を 百済 人 の 路子 
工 が 造っ た と いう 日 本 書記 の 記述 で ある 。 こ の 
時 の 橋 は 精巧 な 造り の 石橋 だ っ た と 思わ れ 、 庭 
園 の 符 明 期 か ら 橋 は 重要 な アイ テム で あっ た 。 
平安 時 代 の 浄土 庭園 は 木造 朱 塗 り の 平 橋 と 反 
橋 の 2 橋 を セッ ト と し 、 取 り 分 け 反 橋 は 浮世 と 
聖域 、 浄 土 と の 結界 で あり 、 互 い を 結ぶ 存在 で も 
あっ た 。 

南北 朝 時 代 、 夢 想 国師 は 西 芳 寺 に 巨大 な 中 国 式 
享 橋 を 架け た 一 方 、 同 時 期 の 天 本 寺 で は 玖 門 涯 の 
下 に 天然 石 の 3 橋 連 続 の 橋 を 架け 渡し た 。3 橋 と 
は 三界 ( 欲 界 ・ 色 界 ・ 無 色 界 ) 、 三 教 ( 仏 教 ・ 道 教 ・ 偽 
教 ) 、 三 世 ( 過 去 ・ 現 在 未 来 ) 等 、 解 釈 は 様々 あり 、 
託 園 は 秋 ( 雲 水 ) が 登り 静 ( 悟 り ) と 化す 修業 の 場 
で 、 瀧 は 道場 その も の で ある 。 鯉 の 棲 お 池 (浮世 ) 
と 聖域 を 隔て る 橋 は 池 か ら 見 れ ば 三間 の 三門 に 
等 し く 、 人 が 渡る 橋 で は 無く 鯉 (雲水 ) が 潜る 門 
と な る 。 

夢 起 国師 以来 我国 の 庭園 造り は 一 変 し 、 橋 も 三 
橋 を 踏 届 す る よう に な っ た 。 そ の 代表 的 な 庭園 
が 足利 義政 の 銀閣寺 で 、 東 求 堂 の 前 に ある 白鶴 
島 を 中 央 に し 、 右 に 2 連 を 1 橋 に 見 立て る 仙 袖 橋 、 
左 に 仙 桂 橋 を 架け て 合計 3 橋 に と だ わる 奥行 き 
の 深い 景観 と し て いる 。 そ の 上 、 各 々 の 名 称 は 洗 
月 泉 、 唄 村橋 、 仙 桂 橋 と 名 付け 、 月 に 因 ん だ 構成 
に し て いる 事 に も 注目 し た い 。 


| 観 を 見 返し に 用 意 す る の も 度々 


s 御 興 
寄 の 前 の 飛石 は 玄関 に 向かう 景観 が スト イッ 
ク な ほど 飾り 気 が な い が 、 緑 か ら 見 返す 景観 
は 拡がり が あり 開放 感 溢れ る 華 や い だ 景 と 


で 


な っ て いる 。 

また 外 腰掛 で は 巨大 すぎ る と 思え る 程 の 大 
飛石 が 見 返し の 近 感 を 一 層 強 
する 効果 を 生ん で いる 。 この 大 飛石 は 異様 に 
大 きい も の の あま り 重 き を 感じ な い 。 それ ど 
ころ か 漂う よう な 浮 え 感 じき せ る が 、 
これ は 飛石 の 見 せ 方 の セオ リー で 
合わ せる 事 な く 飛石 の 角 1 点 の み で 繋げ て 


遊 感 さ 


る 合 半 を 


【 月 見 台 と 飛石 の 図 】 


ペー 多 sa キ ge 
し ずつ っ ず か る 


【 コ ラム -4】 飛石 の 深い 表現 

世界 の で 特筆 に 値する 歩道 が 飛石 で あり 、 
最も ブ プリミティブ に し て 人 の コン トロ ー ル を 可 
能 に する も の は 未だ 他 に 無い 。 飛 石 は 茶 太 か ら 
生ま れ た も の で 、 茶 室 へ と 導く 露地 は 列 を 押さ 
える た め に 水 を 庭 に 打っ て も て な す が 、 雪 駄 が 
濡れ る 不都合 が 生じ 、 そ の 対策 と し て 考案 され 
た も の だ っ た 。 延 段 等 の 敷石 も 考え られ な く な 
い が 、 茶 庭 が 思い 描く 奥山 の 野趣 や 自由 度 は 失 
われ る し 、 施 工 が 容易 な 事 等 か ら 茶 庭 で は も っ 
ば ら 飛 石 伝い に 各々 の 空間 を 繋ぐ よう に な っ 
た < 飛石 は 歩行 に 支障 の 無い 限り 自由 に 景観 を 
作る 事 が 出来 、 芸 術 性 を 優先 する 広間 前 の 空間 
等 に 描く よう に 打 た れ 、 モ ダン アー ト の よう な 
景 を 生み だ し た 。 

打つ と は 碁石 に な ぞ ら えた 飛石 の 表現 で 、 鞭 石 
は 面 的 に 拡がる が 、 飛 石 は 点々 と 打 た れ 線 で つ 
な ぐ が 、 面 的 に 拡がる よう に 見 せる 場合 も ある 。 


打っ て いる か ら だ 。 その 結果 巨大 な 飛石 の 接 
点 を 結ぶ 線上 を 歩く 事 に な り 、 無言 の ナビ が 
ゲス ト を 案内 する 事 と な る 。 桂 離宮 で は 小さ 
い 飛 石 も 合 端 を 合わ せ ず 、 互 い を 馴染 ませ る 
取り 合わ せ を し て いな い 。 ある 章 州 好 
み の ク ライ マッ クス と も 言え る 松 才 
模様 を 飛石 の 構成 で 予め 見 せ 、 庭 屋 一 如 を 演 
出す る 周到 な 仕掛 け と 見 る べき で あろ う 。 
④ 敷 石 ・ 延 段 の 景 

庭園 内 を 縦横 に 延び る 敷石 は 必ず し ゃ 一 度 
に 出来 た の で は な い 。 御幸 道 や 紅葉 馬場 の 彼 
こぼし の 石 時 は 明治 期 の 桂 離宮 整 備 に 伴っ て 


例え ば 、 古 書院 の 広間 か ら 庭 へ の 空間 は 飛石 の 
見 せ 場 で 、 手 前 に 大 き な 石 を 左右 に 拡がる よう 
に 打っ て いる 。 こ れ は 部 屋 の 空間 に 合わ せ 横 の 
広がり に 対応 する た めで 、 人 を 庭園 の 深部 へ 導 
く 時 に は 、 見 た 目 程 左 右 に 揺れ る 事 無く 、 ス ムー 
ス に 渡る 事 が で きる 。 

また 、 桂 離宮 で 感じ る の は 力 押 し で 石 組 や 名 木 
を 見 せる で も な く 、 あ る 種 の 心地 良さ を 伴う 緊 
張 感 が 漂う 事 で ある 。 あ えて 飛石 を 凸凹 に 打ち 、 
足 か ら も 注意 を 喚起 する 信号 を 送り 、 目 株 を 足 
元 に 落と させ 場面 喚起 や 転換 に 応用 し た 。 そ し 
て 歩行 速度 を 緩め た り 歩 幅 を 少し 広く し 速度 を 
速め る 等 、300 年 以上 前 の 作者 の 意 の まま に 私 
達 は 行動 させ られ て いる 。 シ ー ク エン ス を 支配 
する 飛石 な ら で は の テク ニッ ク を 駆使 し た 桂 離 
宮 庭 園 は 飛石 の 庭 と 言っ て 過言 で は な い 。 
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の も の で ある 。 真行 草 に な ぞ ら れる 御 典 寄 、 
外 腰 掛 、 笑 意 軒 の 敷石 も 元禄 期 の 絵図 に は 御 
幅 寄 と 外 腰 掛 の 延 段 は 大 粒 の 起こ ぼ し で 今 の 
姿 と は 異な る 。 敷石 を 一 括 し の 表現 だ っ 
た と し て も 、 切 石 の 真 の 飛石 が 臣 こ ぼ し と は 
納得 で き な い し 、 笑 意 軒 に いた っ て は 描か れ 
て も いな い 。 桂 離宮 は 一 日 に し て 成ら ず の 一 
例 か も し れ な い が 、 各々 の 延 段 は 仮に 後 の 改 
造 が あっ た と し て も 、 その 空間 に 相応 し く 整 


御幸 道 土 橋 図 


ml 


西湖 の 三 課 印 月 燈 冬 
( 水 を 抜い た 状態 ) 


岬 型 燈 科 


こう 


党 花 亭 前 の 鉄 鉢 型 坪 庭 に ある 方 形 立 


手 水鉢 手 水鉢 


b。 
外 腰掛 の 二 年 本 形 手 水鉢 と 円 形 活 込 糧 逢 


えら れ た 。 
⑧ 土 橋 の 景 

園内 に 橋 は 石橋 、 土 橋 、 木橋 の 3 種 に 大 別 き 
れ 、 中 で も 実用 性 か ら 重 
5 本 ある 。 これ ら は 全て 高く 架け た 反 橋 で 、 渡 
る だ け で な く 舟 が 潜る た め の 実 用 性 か ら 用 い 
られ 、 他 の 庭園 より 多く 見 られ る 。 この モチ ー 
フ は 繰り 返し に な る が 中 国 江南 の 水 導 巡 りか 
ら と っ た も の と 思わ れる 
⑥ 竹 垣 の 景 

槍 離 宮 の 代 表 的 な 竹垣 は 第 垣 ・ 穂 垣 ・ 木 賊 垣 
の 3 種類 で 昔 か ら あ っ た の は 第 垣 、 他 は 明治 
期 の 棒 離 宮 編 入 時 の 整備 に よっ て 生ま れ た 。 


に う 


桂 垣 と 称 さ れる 竹垣 


本 歌 取 り し た 岬 型 燈 冬 水面 を 照ら す 三 光 答 籠 小振り な 雪見 燈 艇 


* ーー 
一 重 本 型 手 水鉢 


⑦ 燈 籠 の 景 

園内 に ある 燈籠 は 全部 で 24 基 ある が 、 
鑑賞 を 目的 と し た も の や 、 こ れ 見 よ が し の デ 
ザイ ン の も の は 無く 簡素 に し て 実用 性 に 徹し 
て いる 。 結果 と し て 氷 遠 の モ ダン 燈籠 と な り 、 
今 も 石屋 の 店 頭 に 並ぶ 岬 型 燈籠 ・ 水 敬 燈 久 
光 燈 籠 ・ 三 角 燈籠 が その 代表 で ある 。 
⑧ 手 水鉢 の 景 

桂 離 宮 の 7 基 の 手 水鉢 に は 草庵 の 露地 で 当 
た り 前 の 「 活 込み 手 水鉢 」 は 無く 、 一 見 そう 見 
えて も 台座 に 乗っ て いる 。 また 握 え られ 
た 「 立 手 水鉢 」 は 園 林 と 、 御 興 寄 脇 の 2 基 
見 られ る 。 他 の 中 距 は 前 石 を る 高く し て 中 う 姿 
勢 を 強要 し て お り 、 これ は 景 は 真 で も 使い 勝 
手 は 利休 の 精神 を 尊 び 、 公使 いと し た 遠州 好 
み を 尊 ん だ 結果 と 言え る 


あと が き 

桂 離宮 庭園 の 魅力 を 3 回 に わた っ て 連載 し 
て きた が 、 あの モダ ン ト な 宅間 が 
外 に 人 間 味 溢れ る も の だ と 感じ られ た の で は 
な い だ ろ うか 。 身近 な 人 に 対す る 想い や も て 
な し 、 権 力 者 へ の リス ペク ト な ど 人 に 対す る 
様々 な 眼差し の 集大成 が 庭園 と いう か た ち を 
作り 上 げた の で ある 。 私 達 は プル ー ノ タウ ト 
の 要 ら そ ろ そ ろ 脱 し て 、 日 本 人 の 心 
や 趣向 を 手掛かり に し て も っ と 幅広 く 考え る 
s 宮 の み な ら ず 日 本 
庭園 全般 に も 言え る 事 だ 。 な ぜ な ら ば 庭園 は 
人 間 が つく り 人 間 が 楽し な も の だ か ら で あ る 。 

次 回 は 江戸 時 代 初期 に 土木 の 技術 と 造園 の 
美 が 結晶 化し て 出来 た 岡山 後楽 園 を 見 て みた 
い 。 この 当時 すでに コラ ボレー ショ ン は 深い 所 
で 発生 し て お り 、 岡 山 藩 主 補佐 役 津田 永 思 と 
いう 優れ た 人 物 の 活動 を 通し て 見 て いき た い 。 


ラン ドス ケー プア ー キ テク ト の た め の 日 本 許 園 講座 
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Eo 小口 健蔵 が 行く 。 パ ー ク マネ ジメント の 最前 線 ! 


@′ 地域 の 多様 な アク ティ ビ テ ィ を 引き 立て る 


新た な 拠点 


「 リ バー ポー トペ パー ク 美 濃 加 茂 』 


取材 文 = 小口 健蔵 


取材 協力 金野 拓朗 (株 式 会 社 オ リエ ンタ ルコ ン サ ル タ ン ツ 関東 支店 都市 政策 ・ デ ザイ ン 部 ) 


公園 に お ける アウ トド ア : ア クティ ビ テ ィ の 可能 性 に つい て 

ここ 数 年 、 ア ウト ドア アク ティ ビ テ ィ へ の 人 々 の 関心 や 希求 の 高 ま 
り を 実感 し て いま す 。 東京 の 新宿 中 央 公園 で この と ころ 毎年 3 月 下 
名 の 週末 に 野外 で の 遊び が テー マ の アウ トド アイ ベン ト 「TOKYO 
outside Festival] が 開か れ て いる の で す が 、 年 々 来場 者 が 増え 
て いま す 。 会 場 で は 各種 アク ティ ビ ティ の 体験 企画 や ワー クシ ョ ッ プ 
が 用 意 き れる ほか 、 き ま ざ ま な アウ トド ア 関 連 グ ッ ズ ヤス ポー ツ 用 品 な 
どの プー ス が 並び ます 。 

企画 運営 を し て いる アウ トド ア 実践 家 の 田 中 ケン 氏 に 話 を 聞く と 
テン ト 出店 を する 事業 者 を 最初 の ころ は 一 生 懸 命 営 業 し て 集め た 
の だ が 、 い まで は 出店 者 側 か ら 問い 合わ せ を 多く いた だ ける よう に 
な っ て きた と 言い ます 。 それ だ け 、 ア ウト ドア に 関心 を 持つ ユー ザー 
が 増え て き て いる の で し ょ う 。 今年 の 出展 で は 、 アウ トド アビ ー ク ル や 
小 き な 小屋 まで 展示 され 注目 を 集め て いま し た 。 

また アウ トド ア と いえ ば BBQ が 王道 と 言っ て も いい で し ょ う 。 BBQ 
人 気 は に の と ころ 、 ます ます 高まっ て いて 、 東京 の お 台場 で は 、 複 
数 の 商業 施設 の 中 に BBQ が 組み 込ま れ て いる と 言い ます 。 また お 
台場 の 降 の 豊洲 市 場 の 周辺 に は 週末 と も な る と 多く の 人 が 集まる 
BBQ 場 が 開設 きれ て いる の で す が 、 バーベキュー アイ ラン ド と 言っ 
て も いい 位 に 新た な BBQ 施 設 が 計画 きれ て いま す 。 そん な に 作っ 


【 プ ロジ ェクト 概要 

事業 名 称 中 之 島 公園 整備 

事業 主体 岐阜 県 美濃 加茂 市 

実施 期間 平成 29 年 9 月 一 平成 30 年 3 月 

用 途 体験 学習 施設 及び 都市 公園 

公園 計画 株 式 会 社 オリ エン タル コン サル タン ツ 


(事業 計画 ・ 基 本 計画 ・ 基 本 

及び 現場 デザ イン 監理 ) 
建築 計画 株 式 会 社 オ リエ ンタ ルコ ン サ ル タ ン ツ 
(ビジ ター ハウ ス ) (基本 設計 ・ 実 施設 計 ・ 現 場 監 理 ) 
プロ ジェ クト 株 式 会 社 オ リエ ンタ ルコ ン サ ル タ ン ツ 
マネ ジメント 


実施 設計 


て 共倒れ し な い の か と 心配 に な り ま す が 、 豊 洲 市 場 の 新鮮 な 食材 
を 活用 で きる と あっ て イン バウ ンド 需要 も 見 込め る の だ そう で す 。 広 
い 空 の も と で 心地 よい 風 に 吹か れ な が ら 友 人 や 家族 と 非 日 常 の 時 
間 を 持つ こと の 価値 が 多く の 人 々 を 魅了 し 、 引き 付け る の で し ょ う 。 

この よう に 、 ア ウト ドア へ の 関心 が 高まっ て いる の で す が 、 さ て 都 
市 公園 は この 動き を どう 見 て いる の で し ょ うか 。 世の中 の 関心 や 動 
き に ビビ ピッド に 反応 し て 施策 を 打ち 出せ て いる の か が 気 に な り ます 。 

そん な と き 、 昨年 10 月 に 発表 きれ た グッ ド デ ザ イン 賞 の 中 に 川 施 
び や BBQ が で きる 公園 と し て 「 リ バー ポー トバ パーク 美濃 加茂 」 が 受 
賞 し た と いう ニュ ー ス が あり まし た 。 

早速 取材 に か けつ け ま し た 。 

場所 は 、 岐 阜 県 南部 に 位置 する 美濃 加茂 市 で す 。 「 リ バー ポー 
トバ ー ク 美濃 加茂 ] の 正式 名 称 は 「 中 之 島 公園 ] で す 。 ここ が 街 の 
課題 解決 に 向け た 周到 な 事業 計画 や ラン ドス ケー プ や 建築 設 証 
の 工夫 、 指定 管理 者 制度 を 活用 し た 公民 連携 の 取り 組み に よっ 
E ま れ 変 


て 、 いい 須 囲 気 の ア ウト ドア : ア クティ ビ テ ィ の 新しい 拠点 
わり まし た 。 

どの よう に 再生 させ た か を 、 詳細 設計 や デザ イン 、 現場 監理 を 
担当 し た オリ エン タル コン サル タン ツ の 担当 者 、 金野 拓 朋 さ ん に 話 
を 聞き まし た 。 


小口 健蔵 

公園 プロ デュ ー サ ー。 小口 健蔵 オフ ィ ス 代表 。 
長野 県 生ま れ 。 千葉 大 学 造園 学科 卒業 。 東京 都 職員 と 
し て 、 街 づく りや 公国 緑地 の 計画 ・ 設 計 - 整 備 ・ 雑 持 管理 ・ 
運営 管理 な ど 30 数 年 間 に わた り 従 事 。 建設 局 公園 緑地 
部 長 を 最後 に 退職 。 公益 財団 法人 東京 動物 園 協会 常 
務 理 事 、 一 般 財 団 法人 公園 財団 常務 理事 公園 管 理 運 
営 研究 所 長 、 World Urban Parks Inc 初代 理事 を 歴任 。 
「 思 い 出 ペ ンチ 」 の 発案 者 。 日 比 谷 公園 100 年 記念 事業 
で プロ デュ ー サ ー を 務め 、 バ パーク マネ ジメント の 重要 性 を 世 
に 知ら し め た 。「 パ ー ク マネ ジメント の ヒン トー 小口 健蔵 の 
実践 的 公園 経営 論 ブ ログ ー」 で 情報 発信 を 続け て いる 。 
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美濃 加茂 の ポテ ン シ ャ ル を 引き 出す プロ ジェ クト 


画 施設 が つく られ た 背景 

美濃 加茂 市 が 抱え る 課題 は 、「 ま ちの 活力 
の 源 と な る 若年 層 の 定住 」、「 中 心 市 街 地 の 再 
生 」、「 環 境 の 保全 」、「 市 民 み ん な が 暮らし や 
すい 街 の 実現 」「 地 域 資 源 の 活用 」、「 地 域 の 自 
然 、 歴史 や 人 材 を 活か し た まち づく り 」 等 で す 。 

エリ ア に は 、 古く か ら 人 々 の 暮らし や 生業 
に 多大 な 影響 を 及ぼ し て きた 木曽 川 や 、 江戸 
時 代 に は 文化 や 産業 の 交流 の 場 と な っ た 中 山 
道 太 田 宿 な ど 、 多様 な 自然 や 歴史 資源 が 点 在 
し て いま す 。 一 方 で 、 市 内 の 観光 は 木 四 川 下 リ 
の 乗船 場 が 廃止 に な る な ど 衰 退 傾向 に ある た 
め 、 対応 が 求め られ て いま し た 。 

そこ で 、 木曽川 の 周辺 地域 を 中 心 と し た 豊 
か な 自然 環境 や 景観 、 地域 に 残る 歴史 資産 と 
駅 前 の 商業 地 と を 結び 付け 、「 か わ 」 と 「 ま ち 」 
が 一 体 と な っ た 魅力 を 遊び と 学び を 通じ て 体 
験 で きる よう 、 地域 住民 の 知恵 と 活力 を 活か 
し た 官民 協 働 に よる 「 か わ ま ち づ く り 計 画 」 に 
取り 組む こと に な り ま し た 。 

この 計画 の 中 で リバ ー ポ ー ト バー ク 美 濃 加 
茂 の 場所 は 、 交通 の 要衝 で ある 「 太 田 の 渡し 」 
が あっ た 名 所 で あり 、 往 時 に は 人 ・ 物 が 集 ま 


り 、 賑わい を まち へ 広げ て いっ た 場所 で あり 
まし た 。 受注 者 で ある オリ エン タル コン サル 
タン ツ は 、 こ うし た 来歴 や 名 古屋 か ら 約 | 時 
間 と いっ た アク セス 性 も 踏ま え 、「 川 の 湊 」 と 
し て 再び 整備 する こと で 、 市 域 や 名 古屋 か ら 
の 来訪 者 を 増やし 賑わい を 創出 する と 共に 、 
当 2 が 起点 と な っ て まち の 回 遊 性 を 向上 さ 
せる こと を 計画 策定 に あたり 提案 し まし た 。 


玉 計 画 方 針 と ゾー ニン グ 

リバ ー ポ ボー トバ ー ク 美濃 加茂 は 、 既存 の 公 
園 の リニュ ー ア ル 事 業 で す 。 園内 外 に は 川辺 
林 、 芝生 広場 、 木 罰 川 と いっ た 様々 な アク ティ 
ビ テ ィ が 可能 な 資源 が 存在 し 、『 地 球 と 遊べ 
る 「 ま ち 」」 美 濃 加 茂 を 代表 する ボテ ン シ ャ ル が 
あり まし た 。 

オリ エン タル コン サル タン ツ は 、 市 民 も ア 
クティ ビ テ ィ の 運営 や 参加 に 積極 的 で あっ た 
た め 、 川遊び や BBQ、 プレ ー パ ー ク な どの プロ 
グラ ム を 共に 考え 、 そ れ ら を 繋げ る よう に 公 
園 及 び 建 築 を 設 
は 「 人 と 人 、 人 と 自然 が 交わ る 多 世 代 ・ 多 文化 
交流 拠点 」 で す 。 


設計 時 に は 、 敷地 西側 の 既存 施設 は 活用 し 
な が ら 、 敷地 東側 の 施設 を 撤去 し 、 新た に 体 
験 学習 館 ( ビ ジ タ ー ハ ウス ) や 手洗 い 場 兼 食 
庫 、 膜 構造 か ら な る 倉庫 と いっ た 建築 と 、 BBQ 
広場 や エン トラ ンス 広場 、 水際 の 散策 路 等 の 
ラン ドス ケー ブ プ 施 設 を 整備 する こと を 提案 し 
まし た 。 整備 の 際 に は 、 敷地 東 ・ 北 側 に は 豊か 
な 既存 林 が 、 南側 に は 木曽 川 が 位置 し て いる 
た め 、 西側 の 既存 芝生 広場 と 合わ せ て 、 周辺 
の 豊か な 環境 を 最大 限 享 受 で きる よう 配慮 す 
る と 共に 、 指定 管理 者 に よる 利 活用 ・ 維 持 管理 
を 想定 し な が ら 設 計 。 また 、 多様 な アク ティ ビ 
ティ が 可能 な 資源 が 公園 内 外 に ある こと か ら 、 
それ ら の 資源 を 円 滑 に 繋げ る よう な 動 線 ・ 配 置 
計画 と し て いま す 。 

具体 的 に は 、 ビ ジ タ ー ハ ウス を 公園 の 中 心 
に 設け 、 各 ア クティ ピ テ ィ の 中 心 と な る よう な 
ゾー ニン グ に し て いま す 。 この こと で 、 外 部 か 
ら は ビジ ター ハウ ス が 公園 の 中 心 の よう に 視 
認 さ れる と 共に 、 ビ ジ タ ー ハ ウス 内 か ら は 四 
方 の 豊か な 資源 や アク ティ ビ テ ィ が 視認 で き 
る よう に し 、 活発 な 利 活 用 が な され る よう 配 
慮 し た の で す 。 


: か p ま ち づ くり 時 間 
リー ポート バー ク 灯 | 
: 


か わ ま ち つづく り 計画 細 囲 と 位置 


ニテ く に 


っ 


リバ パー ポー ト パ ー ク 美濃 加茂 の 全景 


木曽 川 か ら 望む 
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「 か わ ま ち づ く り 」 の 核 と な る ビジ ター ハウ ス 


田 ラン ドス ケー プ と 一 体 と な っ た 建築 計画 テー ジ と 記 な 了 ま ず 。 
公園 の 中 央 に 配置 し た ビジ ター ハウ ス は 、 な っ て お 
その 形状 も 周辺 に 開く よう 配慮 し て いま す 。 具 フォ レス ト エ リア の 
体 的 に は 、 川 や 公園 く の ビ ジ タ ー ハ ウス 内 か や イベ ント 
ら の 眺望 と 、 公園 で の イベ ント や BBQ と いっ た 
アク ティ ビ テ ィ 動 線 を 考慮 し まし た 。 画 ビジ ター ハウ ス 外 構 や 
また ビジ ター ハウ ス は 「 か わ ま ち づ く り 」 の B60m り Z の 0 の 
核 と な る 施設 で あり 、 車 で 来訪 する 利用 者 も 
いこ と か ら 、 ビジ ター ハウ ス は 地域 の 新た な 
ラン ド マ ー ク と な る こと が 求め られ た 
周辺 資源 と の 関係 性 か ら 、 建築 高 を 抑 
と が 必要 で あっ た た め 、 複 数 の 屋根 が 折 と な っ て いま す 。 さら 


な っ た よう な 形状 に な っ て いま す 。 に 水際 の テン ト 下 に は ウッ ド デ ッ キ を 


ビジ ター ハウ ス の 1 階 に は 大 き ヵ テン ト 下 で な コン サー ト や ヨガ と いっ 
屋根 が の た アク ティ ビ テ ィ が で きる よう に し まし た 。 
常 的 な 憩い の 場 と な り 、 ま た イベ ント 時 の ス BBQ エ リア は 、 5m 角 の ウッ ド デ ッ キ を |5 基 


還 と し て いま す 。 設 
な り 、 じ ゃ ぶ じ ゃ ぶ 池 が 新た な 要件 と し て 
追加 に な り ま し た が 、 工事 監理 時 に 配置 や 素 

全体 的 に まとまり ある 空間 
し まし た 。 な お 各 BBQ サ イト に 
理 者 に より 膜 屋根 が 設置 され 、 雨天 
大 適 に BBQ が で きる よう に な り ま 


数 で の BBQ に 対応 する よう に し て いま す 。 ま 
殖 設 の 井戸 を 活用 し 、 水路 を 作る こと で 、 
の ア クティ ビ テ ィ を 誘発 し て いま す 。 な 
洗い 場 兼 倉庫 は 中 央 に 面 する よう に 
を 図り 
な が ら 、 各 デッキ か ら 使用 し や すい 位置 に 配 
し て いま す 。 


し 、 ビジ ター ハウ ス と の デザ イン 
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パー ペ キ ュ ー エ リア の 子ども が 遊べ る 水路 


自然 光 を 取り 込ん だ 2 階 内 観 
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様々 な 利 活用 を 想定 し た シン プル な デザ イン が 継続 的 な 活用 を 育む 


玉 整備 段階 か ら 将 来 運 営 者 と な る 

指定 管理 者 候補 と 相談 

この 事業 の 特徴 は 、 アウ トド ア ・ ア クティ ビ 
ティ を 実際 に 展開 する こと に 長け て いる 事業 
者 を 指定 管理 者 と し て 選定 し 、 ビジター ハウ 
ス や BBQ 場 の 整備 な ど に 意見 を 反映 させ た こ 
と で す 。 指定 管理 者 の 代表 企業 で ある 有限 会 
社 EAT & LIVE は 、 岐阜 県 の 郡上 八幡 で 木曽 川 
で の ラフ ティ ング な ど 本 格 的 な アウ トド ア の 
体験 事業 を 展開 し て お り 、 今 回 の 施設 は 、 より 
街 に 近い と いう 特性 を 生か し た 「 ま ちな か アウ 
トド ア 」 拠 点 と し て の 可能 性 が ある と と ら え て 
いる よう で す 。 


玉 各 方 面 か ら 得 た 評価 と 今後 の まち づく り 
も と も と 美濃 加茂 市 内 で は 地域 住民 ・ 団 体 
に より 様々 な イベ ント ・ 活 動 を 行う 文化 が あ 


も 公園 内 外 の 豊か な 周辺 資源 を 活用 し た 利 活 
用 が され て いま す 。 それ は 、 利 活用 の 受け 皿 と 
な る よう に 、 様 々 な 利 活 用 を デザ イン 段階 か 
ら 想 定 し 、 継続 的 に 不便 な く 利 活用 が 行わ れ 
る よう ゾー ニン グ や 施設 規模 を 想定 する と 共 
に 、 建築 ・ ラ ンド スケ ー プ は 自ら が 主張 する 奇 
を て ら っ た デザ イン で は な く 、 継続 的 な 利 活 
用 に 資す る シン ブル な 形状 と し た こと が 、 少 
な か ら ず 寄与 し て いる と 思わ れ ま す 。 

その よう な デザ イン が 評価 され 、 平成 30 年 
10 月 に 、 2018 年 グッ ド デ ザ イン 賞 を 受賞 し ま 
し た 。 審査 員 の 評価 は 以下 の 通り で す 。 

「 川 遊び や BBO、 ブ プレー パ ー ク な どの プ ブログ 
ラム を 介し て 人 と 人 、 人 と 自然 、 文化 が 交わ る 
よう に 設計 され た 拠点 施設 。 快適 に BBQ を 行 
える よう 芝生 内 に 設え られ た ウッ ド デ ッ キ と 
ラン ダム な 大 屋根 の 連なり や 地形 に 合わ せ て 


い 場 づく り に 寄与 し て いる 、 奇 を て ら わ な い 
素直 な デザ イン を 評価 し た 。」 

さら に ビジ ター ハウ ス は 、 同 年 中 月 に ウッ 
ド デ ザ イン 賞 ・ ラ イフ スタ イル デザ イン 部 門 も 
受賞 し まし た 。 ウッ ド デ ザ イン 賞 は 、 木 の 良 さ 
や 価値 を 再発 見 させ る 製品 や 取組 に つい て 、 
特に 優れ た も の を 消費 者 目線 で 評価 し 、 表彰 
する 彰 制度 で あり 、 ビ ジ タ ー ハ ウス の 周辺 
と 調和 し た 在り 方 が 評価 され た と 思い ます 。 

か わ ま ち づ く り 事 業 は まち と 水辺 が 融合 し 
た 良好 な 空間 形成 を 目指 す 時 間 の 射程 の 長い 
も の で あり 、 実 際 に まち 側 の 取り 組み と し て 、 
近隣 に 位置 する 中 山道 ・ 太 田 宿 に お いて 空家 
を 利 活 用 し た イベ ント 等 が 行わ れる 等 、 少し 
ずつ 地域 の 新陳代謝 が 始ま っ て いま す 。 将来 
に 向け た 意思 と し て 、 本 事業 が 地域 の ツボ と 
な り 、 水 辺 を 含め まち 全体 が 変わ っ て いく こ 


り 、 指 定 管理 者 だ け で な く 地 域 団体 に よっ て 


公園 の 中 央 に 配置 し た ビジ ター セン ター は 、 そ の 形状 も 周辺 に 関 く よ う 配 し て 
いま す 。 内 体 的 に は 、 川 や 公園 へ の 主 穫 店 か ら の 莉 雇 と 、 公 医 で の イベ ント や 880 
と いっ た アク ティ ビ テ ィ 勤 線 に 包 副 し た 形状 と し て いま す 。 


ヘッ ービス し ゃ ずい 人 に 了 和 を 
TrOT TI コロ 
よ で 、 により We 


mn 


建築 形状 の 考え 方 


て で 
me 


YA 
CTY 


大 ら か に 描か れ た 導線 が 、 開 放 的 で 集い や す 


と を 願っ て いま す 。 


リバ パー ポー ト 美 濃 加茂 の ある 中 之 島 公 園 は も と も と 、 岐阜 県 美濃 
加茂 市 か ら 愛知 県 大 山 市 に か け て 約 13 キ ロ を 遊覧 する 「 日 本 ライ 
ン 下 り 」 の 乗船 場 で し た 。 最盛 期 の 1970 年 代 に は 年 間 40 万 人 を 
超え る 利用 客 が あっ た の で す が 、 体 止 前 は 最盛 期 の 10 分 の 1 以 
下 の 3 万 人 に 落ち 込ん で いた と いい ます 。2011 年 に 天竜 川 の 川 
下り で 乗客 5 人 が 死亡 する 事故 の 影響 で 客 離 れ が 進み 、 ラ イン 下 
り は 休止 に な り ま し た 。 それ 以来 中 之 島 公園 は は びれ た 場所 と な っ 
て いた の で す が 、 新しい 時 代 の アウ トド ア 拠 点 と し て 生ま れ 変 わり ま 
し た 。 週末 な ど に は 木曽 川 を 10km 下る ラフ ティ ング の コー ス が 人 
気 と いい ます 。 公園 の 目 の 前 の 水面 は 流れ も 緩やか で SUP を 楽し 
むこ と も で きま す 。 ビジ ター ハウ ス 1 階 の カフ ェ は 、 ピア ノ や 新 ス トー プ 
が 設え られ て あっ た り 、 本 格 的 ビザ を お し ゃ れ な 雰囲気 の 中 で 楽し 
め る スタ イル に な っ て いま す 。 BBQ エ リア も 海外 スタ イル の BBQ を 楽 
し め る と あっ て 若者 グル ー プ や ファ ミリ ー に 人 気 で す 。 まだ 運営 を 始 
め て 一 年 ちょ っ と で す が 、 集客 は 当初 の 見 込み を 超え て いて 幸先 
は 良き そう で す 。 

日 本 に 本 格 的 な アウ トド ア : ア クティ ビ ティ が 登場 し た の は 20 数 年 
前 に な り ま す が 、 最初 に 体験 し た 若者 世代 が 今 で は 子ども を も つ 
ファ ミリ ー 世 代 と な っ て 、 子ども た ち に アウ トド ア の 体験 を きせ た いと 
考え る 時 代 に な っ た と いい ます 。 この 震 要 を 上 手 に と ら えて 事業 を 
組み 立て る の が 肝心 な の で し ょ う 。 
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プロ ワー デ ル ・ リ ゲー プ 


文 ・ 分 夏 方 7// 窟 (o 妨 ce ma/ 


アク セス の あま り 良 く な い プ ロジ ェクト に 行く の は 稀 に リス ク を 伴う 
この ブロ ジ 


『、Bloedel Reserve は 時 間 を か け て で も 訪れ る 価値 が ある 
ェクト は 、 シ アト ル の ダウ ンタ ウン か ら フ ェ リ ー で 40 分 程 か け て ベイ ンプ リッ ジ 鳥 に 渡り 、 そ の 後 バ パス で 30 分 程 北 上 
し 、 更 に 歩い た 先 の 自然 豊か な 場所 に 隠れ た よう に 存在 し て いる 。 か つて 個人 の 敷地 で あっ た 広大 な この 公園 は 、 自 然 の 中 
を 回 遊 で きる よう に な っ て お り 、 開 けた 場所 か ら 林 の 中 へ 、 林 を 抜け る と 池 へ と 英 が り 、 歩 行 体験 の 中 で 風景 が 変化 し て いく 
の で 飽き る こと が な い 。 特に 、 と マラ ヤス ギ 、 モ ミ 、 シ ダ な ど で 構 成 さ れ た 二 次 林 は 、 歩 いて いて 気持 ちの 良い 空間 で ある 。 

加え て 、 敷 地 高台 か ら は 、 ビ ュー ジェ ッ ト 湾 を 眺め る こと も で きる 。 風景 の 変化 の 中 で 現れ る フロ ー テ ィング デッキ や ペン チ な 
どの 設え は 細部 まで の こだわ り が 見 て 取れ 、 自 然 と 美しく 調和 し て いる よう で ある 。 また 、150 エ ー カ ー の 敷 地内 に は か つて の 
住居 で あっ た 建物 の 他 に 、 羊 小屋 や リフ レク シ ー ル 、 日 本 庭園 な ども 存在 し て いる 

都市 の 喧 弁 か ら 逃 れ 、 美 し い 自然 の 感触 や 、 地 面 に 落ち る 木々 の 影 を 眺め な が ら の 散策 は 、 人 間 と 自然 の 関係 を 改め て 
考え させ られ る 体験 と な っ た 。 
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【 左 貢 】 ヒマ ラ ヤス ギ 、 モミ 、 シダ な ど で 構 
次 林 
合 か ら 望む ピュ ー ジ ェ ッ ト 湾 の 眺望 
【 下 】 開け た 場所 か ら 林 へ と 続く 遊歩 道 
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林 を 抜け る と 現れ る 池 
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敷地 内 に は 、 石 庭 や 日 本 式 の ゲス ト ハ ウス な ど が あり 、 
親近 感 を 感じ られ た 。 また 、 水 が 流れ て いる 箇所 も 多く あ 
り 、 歩い て いて 心地 の 良い 回 遊 式 歩道 と な っ て いる 


市 川 寛 Hiroshi ichikawa 


H 
国際 基督 教 大 学卒 業 、 千 葉 大 学 大 学院 ! 
園芸 学研 究 科 修了 。 海 外 MLA プ ログ ラ ! 
ム へ の 短期 留学 や ワー クシ ョ ッ プ を 経験 。 
国内 外 問わ ず 多 く の ラ ンド スケ ー プ プロ ! 
ジェ クト を 取材 。2018 年 より office ma ! 
に ラン ドス ケー ブ デ ザイ ナー と し て 参加 。 


前 号 で 10 回 を 数 えた 市 川 寛 氏 に よ 
シリ ー ズ 名 は その まま に 、 今 号 より 装 し 
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【 連 載 】 森林 美学 と ラン ドス ケー プ 
【H・ フ ォ ン ・ ザ ー リ ッシュ の 麻 林 美 学 を 読み 解く 】 


第 2 回 森林 美学 に お ける 森 づく り 


ー 現 代 に も 通じ る 樹林 造成 と 管理 の 技術 一 


小池 孝 良 (北海 道 大 学 ) 


手入れ が 行き 届き 整然 と し た 人 工 林 は 、H. フ ォ ン ・ ザ ー 
経て も 、 な お 、 


くい 部 分 が ある 。 本 項 で は 、 こ の よう な 流れ の 根底 に ある ザー 
美学 的 管理 方 法 の 具体 的 内 容 を 、 事 例 を 挙げ ながら 紹介 する 。 


は じ め に 


北海 道 で は 洞爺 丸 公 風 後 の 風 倒 跡地 を 整備 し て 、 ト ッ ツヤ カラ 
マツ な どの 針葉樹 を 用 いた 一 斉 人 工 林 を 造成 し た する が 、 そ 
の 約 50 年 後に 租 玉 し た 2004 年 の 友 風 18 号 に よっ て 境 減 的 な 被害 を 
受け た 。 そ の た め 、 施 業 の 進め 方 が 変わ っ て 、 針 葉 樹 一 斉 人 工 林 
(同年 齢 の 同じ 樹種 で され た 林 ) か ら 、 風 害 跡 地 の 再 生 に は 広 
葉 樹 類 を 混交 法 へ 向かう こ な っ た 

央 部 低 の 植生 は 、 針葉樹 と 広葉 樹 が 混交 し 
た 、 千 脇 操 の いう 「 凡 針 広 混交 林 ] で ある 。 こ の 植生 を 手 本 に 旧 御 
料 林 の 森林 の 造成 は 、 自然 の 模 父 を 徹底 的 に 行っ た た め 、 札幌 ・ 定 
山 渓 温泉 街 か ら 中 山 幅 う 道 路 周 辺 の 森林 は 、 一 見 する と 人 工 
林 と は 思え な い 風 景 で ある 。 こ の 森林 造成 の 陣頭 指揮 を 執っ た の は 
原田 泰 で 、 我 が 国 で 、 は じ め て 森林 美学 の 教科 書 を 1918 年 に 出版 


させ る 


し た 親 直 の 門下 生 で あっ た 。 原田 の 著書 「 森 林 と 環境 一 森林 立 
地 論 一 ] に 明確 な 記載 は な い が 、H. フ ォ ン ・ ザ ー リ ッシュ (以下 、 
ザー リッ シュ ) の 考え の 到達 点 と きれ る A. メー ラー の 「 恒 続 林 思 


想 」 (森林 は いつ まで も 自然 の 状態 の まま 生 

3 ます る た め の 基 本 、 森林 生態 系 と 天然 下 種 更新 を 成 
的 根拠 が 示さ れ て いる 。 その 内 容 は 、 明治 期 か ら 多 く 
の 本 者 の 留学 先 で あっ た ドイ ツ の 森林 学者 、C. ワ 
空間 的 規制 と その 具体 的 施業 指針 と 、 原 田 に よる 膨大 な 実験 に 基 づ 
デー タ の 上 に 示さ れ て いる 。 順 を 追っ て 紹介 し た い 


グ ネ ル の いう 


過去 の 経験 
1970 年 代 の 造林 学 の 教科 書 に は 、 拡大 造林 や 黒 化 0 が 
改良 し て 生産 性 が 高い と され る 


増強 を 目標 に 掲げ た と り 組 み ) が 誇らしく 紹介 され て いる の 
「 プ ナ 退 治 」 や 釧路 の カラ マツ 植林 に よる 「 パ イロ ッ ト ・ フ ォ レ スト ] 
な ど な ど ( 図 1 )、1950 年 半ば 、 スウェー デン の 研究 者 リン キス ト 博 
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リッ シュ の 提唱 し た “経済 林 の "森林 美 
学 の 理念 を 満た す 。 し か し 、 そ れ は 具体 的 な 施業 指針 で は な か っ た 。 その後 、C. ワ グ ネ ル が 提 
示し た 森林 美学 の 施業 指針 ・ 空 間 的 規制 の 考え と 実践 の た め の ら 5 項目 に は 、130 年 以上 の 時 を 
取り 組む べき 森林 管理 の 理念 と 指針 が 示さ れ て いる 。 生産 と 収穫 時 の 効率 を 考 
えた 針葉樹 一 斉 林地 へ の 風 害 が 1990 年 代 か ら 顕 在 化し 、 対 策 と し て 針葉樹 と 広葉 樹 の 混交 林 化 
が ドイ ツ や ボー ラン ド で 進め られ た 。 た だ 、 狩猟 を も に らん だ 森 づく り は 、 我 々 に は 実感 し に 
リッ シュ が 概念 的 に 示 


森林 美学 
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し た 森林 


上 の 来 日 を 機 
雑 和 


会 に 、 外 来 種 導入 、 
成 、 生 産 性 の 向上 を 狙っ た 林 3 
済 成長 を 実現 し た 国力 を 信じ て 、 い わ ば 「 自 欠 
、 克 服 で きる 」 と 信じ た 足跡 が 垣間見 られ る 。 し か し 
表 さ れる 「 自 然 の し ] が 、 そ の 自信 を 打ち 砕い た 
筆者 も 力 を 注 地 が 2 時 間 で 倒壊 し 、 こ み 上 げ る 無力 感 
に 、 そ の 研究 を 求め て 来 た 学生 さん と 一 緒 に 涙し 、 台風 (2004 年 の 
18 号 ) の 破壊 力 を 思い 知っ た 
伐採 問題 が な 生じ た と き 、 伐 採 し よう と する 当時 
林 局 と 自然 保護 団体 が "対立" し た 時 に 、 生 
し く 、 自 ら は 、 な ん ら 主 張 で き な か っ た 
休 の シン ボル の シマ フク ロウ が 棲む こと の 
し 、 チ プ コ 運動 (イン ド : 女性 
止 す る た め に 木 に 抱き つい て 森林 を 守る 運動 を 開始 ) に まで 展開 し 
た 関西 の 有志 達 に 、 目 標 は 同じ で ある こと を 伝え られ な か っ た 。 
当時 の 林野 庁 の 担当 者 の 1 名 は 、 ザ ー リ ッ シ 
の 森林 は 最高 に 美しい 」 に 施業 指針 を 求め た 
い 森 林 づ くり 
林業 技術 者 


の 発展 
ち 向 か 
で 代 


っ ぺ 返 し 


る 森 づく 
で 、 伐 採 を 阻 


その 主張 は 「① 美 し 


上 の 誤り を 防ぐ こと が で きる 、②⑫ 
いこ と は 職務 上 の 喜び を 
し い 夫 は 人 間 の 心 に 豊か さと 潤い を 与え る 、④ 都 
] で あっ た 。 理 


2 人 間 に 住 みよ り 環境 を 与え る 

、 具 体 的 内 呼 り に くい 
耳 を 傾け よ 」 と 、 詩 人 ・ 哲 学者 で あっ た ]. ゲ ー テ ( 自 
く 、 誤 り が ある と すれ ば 、 そ れ は 人 間 の 側 に ある : エ 
の 対話 か ら ) の 影響 を 受け た ワ グ ネ ル の 具体 的 森 


介する 。 


ッ カ ー マ ン と 
* 林 管理 の 指針 を 紹 


空間 的 規制 と 秩序 づけ 


[科大 学 
更新 を 意 | 


林 系 の 研究 者 に よる と 、 空間 的 規制 と は 、 
: 味 する 用 語 で ある 。 その 内 容 は 、 風向 を 考 


図 1 : 北海 道 に お ける カラ マツ 類 の 植 栽 地 の 配 置 図 (提供 : 金子 正美 ) 


えて 伐採 ・ 収 穫 を 行い 、 母 樹 か ら 供 給 さ れる タネ が 収穫 跡 に 芽生 え 
を つく り 、 そ の 成長 に よっ て 森林 再生 を 期待 する 。 日 本 で も 導入 が 
試み られ た が ( 図 2) 、 特に 東北 や 北海 道 の 多 雪 地帯 で は 、 林 床 を 被 
う サ サ 類 に よる 接 険 の た め に 天然 下 種 更新 に よる 施業 法 の 成功 例 
は 極め て 少な い 。 

で は 、 ワ グ ネ ル の ぼ 間 的 規制 の 内 容 は 何 か 。 彼 は 、 森林 を 択 
伐 林 型 と 同 齢 同種 の 一 斉 林 型 の 二 種 に 分 けた 。 こ の 二 つ の 林 型 は 


e で 
苺 傘 保 更新 


図 2 : 空間 的 規制 ・ 天 然 下 種 更新 の 概念 図 (中 島 腐 吉 著 、 林 学 、1947 か ら 転 写 ) 


ンド 西部 の ヨー ロッ パト ウ ヒ 人 工 林 
50 100 Km 
上 : 低空 飛行 に よる 被害 地 の 概況 、 茶 色 く みえ る 
場所 が 人 工 林 の 場所 
下 : 幹 折れ を 生じ 
(写真 提供 


工 林 内 部 
ラン ド 森 林 文 人 協会 ) 


対立 関係 に あり 、 調 和 さ せる た め に は 、 よ り 高 次 の 「 森 林 の 空間 的 
秩序 づけ を 必要 と する 」 と ある 。 また 、 2005 年 に “自然 林 の 美学 " を 
著 し た ミュ ン ヘ ン の W. シュ テル プ に よる と 、「" 秩 序 づけ 
(Ordnung)" は 、“ 整 理 整 頸 は 人 生 の 半分 " と いう ドイ ツ 人 の 気質 か 
らく る も の な の で 、 深 い 理解 は 難し いよ !] と 言う 。 

し か し 、 森 林 文 化 論 を 推進 きれ た 筒井 辿 夫 の 解説 か ら は 、 ワ グ ネ 
ル の 「 秩 序 づ け 」 は 、 以 下 の 内容 と 理解 すなわち 、① 土 地 
が 最適 で ある こと 、②⑫ 樹 種 が 混交 し た 森林 構成 で も ある こと 、③ 生 育 
条件 が 環境 に こと 、④ 災 害 か ら の 保護 が 十分 で ある こ 
と 、⑤ 搬 出 路 な どの 技術 組織 が 整備 され て いる こと 、 の 5 項目 で あ 
る 。 こ こ で 、① と ③ は 、 ほ ば 同義 で あり 、 か つて 日 本 で も 目標 と さ 
れ た 「 適 地 適 木 」 の 考え に ほか な ら な い 。 目先 の 収益 の み に 
お いた 森 づ くり で は 、 自 然 の 摂理 に そ む く 面 も 多く 、 病 虫 
害 、 そ の 他 の 気象 害 な ど に 弱く な る 。 


ご きる 。 


秩序 づけ の 具体 的 内 容 


① と ③ に 関し て は 、 適 地 適 林 を に らん だ 環境 と 資源 増産 に 繋が る 
事例 を 紹介 する 。 内 閣府 一 林野 庁 が 1980 年 頃 か ら 約 5 年 間隔 で 調べ 
て きた 「 国 民 の 森林 へ の 期待 も 、 証書 以来 、 二 酸化 譜 素 の 
固定 ・ 貯 留 機能 (= 成長 と 蓄積 ) が 、 ほ ぼ 10 年 以上 に 渡っ て 上 位 3 位 
以内 を 占め て いる 。 岐阜 県 の 調査 例 で ある が 、 本州 を 代表 する 造林 
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樹種 3 種 (スギ 、 ヒ ノ キ 、 ア カマ ツ ) で の 成長 と 現存 量 の 比較 が 、 適 
地 適 木 の # 弁 に 語る ( 図 3)。 昔 か ら 「 尾 根 マツ 、 沢 ス ギ 、 中 ヒ 
) よう に 、 樹 種 に よる 養 水 分 の 要求 性 を 反映 し た 植林 が 行 
で ある 。 し か し 、 い わ ゆ る 適地 に 植え る こと が 出来 
、 ス ギ の 例 の よう に 成長 ・ 貯 留 能力 が 極 # 
② 樹 種 の 混交 し た 森 づ くり は 、 森 林 美 学 の 発祥 の 地 、 
*ー ラ ンド 西部 ) と ドイ ツ 中 南部 
これ ら の 地 で は 、 友 風 も 含む 突風 の た め に 釘 
型 の 人 工 林 が 壊滅 し た の で あっ た 。 ドイ ツ の 近 自 然 森 林 管 


樹 一 斉 林 


ほ を 行っ 


( ヾ ィ ) 陣 半 明 涯 淫 
に よ =J はこぶ ア 4 


ス 1 マ ア ス 組 マ ア 
ノ ノブ 
ギ キ ツ カ ギ キ ツ カ 
図 3 : 土壌 の 肥 決 程度 に 注目 し た スギ 、 ヒ ノ キ 、 ア カマ ツ の 成長 (一 炭素 遇 留 機能 ) 岐阜 県 の 事例 
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写真 3 : 亀甲 造林 地 の 遠 景 ( 北 海道 南 部 の 絵 紙 山地 域 : 写真 提供 = 小野 寺 賢 介 ) 


、 さ きま ざま 
品 造 り も 長年 行わ れ て お り 、 収 穫 時 の 


紹 


な 樹種 の 特徴 を 活か し た 
手間 暇 は か か る が 、 混 3 


\ 風 に 対す る 備え が 最も 気 に 
と の 中 須賀 ら に よっ て 現代 語 訳 さ れ た が 、 
17 世 紀 、 琉 球 王朝 で 「 林 政 八 書 ] と いう 森林 管理 の 指針 を 著 
温 の 「 山 気 論 」 が その 当時 、 国 と 
性 を 保つ た め に 、 森 相 は 不可 欠 で あっ た 。 その 
っ て 開口 部 を つく ら な い で ある 。 同 様 の 考 
責 習 林 に も 見 られ 、 造 林 学 の 佐藤 散 二 、 森 
細胞 式 舌 


と も 考え られ る 


よう 。 ま た 、 北 海道 


る パト ロー ル が 主 
る 搬出 路 な どの 技術 組織 の 整備 は 、 
最も 注 捉 され て いる 。 か つて 森 


リッ シュ の 森 は 記念 


点 朋 の 場 で あっ た ザー 


今 で も 路 網 の 整備 な どの 六 


こ な っ て いる 


上 層 木 へ の 強度 の 間伐 
1 級 木 : 活力 の ある 優勢 木 
f 2 級 木 : 準 優勢 木 
TCP PP TTY 3 級 木 : 被 圧 木 


mm Tr 


図 4 : ザー リッ シュ の 提唱 し た ポス テル 間伐 の 概念 図 


生井 記 8458 特に 、 木馬 道 跡 に は 、 滑ら か な 石 を 敷き 詰 
め た 道 が あ 、 伐 採 さ れ た 巨木 の 運搬 に 配慮 が 行き 届い て いた こ 
と が わか る 時 直線 好き の ドイ ツ RNN 
う で ある が 、 ザー リッ シュ は 、 野生 動物 の 保全 の た め に 林道 の 曲線 


の 役割 も 説い て お り 、 現 在 で も その 考え は 生き て いる 


生物 保全 の 視点 


ザー リッ シュ の 山 造 り の 特徴 と し て 、 彼 の 活躍 の 舞 
ラン ド の が ある 。 特 


名 (現在 の ポ テル ) に 因 ん だ 上 層間 伐 法 

徴 は 林 分 の 構成 木 を 3 段階 に 分 け 、 上 層 を 占め る 1 級 木 と 、 中 層 の 2 

級 木 を 伐採 し 、 下 層 の 3 級 木 に 光 が 当 た る よう に する ( 図 4)。 下層 

に は 野生 動物 の 餌 に な る 草木 の 発達 を 促す こと が 示さ れ て いる 。 林 

分 構造 を 大 きく る に は 上 層間 伐 が 有効 で ある が 、 残 す 木 の 成 長 

だ け で は な く 野 生 動 物 の 保 人 図 し て いる 点 は 注目 に 値する 。 ま 
、 林 道 開設 むき 出し の 路面 や 法 面 は 景 持 の 視点 か ら も 


こ な っ た 地 


ス 


望ま し く な い の で 、 家 畜舎 の 敷 わ ら の クズ を 播 く と よい " と ある 
牧草 の タネ か ら 芽 生え た 若草 が むき 出し に な っ た 路肩 や 路面 を 吉 
や か に 被っ て くれ る 。 そ し て 、" ベ ペー コン な ど 劉 事 の 恵み "(= イノ 


シシ ) が や っ て くる (写真 4)。 ま た 、 林 道 に も 曲線 部 を 設け 、 野生 動 
物 に 馬車 や 自動 車 の 恐怖 を 与え を な いよ うに する こと も 提唱 され て 
いる 。 生 活 に 占め る 狩猟 の 役割 の 大 き な 欧州 の 人 た ちと 我々 は 異な 

る が 、 了 を 用 いて 森林 管理 に 資す る ドイ ツ 南 部 の バイ エル ン 州 


の 様子 を 聞く と 、 学 ぶ 点 も 多い と 感じ る 。 


お わり に 
ザー リッ シュ は 、「 美 し い 森林 は 最も 利用 価値 の 高い 森林 で も あ 
る ] と 主張 し た 。* 斉 林 に は 単純 の 美 、 混交 林 に は 変化 の 美 


規則 正しく 植林 きれ た 森林 に は 展望 の 美 、 林 内 に 適切 な 作業 道 


写真 4 : 林道 開設 後 、 家 災 査 の 敷 ワラ を 提 い た 


ころ へ 現れ た イノ シシ の 規 子 (写真 提供 =W. シュ テル プ ) 


を 開く こと に は 合 日 的 な 美 、 と ある 
著 し た シュ テル プ の 描い た カレ ンダ ー の 題材 に は 、 林 道脇 に 並べ ら 
れ た 収穫 後 の 丸太 の 山 が 、 風 景 画 に 溶け 込ん で いる 。 3 
設 に よっ て 木材 を 集積 する 土 場 を 減ら し て 収穫 場所 か ら 製 材 工場 
へ 運ぶ こと が で きる た め 、 造 材 コ スト も 下げ る こと が で きる 。 もち 
ろ ん 、 作業 道 の 維 持 に は 相応 の 予算 が 必要 に な る 。 これ ら を 先取 り 
し た 天竜 林業 で は 、 い わ ば トレ イサ ビリ ティ ー を 可能 に し て 地産 地 
消 が 根付 いて いる と いう 。 木材 高め る 目標 を 掲げ 、 高 
重機 を 導入 する な ど 、 数 々 の 取り 組み が な され て いる が 、130 年 以 
上 前 に 提唱 され た 「 森 林 美 学 の 目指 し た 方 向 は 、 む し ろ 今 の 指針 で 
語 の "経済 林 の 訳し た W. クッ ク 教 


2005 年 に 自然 林 の 美 


を し て 言わ し め た 。 こ れ は 生 見 し た 今 を 先取 り 【 
た 方 向 と も 考え られ る 
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庭園 都市 江戸 ・ 東 京 一 


今回 か ら 岩 崎 弥太 郎 と 対極 の 思想 、 行 動か ら 日 本 の 近代 産業 の 産み の 親 と いわ れ 江 戸 、 明 治 、 


栄一 物語 「 東 京 の 思 人 ・ 七 分 積 金 を 創出 し た 松平 定信 ・ 楽 筑 と の 出会い 」 


大 正 、 昭 和 の 風 


景 を 見 て きた 渋沢 栄一 を キー マン と し て 、 江 戸 ・ 東 京 の 街 、 緑 の 創出 物語 を 紐 解 きた い 。 明 治 の 租 明 期 を 駆け 抜 
けた 二 人 の 共通 点 は 「 漢 詩 ] を 詠む こと 、 そ の 号 (名 ) が 体 を 良く 表し て いる 。 岩崎 弥太 郎 : 東 山 は 山 に 登る ご 
と く 求 心 的 に 会 社 や 庭園 を 求め 、 渋 沢 栄一 青 淵 は 水 の ご と く 遠 心 的 に 社会 資本 の 整備 へ と 向かっ た 。 


「 東 京都 の 思 人 」 と は ? 


2019 年 4 月 1 日 、 新しい 年 号 「 令 和 ] が 発表 
され て まもなく 政府 は 、2024 年 に 発行 予定 の 新 し 
い 1 万 円 札 の 肖像 は 渋沢 栄一 と 発表 し た 。 この タ 
イミ ング で 、 今 回 か ら 日 本 の 資本 主義 の 父 と 称 さ 
れ 、 ビ ジネス の 弘 針 盤 「 論 語 と 算盤 ] を 唱え た 渋 
沢 栄 一 を キー マン に し て 江戸 ・ 東 京 の 街 、 緑 の 東 
京 を 紐解く こと に な る が 、 渋 沢 栄 一 に つい て は 、 す 
で に 本 誌 95 号 で 「 尊 皇 失 実 か ら 田園 都市 構想 ] 
と いう タイ トル で その 生い立ち と 生涯 の 概要 を 紐 
解い た 。 ま た 好敵手 の 岩崎 弥太 郎 と の 出会い と 
戦い を 本 誌 99 号 か ら 102 号 で 描い て いる の で 参 
照 願い た い 。 渋沢 栄一 は 慶応 3 年 徳川 度 喜 の 
弟 の 徳川 昭 武 に 付き 添い パリ 万 博 へ 、 国内 政変 
を 聞き 急 巡 明治 2 年 欧州 か ら 帰国 後 、 静 岡 に 融 
居 し て いた 徳川 鹿 喜 の も と で 働く 、 そ の 後 、 混 乱 
期 の 新政 府 の 役人 と な る が 、 明 治 6 年 、 井 上 各 
と 在野 に 下る 。 渋沢 の 活躍 は に こ か ら で あ る 。 そ 
の 活動 の 詳細 を 紐解く こと に し よう 。 

先ず 、 そ の 手がかり と し て 今 私 の 手元 に 「 東 京都 
の 恩人 ・ 松 平定 信 公 | と いう 財団 法人 楽 区 公 遺 徳 
顕彰 会 が 発行 し た 小冊子 の コピ ー が ある 。 この タイ 
トル か ら す る と 江戸 の 三代 改革 の 一 つ 、 第 十 一 代 
徳川 家 斎 の 時 代 、 寛 政 の 改革 で 知ら れる 松平 定信 
( 楽 鈴 ) が 東京 都 の 思 人 で ある と いう 冊子 で ある 。 


図 1 : 「 東 京都 の 思 人 ・ 松 平定 信 公 」 
冊子 の 表紙 (国会 図書 館 所 蔵 ) 
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思 全 新た な お 財布 ? 


で は その 思 人 の 意味 を 読み 込ん で みる と 「 長 禄 
元 年 大 田 道 洪 公 が 江戸 の 地 を 選び 城 を 構え (中 
略 ) 五 百年 、 首 都 東京 は 今や 世界 第 三 の 人 品 
を 擁する 大 都会 に まで 発展 し (中略) 百年 後 の 
今日 も な お 私 達 に 強い 感銘 を 与え られ ず に お か な 
いも の は 徳川 幕府 の 名 宰相 、 楽 釣 松 平定 信 公 
の 治 績 で あり ます ] と 、 こ の 治 績 、 す な わ ち 成 し 
遂げ た 業績 が 思 人 の 所 以 で ある よう だ 。 続け て 
「 公 の 奨励 され た 侯 約 貯蓄 の 方 法 と し て 実施 され 
大 成功 を 収め 後世 東京 都民 が 深い 思 恵 を 受け る 
よう に な っ た も の は いわ ゆる 七 分 積 金 の 制度 で あ 
り ます 」 と 結ん で いる 。 つま り 、 楽 区 こと 松平 定 
信 が 創設 し た 「 七 分 積 金 ] が 明治 政府 (東京 ) 
の 新た な 財布 と な り 東京 の 街 づ くり に 大 貢献 し た 
と いう こと で ある 。 

後 で ふれ る が 、 実 は この 小冊子 は 渋沢 栄一 が 
企画 し た も の で あっ た 。 


渋沢 栄一 と 楽 鈴 の 出会い 


"3 


松平 定信 


渋沢 栄一 


それ で は 渋沢 栄一 は この 七 分 積 金 ( 楽 区 ) と 
何時 どの よう に 出会っ た の か 、 以 下 「 渋 沢 栄一 
伝記 資料 :49] より 渋沢 栄一 (以下 渋沢 と 称す ) 
と 楽 准 の 出会い を 詳し く 見 て いこ う 。 

渋沢 は 楽 鈴 公 百年 祭 の 式典 の 挨拶 で 「 私 が 公 
を 知っ た の は 、 明 治 七 年 東京 府 共 有 全 の 取締 まり 
を 、 時 の 府 知事 大 久保 一 鈴 氏 か ら 申し 付け られ て 
か ら で あ り ま し て 、 (中 略 ) 私 と し まし て は この 金 を 
名 何 に 処理 し た ら よ いか と 考え ね ば な ら ぬ 地位 に 
立つ こと に な り ま し た が 、 然 ら ば この 人 金 は 何処 か ら 
出 た か と 調べ て 見 る と 、 こ れ は 楽 将 の 経営 せら れ 
た 、 例 の 十分 金 と 称す る 江戸 市 中 の 積立 全 で あり 


まし た 。 (中 略 ) 即ち この 資金 は 貸し 金 、 又 は 土 
地 を 買い 入れ 更に 穀類 を も 買い 持ち し て 、 資 金 の 
維持 と 増殖 を 図っ た 、 こ れ が 七 分 金 と 名 づけ られ た 
も の で 明治 維新 後 総額 碧 五 ・ 六 十 万 円 が 東京 府 
に 引継 が れ て 共有 人 金 と な っ て いま し た 。 私 は この よ 
うな 楽 共 公 の 余 徳 を 知り 、 公 が た だ の 政治 家 で な 
く 、 経 済 的 に も 社会 的 に も 充分 手腕 の ある 方 で あ 
る と 覚 つた の で あり ます 」 と 、 楽 共 ( 七 分 積 金 ) と 
の 出会い を 語り 、 当 時 渋沢 が 養育 院 の 事業 を 担 
当 し 始め 、 そ の 養育 院 の 経営 上 の 費用 を 新た な 財 
布 (共有 金 ) か ら 支出 し て いた こと を 回 想 し て いる 。 


楽 鈴 か ら の 引継 ぎ ・ 養 育 院 と は ? 


この 養育 院 と は どの よう な も の で ある の か 、 渋 沢 
の 回 顧 録 「 青 消 回 雇 録 (上巻 )] の 東京 市 養育 
院 の 沿革 に よれ ば 、「 東 京 市 の 養育 院 は 現在 に 
お いて は 、 日 本 屈指 の 一 大 慈善 事業 と し て 知ら れ 
る 。 (中略) この 養育 院 の 溢 笑 は 遠く 徳川 幕府 時 
代 に その 源 を 発し て いる 。 即ち 寛政 時 代 の 老 中 
松平 定信 に よっ て 設け られ た 寄 場 と 深川 鶴 歩 町 
に 設け られ た 救護 所 と 、 名 奉行 大 岡 越前 守 の 在 
職 中 に 創設 され た 小石 川 御 楽園 の 養生 所 と が そ 
れ で ある ] と 養育 院 の 設立 背景 に 触れ て いる 。 と 
ころ が 、 維 新 の 混乱 は この 慈善 救済 の 制度 、 機 
関 も 破 減 し て し まう 。 渋沢 は 市 中 の 職 が 無い 、 食 
う 糧 が 無い 共 民 が 激増 し た た め 、 七 分 金 を 保有 す 
る 町 会 所 に 救済 の 役割 当て た 。 上 野 の 護国 院 
の 建物 を 購入 修繕 し て 東京 府 養 育 院 と 命名 、 経 
営 は 営繕 会 議 所 が 当たっ た 。 ま さ に 楽 釣 の 事業 
を 渋沢 引き 継い だ と いえ よう 。 


渋沢 の つの る 楽 釣 敬 慕 の 念 


続け て 伝記 で 渋沢 は 「 現 在 の 東京 市 養育 院 は 
楽 苑 公 あつ た れ ば こ ズ 今日 の 壮大 な る 規模 を 有 
する に 至 つ た の で あり ます か ら 、 公 の 命日 た る 五 月 
の 十 三 日 に は 毎年 必ず 楽 区 公 祭 を 養育 院 で 開い 
て いま す 」 と 敬 募 の 念 を 抱い て きた こと 、 更 に この 
共有 全 が 「 商 科大 学 ( 現 一 橋 大 学 ) 前 進 た る 
商法 講習 所 と か 、 瓦 新 会 社 、 東 京 府 市 庁舎 、 そ 
の 他 道 路 、 橋 梁 、 墓 地 等 諸 施設 公共 事業 に 用 
いら れ た の で あり ます ] と 挨拶 を 結ん で いる 。 


財団 法人 楽 鈴 公 遺 徳 頭 彰 会 の 設立 


楽 苦 が 文政 12 年 5 月 13 日 に 亡くな り 百 年 目 の 
昭和 4 年 、 渋 沢 は 楽 釣 公 百年 忌 墓 前 祭 を 催す こ 
と を 関係 者 に 開催 通知 を 送付 し , 楽 区 公 百年 奈 
が 昭和 4 年 6 月 1 日 深川 の 雲 歳 寺 で 開催 され 
が 明治 7 年 (1874) に 楽 稚 と 出会っ て か 
ら お よそ 55 年 の 歳 月 が 流れ た 。 


新聞 に 見 る 楽 釣 敬 墓 の 動き 


敬 慕 する 楽 稚 の 百 回 忌 を 機 に 渋沢 は 、 これ まで の 
思い を 後世 に 残す た め 、 様 々 な こと を 急ぎ まとめ 始め た 。 

この 間 の 動き が 読売 新聞 (昭和 4 年 5 月 28 
日 ) で 詳し く 報じ られ て 前 後 関係 が び 良く わか る の で 
以下 詳し く 見 て みよ う 。 


“ 十 四 日 盛 大 に 楽 落 公 の 墓前 祭 - 二 万 六 千 円 
で 立派 に 新装 、 渋 沢 子 が 遺 徳 顕彰 会 組織 " と い 
う 見 出し で 始ま り 、「 深 川 霊 厳 寺 の 白河 楽 稚 公 の 
墓 は 展 災 に 荒廃 し た まま で あっ た が 今年 文部 省 か 
ら 史 貴 に 指定 され た の を 機会 に 、 多 年 楽 鈴 公 に 
私 源 し て いた 渋沢 栄一 子 始め 三 上 参 次 博士 、 星 
野 氏 、 福 島 氏 、 井 ノ 下 東京 市 公園 課長 、 矢 吹 
文部 省 史 頭 調査 会 路 託 等 が 発起 人 と な り 
二 万 六 千 五 百 円 の 寄付 金 を 得 て 、 立 派 な 墓 に 修 
繕 し (中略 ) 6 月 14 日 盛大 な 墓前 祭 を 行う と と も 
に 、 渋 沢 子 は 楽 釣 公 遺 徳 顕彰 会 を 組織 し 、 当 日 
は 記念 講演 会 、 遺 物 展覧 会 、 更 に 三 上 博士 に 
依頼 し て 公 の 伝記 と 全集 を 編 筑 する (中 略 ) 渋 
沢 子 は 楽 系 公 の に 関す る 小冊子 を 配布 し て 公 の 
奉公 の 至誠 を 説い て いる 」 と 報じ て いる 。 


写真 1 : 深 川 寺 上 寺 門前 、 左 側 に は 楽 共 公 の 史 頭 の 碑 が 立つ 


楽 釣 公 遺 徳 頭 彰 会 、 伝 記 、 小 冊子 


渋沢 の 楽 鈴 公 を 敬 墓 する 念 は 次 々 と 広がり 、 
先ず は 、 楽 共 公 遺 徳 顕 彰 会 が 百年 祭 を 機 に 組織 
され 、 総 裁 に 徳川 家達 、 会 長 が 渋沢 栄一 、 理事 
に 井 下 清 等 が 座っ た 。 

また 「 楽 鈴 公 伝 ( 図 2) を 編 但し 始め 、 さ ら に 都 


民 向 け の 「 東 京都 の 恩人 ・ 松 平定 信 公 】 ( 図 1 と 
の 企画 で 発行 され て きた 。 
渋沢 が 永眠 し た 後 、 東 京 市 が 毎年 6 
月 14 日 に 慰霊 侍 を 行っ て きた 。 現在 は ( 公 財 ) 
東京 都 慰 霊 協会 が その 役割 担っ て いる 。 


井 下 清 


写真 2 : 毎年 、 楽 匿 公団 霊祭 が 行わ れる 深川 霊 剛 寺 に ある 松平 定信 の 墓 ( 史 頭 ) 


図 2 : 「 楽 病 公 伝 ] 
(国会 図 館 所 蔵 ) 


陸自 国 白河 落 が 茎 名 に 転 封 、 友 名 藩主 松平 家 の 代々 の 墓 が 合 葬 され て いる 。 
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明 暦 の 大 火 後 の 深 川 寺町 の 形成 と 霊 歳 寺 


さて 、 毎 年 、 楽 区 慰 霊祭 の 行わ れる 霊 艶 寺 ( 写 
真 1.2) は 何処 に ある の か 、 見 て みよ う 。 明 暦 の 
大 火 後 (1657) 江戸 の 都市 改造 の 一 つと し て 
深川 の 開発 が 始ま り 、 小名木 川 の 南側 が 埋立 て 
られ 寺町 が 形成 され た (朱色 )。 霊 岸 島 に あっ た 
霊 厳 寺 も 白河 藩 松平 家 の 菩提 寺 で 、 こ の 時 焼失 
し 、 深 川 に 万 治 元 年 (1658) 移転 し た (赤い 


丸 )。 こ の 図 3 は 明治 2 年 、 江戸 の 切 絵図 を 下図 
と し て 版籍 奉還 後 の 状況 を 表示 。 現 在 、 霊 厳 寺 
の 西側 に 清澄 庭園 が ある 。 こ の 場所 は 、 幕末 老 
中 を 勤め た 久世 家 の 屋 敷 で あっ た 。 明治 元 年 、 
徳川 宗家 を 継い だ 徳川 家達 (徳川 新 三 位 中 将 ) 
の 屋敷 と な る 、 そ の 後 四 條 家 、 岩 崎 家 へ 。 


図 3 : 明治 2 年 東京 大 絵図 より 


写真 3: 福 住 町 の 渋沢 氏 
(渋沢 栄一 伝記 資料 :29) 條 
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図 4: 柱 住 町 の 
本 邸 平面 較 、 明 治 30 年頃 


(小沢 栄一 伝記 資料 :29) 


淡 沢 栄一 : 深 川 と の 深い 結び つき 


霊 歳 寺 や 多く の 寺 、 堀 が ある 深川 は 渋沢 と 深い 
結び つき が ある 。 渋沢 が 深川 の 地 を 選ん だ 理由 を 
推測 する と 、① 敬 慕 する 楽 釣 の 墓 が あり ② 今 後 の ビ 
ジネス 展開 を 図る 資源 (水運 、 倉 庫 ) が 存在 し た こ 
と 。 この 立地 の 良さ か ら 好 敵 手 の 岩 崎 弥太 郎 も 旋 
替 店 、 倉 庫 を 隣接 の 小松 町 に 設け 、 そ の 近く の 清 
澄 に ビジ ネス ・ 交 流 の 庭 、 深 川 親睦 園 を 筑 庭 し た 。 
渋沢 は 明治 6 年 、 官 を 下野 し て か ら 、 湯 島 、 神 田 、 
宛 町 と 移り 住む 。 明治 8 年 第 一 国立 銀行 頭取 と な 
り 、 明治 9 年 に 、 第 一 国立 銀行 を 設計 し た 現 清水 
建設 に 設計 施工 を 依頼 し て 深川 福住 町 に 和風 の 
自邸 ( 図 4、 写真 3) を 新築 する 。 明治 15 年 、 この 
自邸 に 「 渋 沢 倉庫 」 と いう 会 社 を 設立 し て いる 。 

明治 34 年 、 敬 慕 す る も う 一 人 の 「 徳 川 鹿 喜 公 
伝 ] の 編 筐 を この 自邸 で 始め て いる 。 そこ で 渋沢 
と 住ま い の 関係 を 見 る と 、 ほ ぱ 共 通す る の が 自分 
の 好み で は な く ビ ジネス 視点 で 居住 地 を 選ん で い 
る こと で ある 。 福住 町 自邸 し か り 、 東 京 株 取引 所 、 
商工 会 議 所 に 近い 免 町 の 洋風 建築 の 自邸 も 辰 
野 金吾 の 設計 で 明治 21 年 か ら 住ま いと 事務 所 と 
し て 使用 。 そ し て 最後 が 飛鳥 山 の 本 邸 で 、 明 治 
10 年 に 現 王子 製紙 会 社 の 設立 に か か わり 、 その 
近く の 飛鳥 山 に 来客 用 の 施設 と し て 別邸 を 建設 
し た 。 明治 12 年 に は アメ リカ 前 大 統領 グラ ント 将 
軍 を この 自邸 に 招待 し て いる 。 明治 34 年 に 増 改 
築 し て 本 邸 と し て 使用 し て きた 。 

さて 深川 と の 結び つき は 明治 9 年 、 福 住 町 へ 居 
住 し た 37 歳 か ら 、 明 治 16 年 浅野 総一郎 が 湊川 
親睦 園 に 隣接 し た 官営 の セメント 会 社 を 買い 取る 
時 に 協力 し 、 明 治 22 年 に は 深川 区 議 と な り 、 明 
治 37 年 区 議 を 辞職 する まで の 15 年 間 を 深川 に 
大 きく 係わっ て いる 。 自宅 が 飛鳥 山 に 移転 し た 後 
も 、 浅 野 セ メン ト 工場 が いわ ゆる 公害 問題 で 窮地 
に 陥っ た 際 , 監査 役 と な り 、 会 社 代表 と し て 協議 
会 に 出席 する な ど 、 深川 住民 と 協議 を 進め 解決 を 
見 る 大 正 6 年 の 78 歳 まで 関係 し て いる 。 こ の よう 
に 渋沢 が 深川 に 係わっ た の は 通算 し て 41 年 、 ほ 
ほ 人 生 の 活動 期 全て で ある 。 


霊 厳 町 が な く な る ! 


昭和 5 年 8 月 、 渋沢 に 一 大 事 が 起こ っ た 。 そ れ 
は 深川 地区 に も 関東 大 震 災 の 復興 に よる 区 画 
整理 が 行わ れる こと と な り 、 楽 区 の 眠る 霊 農 町 が 
廃止 と な る と の こと で あっ た ( 図 5) 。 

報知 新聞 (昭和 5 年 8 月 10 日 ) に よる と 

* 霊 湖 町 廃止 に 渋沢 子 等 が 反対 

け ふ 代表 市 役所 訪問 " と いう 見 出し で 「 渋 沢 
子爵 を 会 長 と する 松平 楽 釣 遺 徳 顕彰 会 は 、 霊 厳 
と いう 町 名 は 江戸 時 代 か ら 由緒 深い も の で あり か 
つ 、 霊 厳 寺 に は 東京 市 の 思 人 楽 准 公 が 葬っ て あ 
る の だ か ら 是 非 存 置 する よう 希望 し ] と 報じ て い 
る 。 し か し 、 こ の 陳情 は か な わな か っ た が 、 渋 
の 思い 入れ が 伝っ て くる 出来 事 で ある 。 
町 名 の 変更 の 中 で 「 白 河 」 と いう 新た な 町 名 が 
誕生 し て いる 。 何故 で あろ うか ? 


深川 の 新しい 地名 清澄 白 河 と は 


渋沢 は 、 そ の 翌年 も 昭和 6 年 6 月 13 日 に 楽 区 
公募 前 祭 を 霊 厳 寺 で 執り 行ない 、 記念 講演 会 は 
霊 厳 寺 に 近い 好敵手 で あっ た 岩崎 弥太 郎 が 構 
想 し 概 成 させ 岩崎 家 3 代 で 策 庭 し 、 震 災 で 当初 
の 半分 の 庭園 と な っ た 清澄 庭園 大 正 記念 館 で 
開催 し て いる 。 

さて 、 先ほど の 町 名 に 戻る が 、 2000 年 の 大 江 
戸 線 の 開通 で 清澄 白河 駅 が 誕生 し 、 現在 は この 
「 清 澄 白河 ] が 地域 的 な 呼称 と な っ て いる 。 こ の 
清澄 と いう 地名 は 古く 、 こ の 一 帯 を 開拓 し た 清澄 
弥 兵衛 か ら 来 て いる と 伝わる 。 ここ か ら は 推測 で 
ある が 、 昭和 7 年 の 町 名 変更 の 際 、 渋沢 の 陳情 
を 受け た 町 名 変更 の 市 委員 会 は 廃止 と 誕生 を う 
まく 交わ し て いる 。 つま り 霊 誠 町 ( 図 5 に 見 る よう 
に この 町 は 斜め の 寺町 割り で ) は 廃止 と し た が 、 
「 白 河 」 (清洲 橋 通 り に 並行 ) と いう 新た な 町 名 
を 誕生 させ て いる 。 

それ で は 、 こ の 「 白 河 ]」 と いう 地名 は どこ か ら 
生ま れ た の か ? そ れ は 渋沢 の 敬 慕 す る 楽 共 が 、 当 
時 の 老 中 田沼 意 次 に お いや られ 陸奥 国 白河 落 
主 松平 定 那 の 養子 と な り 、 そ の 後 、 田 沼 が 失脚 
し 、 幕 府 の 老 中 と な っ た 白河 藩主 松平 定信 の 墓 
が ある こと か ら 昭 和 7 年 、 霊 歳 町 を 廃止 し 、 そ の 
代わ り と し て 楽 荘 ゆか り の 「 白 河 ]」 と いう 地名 を 
町 名 と し た 。 現 在 、 寺 岩 寺 は 白河 町 1 丁目 に ある 。 
( 図 6 を 参照 ) 深川 の 区 政 と 街 に 深く 関係 し て きた 
渋沢 へ の 心 憎 い 配 慮 で ある 。 
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由 5 : 区 画 整理 前 (明治 
42 年 ) の 町 名 、 各 種 会 社 

下図 6 : 区 画 整 理 後 (昭和 
20 年 ) の 深川 の 町 名 と 会 社 
(上 下 と も 国土 地理 院 地図 より ) 


ビジ ネス 拠点 と 
し て の 深川 


水運 と 倉庫 な ど に 恵まれ た 明 
治 の ビジ ネス 拠点 と し て 、 三 菱 
(為替 店 、 倉 庫 、 交 流 の 庭 
園 )、 渋 沢 (自邸 、 倉庫 )、 浅 
野 (セメント 工場 ) な どの 創業 
者 が ここ 深川 に 集 っ て いる 。 


七 分 積 金 で 設け られ た 谷中 霊園 に 眠る : 徳川 鹿 喜 と 渋 沢 栄 一 


この 楽 准 公 百年 祭 の 2 年 後 の 昭 和 6 年 11 月 
11 日 「 日 本 の 資本 主義 の 父 ] 渋沢 栄一 は 92 歳 
の 生涯 を 閉じ 15 日 青山 斎場 で 告別 式 が 執り 行わ 
れ た 。 養育 院 の 事業 で 七 分 積 金 と 出会い 、 そ の 
後 この 七 分 積 金 (共有 人 金 ) の 運営 を マネ ー ジ メン 


写真 4 : 徳川 鹿 墓 (大 正 2 年 没 ) 


日 人 時 駅 一” 
ーー 一 あ 
た 中 重 園 
ーー ニブ 


図 7 : 谷 中 霊園 の 


徳川 鹿 春 


徳川 鹿 胡 渋沢 栄一 の 其 


ト し て きた の が 渋沢 で あっ た 。 東京 の 墓地 (染井 、 
谷中 、 青 山 等 ) は この 七 分 積 金 で 設け られ た も の 
で ある 。 谷中 霊園 ( 図 7) に は 渋沢 が 楽 釣 同様 
に 敬 墓 する 徳川 鹿 喜 墓所 (写真 4) が あり 、 そ の 
隣接 し た 墓所 (写真 5) で 眠り に 就 いた 。 


次 回 は 、 楽 符 ・ 松 平定 信 が 寛 政 の 改革 の 目玉 
と し て 打ち 上 げ 、 東 京 の イン フラ 整備 に 大 貢献 し た 
「 七 分 積 金 ] を 紐解く 。 
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室内 緑化 に よる エコ ロジ ー 環 境 づ くり と その 効能 ④ 
ハイ ドロ カル チャ ー に よる 植 栽 デザ イン と 管理 シス テム 
文 ・ 画 像 提供 大 林 修 一 (株 式 会 社 プ ラ ネ ッ ト 代表 取締 役 ) 


ハイ ドロ カル チャ ー 植 物 は 、 一 般 土 壌 で は な く 粘 土 を 
1200 で で 発泡 され た 粒状 の 石 を 使っ て 植え られ て いる 。 植 
栽 の 場合 、 こ の 無機 質 の 植込み 培地 を 全体 に 敷き 詰め る こと 
に よっ て 底面 に 養 液 を 溜め た 管理 が 可能 に な り 、 ま た 肥料 濃度 
調整 や 光 水 、 光 (照明 ) 、 水 温 、 空 気 浄化 シス テム な ども コン 
ピュ ー タ を 使っ た コン トロ ー ル が 可能 に な る 。 室 内 環境 で 植物 
の 根 を いか に 元気 に 保つ か が 、 空 気 浄化 能力 や 自然 の 加湿 効 
果 、 耐 陰性 を 高め 、 病 虫害 に も 強く な る 。 そう いう 観点 か ら も 
ハイ ドロ カル チャ ー 縁 化 は 優れ た 緑化 シス テム で ある と 言え る 
だ ろう 。 植物 に よる 環境 改善 、 健 康 増進 を どの 効用 に 関し て 
国内 外 の 研究 機関 か ら エ ビデ ンス が 集まっ て き て お り 、 今 後 ま 
すま す 室 内 へ の 植物 の 導入 が 進む と 予測 され る 。 - 

より 安価 で 良い 状況 を 保つ に は 、 栽培 シス テム と 容易 な メン ie 衝 人 所 ( 面 ) 
テ ナ ン ス を 行え る 体制 が 必要 に な っ て くる 。 そ の 点 も 兼ね 備え 
た シス テム の 開発 が 要望 され る こと に な る で あろ う 。 


神戸 オー ガス タプ ラ ザ 空 中 庭園 植 栽 計画 


この 事例 は 1992 年 10 月 に オー プン し た 商業 ン 側 か ら は 谷 を 越え た 大 地 に ある 湖 (ブール) 昼夜 の 照明 時 間 調 整 、 換気 扇 や 窓 の 開閉 に よ 
施設 の 9 階 か ら 12 階 まで の 吹き 抜け 空間 に 「 人 か ら 滝 が 落ち る シー ン を イメ ー ジ する デザ イン と る 気温 管理 、 植 栽 底面 水温 調整 の た め の 温 水 
ト 生 」] を コン セプト に 掲げ 、 独立 し し て いる は メタ ル ハラ イド 灯 を 使い 、 健 康 管理 な ど で あ る 。 植 栽 

間 と し て 設計 され た ハイ ドロ カル チャ ー 的 な イメ ー ジ 、 夜 間 は タン グ ス テ ン 灯 を 多用 し 、 の 植 栽 槽 を 管理 し た 。 ま た 
植 栽 事例 で ある 。 アッ パー ライ ト や 水中 照明 で ドラ マチ ッ ク な 雰 囲 これ ら の 計測 状況 は 
現在 は 用 途 変 更 で な く な っ て いる も の の 、27 気 を 醸し 出し て いる 所 で 電話 回 線 を 使い 管 班 


る よう に し た 。 


年 前 で は ある が メン テ ナ ン ス に 関す る 多く の 部 これ ら の 植 栽 は 底面 養 液 循環 を し て お り 、 海 _ こ の よう な パソ コン を 使っ た 植 栽 管理 > 
位 を 、 各種 セン サー を コン ピュ ー タ コン トロ ー ル お 水 # 自動 化 を 行っ て いる 。 コ ンピュータ で 管 現在 の IT の 進ん だ 時 ら こ そ 、 更に 優れ 


よび デー タ 管 理 す る こと に より 、 植 栽 環境 の 自動 。 理 し た 機能 は 、 肥 料 濃度 調整 、 滝 の 水循環 や 管理 が 容易 に で きる は ず で ある 。 
コン トロ ー ル ・ メ ン テ ナ ンス (特に 人 件 費 ) 費用 を 
大 幅 に 低減 する こと を 可能 に し た 。 
植 栽 の ポイ ント と し て は 、9 階 部 分 は 谷底 の よ 
うな 空間 の た め 、 通 路 全体 を 森 の 小川 に 架かる 
橋 の イメ ー ジ と し 差 8m の 滝 を 中 心 に 、 流 
れ や 池 を 取り 入れ た 空間 で 、 全 体 に " 動 " を テー 
マ と し て いる 。 10 階 の エス カレ ー タ ー 屋 根部 お よ 
び プ ラン ター は 、 全体 の つなが り を も た せる た め 
に 植 栽 を 考慮 し た 。 対照 的 に 11 階 プー ル サ イ ド 
の 植 教 は " 静 ^ を テー マ と し て お り 、 砂 浜 に 続く 森 
を イメ ー ジ し た 。 樹木 越し の 花 物 の プラ ンタ ー を の 
鑑賞 で きる 明る い 空 間 と し 、11 階 ・12 階 の サロ 9 階 植 坊 橋 シス テム 
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9 階 植 攻 醒 ・ 池 側 9 階 植 栽 林 ・ 滝 側 


ee 神戸 オー ガス タプ ラ ザ 
植 栽 入所 平面 図 


10 階 植 栽 と 台 面 植 栽 9 階 レス トラ ン か ら 見 る 高木 ・ 池 植 普 


9 階 植 栽 本 
説明 イラ スト 
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人 座 ト は 7 
ポ ) Wo 


記 較 9 階 村落 本 


プー ル サ イド 植 栽 


9 階 植 攻 醒 


給水 ( 天 ・ 辻 )・ 総 液 の 自動 管理 


冷 竹 房 ・ 天 開 義 ・ 換 気 扇 の 


達 際 地 コン ピュ ー タ ー an 
失明 装置 自生 管理 
トラ ブル 時 の 自動 
ーー 
電話 回 線 5 5 コン ピュ ー タ ー 管 理 に よる 
隔 RRR 自動 双 准 置 代 環 シ ステ ム 
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名 古屋 マナ ハウ ス の レス トラ ン 内 植 栽 計画 


この 事例 は 、2000 年 11 朋 に オー プン し た レス ト 


ラン の ハイ ドロ カル チャ ー 植 栽 


こし て ほし いと いう こと 
と 、 害 虫 か 
どの 要望 が あり 、 施 エ 


この 植 栽 シス テム の 特徴 は 、 
、 滝 の 流れ を 利用 し 
の 循環 を 一 体 化 ! 


の 底面 の 養 
た が っ て 溢水 は 自動 一 括 管 
照明 と 上 部 散水 を 生か し 
く な り 、 雷 の 音 が 鳴り 雨 カ 


2 
る 


事例 で ある 


ン オ ー ナ ー か ら は ハワイ の ジャ ング ル を 


本 
清 源 で ある こ 


出 な いこ と 、 カ ビ が 発生 し な いこ と な 


ハイ ドロ カル チャ ー 


て 2 階層 全体 


とい 


点 も 特徴 で ある 。 従来 の 土壌 植 間 で あれ ば 根 府 
れ を し て し まう が 、 ハ イド ロカ ルチャ ー は 団 鐘 構造 


で 空気 層 が し っ か り と 』 
れ て も 問題 な い 。 こ の よう 
チャ ー 植 栽 だ か ら 

シッ クビ ル 症 候 群 で 問題 
連 資材 か ら 発 生 する 揮発 性 
物 に より 除去 され る が 、 根 が 
が 明らか 
を ハイ ドロ 植物 の 底面 の パイ 


光 化 させ 、 吸 気 口 か ら フ ィ ル タ 


こめ 、 


何 度 散 水 ( 雨 ) き 
HH は ハイ ドロ カル 
る , 

て いる 建築 関 
学 物質 な ど は 植 
吸収 分 解す る こと 


C い る 。 し た が っ て 、 室 内 空気 


プ か ら 吸 気 す 


な 空気 を 排出 する 空気 光 化 シス テム も 導入 し 


た 。 また 、 自 


画 を 根 に 


性 化し 、 空気 滞 化 能 や 古 | 


価 、 自然 の 加湿 効 


この 菌 


人 上 へ の 植 栽 ( 養 液 牧 環 ) 


6 階 氏 工 写真 
エス カレ ー タ 降り 場 ) 


超 多 孔 質 セ ラミ ックス フィ ル タ を 
軸 誠 時 吸収 < 分解 


植物 を 使っ た 空気 浄化 シス テム 


6 階 竣工 写真 (レス トラ ン ) 


ドレ ー ン たま び 示 位 本人 
ォ オー パー フロ ー 


を - 演 生理 未 用 ポン ブ 
イン ドア シス テム メン テ ナ ン ス イン ドア シス テム 自動 洪水 詳細 図 
梁 上 植 栽 特 理 用 給水 染 上 植 栽 庁 理 用 誹 水 
人 1 咽 
[ の 12! 
潤 条 環 水 ロ 1 打 ボ ンプ 
! 1」 ! 
こ ー ブ | | し 
の プー ツー 。 の コア デーツ 
ー ー ー 
流水 特 環 シス テム 概要 オー バー フロ ー ド レイ ン 
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HIBIYA LANDSCAPE DESIGN STUDENT EXHIBITION ー 卒 業 制作 ・ 修 了 制 作 展覧 会 一 


日 比 谷 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 2019 


取材 ・ 構 成 三 編集 部 
協力 ニ 「 日 比 合 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 ] 実行 委員 会 


2019 年 3 月 5 日 - 23 日 、 日 比 谷 公園 内 、 東京 都 緑 と 水 の 市 民 カ レ 
今年 度 で 7 回 目 の 開催 と な る 本 展覧 会 は 、 卒業 制作 ・ 
3038 名 (1 日 平均 203 名 ) と 、 今 年 も 最多 入場 者 を 更新 3 ら 

本 号 で は 、 関東 の 大 学 の ラン ドス ケー ズ 系 卒業 ・ 修 了 制 作 作 た 前 期 
載 し ます 。 今年 度 も 京都 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 より 1 作品 、 特別 出展 いた だ き 3 5 
来 し いた だ きま し た 。 講評 会 特別 ゲス ト に は 、 スタ ジオ ゲン クマ ガイ の 熊谷 率 さ ん を お 招き し まし た 両生 に と 定 和 \ た だ いた 
し て いま す 
ョ 旧 後半 の 3 月 21 日 に は 、 現場 で 働く RLA の 先輩 方 に 多数 参加 いた だ き ンド スズ 7 テ こよ る デザ イン 講評 
会 」 を 開催 し まし た 。 本 年 度 は RLA の 中 可 専 門 家 と 本 展覧 会 OBOG の 若手 に な り 、 唱 内 を 巡回 し て 講評 する スタ イル で 、 前 期 
展 と は 異な る 角度 か ら 、 専門 的 で 熱い 議論 が な され まし た 。 RLA の みな さ 
(文責 穴 沢 健太 ) 


て [上 日比谷 ラン ドス ケー ブ デ ザイ ン 展 20191 が 開催 され まし た 
期 を 前 半 ・ 後 半 に 分 け て 開催 し まし た 。 本年度 は 全 期 間 を 通じ て 
場 い た だ きま し た 。 あ り が 


ント 、 先 生 方 の 講 


| 最 作 秀 党 | 旅 谷 党 還 功 か ら 図面 に お ける 線 と 面 を 導き 出し て いき まし た 。 講評 を 頂い た 時 、 ま さ 
千葉 大 学 大 学院 園芸 学研 究 科 環境 園 芸 学 専攻 鈴木 悠介 に 現象 を 見 える 化す る こと は 人 の 意欲 を 喚起 させ る の だ と 感じ 、 ラ ンド 

修士 の 作品 を 通し て 、 そ こ に 来 た 人 に 「 気 づき | が 生ま れる 空間 を 設計 スケープ デザ イン と は 「 気 づき 」 に 深く 関連 し て いる の で は な いか と 考 
で きる か に 注力 し て まい り ま し た 。 そ の 土地 の 環境 に 抗 っ て 人 の 場 を 作る えま し た 。 こ ご これから は 「 気 づき ] を 多く 含ん だ 、 人 を 魅了 する 空間 を 追 
の で は な く 、 環境 を 顕在 化 させ 芸術 へ と 昇華 で きる も の と は どん な 空間 か 。 求 し て いこ うと 思い ます 。 今 回 の 設計 で は 建築 、 広 告 、 内 外 通じ て 多く 
を 考え 、 そ こ か ら どん な 風景 が 見 える か を 考え る 景観 的 根拠 と 科学 的 根拠 "の 人 の ご 指導 に よっ て 作っ て いき まし た 。 あ り が と う ご ざ いま し た 


106 LAN ロ 5CAPE DESIGN 


陸 再 「 衝 雨 の 風景 一 
神田 川 流域 に お ける グリ ー ン イン フラ ネッ トワ ー ク の 構築 一 ] 
工学 院 大 学 建築 学部 まち づく り 学 科 岡嶋 千尋 

香 雨 と は 、 雨 を 敬い 、 美 し いも の と し て 捉え る 古語 で す 。 近 年 の ゲ 
リラ 豪雨 や 土砂 災害 に より 、 雨 と 人 と の 関係 が 変わ りつ つ あ る 今 、 本 
作品 で は 、 水 と 緑 と 人 と の 関係 を 築き 直す た め に 、 神 田川 流域 で グリ ー 
ン イ ン フ ラ ネ ッ トワ ー ク を 構築 する こと を 提案 し まし た 。 制 作 を 通し 


LE Ei 
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て 、 都 市 計画 や 地学 、 気 候 変 動 、 防 災 な ど 分 野 を 横断 し 、 リ サー チ し 
た り 、 考 察し な が ら ラ ンド スケ ー プ を 考え る 手法 の 基礎 を 学び まし た 。 

応援 し て くだ さっ た 皆さん 、 講 評 を くだ さっ た 先生 方 、 諸 先輩 方 、 
そし て 、1 年 半 エ スキ ス を し て くだ さっ た 先生 に 感謝 の 気持 ち で いっ 
ば いで す 。 ま だ 知ら な いこ と は た くさ ん あり ます が 、 こ れ か ら も 精 一 
本 ラン ドス ケー プ デ ザ イン と 向き 合っ て いき ます 。 


三谷 先生 
吉村 先生 
長谷 川 先生 
篠沢 先生 
福岡 先生 
高橋 先生 


回 琉 QuARRY scAPE 
武蔵 野 美 術 大 学院 デザ イン 専攻 填 築 コー ス 若杉 勇 

この 度 は 優秀 賞 を いた だ き あ り が と う ご ざ いま す 。 
今回 の 設計 は 長崎 県 東彼杵 郡川 棚町 川原 地区 に 構想 され て いる 石 木 ダム 
建設 計画 の 代替 案 で し た 。 か な り 土 木 的 な 設計 だ っ た た め 、 デ ザイ ン 的 
に どの よう な 風景 、 場 所 に し よう か 悩み まし た 。 結果 的 に は 現在 埋め られ 


村上 修一 「 ラ ンド スケ ー プ デザ イナ ー] 

滋賀 県 立 大 学 環境 科学 部 環境 建築 デザ イン 学科 教授 
熊本 県 出身 。 ハ ー バ ー ド 大 学 デ ザイ ン 大 学院 ラン ド 
スケ ー プ アー キテ クチ ュ ア 専攻 修士 課程 修了 。 長谷 
エコ ー ポ レー ショ ン に て 閣 園 設計 を 担当 。 その後 、 
京都 大 学 助手 を 経て 2004 年 より 現職 。 現職 の ラン 
ドス ケー ブ 研 究 室 に お いて 、「 風 景 の 新しい 見 方 を 生 
み 出 す ]、「 未 来 の 風景 を 描く ] 活動 を 学生 達 と 展開 
し 、 サ イト (http://www.fome-arc.jp) に て 発信 中 。 
UDC 第 1 回 まち の 活性 化 デザ イン 競技 まち づく り 
月 間 実行 委員 会 会 長 賞 、 日 本 造園 学会 研究 契 励 賞 、 
日 本 造園 学会 賞 (研究 論文 部 門 ) を 受賞 


京都 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 の 実行 委員 と し て 、 前 半 展 の 講評 会 (3 
月 9 日 ) に 参加 し まし た 。 こ の よう な 貴重 な 機会 を 頂き 、 日 比 谷 ラン ドス 
ケー ブ デ ザイ ン 展 実行 委員 の 皆さん に 感謝 の 意 を 表し ます 。 同 じ 名 前 を 冠 
する 展覧 会 で す が 、 京都 と の 違い を 実感 で きた こと が 、 大 き な 収 穫 で し た 。 

京都 で は 、 卒 業 制作 ・ 修 了 制 作 だ け で な く 、 設 計 演 習 や 自主 制作 の 作品 
も 並び ます 。 出展 者 は 学部 4 回 生 や 修 士 2 回 生 と は 限り ませ ん 。 個人 作品 
だ け で な く 共 同 作品 の 場合 も あり ます 。 卒業 制作 ・ 修 了 制 作 が 全て 出展 さ 
れる と いう わけ で も あり ませ ん 。 開催 時 期 が 秋 で ある こと か ら 、 卒 業 制作 
の 出展 者 が 講評 会 の プレ ゼン テー ショ ン を 都合 に より 辞退 する こと や 、 修 


て し まっ て いる 採石 場 を [ 掘る ] と いう 操作 で 、 高 低 差 100m の 巨大 な 風 
景 を 出現 させ 、 ダ ム の 機能 の 代替 と 生態 系 の 回 復 、 様 々 な アク ティ ビ テ ィ 
を 生み 出す 仕組 み を 提案 し まし た 。 

講評 会 で は 様々 な 実務 者 の 方 々 と お 話し させ て いた だ き 、 大 変 実り の ある 
時 間 と な り ま し た 。 関係 者 の 皆様 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 


了 制 作 の 途中 段階 で 出展 され る 場合 も あり ます 。 2018 年 より 参加 校 が 9 
校 に 、 出展 作品 の 枠 が 36 に 増え 、 出 展 作品 や 出展 者 の 幅 が さら に 広がり 
まし た 。 講評 の 組 上 に の る 作品 こそ 教員 の 投票 に よっ て 決ま り ま す が 、 優 
秀 賞 等 の 選定 は な く 、 講 評 会 終了 後 、 出展 者 全員 が ラン ドス ケー プ デ ザ イ 
ン 賞 の 橘 を 授与 され ます 。 こ の よう な 大 ら か な 枠組 み の も と 、 大 学 の 垣根 
を 超え た 教育 や 交流 の 場 と な っ て いる こと が 京都 の 特徴 だ と 考え ます 。 
一 方 、 卒 業 制作 ・ 修 了 制 作 展覧 会 で ある 日 比 谷 の 会 場 は 、 迫 力 と 緊張 感 
に 満ち て いま し た 。1 年 な いし 2 年 間 、 研 究 か ら 制 作 まで 、 自 身 の サ イト 
や 課題 に 取り 組ん で きた 軌跡 が 、 個 々 の スト ー リ ー と し て 図面 ボー ド \ 模 
型 に 立ち 現れ て いま し た 。 見 慣れ た 風景 が 違っ て 見 える よう どん な ーー 手間 
を 加え る の か 、 記 憶 の 失わ れ た 土地 や 使わ れ な く な っ た 空間 に いか な る 意 
味 を 新た に つく り だ す の か 、 レー ショ ン 技 術 の 進化 に と も な う 感覚 の 
拡張 で 何 が 可能 に な る の か 、 彼 方 の 人 と どの よう な 空間 を 共有 する の か 、 
都市 の 森 を ヒト の 場 と し て どう 守り 育て る の か 、 宇 宙 開 発 の 足元 で 起き て 
いる こと が どの よう な 景 を 成す の か 、 水 を 媒体 に 土地 と の 関わ り を いか に 
再生 する の か 。 こ うい っ た 問い か け と 答え が 見 事 に 紡ぎ 出さ れ て いま し た 。 
この よう に 東西 で 異な る ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 が 存在 する の は 、 意 


LD127 AUGUST 2019 


109 


都市 近郊 の 斬 た な 層 田 最 鶴 


都市 近郊 の 新た な 棚田 景観 
武蔵 野 美術 大 学 造形 学部 建築 学科 ラン ドス ケー ブ 専 攻 廊 田 愉 伽 

この 度 は 村上 賞 を いた だ き 誠に あり が と う ご ざ いま し た 。 ご 協力 し て く 
だ さっ た 能勢 町 役場 の 皆様 、 そ し て ご 指導 し て くだ さっ た 長谷 川 先生 に こ 
の 場 を お 借り し て お 礼 申し 上 げ ま す 。 こ の 度 の 卒業 設計 で は 、 私 の 生ま れ 
育っ た 大 阪 の 能勢 町 で 、 自然 豊か な まち を 活気 付か せる 提案 を 行い た いと 


味 の あ る こと だ と 考え ます 。 し た が っ て 、 両 展 を 毎年 見 比べ る こと が 大 切 
で し ょ う 。 現在 は 、 交 流 企画 と し て 代表 作品 を 互い に 出展 し て いま す が 、 さ 
ら に 、 双 方 の 出展 作品 の 情報 や 講評 会 の 様子 も 共有 で きれ ば と 思い ます 。 

一 方 、 海外 に 視線 を 移す と 、 例 えば 、 ア メリ カ 人 造園 家 協会 に よる 学生 表 
彰 (ASLA Student Awards、https://www.asla.org/individualaward. 
asPx?id=5060) の ジャ ン ル は 、 デ ザイ ン に 加え て 、 分 析 ・ 計 画 、 研 究 、 コ 
ミュ ニケ ーション 、 地 域 協 働 と 各 方 面 に わた っ て いま す 。 当 協会 の 雑誌 
(Landscape Architecture Magazine) で 最近 取り 上 げ ら れる 話題 も 多岐 に 
わた り 、 様 々 な 社会 問題 に 対す る 解法 の 形 は 、 従 来 の 図面 や 模型 で 表現 さ 
れ 得 る も の ば か り で は な いよ う で す 。 

両 展 に は 前 述 の よう な 違い は あり ます が 、 実 は 同じ 土 僚 に ある と も 言え 
ます 。 そ ろ そ ろ 土 僚 を 広げ る 時 か も し れ ま せん 。 


思い 、 棚田 百 選 に 選ば れ て いる 長谷 の 棚田 を 敷地 に 選定 し まし た 。 長谷 
の 棚田 は 高齢 化 ・ 過 疎 化 と いっ た 間 題 に より 耕作 放棄 地 が 増え 、 棚 田 の 
景観 が 劇 れ て いる の が 現状 で し た 。 これ は 長谷 の 棚田 景観 の 提案 で も あ 
る と と も に 、 日 本 全国 で 増加 し て いる 耕作 放棄 地 の 新た な 活用 方 法 で も 
ある と 考え て いま す 。 今回 の 受賞 を 励み に 、 今 後 も 研究 を 続け 精進 し て 
いき た いと 思い ます 。 


熊谷 玄 「 ラ ンド スケ ー プ デザ イナ ー] 
1973 年 横浜 生ま れ 。 Sr 窪 在 銀 (1985 年 一 2001 年 ) 
か ら emscapeirc (2002 年 2008 年 ) を 経て 、 2009 年 
3 月 より STGK rc (株 式 会 社 スタ ジオ ゲン クマ ガイ ) 代表 。 
2018 年 第 2 回 神 氷川 叶 築 コン クー ル 優 先 賞 : 日 野 こも 
れ び 納 飼 堂 、2018 年 グッ ド デ ザイ ン 
に わ 、 haveaYokdgra (横浜 駅 西口 6 
較 グラ ン モ ー ル 公園 、2018 年 SDA 賞 入選 ・ 九州 地区 賞 : 仙 
懇 国 ・ 沿 古 集成 館 、2018 年 第 12 回 キッ ズ デザ イン 賞 優秀 
党 ・ 少 子 人 3 岳 担当 大 臣 賞 : ナ ー サ リー ルー ムペ リー ペア ー 
測 只 木 ほか 。 


多々 た る 顔ぶれ の 講師 陣 に 向け て 、 こ こま で 重ね て きた 思考 と 温め た 熱 
量 を 純粋 に ぶつ ける 。 日 比 谷 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 の 講評 会 に 参加 し 
て 、 純粋 に この 場 が 楽し く 、 ま た 羨まし いと 思い まし た 。 学 生 に と っ て は 本 
当 に 貴重 な 機会 な の だ と 思い ます 。 参 加 し た 学生 た ちの いずれ の 作品 も プ 
ロジ ェクト の 視点 と 立脚 点 が 素晴らし く 、 その た め の リ サー チ や 表現 な ど 僕 
自身 学ぶ こと が 多かっ た で す 。 

人 類 が 地球 上 に 生息 する こと で 、 地 球 上 に どん な 風景 を 生み 出す こと が 
で きる の か 。 ラ ンド スケ ー プ デザ イン と いう 行為 が 、 単 な る 「 課 題 解決 ] や 


東京 農業 大 学 地域 環境 学部 造園 科学 科 金子 将 太 

今回 、 受 賞 で きた の は ご 指導 し て 下さ っ た 阿部 先生 並び に 福岡 先生 、 ラ 
ンド スケ ー プ の 楽し さ を 教え て くだ さっ た サマ ー ス タ ジ オ や 演習 で 指導 を 
し て 頂い た RLA の 皆さん の お か げ で す 。 こ の 場 を 借り て お 礼 中 し 上 げ ま す 。 
本 制作 で は 、 都 内 の 大 規模 緑地 で あり な が ら 私 性 の 強い 墓参 の 機能 が 主 と 


「 状 況 調整 ] の た め に 行わ れる の で は な く 、 人 が 生き る と いう 「 物 語 ] その 
も の を デザ イン する 行為 で も っ て ほし いと 思っ て いま すし 、 今回 、「 熊 谷 賞 ] 
を 選出 する に あたっ て も その 点 を 重要 視 し 、 い くつ か の 案 で 悩ん だ も の の 最 
終 的 に は 、 優秀 賞 に も 選出 され た 千葉 大 学 大 学院 園芸 学研 究 科 の 鈴木 悠介 
さん の 「 緑 煙草 地 ] を 選び まし た 。 

彼 の 案 は 「 世 界 一 美しい 発射 場 ] と 呼ば れる 種子 島 宇宙 開発 セン ター で 
行わ れる ロケ ッ ト 発 射 合 と その 周辺 、 さ ら に は ロケ ッ ト 発 射 と いう 行為 その 
も の に 対す る 提案 で し た 。 

ロケ ッ ト が 打ち 上 げ ら れる 時 に 発生 する 発射 煙 を 海 側 に 排出 する の で は 
な く 、 山 側 に 向け 、 あ ら か じ め 設 定 され た 「 緩 煙草 地 ] に 導く こと で 、 煙 の 
排出 に よる 環境 へ の 負荷 を 一 定 範囲 内 に と ど め 、 発 射 煙 を 眺め る 場 を 生み 
出す と と も に 、 発射 後 は 「 組 煙草 地 ] に 火入れ し 野焼き を 行い 「 緩 煙草 地 ] 
全体 に 多様 な 植生 群落 の 居 移 を 生み 出す 。 と いう アイ デア は 、 宇 宙 と いう 
未知 の 大 地 を 夢見 挑戦 する 行為 と 、 そ の 足元 で お こる 「 地 球 ] と いう 大 
地 が みせ る 強 さ や 美 し さ が 一 連 の 行為 の 中 で 繋が っ て 展開 し て いて 、 実際 
に この ロケ ッ ト 発 射 を 見 に いっ て みた いと 思わ せる も の で し た 。 ま た 、 ロ ケッ 
ト を 打ち 上 げ る こと に よっ て か か る 環境 負荷 を 丁寧 に 調べ あげ 、 それ ら に 対 


ェ ー ツ * あ 


な り 公 共 と し て の 機能 が 抑制 され て いる 谷中 霊園 を 対象 地 に 、 生 き て いる 
人 々 の た め の 空 間 を 挿し 込み 、 ゆ りか ご か ら 墓 場 ま で 人 生 に 寄り 添う 空間 
を 提案 いた し まし た 。 本 提案 が 少し で も 今後 の 霊園 の あり 方 が 変わ る きっ 
か け に な れ ば 幸い で す 。 今回 の 受賞 を 得 に 研 針 を 続け 、 再び 本 誌 に 名 が 記 
載 さ れる よう 励み ます 。 


し て 、 単なる 解決 の 提案 で は な く 新 た な 価値 を 提示 し よう と する 姿勢 も と て 
も 好感 が 持て ます 。 そ し て 何より も 、 ロ ケッ ト 、 種 子 島 の 植生 、 地 形 、 伝 
統 、 漁民 、 観客 な どこ の 場所 に 存在 する 様々 な 要素 を 取り 込み 、 ロ ケッ ト 発 
射 と いう 行為 を 一 つ の 「 物 語 ] と し て 語っ て いる こと が 素晴らし いで す 。 一 
方 で 、 場 の デザ イン と いう 点 に 関し て は 、 も う 一 歩 踏み 込ん で 思考 する こと 
で 、 場 の リア リティ や 形態 に 対す る アイ デア 、 実際 に ぶつ か る で あろ う 問 題 
点 か ら の 気づき な ど 、 ま だ まだ 考え られ る こと も 多い と 思う の で 、 こ の 案 を 
ここ で 止め ず に 、 し つこ く 何 度 も 見 返し な が ら 、 時 間 を か け て 成熟 させ て も 
らい た いと 思い ます 。 そ し て 、 い つの 日 か 是非 、 実 現し て 欲し いと 思い ます 。 
彼 に 限ら ず 、 最 終 的 な 造形 と いう 部 分 で は 届い て いな い 学生 が 多い よう に 
感じ まし た 。 社会 に 出る と いろ ん な 業種 、 職能 を 持っ た 人 た ちと 共同 で プロ 
ジェ クト を 取り 組む こと に な り ま す が 、 僕 ら は 、 そ の 場所 に 立ち 現れ る 最終 
的 な 風景 に つい て ディ ティ ー ル まで イメ ー ジ で きる こと が 求め られ ます 。 で 
す の で 、 そ の 部 分 は 妥協 せ ず に 立ち 向かっ て も らい た いと 思い ます 。 

いずれ に し て も 、 ラン ドス ケー プ デ ザ イン の 未来 を 感じ る こと が で きる 楽 
し い 1 日 で し た 。 


LD127 AUGUST 2019 


111 


笹原 洋平 (千葉 大 学園 芸 学部 緑地 環境 学科 ) 


ar | 


隙 端 (千葉 大 学 大 学院 園芸 学研 究 科 環境 園芸 学 専攻 ) 


三谷 徹 ( 千 葉 大 学 教授 ) 

熊谷 賞 を 受賞 し た 「 組 煙草 地 ] に 対す る ゲス ト 人 熊谷 玄 氏 の 講評 、「 デ ザイ 
ン に は 物語 性 が 重要 ] に 触発 され 、 以 下 を 記し ます 。 デ ザイ ン の 初 ま り で 
ある 「 心 象 (イメ ー ジ )] と 、 デ ザイ ン の 終わ り で ある 「 記 譜 (テキ スト )」 
に つい て で す 。「 組 煙草 地 ] は 確か に 、 課 題 発見 か ら そ の 解決 に 至る 説得 感 
※※ と 、 訪 問 者 の 視点 か ら 描か れ た 風景 の 納得 感 ※※ の ある 強い 物語 性 の あ 
る 心象 風景 を 生み 出し て いた と 思い ます 。 一 方 、 デザ イン は 、 映画 で も な け 
れ ば 小説 で も あり ませ ん 。 最終 的 に は 、 平 面 図 や 断面 図 を な り 、 ある い は ダイ 
アグ ラム な り 、 何 ら か の 形式 で 、 そ の イメ ー ジ を 結晶 させ る 方 法 が 、 記述 さ 
れ て いる 形態 言語 で な けれ ば な ら な いと 思い ます 。 テキ スト で ある と いう の 
は 、 デ ザイ ンプ ロ セ ス が 説明 され て いる と いう こと で は あり ませ ん 。 デ ザイ 
ン そ の も の が 、 様 々 な 読み 解き (イン ター プリ テー ショ ン ) を 可能 と する 自 
立 し た 形態 言語 に 結実 し て いる こと だ と 思い ます 。 も ちろ ん 、 初 まり に イメ ー 
ジ が あり 、 それ を 追い 求め た 結果 と し て の デザ イン で な けれ ば 人 を 動か す カ 
の な いこ と は 言う まで も あり ませ ん 。 人 を 風景 の 中 に 誘う 強い 心象 (イメ ー 
ジ ) を 生み 出す と 同時 に 、 壮 度 で も 読み 解く 興奮 を 与え て くれ る 記 諸 (テキ 
スト )。 日 比 谷 展 は 、 今 後 も そん な 高度 な デザ イン が みつ けら れる 場 で あっ 
て ほし いと 期待 し ます 。(※・ 水 ※ : 説得 と 納得 に つい て は 2018 年 度 篠沢 
健太 氏 の 講評 参照 ) 


関 智美 (千葉 大 学園 芸 学部 緑地 環境 学科 ) 


吉村 純一 (多摩 美術 大 学 教授 ) 

2013 年 か ら 数 えて 7 回 目 を 迎え た 日 比 合 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 は 今 
回 で 一 旦 こ の 会 場 を 離れ る 。 こ の 「 緑 と 水 の 市 民 カ レッ ジ 」 の お か げ で 、 こ 
の 公園 に 足 を 運ぶ 機会 が 増え 、 僕 に と っ て 「 伝 説 の 日 比 谷 公園 ] が [馴染 
み の 日 比 谷 公園 ] と な っ た 。 あ り が と う ご ざ いま し た 。 

学生 諸君 の 持つ 、 真 っ 直ぐ な 見 方 、 感 じ 方 、 探 究 心 か ら 生み 出さ れる 作 
品 た ち に 僕 は いつ も ハッ と させ られ て きた 。 

2013 年 の 中 村 君 の ホワ イト モデ ル と モノ クロ の ドロ ー イ ング の プレ ゼン 
テー ショ ン 。2014 年 の 本 田 君 の 「 海 を 耕す ] は その 作品 の 命名 が 印象 的 で 
あっ た 。2015 年 の 早川 さん の デザ イン 手法 へ の 提案 と し て の 感情 図 。2016 
年 は 下村 君 の 砕石 跡地 に 捧げ る 舞台 」、 2017 年 の 黒田 くん の 砂防 ダム へ 


桂川 を 対象 と し た 作品 は 級 密 な 分 析 と 手書き の スケ ッ チ の コン トラ スト の 
魅力 。 2019 年 は 鈴木 君 の 緩 煙草 地 は 説明 を 受け る こと で 魅力 が 大 きく 膨 ら 
ん で きた 。 ど の 作品 も 、 是非 その 場 に 立っ て 風景 を 感じ た く な る も の ば か り 
で ある 。 どう も 僕 は 大 地 に 少し だ け 人 が 手 を 入れ た 風景 に 惹か れ て いる らし 
い 。 こ の 連休 に 桂川 の 山崎 さん と 再生 し た 川 の 見 学 に 同行 で きた 。 川 の プ 
ロフ ェ ッ ショ ナル か ら レ クチ ャ ー を 受け な が ら 共 に 学ぶ こと が で きた 。 こ の 
展覧 会 が 卒業 ・ 修 了 時 の 貴重 な 発表 と 学び の 場 で ある の は も と より 、 同 時 
に OB・OG の 更 な る 研究 や 学び の プラ ッ ト フ ォ ー ム に な り 得 る と 感じ た 。 


青木 隆生 (東京 農業 大 学 地域 環境 科学 部 造園 科学 科 ) 


ーー SA、 こ ペ 」 


向 吉 真 央 (千葉 大 学園 芸 学部 緑地 環境 学科 ) 


長谷 川 浩 己 (武蔵 野 美術 大 学 特 任 教授 ) 

ラン ドス ケー プ デ ザ イン の 教育 の 場 が いく つか の 大 学 に 小さ く 散 ら ば っ 
て いる と いう 現状 の 中 で 、 年 に 一 度 の 日 比 谷 展 の 重要 性 と その 価値 は 本 当 に 
得難い も の で ある と 毎年 感じ て いま す 。 今年 も 各 大 学 よ り 力 作 が 集まり 、 学 
生 た ち は も と より 、 私 た ち 教 員 に と っ て も ラン ドス ケー プ デ ザ イン が 対象 と 
する レン ジ の 広 さ と その 深 さ を 再 認識 させ て くれ る 場 と な っ て くれ まし た 。 
その 中 で 最 優秀 賞 と な っ た 鈴木 くん の 作品 は 「 そ の 風景 を 一 度 は 見 て 見 た 
い ] と 思わ せる 点 で 、 一 歩 抜き ん 出 て いた と 思い ます 。 ロ ケッ ト の 発射 と い 
う 、 あ る 意味 人 間 が 作り 出す 圧倒 的 な パワ ー の イベ ント と 地形 や 生態 系 を 
読み 込ん だ デザ イン 操作 に より 、 その パワ ー と 土地 の 自然 、 人 の 営み と が 呼 
応 し あい 、 新しい 風景 を 生み 出し 、 それ が 新た な 島 の 文化 に も 発展 し うる 可 
能 性 すら 感じ させ て くれ まし た 。 

優秀 賞 の 2 点 も それ ぞ れ 、 ダ ム 建 設 に 代わ る 代 奉 案 を 同じ く (し か し 既 
に ) 人 間 が 大 地 に 刻印 し た 採石 場 跡地 を 再 利用 する こと で 地域 の 美しい 環 
境 を 守り な が ら 新 た な 観光 資源 と する こと の 可能 性 を 示し て いた り 、 流域 と 
いう 概念 に 着目 し つつ 長い 時 間 の スパ ン を 射程 に 入れ て 、 都 市 を 支え る 基 
盤 そ の も の を 徐々 に 変え て いこ うと する 未来 に 向け た 態度 表明 で あっ た り 、 
見 応え の ある 提案 で あっ た と 思い ます 。 

その ほか の 案 も 力作 揃い で し た 。 好 むと 好ま ざる に 関わ ら ず 時 代 が 大 き な 
転換 的 に ある こと は 間違い な く 、 ど の 案 も これ か ら 私 た ち は どう 行き て いく 
の か 、 そ の こと に 対す る 提案 で あっ た こと が 実感 で そ た の は 大 き な 収 穫 で 
あっ た と 思い ます 。 


高橋 宏 太 朗 (東京 農業 大 学 地域 環境 科学 部 造園 科学 科 ) 


福岡 孝則 (東京 農業 大 学 准 教授 ) 

日 比 谷 ラ ンド スケ ー ブ プ デ ザ イン 展 の 講評 会 に 参加 させ て 頂い て 2 年 目 と 
な っ た 。 出展 され た 作品 群 を 私 な り の レン ズ で 視 る と 「 時 間 ]、 [用 ] と いう 
2 つの キー ワー ド が 浮か び 上 が っ て くる 。 最 優秀 と な っ た 鈴木 の 「 組 煙草 
地 ] は ロケ ッ ト の 噴射 煙 と 一 年 に 数 回 起こ る 草地 へ の 火入れ が 重なる 瞬間 
を 切り 取り 、 時 間 の 複 層 的 な 変化 を 風景 に 閉じ 込め て いる 点 で 秀逸 で あっ 
た 。 こ れ と 対照 的 に 岡嶋 の 「 香 雨 の 風景 ] で は 神田 川 流域 に 時 間 と 共に 展 
開 さ れる グリ ー ン イン フラ の 人 骨組み を 時 間 と と も に 戦略 的 に 展開 する 対照 
的 な 作品 で あっ た と 思う 。 ま た 、 倉 田 の 「 都 市 近郊 の 新た な 棚田 景観 ] も 
耕作 放棄 地 に 新しい 利 活用 を 核 に 時 間 と 共に 変化 を 描く 美しい 作品 で あっ 
た 。「 用 ] は 場所 の 機能 や 働き と 言い 換え る こと が で きる だ ろう か 。 若杉 の 
「Quamy Scape] は 採石 場 跡 地 の 資源 を 活か し た 場所 の 再編 集 で あり 、 主 
の 「 豊 島 浄 水 ミ ュー ジア ム パ ー ク 計画 ] は 敷地 に 堆積 し た 産業 廃棄 物 と い 
う 遺 産 の 上 に 水 と 水 が 混 じ り 合 う 風景 を 重ね 合わ せ 、 記憶 が 溶け 込む よう 
な 場所 を 提案 し て いる 。 場所 の 機能 を デザ イン の 主軸 に 据え た 時 、 そ こ に 
派生 する 美しき さと は 一 体 どの よう な も の な の だ ろう か ? 生態 的 な 美 と いう 
言葉 が 頭 に 浮か ぶ 。 会 場 に は 多く を 想起 させ る 作品 が 並び 、 エ ネル ギー が 
満ち 溢れ る 場 で の 講評 会 は 素晴らし いも の だ っ た 。 この よう な 雰囲気 を つく 
られ た 運営 スタ ッ フ の 皆様 の お 力 に 心から 感謝 の 意 を 表し た い 。 


許 清 掲 ( 起 蔵 野 美術 大 学 造形 学部 建築 学科 ラン ドス ケー ブ 専 攻 ) 


篠沢 健太 (工学 院 大 学 教授 ) 

「 上 螺旋 の 一 加 り 」 

今年 も 日 比 合 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 を 無事 終了 で きま し た 。 ご 来場 者 
の 皆さま 、 ご 協賛 ・ 協 力 下さ っ た 企業 団体 の 皆さま 、 後 半 展 で 新た な 企画 を 
展開 し て 下さ っ た RLA の 皆さま 、 運 営 担当 の スタ ッ フ に 深く 感謝 し ます 。 


また 同じ 場所 に 戻っ て 来 まし た 。 前 年 の スタ ッ フ は 出展 者 と し て 、 か つて 
出展 し た OBOG は 講評 者 と し て …。 私 も この 1 年 の 間 に 、 か つて 参加 し て い 
た 京都 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 に 「 戻 っ て ] きた り し まし た 。 
今回 の 作品 は 、「 特 別 な 非 日 常 ] と 日 常 の な か の 「 ハ レ と ケ 」 に わか れ ま す 
(どの 展覧 会 ち だ いた いそ う で す が …。 千葉 大 学 鈴木 悠介 くん 「 縁 煙草 地 ] や 
向 吉 真 央 さん 「 あ か が ね の 顕 れ ] は 「 特 別 な 非 日 常 ]。 日 常 の 「 ハ レ ] は 、 葬 
送 を 扱っ た 工学 院 大 学 小宮 山 雛子 さん 「 深 い 森 の …] や 、 大 道 芸 と 夜 の 街 を 
演出 し た 千葉 大 学 関 智美 さん 「 道 化 の 夜 ] に …。「 ケ 」 は 多く の 作品 に 現れ 、 
流域 で GI を 検討 し た 工学 院 大 学 岡嶋 千尋 さん 「 香 雨 の 風景 ] に 潜ん で いま す 。 
な か で も 京都 LD 展 の 京都 造形 芸術 大 学 福田 正美 流さ ん 「 蓄 積 さ れる 風景 」 
は 、 尼 崎 住民 の 個性 や 「 洗 濯 物 ] を 許容 する 作品 性 な ど 、 京 都 展 で 気づか な か っ 
た 日 常 生活 を 営む 人 々 の 「 存 在 感 ] が 、 日 比 谷 展 で は 際立っ て 感じ られ まし た 。 
2019 か ら 2020 へ … も う 一 幼 り し た と き 、 私 た ち は 同 じ 場 所 に は 立て ま 
せん 。「 日 比 谷 展 」 の 名 を 冠 し つつ 、 再び この 場所 に 戻っ て きた 時 に 何 が 見 
える か ? 
私 た ち が どう 変 わっ て いる か ? 楽 し み で も あり ます 。 
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余 凡 (多摩 美術 大 学 環境 デザ イン 学科 建築 専攻 ) 


高橋 靖 一 郎 (株 式 会 社 LDPD JLAU) 

環境 改善 に 取り 組む に は 、 解 決 手法 と 変容 の プロ セス 、 人 々 の 関わ 
り を デザ イン する 必要 が ある 。 ラ ンド スケ ー プ デザ イン は 、 そ こ に 新 
た な 価値 を 醸成 する 可能 性 を 示唆 する 。 

鈴木 悠介 「 組 煙草 地 ] は 、 ロ ケッ ト の 噴煙 に よる 海洋 汚染 に 端 を 発 
し て いる 。 草地 へ の 影響 も 懸念 され る が 、 鮮 や か に 描か れる シー ン と 
共に 積極 的 な 提案 を 評価 し た い 。 田 木 日 奈子 「 ジ モン の 風 ] は 、 自 然 
環境 を 活か し た 新 技術 で 遠隔 地 の エ ネル ギー 問題 を 自立 的 に 解決 し 、 
風景 化 を 試み た 点 が 興味 深い 。 向 吉 真 央 「 あ か が ね の 顕 れ 」 は 、 公 害 
を 環境 浄化 する 姿 を 、 ダ ー ク ツー リズ ム を 介し て 地域 資産 と し て 活か 
す 可 能 性 を 見 せ た 。 若 杉 勇 「QUARRY SCAPE] は 、 地 域 と の 関わ り 
を 通じ て 、 ダ ム を 地域 環境 に 還 元 す る 手法 と し て 可能 性 を 感じ させ る 。 
許 清 揚 「 豊 島 浄水 ミュ ー ジ アム 計画 ] は 、 処 分 地 の 浄化 過程 を 顕在 化 
させ 、 地 域 の 歴史 と ラン ドス ケー プ の 意味 の 再考 を 促 そ うと する 点 が 
評価 され る 。 そ の 他 、 胡 博文 「 森 の 向こう 側 ] は 、 公 園 の 維持 管理 の 
過程 を 境界 部 に お いて 風景 化す る こと で 、 地 域 住民 の 生活 と の 関わ り 
を 深め る 点 に 説得 カ が 感じ られ た 。 陳 瑞 「 故 郷 の 息吹 と 共に ] は 、 中 
国 の 急速 な 都市 化 と 消滅 する 地域 性 を 、 ラ ンド スケ ー プ デザ イン を 用 
いて 融合 を 図る 点 を 評価 し た い 。 

一 方 で 、 自 然 災 害 に 対す る 提案 の 減少 が 顕著 だ っ た 。 発 災 は 予測 不 
能 で あり 、 常 に 防災 ・ 減 災 の 課題 も 意識 し て 風景 に の ぞ む こと を 心 に 
留め て お きた い 。 


佐々 木 拓哉 (多摩 美術 大 学 環境 デザ イン 学科 イン テリ ア 専 攻 ) 


田畑 友里 絵 (公益 財団 法人 東京 都 公園 協会 ) 

展示 会 場 の みどり の ① プ ラ ザ の ある 日 比 谷 公園 は 、 明 治 36 年 に 開園 し 、 
現在 、 都 会 の オア シス と し て 都民 の 憩い の 場所 と な っ て いま す 。 こ の 歴史 
ある 地 で 開催 され る 日 比 合 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 は 今年 で 7 回 目 を 迎 
え 、 例 年 、 パ ネル か ら 模 型 作 品 まで 、 学生 達 の 力作 が 会 場 全体 に 展示 され 
て いま す 。 今回 も 、 学生 達 が 設置 し た 大 型 の 模型 作品 が 20 点 余 並び 、 期 
間 中 3000 人 以上 の 来場 者 が 作品 を 熱心 に 見 て いま し た 。 講評 会 で は 、 学 
生 の 発表 と 先生 方 に よる 講評 が 行わ れ 、 各 大 学 ・ ラ ンド スケ ー プ 関係 者 の 
積極 的 な 交流 の 機会 と な っ て いま す 。 東京 都 公園 協会 は 、「 東 京 に お ける 
縁 の まち づく りや 公園 文化 の 醸成 に 対し て 示唆 に 富む 」 作品 と し て 東京 農 
業 大 学 の 金子 将 太 さ ん の 作品 「 庭 苑 墓 地 ] 東京 都 公園 協会 特別 賞 を 授与 
し まし た 。 本 作品 は 、 谷 中 霊園 の 直線 的 な 公共 緑地 空間 に 曲線 を 取り 入れ 
霊園 の 緑 の あ り 方 を 提案 し た 興味 深い も の で し た 。 今後 も 私 た ち は 、 将 来 
活躍 する 学生 達 を 応援 し 、 生 活 に 欠か せな い ラ ンド スケ ー プ の より よい 発 
展 に 寄与 で きる よう 勢 め て 参り た いと 思い ます 。 


小澤 亮太 (合同 会 社 HOC) 

後半 展 を 通じ て 

学生 達 は 自分 で は 気づい て いな い 、 そ れ ぞ れ の “ 光 ル " 可能 性 を 持っ て いる 。 
だ が それ は 、 プ レ ゼ ン テ ーション や 講評 を 行う だ け で は 表 に は 出 て こない こと も 
多々 ある 。 過 去 の 後半 展 で は 、 講 評 中 に 学生 と 講評 者 が ” 対話 "を する よう に 


「 日 比 谷 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 ] 実行 委員 会 
公益 財団 法人 東京 都 公園 協会 
公益 社団 法人 日 本 造園 学会 
一 般 社 団 法人 ラン ドス ケー プア ー キ テク ト 連 盟 
オン サイ ト 計 画 設計 事務 所 "株 式 会 社 M&N 環 境 計画 研究 所 
株 式 会 社 更 環 境 計画 株式 会 社 三菱 地 所 設計 
株 式 会 社 ラ ンド スケ ー プ ・ プ ラス 設計 組織 PLACEMEDIA 
高崎 設計 室 有限 会 社 戸田 芳樹 風景 計画 
PLATdesign "株 式 会 社 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 
株 式 会 社 LPD カネ ミツ ヒロ シセ ッ ケ イシ ツ 
: 千葉 大 学 東 京 農業 大 学 / 多 麻美 術 大 学 
武蔵 野 美術 大 学 工 学院 大 学 京都 造形 芸術 大 学 


千葉 大 学 


東京 展 業 大 学 


多摩 美術 大 学 


武蔵 野 美術 大 学 


学 了 大 学 


福田 琴美 流 (京都 造形 芸術 大 学 大 学院 芸術 専攻 午 築 ・ ラ ンド スケ ー プ 領域 ) 


提案 に 至っ た 経緯 や 、 提案 に 対す る 思い を 様々 な 視点 か ら 深く 辿っ て 行く と 、 学 
生 遅 の " 光 ル "も の を 引き 出せ る 場面 が あっ た 。 そ れ ら か ら 、 参加 学生 に と り 対 
話 が し や すい 環境 づく り を 目指 し 企画 を 進め た 。 い わ ゆる 講評 と は 一 味 間 い 、 学 
生 遅 が 程よい 緊張 左 の 中 で 考え や 思い を 伝え や すい よう 、 数 年 間 に 渡 り 後半 展 
に 関わ っ て きた 企画 メン パー に 加え て 、 より 若い 世代 の 社会 人 (後半 展 OB) を 
新た に メン バー と し て 迎え た 。 そ れ に より 、 学生 が 歳 の 近い 先輩 へ 相談 する よう 
な 感 党 で 、 講評 で は な く 対語” を 深め 、 学生 轄 の 可能 性 を より 引き 出せ る の で 
は な いか と 考え た か ら だ 。 そ の 甲斐 も あり 、 学 生 達 は 前 半 展 と は 異な り 、 型 に は 
まっ た 言葉 で は な く 、 自分 の 言葉 で 本 当 は 何 が し た か っ た の か 、 何 に 価 和 感 を 感 
じ て い る の か な どの 、 本 質 の 議論 を 深め られ た の で は な いか と 思う 。 そ こ か ら 学 
生 較 の 多く の " 光 可能 性 が 坦 間 見 られ た よう に 思う 。 ま た 、 今 年 の 後半 展 
の 特徴 と し て 、 時 代 の 流れ を 捉え た よう な 提案 が 多かっ た 。 企業 と コラ ボレー 
ショ ン し た 提案 や 、 ラ ンド スケ ー ブ と プロ ダク ト を 上 繋げ る 提案 な ど 、「 ラ ンド スケ ー 
プ xol に よっ て 、 社 会 と の 接点 を 提案 する 作品 が 多く 、 我々 企画 メン バー も 新 
た な 発見 や 電 炒 を 受け る も の だ っ た 。 

後半 展 を 通じ 、 学生 の 新た な こと に 挑戦 する 姿勢 や 、 こ れ か ら の 新しい 価値 
観 や 思想 に 触れ る 良い 機会 で あっ た と 感じ て 『 ーー 
いる 。 学生 が 学校 の 枠 を 越え 、 ま た 実 了 者 と FE】 寅 呈 
意見 を 交わ す 場 は 両者 に と り 有 意義 で ぁ り 、 に 識 - 王 3g 
今後 も この よう な 場 が 続い て 行く こと を 期待 
し た い 。 


後期 展 の ポス ター セッ ショ ン の 様子 


「 日 比 谷 ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 ] 実行 委 員 会 メン バー 


三谷 役 
殴 歯 宗 樹 
谷本 実 有 
還 部 伸 太 
横山 俊輔 
山田 和 佳 
富川 美里 岩切 葉月 小川 直哉 
久保 笑 太 郎 昔 谷 賢太 

吉村 純一 

入江 貴 道 ご コウ ショ ク 佐 藤 快 
長尾 梓 

長谷 川 浩 己 

北島 未来 福田 早 也 花 

穫 沢 鍵 太 
武 佐 騒 一 
小池 樹 


一 般 社団 法人 ラン ドス ケー プア ー キ テク ト 連 盟 

高橋 靖 一 郎 株 式 会 社 LPD 小 滞 亮太 合同 会 社 
出 立 牙 平 木子 子 HOC 小林 搭 太 、 岸 地 株 式 会 社 プ レイ ス メ デ ィ 
福岡 和則 アー 井野 貴文 株 式 会 社 グ ラッ ク 杉 山 茂樹 木 
高橋 安 太 朗 金子 本 太 。 滑 公 人 株 式 会 社 日 建設 計 高 橋 大 樹 株 式 会 社 


山崎 祥平 


ラン ドス ケー プ デ ザ イン 崎 裕 起 人 株 式 会 社 日 本 
設計 山崎 ひか り 大 成 建 設 株 式 会 社 
公益 財団 法人 東京 都 公園 協会 1 


太田 ひと み 
ラン ドス ケー プ デ ザ イン 展 
2019 の 小冊子 
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園 や 庭園 、 緑 地 の 歴史 や 自然 環境 等 に 関わ る 展示 、 東 京都 立 公園 の 情報 、 
た そこ で 活動 する ボラ ンティア の 情報 を 発信 する 「 み どり の ① 〇 ブラ ザ 」、 
緑地 や 環境 に 関す る 図書 を は じ め と する 資料 を 収蔵 ・ 公 開 す る 

「 み どり の 図書 館 東 京 グ リー ン ア ー カ イブ ス 」、 

東京 の 緑 と 水 に つい て 幅広 く 学 べ る 「 緑 と 水 の 市 民 カ レッ ジ 講 座 ] を 
実施 する 緑 と 水 に 関す る 総合 的 な 施設 で ある 。 


め 放 必 


緑 と 水 の 市 民 カ レッ ジー 一 講座 の 紹介 


緑 と 水 の 市 民 カ レッ ジ 講 座 


市 民 が 緑 と 水 に 関す る 知識 が 学べ る 講座 を 開催 し て いま す 。 
造園 (PD が 取得 で きる 首都 園 の 大 学 の 先生 や 、 研究 者 に ガー デ ナ ー 和 門 講座 初 妨 
よる 専門 的 な も の か ら 、 夏休み 等 に 子ども た ち が 楽 し く 参 

加 で きる も の な ど 、 幅広 い 世代 が 参加 で きる テー マ で 年 間 
100*! 講 座 以上 企画 ・ 運 営 し て いま す 。 公 園 や 庭園 に つい 
て 知識 を 深め た い 方 、 花 や 樹 木 に 関心 を お 持ち の 方 、 緑 と 
水 に 親しみ た い 方 、 ぜひ お 気軽 に ご 参加 下さ い 。 

※ 事 前 申込 制 で す 。 

※ 原 則 、 参加 費 が 必要 と な り ま す 。 

※ 詳 し い 内 容 に つい て は 下記 URL を 参照 下さ い 。 ドン ボ の 仁 欠 を 本 い て か よう 
https://www.tokyo-park.or.jp/college/ 3 


*1 2019 年 度 は 、 緑 と 水 の 市 民 カ レッ ジ の 和 建物 改修 工 
事 の た め 講 座 は 60 回 程度 開催 予定 で 


石神 井川 下流 、 滝野 川 ・ 王 子 な ど 江戸 か ら 東 久 留 米 市 湧 水 の 川 「 落 合川 で 魚 と り ] 
の 景勝 地 を 訪ね る 


ガイ ドブ ッ ク 表 紙 


京 グ リー ン ア ー カ イブ ス 休 館 お よび 、 レ ファ レン ス 
サー ビス 等 の 休止 の お 知ら せ 

@ こ の た び 公益 財団 法人 東京 都 公園 協会 が 運営 する 緑 と 水 の 市 5 
民 カ レッ ジ の 改装 を 行い ます 。 それ に 伴い 、 工 事 期間 中 は み ど 開館 時 間 --9:00-1700 

り の 図書館 東 京 グリ ー ン アー カイ プス は 休館 と な り 、 レフ ァ レ | 人 上 果 補 生ま 
ンス サー ビス を 一 時 休止 いた し ます 。 時 

ご 来館 の 皆様 に は ご 不便 を お の か けい た し ます が 、 な に と ぞ ど 理 ー 
解く だ さい ます よう 、 よろ し く お 願 申し 上 げ ま す 。 な お 、 緑 と 〒100-0012 


縁 と 水 の 市 民 カ レッ ジ 


https://Www.tokyo-park.or.jp/college 


緑 と 水 の 市 民 カ レッ ジ 改 装 に 伴う みどり の 図書 館 東 の う 2 


水 の 市 民 カ レッ ジ 講 座 に つい て は 通常 通り 実施 いた し ます 。 東京 都 千 代田 区 日 比 谷 公園 1-5 
期間 2019 年 4 月 1 日 (月 )- 2019 年 7 月 下旬 ( 定 ) TEL.03-5532-1306 


※ 改 装 工事 の 状況 に より 期間 が 延長 され る 場合 が ご ざい ます 。 FAX.03-5532-1307 
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ツク グ ク 


ンク クン ジジ ジグ ク 


庭 の 未来 へ ンク グン ク ググ ググ グ ググ ジグ ググ ググ ググ グ ググ ググ ググ 


グー 寺 穫 資料 研究 社 の 季刊 「 旗 」 で は 、「 庭 の 今 」 を 伝え つつ 、 
庭 N 1 WW ん 早 新 号 - バ ッ ク ナ ン バ ー の ご 案内 半角 衣 < こ と で 、 こ れ か ら の 「 族 | の 天 を 見 い だ し て いき ます 。 


No.235 2019 夏 号 暮らし を 彩る 住宅 の 庭 
等 らし を 果 る 
住宅 の 庭 | 庭 と 建築 は 不可 分 な 存在 。 本 特集 で は 、 そ の よう に 自然 と 思わ せら れる 、 庭 と 建 

築 の 関係 を 築け て いる 庭 を 取材 し た 。 作 庭 家 の 作 庭 意図 が 、 住 宅 の デザ イン や 
クラ イア ント の 住ま い 方 と バラ ンス の 取れ た 、 居 心地 良く 、 美 し い 庭 で ある 。 


造園 式 LANDSCAPE NIWATAN ダグ リー ンプ ラン 厚 澤 プ ラン ドス キッ プ 


歴史 的 町 並み に 


歴史 的 町 並み に 息づく 商家 の 庭 一 滋賀 ・ 長 浜 
北国 街道 安藤 家 文 泉 堂 プ ナガ タ 洋 品 店 湖北 観光 情報 セン ター 草野 商店 


連載 

@ 美 X 技 Vol10 佐藤 邸 / 植 華 加 藤 造園 

* NIWA SPECIAL REPORT 木 の 家 設 計 グ ラン プリ 

e NIWA INTERVIEW #20 内 山 真 文 

@ 作 庭 に 役立つ 素材 と 技術 23 駐車 場 

e 古来 の 庭園 造作 ・ 環 境 づく り に 学ぶ これ か ら の 造園 (第 5 回 ) 高田 宏 臣 
@ 未来 を 植え る 人 びと 一 植木 生産 者 を 訪ね て 一 (第 7 回 ) 石川 重明 


定価 : 本 体 2.400 円 + 税 


No.234 2019 春 号 No.233 2018 冬 号 


時 代 を 映す 空間 

寺院 の 庭 

人 々 が 祈り 、 集 う 場 と 寺院 に は 
古典 を ペー ス に し な が ら も 、 多 
様 な 現代 社会 が 反映 され た 庭 
が ある 


リノ ベー ショ ン で 蘇る 
宿 の 許 


庭 を し つら え の 「 要 」 と し て 捉え 
蘇っ た 宿泊 施設 か ら 、 宿 と 庭 に 
ある 相互 関係 を 探っ て いく 。 


@ 人 と 自然 と の 共 創 空間 リゾ ー ト ホテ 
ル の 庭 
・ 水 庭 アー トビ オト ー プ 那須 
石上 純也 建築 設計 事務 所 静 
岡 グ リー ン サ ービス 
・ は いむ る ぶし 
カゼ モニ ワン や ま と 旗 樹 園 


@ 建築 家 と 造園 家 が つく る 新しい 寺 
院 の か た ち 浅利 幸男 x 長 崎 剛 志 

@ 伝統 工法 ・ 版 筑 が もたらす 新しい 
"内装 " 谷 尻 誠 x 橋 本 善次郎 

@ SPECIAL REPORT OVERSEAS 


定価 本体 2.400 円 + 税 の コト ラジ 放 還 定価 : 本 体 2.400 円 + 税 

No.232 2018 秋 号 - No.231 2018 夏 号 
無 作為 の 作為 現代 的 自然 観 の 中 の 
経年 変化 を 愉し む 庭 普遍 性 


竣工 直後 で は な く 、 そ の 後 の 手 
入れ に よっ て 良く な っ て いく 庭 の 
法則 を 丁寧 に 掘り 下げ ます 


店 舗 の 庭 vol.2 

店 舗 空間 に お いて 、 庭 が どの よ 
うに 求め られ 、 機 能 し て いる の か 
を 読み 解き ます 


SPECIAL REPORT 
緑化 先進 国 SNGAPORE 

名 庭園 一 条 恵 観山 荘 庭園 
塚本 こなみ だ は まま つ フ ラ ワ ー バ パー ク 
プレ ゼン テー ショ ン の 極意 


@ グリ ー ン スペ ー ス の 新しい か た ち 

@ 「 伝 統 庭園 技 塾 | 東日本 大 震 災 復 
興 記念 庭園 築 庭 事業 

@ 明か り と 聞 が 織り な す 夜 景 の 演出 


定価 : 本 体 2.400 円 + 税 定価 : 本 体 2.400 円 + 税 


クン ンク クジ ジグ ジジ クン ジジ ジジ ググ ググ クジ クジ クタ グ ク クジ ググ ジグ クジ ググ ンク ク クジ ク ググ ク ク グ ググ ジ ググ ジグ ク ググ ググ ググ クジ ググ ググ ググ クジ ググ ジグ ググ ジ クジ ク ググ クジ ググ ググ ジグ ググ ググ ググ ジグ クジ グ ググ ググ ンク ググ ジグ ググ ググ ググ 


定期 購読 の お すす め 馬 刊 「 庭 NIWA] を 毎号 、 確 実に 手 に 入れ る な ら 、 定 期 講読 が お すす めで す 。 送料 も サー ビス に な っ て お 得 で す 。 


@ 定 期 購読 料金 送料 サー ビス 1 年 4 冊 (1・4・7・10 月 1 発売 ) -\9.600 (税別 ) 
@ 定 期 購読 ・ 最 新 号 ・ バ ッ ク ナ ン バ ー・ 別 香 な どの ご 注文 は こち ら 
建築 資料 研究 社 出版 部 htp://www2.ksknet.cojp/book/ 。 庭 オフ ィ シ ャ ル サ イト http://niwamagnet 富士山 マ ガ ジ ン サー ビス http://wwwwfujisan.cojP/niwa 


form http://13DL.CO 


中 中 人 浴 謀 Fax : 03-3496-7387 (( 称 マルモ 出 版 ) 


サス テ ナ ブ ル 社 会 の まち づく り 
海外 の 実務 者 と の 対話 か ら 見 えて 来る も の 


著作 者 : 澤田 謎 二 + 大 月 敏 奴 十 国 際 シ ン ボ ジュ ウム 主 師 


Machizukuri in a Sustainable Society 

What is effective machizukuri in a globalizing society 
Editor & Author: SAWADA Seii 
OTSUKI Toshio + Symposium Panelists 


4373 戸 /209he 
3516 戸 /75ha 
1302 戸 /19ha 0 
540 戸 /3ha 540 DU/3ha 
310 戸 /5ma Mat0DU75ha 
1214 戸 /13ha 1214 DU713hal 
2500 戸 /31ha 2500 Du/31ha 
4600 戸 /31he 4600 DU/31a 
09 和仁 144 戸 /1Bna 09 144 DU / 18ha 
10: *800 戸 /18sha 10 4600 pu/185la 


生生 ・ 人工 靖 生 プ ロジ ェクト 


31: 本 市 3690.000 人 /427km p7427km 
ます) 1.3900o0 人 /40t7km p/4017km 
23: 山 二 <25000 人 1242km 425.000p./1242km 


2 42000 人 /42km 42.000p 7426km 


20 紀信 に 銘 ま る 丘 頃 生 まちづくり の 事 
25: ま 出町 CU 取 ) ( 75 人 /162km 


人 人 294000 人 16172rm 3334000 p 76172m 
国 著 者 
画 目 次 澤田 誠二 サス テ ナ ブ ル 社 会 の まち づく り 国際 シン ポジ ュ ウ ム 講 師 
口絵 近代 まち づく り の 発端 、 近代 都市 の 形成 、 成 長 な き 時 代 還 発 行 / 交 マル モ 出 版 
訟 章 サス テ ナ ブ ル 社 会 : 「 御 威 」 か ら の 解放 の 先 に ある も の 和英 億 記 、 本 文 120 頁 、A4 判 変型 、 フ ルカ ラー、 並 製 ソフ トカ バー 


1 章 サス テ ナ ブ ル 社 会 の まち づく り を 日 独 対比 的 に と ら え る こと 東京 会 議 
2 章 ドイ ツ と 日 本 で 進む まちづくり プ ロジ ェクト に お ける アプ ロー チ 東京 会 議 
3 章 首都 圏 ・ 神 奈川 で 進め られ た 団地 再生 ・ ま ち づ く り と その 転換 横浜 会 議 


4 章 「 環 境 の 滋賀 ] で 考え 、 進 め て 来 た サ ステ ナブ ル な まち づく り 滋賀 会 議 
5 章 エピ ロー グ : グロ ー バ ル 化 する サス テ ナ ブ ル な まち づく り の 課題 と 展望 9 (税込 ・ 送 料 別 ) 


【 お 申込 方 法 】 下 記 の 欄 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、Fax で マル モ 出 版 まで お 申込 くだ さい 。 そ の 後 商品 と 払込 取扱 票 を お 送り し ます 。 
銀行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 上 記 金 額 に 送料 170 円 (1 冊 ) 、 500 円 (2 冊 以上 ) を 加え た 金額 を 下記 1 の 口座 に お 振込 くだ さい 。 
郵便 貯金 口座 を ご 利用 の 方 は 、 届 きま し た 払込 取扱 票 を 用 いて 下記 2 の 口座 に お 振込 くだ さい 。 

【 お 振込 先 】 1 . 三菱 UFJ 銀行 渋谷 中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マル モ 出 版 

2. 郵便 貯金 口座 口座 番号 : 00170-4-70822 株 式 会 社 マル モ 出 版 ※ 振 込 手数 料 は ご 負担 下さ い 


ご 連絡 先 (Tel) 


株 式 会 社 


〒150-0036 東京 都 渋谷 区 南平 台 町 4-8 南平 全 ア ジア マン ショ ン 708 
V 革 出 版 TEL.03-3496-7046 FAX.03-3496-7387 Mail : maru@marumo-p.co.jp (アド レス が 新しく な り ま し た ) 


住み や すい 


ap/6 Cry を つく る 


福岡 孝則 ・ 遠 藤 秀平 ・ 槻 橋 修 編著 


本 当 に 生活 の 質 が 高く 、 豊 か に 生き られ る 、 住 みや すい 都市 と は 何 か ? 
[LiVable City (住み や すい 都市 )」 と いう 新しい コン セプト に 基づき 、 世 界 の 行政 EC aa 

担当 者 や デザ イナ ー が 語る リバ ブル シテ ィ の ピジョン (戦略 ) と アプ ロー チ を 紹介 し 、 Fiva り je む /fy を ウ ぐ る 
国内 外 の パブ リッ クス ペー ス か ら 展 開 され る 最新 の リバ ブル シテ イィ 事例 や 提案 を 解 

説 。 都市 に 住む 豊か さや 新しい 価値 を 探し 、 行 動 する あら ゆる 人 の た め の 一 用 。 ee 


第 1 章 リバ ブル シテ ィ の ン と アプ ロー チ 
較 リ パブ ル シ テ ィ を つく る 福岡 地 則 [神戸 大 学 大 学院 工学 研究 科 建 築 学 専攻 持続 的 住 環境 創成 講座 (積水 ハウ ス ) 
待命 人 准 教授 / Fd Landscape 主宰 ] 田 ニ ュー ヨー ク 市 の Livable City 戦略 : パブ リッ クス ペー ス か ら は じ め よ う ! ジェ フ 
ク 市 都市 計画 局 都市 デザ イン ・ デ ィ レ クタ ー / チー フ 都市 デザ イナ ー] 圧 人 、 場 所 、 そ 
ド ジャ ー ジ ー 工 科大 学 建築 デザ イン 学部 准 教授 、Interboro Partners パー ト 
ン 市 の リバ パ ブル シテ ィ 戦 略 と 都市 ラン キン グー スマ ー ト で リバ ブル な 未来 の 都市 創成 に 向け て 一 オー ス 
ティ ン ・ レ イ 【[ 元 メル ボル ン 市 スマ ー ト シテ ィ オ フィ ス ・ プ ラク ティ スリ ー ダ ー , Planning for Change] 田 ' 場 所 を 共有 す 
る "一 人 間 の た め の パ ブリ ックス ペー ス と 都市 を つく る 一 サー シ ニー 市 ASPECT Studios 
デ 玉 人 が 人 を 集め る 。 住み や すい 街 と 移住 論 
2 ョ ン ] Livable City の つく りか た パネ リス ト ォ 了 
ズ 、 モ デレ ー タ ー : 福岡 地 則 、 通 訳 : 山田 知 奈 | 細 2 ウ の ステ イリ ブル < ジン 水循環 発想 する 者 
市 天 壇 デザ イン レオ ナル ド ・ ウ ン [ラン ドス ケー プア ー キ テク ト Ramboll Studio Dreiseit| Singapore 代表 ] 較 ド イツ 
の サス テイ ナブ ル ・ デ ザイ ンー 気象 と 環境 性 能 か ら 建 築 ・ 都 市 を 構想 する ヤン ・ メ ナー ト 【[ ク ライ メイ ト ・ エ ン 
Transsolar, Germany] ー ト ラン ド 市 の グリ ー ン イン フラ (Gil) 戦略 最前 線 一 夢 か ら 実 践 へ 30 年 間 の Gil 展開 に 
つい て 語る ドー ン ・ 内 山 [米国 ポー トラ ンド 市 環境 局 ア シン ス タン ト ・ デ ィ レク ター (グリ ー ン イン フラ 担当 )] 


第 2 章 パブ リッ クス ペー ス か ら リ パブ ル シ テ ィ を 考え る 
画 Bottiere-Chenaie Eco District 一 水 か ら 発 起す る エコ ロジ カル 街区 の デザ イン 、 パ ブリ ックス ペー ス を 核 に し た 「 健 康 
的 な 都市 の 創成 」、 パ ブリ ックス ペー ス か ら の 都市 再生 一 ニュ ー・ オ ー ル ド ・ マ ー ケ ッ ト ス クエ ア 、 ブ ラウ ン フ ィ ー ル ド ( 工 
業 跡 地 ) を 活か し た リバ パブ ル シ テ ィ 、Water for All 一 水 を 媒介 と し た 人 間 、 都 市 、 自 然 の 新しい 関係 性 、 コ ー ト ヤー ド 
HIROO 一 多様 な 価値 観 を も つ 人 々 が 混じり 合う 田 都 心 の 公園 を 育て 
る ここ ろ み 一 リ パ ブル シテ ィ を めざし て 一 村上 アテ ィ ブ 代表 理事 (アー バン ピ A4 変型 (W225mm x H297mm) 
クニ ッ ク 事 務 局 長 )] オー ルカ ラー 


第 3 章 リバ パブ ル シ テ ィ の つく り 方 提案 編 本 文 : 144 頁 
還流 淡 デ ザイ ン 都 市 ・ コ ル ゲー ト 銅 板 を 用 い 段 階 的 供給 に よる 拡張 可能 な 設 住宅 の 提案 F[ 神 
戸 大 学 大 学院 工学 研究 科 建 築 学 専攻 教授 、 建 築 家 ]、 景観 と の バラ ンス を 目指 し た 
津波 避難 タワ ー の 提案 〒、 高 | [神戸 大 学 大 学院 工学 研究 科 技術 職員 ] 較 リ パブ ル シ ティ の 新しい 条 
件 レジ リエ ント な 社会 を 導く デザ イン 手法 機 村 修 [ 入 戸 大 学 大 学 了 工 学研 究 科 半 築 学 専攻 准 教授 、 建築 家 ] 


人 1.「 失 われ た 街 」 模型 復元 プロ ジェ クト 、2. 気仙 沼 み らい 計画 大 沢 チー ム 、3. 氷見 朝日 山 
公園 コミ ュ ニ ィ イデ ザイ ン 、4. SANNOMIYA2016 プロ ジェ クト 一 つく りな が ら 考え る 一 較 持 続 的 雨水 管理 を 核 に し た グ 
リー ン イ ン フ ラ 福岡 地 則 画 神 戸 大 学 X モ ナシ ュ 大 学 国際 ワー クシ ョ ッ プ "Livable City KOBE' LIVABLE CITY 神戸 の ふ 入 ・※ 料 別 
5 四 (税込 ・ 送 料 別 ) 


お 申し 込み 方 法 : 下記 の 欄 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、FAX で マル モ 出 版 ま で お 申し 込み 下さ い 。 そ の 後 商品 と 払込 取扱 票 を お 送り し ます 。 
銀行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 上 記 人 金額 に 送料 170 円 (1 冊 ) 、500 円 (2 冊 以 上 ) を 加え た 金額 を 下記 1 の 口座 に お 振込 下さ い 。 
郵便 貯金 口座 を ご 利用 の 方 は 、 届 きま し た 払込 取扱 票 を 用 いて 下記 2 の 口座 に お 振込 下さ い 。 
お 振込 先 : 1. 三菱 UF 銀行 渋谷 中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 
2. 郵便 貯金 口座 口座 番号 : 00170-4-70822 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 ※※ 振 込み 手数 料 は ご 負担 下さ い 。 


お 問合せ 先 : ご 不明 点 ・ ご 要望 等 ご ざい まし た ら お 気軽 に ご 連絡 下さ い 。 
意 マ ル モ 出 版 〒150-0036 東京 都 渋谷 区 南平 台 町 4-8 南平 全 ア ジア マン ショ ン 708 号 
TEL. 03-3496-7046 FAX. 03-3496-7387 E-mail: maru@marumo-p.cOo.jp 


ご 注文 日 モ 月 日 ご 注文 冊数 
会 社名 ・ お 名 前 ご 連絡 先 (TEU) 


一 般 社 団 法人 リバ パブ ル シ テ ィ 


と 上 


nform 


ンプ フォ メー ショ シン 


① 


第 3 回 景観 ・ ラ ンド スケ ー ブ プ 総 合 展 
出展 者 募集 中 (7 月 26 日 〆 切 ) 


日 本 最大 級 の 建築 ・ イ ン テ リ ア 等 の 展示 会 と し て 毎年 


開催 され る Japan Home & Building Show に お いて 、 
今年 も 景観 ・ ラ ンド スケ ー プ を テー マ と し た 専門 展示 
会 が 開催 され る (第 3 回 )。 本 展示 会 は 建築 の 屋外 空間 
か ら 街 路 、 広 場 や 公園 、 そ の 他 都 市 空間 を 形成 する 様々 
な 景観 資材 に 焦点 を 当て た も の で あり 、 今 年 も 「 ジ ャ 
パン ホー ムシ ョ ー] 「 団 地 ・ マ ンション リノ ベー ショ 
ン 総 合 展 」 等 の 関連 展示 会 と 共に 開催 され る こと と 
な っ た 。 現在 出展 者 を 募集 し て いる 。 
玉 出 展 申 込 期間 2019 年 7 月 26 日 ( 金 ) ま で 
※6 月 28 日 ( 金 ) ま で 早期 申込 割引 あり (事務 局 必着 ) 
罰 展 示 会 開催 期間 2019 年 1 月 13 日 ( 水 ) 15 日 ( 金 ) 
※ ほ か 6 展示 会 と 同時 開催 (詳細 は 下記 URL 参照 ) 
罰 会 場 東京 ビッ グ サ イト (江東 区 有明 3-11-1) 
還 問 合せ (事務 局 ) <( 一 社 ) 日 本 能率 協会 産業 振興 セン 
ター 内 (東京 都 港 区 芝 公 園 3-1-22) 
TEL : 03-3434-1988( 土 日 祝 以外 の 9:30 一 18:00) 
Mail : jhbs@jma.or.jp 
圏 URL http://Www.imaorjp/homeshow/ 


2019 年 度 土木 学会 デザ イン 賞 
エン トリ ー 募 集中 (6/30〆 切 ) 


(公社 ) 土木 学会 景観 ・ デ ザイ ン 委 員 会 が 主催 する 土 
木 学会 デザ イン 賞 (2001 年 創設 ) は 、 公 募 対象 を 広く 
土木 構造 物 や 公共 的 な 空間 に 求め 、 計画 や 設計 技術 、 
制度 の 活用 、 組 織 活動 の 創意 工夫 に より 周辺 環境 や 
地域 と 一 体 に な っ た 景観 の 想像 ・ 保 全 を 実現 し た 作品 、 


国土 交通 省 、 ガ ー デ ン ツ ー リ ズム 登録 制度 
を 2019 年 4 月 に 創設 


5 月 30 日 の キッ クオ フイ ベン ト よ り 1] 


国土 交通 省 は 、 地 域 の 庭園 や 植物 園 を 連携 させ る ご 


と に よる 観光 振興 を 図り 、2019 年 4 月 、 ガ ー デ ン 
ツー リズ ム 登 録 制度 (庭園 間 交 流 連携 促進 計画 登録 


| 制度 ) を 創設 し た 。5 月 30 日 ( 木 ) に は 横浜 情報 文 人 


セン ター 情 文 ホ ー ル (神奈 川 県 横浜 市 ) で キッ クオ | 
フイ ベン ト が 開催 され 、 第 1 回 登録 証 交付 式 お よび 


: 登録 団体 (下記 ) に よる 取組 紹介 等 が 行わ れ た 。 


罰 第 1 回 登録 計画 と 地域 (6 件 ) 北海 道 ガ ー デ ン 街道 ( 北 


| 海道 大 雪 地 域 一 十勝 地域 )、 ガ ー デ ン ネ ッ ク レ ス 横 浜 ( 横 


お よび それ ら の 実現 に 貢献 し た 関係 者 や 関係 組織 の | 


顕彰 を 行っ て いる 。 過去 18 年 間 で の 表 昌 作 品数 は 計 
176 点 。 近年 は 受賞 対象 作品 も 広がり 、 小 規模 な が ら 
も 地域 の 日 常 生活 の 魅力 づく り に 貢献 し て いる 作品 や 、 


防護 机 な どの 普及 品 の デザ イン 性 を 高め て 公共 空間 の : 


質 の 底上げ を 図っ た 製品 な ど が 表彰 され て いる 。 

現在 、2019 年 度 の エン トリ ー お よび 作品 応募 を 受付 し 

て いる (応募 に 先行 し て エン トリ ー が 必要 ) 。 

玉 募 集 期間 エントリー : 6 月 30 日 (日 ) ま で 
応募 書類 : 7 月 1 日 (月 ) ま で ※ 当 日 消印 有効 

玉 募 集 対象 作品 

河川 海岸 港湾 空港 等 の 公共 空間 ・ 公 共 施設 や 橋梁 ・ 

堀 堤 ・ 水 門 ・ 間 門 ・ 堤 防 等 の 構造 物 等 、 実 現し た も の 。 

ある い は 公共 空間 で 標準 的 に 使用 され る 製品 や 材料 ( 製 

品 ・ 材 料 は すでに 複数 の 使用 実績 が ある こと が 条件 ) 

画 応 募 方 法 / エ ント リー シー ト 、 作品 説明 書 、 応 募 書 

類 デー タ を 下記 事務 局 へ 提出 ( 各 フ ォ ー マ ッ ト は Web サ イ 

ト (下記 URL 参照 ) より ダウ ン ロ ー ド 可 ) 

玉 書 類 送 付 先 ・ 問合せ (デザ イン 賞 事務 局 ) 
〒160-0004 東京 都 新宿 区 四谷 1 外 涯 公園 内 
(公社 土木 学会 景観 ・ デ ザイ ン 委員 会 デザ イン 賞 事務 局 
Mail : prizeGjsceorjp 

還 URL http://designrprize.sakurane.jp/ 


120 LAND5CAPE DE5IGN 


道路 . 街 ・ 街 並み 広場 : 公 園 駅 舎 ・ 


浜 市 )、 富 士 * 箱 根 * 伊 豆 「 皇 室 ゆ か り の 庭園 ] ツ ー リ ズム 
(神奈 川 県 ・ 静 岡 県 )、 に い が た 庭園 衝 道 (新潟 県 )、 ア メイ 
ジン グ ガ ー デ ン ・ 浜 名 湖 ( 静 岡 県 )、 宮 崎 花 旅 365( 宮 崎 市 ) 
玉 査 委員 会 長浦 井 史郎 (東京 都市 大 学 特別 教授 ) 
画 審 査 委員 倉重 祐二 (新潟 県 立 植物 園 園長 )、 小 林 
茂 ( 線 JTB パ ブリ ッ シ ン グ 「 ノ ジュ ー ル |] 編集 長 )、 須 磨 侍 
津江 (フリ ー ア ナウ ン サ ー)、 田 中 伸彦 (東海 大 学 観光 学 
部 観光 学科 教授 )、 作 木 波 奈 子 ( 和 ビズ 出版 代表 取締役 ) 
玉 問 合せ "国土 交通 省 都市 局 公園 緑地 ・ 景 観 課 

緑地 環境 室 担当 (脇坂 、 和 田 、 藤 井 ) 

TEL : 03-5253-8111 (直通 は 03-5253-8420) 
一 URL http://www.mlit.g.jp/toShi/park/toshi_ 
parkgreen_gardentourism.html 


TODAY js -Next Generations of DAIDO MORIYAMA- 
ソニ ー ス クエ ア 渋 谷 プロ ジェ クト で 開催 中 


ソニ ー ス クエ ア 渋 谷 プ ロジ ェクト (渋谷 区 ) で は 、 現 在 
「SHIBUYA/ 森 山大 道 /NEXT GEN] プロ ジェ クト の 第 
1 弾 と し て 、 デ ジタル ネイ ティ ブ 世 代 で ある 新進 気鋭 
の 若手 フォ トグラフ ァ ー8 名 が 渋谷 の 街 を 舞台 と し た 
作品 を 日 替わり で 展示 する イベ ント を 開催 する 。400 


| 枚 以上 に お よぶ 作品 で 会 場 が 埋め つく され る ほか 、 毎 


日 更新 され る フォ トグラフ ァ ー 自 身 に よる 作品 に 関す 
る 音声 ガイ ド や 、 一 般 来場 者 が 自身 で 撮影 し た 写真 を 『 


| Istagram に 投稿 する こと で 、 会 場内 に 自分 の 作品 を 展 
| 示 で きる Instagram 連 動 プ ログ ラム 「SHIBUYA PHOTO 


SCRAMBLE] も 実施 。 そ の 他 、 ス トリ ー ト スナ ッ プ の 
ワー クシ ョ ッ プ な ど 多 彩 な 催し が 予定 され て いる 。 


| 田 開 催 期間 2019 年 6 月 6 日 ( 木 ) 一 7 月 29 日 (月 ) 
| 男 営 業 時 間 。 11:00 一 21:00 (入場 料 無料 ) 


プロ ジェ クト 
(東京 都 渋谷 区 神南 1-21-3 渋谷 MODI 1F) 


田 URL https://www.sony.CO.jp//squgre-Shibuyapj/ 


【 四 国 化成 工業 綿 】 空間 デザ イン コン テス ト 
作品 募集 の お 知ら せ (8 月 5 日 が 切 ) 


国 化成 工業 約 は 、 同 社 製品 を 採用 し た 施工 作品 を 全 
か ら 募 集 し 、 優 秀 な 作品 を 表彰 する 「 空 間 デ ザイ ンコ 
ン テ ス ト ] を 今年 も 開催 する 。 第 26 回 目 の 開 催 と な る こ 
の コン テス ト で は 、 住 宅 ・ 店 舗 の 内 外装 や 、 住 宅 エ クス 
テリ ア ・ 景 観 エク ステ リア な どの 幅広 い ジ ャ ン ル か ら 優秀 
な 施工 作品 を 募集 する も の で あり 、 ラ ンド スケ ー ブ 分 野 
に 深く 関わ る ジャ ン ル も 多い 。 現在 、Web サ イト 等 で 作 
品 の 募集 を 行っ て いる 。 (過去 の 受賞 作品 ほか 、 コ ン テ 
スト の 詳細 に つい て は 下記 URL 参照 ) 

玉 募 集 期間 2019 年 8 月 5 日 (月 ) ま で 

田 応 募 資格 ^ エ クス テリ ア 、 内 装 、 外 装 、 舗 装 の 
いずれ か の 設計 に 携わる 法人 また は 個人 

較 応 募 作 品 条件 四国 化成 工業 帆 の 製品 を 使用 し 
施工 完了 し て いる 現場 で 、 施 主 の 応募 承諾 が 得 ら 
れ て いる 作品 で ある こと 。 

玉 応 募 方 法 。 Web サ イト (下記 URL) 内 の 応募 フォ ー ム 
より 画面 の 指示 に 従っ て 応募 。 そ の 他 、 所 定 の 応募 用 
紙 か ら の 応募 も 可能 。 

玉 応 募 部 門 ( 全 8 部 門 ) プア ー ト ウォ ー ル 部 門 、 車 
車庫 まわ り 部 門 、 住 宅 の 門 ・ 堀 まわ り 部 門 、 庭 まわ 
り 部 門 、 景 観 の 門 ・ 堀 まわ り 部 門 、 公 共 空間 部 門 、 
内 装 材 部 門 、 外 装 材 ・ 舗装 材 部 門 

較 結 果 発表 2019 年 11 月 下旬 

罰 問 合せ ご TEL : 0120-212-459 

還 URL http://kenzaishikoku.co.jp/Contes/ 


吹田 市 円 山 町 大 規模 戸 建 住 宅 プ ロジ ェ ク 
ト ( 仮 称 ) 始 動 。2019 年 秋 に 街 び らき 


大 林 新 星 和 不動 産 費 は 大 阪 府 吹田 市 円 山 町 に お いて 、 
全 303 区 画 の スケ ー ル で 大 規模 戸 建 住 宅 プ ロジ ェ ク 
ト を 始動 する 。 こ の エリ ア は 都会 中 心 部 で は 希少 と 
いえ る 第 一 種 低層 住居 専用 地域 が 大 部 分 を 占め る 風 
致 地区 で あり 、 街 びら き は 2019 年 秋 を 予定 し て いる 。 
本 プロ ジェ クト は 「 持 続 可 能 な 開発 の た め の 2030 
アジ ェ ン ダ ] に よる SDGs へ の 取組 の 一 環 と し て 推 
進 さ れる も の で あり 、 大 阪 大 学 や 吹田 市 と 協 働 す 
る 産学 官 連携 事業 で も ある 。 さ ら に 、 国 土 交通 省 
より サス テ ナ ブ ル 社 会 を 目指 す モデ ル 事 業 と し て 、 
大 規模 戸 建 住宅 開発 に お ける 戸 建 住宅 の 新築 プロ 
ジェ クト と し て は 初 の 「 サ ステ ナブ ル 建 筑 物 等 
先導 事業 ( 省 CO。 先 導 型 )] に 採択 され 、 高 い 期待 が 
寄せ られ て いる 。 
玉 所 在 地 / 大 阪 府 吹田 市 円 山 町 76 

( 旧 千 里山 グラ ウン ド 跡 地 ) 
玉 敷 地面 積 開 発 面積 : 77.456.59 (23.436 坪 ) 

宅地 面積 : 49.763.00m(15.057 坪 ) 
画 総 区 画数 303 区 画 
較 問 合せ (吹田 市 円 出町 プロ ジェ クト 準備 室 ) 

TEL : 06-4705-0028 FAX : 06-4705-0131 
画 URL https://www.OSre.CO.jp/ 


2019 年 度 生物 分 類 技能 検定 
7 月 1 日 より 受験 申込 受付 開始 


1999 年 より 毎年 実施 され て いる 生物 分 類 技能 検定 は 、 
生物 に 関心 を も つ 人 を 対象 に 分 類 の 知識 向上 を 目的 と し 
て 野生 生物 や 自然 環境 の 調査 ・ 保 全 を 担う 人 材 を 育て る 
と と も に 、 動 物 分 類 学 や 植物 分 類 学 の 発展 を 促し 、 野 生 
生物 調査 に 関わ る 生物 技術 者 の 育成 、 自 然 環境 調査 の 


精度 向上 へ の 貢献 等 を 目的 と し た 資格 試験 で ある 。 試 験 


は 難易 度 ご と に 1 一 4 級 の 4 段階 に 分 か れ 、1・2 級 の 登 
録 者 は 環境 省 の 一 般 競争 (指名 競争 ) 参加 資格 申請 ] 
の 有 資 格 者 と し て 認め られ て いる 。 そ の ほか 、 林 野 庁 や 
地方 自治 体 な どの 自然 環境 に 関わ る 調査 ・ 保 全 業務 等 
の 入札 資格 と し て も 取り 入れ られ て いる 。 
自然 共生 型 の 持続 可能 な まち づく り の 重要 性 が 叫ば れ 
る 中 、 屋 外 景観 に 関わ る 事業 者 ある い は ラン ドス ケー プ 
デザ イナ ー に と っ て も 有意 義 な 資格 と いえ る 。 
田 運 営 (一 財 ) 自然 環境 研究 セン ター 
罰 試 験 日 - 2019 年 11 月 10 日 (日) ※1 一 4 級 共通 
玉 受 験 申込 期間 1 級 : 郵 送 7/1 一 8/23 
2 級 : ネ 小 7/1 一 9/2、 郵送 771 一 8/23 
3 級 :7/1 一 9/13 ( ネ 小 ・ 郵 送 共通 ) 
4 級 :7/1 一 9/13 ( ネ 小 ・ 郵 送 共通 ) 
※ 3・4 級 は 学校 検定 あり (詳細 は 下記 URL 参照 ) 
較 受 験 手数 料 - 1 級 :12340 円 2 級 :7.710 円 3 級 
5140 円 4 級 :3.080 円 ※ 問 題 集 (本 体 1.451 円 + 税 ) 
罰 受 験 申込 方 法 Web サイ ト より 申込 また は 郵送 
(その 他 試験 の 詳細 は 下記 Web サ イト 参照 ) 
田 問 合せ 一 般 財団 法人 自然 環境 研究 セン ター 
生物 分 類 技能 検定 事務 局 
所 在 地 〒130.8606 東京 都 里田 区 江東 橋 3.3-7 
TEL : 03-6659-6110 (平日 9:3017:30) 
FAX : 03-6659-6320 (24 時 間 受付 ) 
一 URL http://wwwJjwrc-orjp/ 


「 東 京 イ ンタ ー ナ ショ ナル ・ ギ フト ・ シ ョ ー 
LIFEXDESIGN」 で 、 DIY・ ア ウト ドア ・ サ ス 
テ ナ ブ ル ・ ア ー ト を テー マ に し た 見 本 市 開催 


則 ビ ジネス ガイ ド 社 が 開催 する 「 東 京 イ ンタ ー ナ ショ 
ナル ・ ギ フト ・ シ ョ ー 秋 2019 第 6 回 LIFEXDESIGN] 
で は 、DIY・ ア ウト ドア ・ サ ステ ナブ ル ・ ア ー ト の 4 つ 
を テー マ に し た 見 本 市 が 特別 企画 と し て 開催 され る 。 
会 場 東京 ビッ グ サ イト 青海 展示 棟 
玉 開 催 日 時 - 2019 年 9 月 3 日 ( 火 ) 一 6 日 ( 例 ) 
10:00 一 18:00 (最終 日 の み 16:00 ま で ) 
玉 入 場 料 無料 (事前 登録 制 ) 
画 主 な 出展 社 消費 財 関 連 業 界 の 国内 メー カー・ 輸 
人 商社 ・ 欧 米 メ ー カ ー な ど 
玉出 展 企 業 数 約 4.000 社 見 込 ( 同 時 開催 展 含 む ) 
玉 主 な 出展 商 材 ご アク ティ ブ デ ザイ ン & ハ イク オリ 
ティ グッ ズ 、 フ ラ ワ ー グ リー ン ・ 国 芸 用 品 、 ア ー ト 、 ス 
テー ショ ナリ ー、 キ ッ チ ン ウ ェ ア & ユ ー テ ン シ ル 、 カ ッ 
トラ リー& ツ ー ル 、 フ ロア & パ ス ま わり 、 ペッ ト グ ッ ズ 、 
アウ トド ア 用 品 、 ス ポー ツ & プ レイ ング ・ グ ッ ズ (遊戯 
グッ ズ )、 観光 物産 品 、 福祉 ・ 介 護 用 品 、 防災 ・ 非 常用 品 、 
小売 店 向け 販売 支援 ・ 経営 支援 関連 商品 ほか 
玉 問 合せ (事務 局 ) TEL : 03-3843-9711 
FAX : 03-3843-9850 Mail : nhaga@giftshow.cojp 
一 URL hitps://www.giftshow.co.jp/tigs/life6/ 


【JLAU 特 別 シン ボ ジ ウム 】 Common lssues 
世界 が 日 本 の ラン ドス ケー プ に 期待 する こと 。 


JLAU IFLA 委 員 会 で は 、2021 年 の IFLA-APHR 大 会 日 
本 開催 に 向け て 、 日 本 や 世界 が 抱え る 共通 課題 を > 

い 出し 、 テ ー マ 毎 に 連続 シン ボ ジ ウ ム を 開催 する こ 
と を 予定 し て いる 。 そ の 第 1 弾 と し て 開催 され る 6 月 
29 日 の 会 に お いて は 、JLAU の ステ ー ク ホル ダー で あ 
る 世界 銀行 防災 ハブ の 竹本 祥子 氏 、 東 北 に て IFLA 気 
| 候 変 動 WS を 終え た IFLA 日 本 代表 の 上 原 三 知 氏 、 世 
界 銀行 グリ ー ン イン フラ WS に 参加 し た 中 島 直 弥 氏 。 


日 本 と 世界 が 共有 する 課題 を 探り 、 世 界 が 日 本 
き 期待 し て いる こと を 知る 機会 と な る 。 
| 画 会 場 -TKP 段 下 
| (東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 3-4 柳川 ビル ) 
画 開 催 日 時 ご 6 月 29 日 ( 土 )15:0017:00 
|  ※ 各 親 会 は 17:00 一 18:00( 要 事前 申込) 
男 参 加 旨 無料 ( 穏 親 会 は 2.000 円 ※ 学 生 1.000 円 ) 
画 主 催 JLAU( 一 社 ) ラン ドス ケー ブ 連 思 
硬 コ ー デ ィ ネ ー タ ー- 保 清 人 (JLAU IFLA 委員 長 ) 
画 プ ログ ラム ※() 内 は 講師 
1. 東北 IFLA 気 候 変動 WG の 報告 と IFLA2021 大 会 

(上 原 三 知 IFLA 日 本 代表 ) 
2. 国 際 機 関 ・ 国 際 協 力 の 分 野 が ラン ドス ケー プ に 
| 期待 し て いる こと 
| (竹本 祥子 世界 銀行 東京 防災 ハブ 防災 専門 官 
3. 世界 銀行 グリ ー ン イン フラ WS で 見 えた 
| ラン ドス ケー ブ の 可能 性 (中 島 直 弥 机 日 建設 計 
| 都市 部 門 都市 基 修 計画 グル ー プ 計画 部 ) 

4. ア フリ カ の 課題 と 日 本 に 何 が 可能 か ( 東 テ ィ モ ー 
| ル 編 )? ( 吉 開 千代 第 一 還 芸 ) 
| 較 問 合せ (事務 局 ) Mail : jiauiflajapan@gmail.com 
] 田 URL http://jlau.orjp/ 


日 本 の デザ イン 振興 政策 アー カイ ブ 
5 月 30 日 より 資料 ・ 文 献 類 を Web 公 開 開始 


| ( 公 財 日 本 デザ イン 振興 会 (東京 都 港 区 ) は 、 戦 後 の 
| 日 本 が 進め て きた デザ イン 行政 と 振興 に 関わ る 資料 
| 文献 を 、2019 年 5 月 0 日 より 専用 Web サ イト 「 デ ザ 


JICA に て アフ リカ 支援 を 行っ て いた 吉 開 千代 氏 と 共 


上 


イン 振興 政策 アー カイ ブ ] を 通じ て 公開 し て いる 。 同 


| アー カイ ブ は 公立 大 学 法人 静岡 文化 芸術 大 学 (静岡 
| 県 浜松 市 ) と 日 本 デザ イン 振興 会 に よる 連携 プロ ジェ 


上 クト と し て 2018 年 か ら 整 備 が 進め られ て きた も の 


で あり 、 こ の た び 第 一 段階 が 終了 、 確 認 で きた 資料 
| 文献 約 230 件 を 一 覧 表 と し て 、 特 に 重要 度 の 高い 約 
| 130 件 に つい て の 文献 資料 を PDF 形 式 で 収録 ・ 公 開 
する こと と な っ た 。 文献 は 下記 アー カイ ブ よ り 、「 中 
小 企業 振興 」「 人 材 育成 」「 国 際 交 流 」 等 の 振興 の 分 


野 や 、10 年 ご と の 時 代 区 分 、 さ ら に フリ ー ワ ー ド を 使っ 


て 検索 する こと が 可能 。 デ ザイ ン 振 興 政策 の 歴史 を 紹 
介する 「 デ ザイ ン 振 軸 の あゆ み ] や 、 主 要 文 献 ・ 事 業 
つい て 解説 し た 「 &] な どの コン テン ツ も 充 
実 し て いる 。 今後 も 収集 ・ 整 理 が 継続 され 、2020 年 
春 を 目途 に 新た に 約 200 件 の 公開 が 予定 され て いる 。 
画 ア ー カ イブ hittps://design-archives.jp/ 
玉 問 合せ (( 公 財 ) 日 本 デザ イン 振 虹 会 ) 

TEL : 03-6743-3776 Mail : info@jidp.orjp 
田 URL https://wwwJjidp.or.jp/ 


第 17 回 日 比 谷 公園 ガー デニ ング ショ ー 2019 
ガー デン コン テス ト 作 品 募集 の ご 案内 


す 
ライ フス タイ ル 
ガー デン 部 門 の 出 
品 作品 (2018 年 ) 
毎年 恒例 、 日比谷 公 園 ガ サー デニ ング ショ ー が 今年 も 10 
月 に 開催 され る 。 噴水 広場 を 中 心 と し て 各種 テー マガ ー 
デン や コン テ ナ ガ ー デ ン 、 ハ ン ギ ング パス ケッ ト 等 、 計 
4 種類 の 作品 が 展示 され る 。 現在 、 各 部 門 の コン テス 
ト 作 品 を 募集 し て いる (詳細 は 下記 URL 参照) 

玉 開 催 日 時 - 2019 年 10 月 19 日 ( 土 ) 一 27 日 (日 ) 
10:00 一 16:30 (最終 日 は 16:00 ま で ) 
玉 展 示 場所 日比谷 公園 (千代 田 区 日 比 合 公園 1-6) 
※ 噴 水 広場 ・ 第 二 花 壇 ・ に れ の き 広場 な ど 
玉 応 募 締切 "2019 年 8 月 2 日 ( 金 ) 必 着 
※ ガ ー デ ン 部 門 、 ラ イフ スタ イル ガー デン 部 門 の 
出品 者 は 、8 月 22 日 ( 木 ) の 説明 会 へ の 参加 必須 
罰 募 集 部 門 / ガ ー デ ン 部 門 (テー マ 「 和 ・ 技 ・ 美 … 
庭 か ら 緑 の 都市 へ ])、 ラ イフ スタ イル ガー デン 部 門 (テー 
マ 「 美 ・ 食 ・ 住 一 暮らし を 楽し む ガ ー デ ニン グー))、 
コン テ ナ ガ ー デ ン 部 門 、 ハ ン ギ ング バ パス ケッ ト 部 門 
玉 応 募 方 法 -Web サ イト (下記 URL を 参照 ) よ り 応 募 
用 紙 を ダウ ン ロ ー ド し 、 必 要 事 項 を 明記 し て 8 月 2 日 
( 金 ) ま で に (必着 ) 下 記 窓 口 まで Mail ま た は 郵送 で 。 
玉 コ ン テ ス ト 窓 口 ・ 問 合せ ( 費 ラ ンド 内 ) 
〒136-0073 東京 都 江東 区 北砂 6-27-14 
TEL : 03-5635-9955 (平日 10:00-16:00) 
Mai : hibiyags@landne.jp 担当 : 矢部 
一 URL http://www.hibiya-gardening-Show.com/ 


[講義 】「 日 比 谷 公園 第 一 花壇 で 学ぶ 日 本 の 園芸 ・ 
日 本 の 育種 」「 日 比 谷 公園 第 一 花壇 の ギボウシ 」 


2018 年 春 に リニュ ー ア ル さ れ た 
日 比 谷 公園 の 第 一 花壇 は 、 日 
本 を 代表 する 育種 家 が 作っ た 
植物 と 日 本 伝統 の 葉 物 な ど で 構 
成 され て いる 。 本 年 は 5 月 より 、 
植 栽 設計 を 担当 し た 奥 峰 子 氏 
に よる 講習 会 が 実施 され て お り 、7 月 に は 夏 の 花壇 で 大 き 
な 存在 感 を 誇る ギ ボ ! いて の 講義 が 行わ れる (主催 : 
(公社 ) 園 芸文 化 協会 )。 ギ ボウ シ の 品種 や 栽培 、 管 理 
手法 か ら 、 夏 の 花壇 の 管理 に つい て の ノウ ハウ を 座 学 で 学 
び 、 その 後 花 殻 摘み や 除草 な どの 実習 が 予定 され て いる 。 
(グリ ー ン アド バイ ザー「GA 園 芸 CPD 制 度 ] ポ イン ト 対 象 講座 ) 
画 会 場 日 比 谷 図書 文化 館 4F スタ ジオ プラ ス ( 小 ホー ル ) 
画 開 催 日 時 2019 年 7 月 17 日 ( 水 ) 13:30-16:00 
玉 講 師 奥 峰子 (公社 ) 園 芸文 化 協会 常務 理事 ) 
玉 定 員 -30 名 (先着 順 で 受付 ・ 要 事前 申込) 
玉 参 加 費 "2.500 円 (申込 方 法 は 下記 URL 参照 ) 
画 申 込 ・ 問 合せ (公社) 園芸 文化 協会 

所 在 地 東 京都 文京 区 本 和 卿 1-20-7 安藤 ビル 202 号 室 

TEL : 03-5803-6340 (平日 100017:00) 

FAX : 03-5803-6341 Mail: enbun@soleilocnnejp 
面 URL http://wwwengeibunkaorjp 
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TOdUCtS 
プロ タダ クト 


時 い 日 の 途 具 エリ ア の 安全 性 を 向上 させ る 
熱中 症 対策 設備 「 熱 中 見 守り 対 


左 - 表 示 ユ ニッ ト 


右 - 測 定 ユ ニッ ト 


猛暑 日 が 当たり 前 の よう に 続く 昨今 の 日 本 の 夏 で ある が 、 そ れ で も 屋外 
で 身体 を 動か し て 遊び た く な る の が 子供 の 性 で ある 。 内 田 工業 が 提案 す 
る 「 熱 中 見 守り 対 】 は 、 気 温 を 測る 「 測 定 ユ ニッ ト 」 と 、 暑 さ 指数 (WBGT) 
を 見 える 化し て 伝え る 「 表 示 ユ ニッ ト 」 の 2 つが 無線 また は 有線 で つなが 
り 、 府 中 症 の 危険 度 を 子供 に も わか りや すく 且つ 親しみ や すい 表示 で 告 
知 する 遊び 場 用 の 熱中 症 対策 プロ ダク ツ で ある 。 一般 的 な 測定 装置 と 異 
な り 、 子供 の 高 さ に 測定 セン サー を 設置 し 、 子供 目線 で の 暑 さ ・ 危 険 度 
を 算出 で きる 点 が 大 き な 特 徴 。 こ と れ は 車椅子 利用 者 に と っ て も 嬉し い ポ 
イン ト で あろ う 。 公園 や 遊び 場 に マッ チ す る 、 ポ ボッ プ な デザ イン も 秒 力 だ 。 


内 田 工業 株 式 会 社 
Tel.052-352-1811 Fax.052-351-1326 
Http://www.uilLCOJjp/ 


真夏 の 屋外 を 快適 に する 、 ダ イキ ン の 屋外 用 エア コン 
アウ ター タワ ー 


風量 最大 毎 分 28.8m 価格 ご オー プン 価格 


野外 フェ ス な どの イベ ント や カフ ェ テ ラス な ど 、 何 か と 屋外 に 出る 機会 
も 多く な る 夏 。 そ の 一 方 で 、 近 年 の 猛暑 日 の 連続 は 日 本 全国 で の 深刻 な 
問題 と な つて いる 。 ダ イキ ン の 屋外 用 エア コン アウ ター タワ ー は 、 本 体 
か ら 前 後 左右 4 方 に 向かい 、 約 3m 先 ま で 冷風 を 届け る こと が 可能 。 屋 
外 に クー ルス ポッ ト を 設け る こと が で きる 。 一般 的 な エア コン に お ける 
室外 機 と 室内 機 が 一 体 と な っ た 構造 を し て お り 、 冷 媒 配管 工事 が 不要 な 
の で 設置 が 簡単 か つ 置き 場所 を 選ば な い の も メリ ッ ト 。 公 園 ・ 広 場 等 で 
の 屋外 空間 で の 催し で は 、 と り わ け 活 躍 が 期待 され る 。 


ダイ キン 工業 費 
Tel : 0120-88-1081 (コン タク ト セ ンタ ー) 
URL : https://Wwww.daikin.COjp/ 
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空き スペ ー ス を 花 で 彩り た い 時 の た め に 
実咲 シリ ー ズ 景観 用 ポリ ュー ム バッ ク 


種類 ネモ フィ ラ 、 レ ン ゲ 、 葉 の 花 、 そ ば の は な 
内 容量 (1 疲 ) / ネ モ フ ィ ラ ・ レ ン ゲ ニー 約 3m 分 、 葉 の 花 ・ そ ば の は な = 約 5m 分 
発売 開始 2019 年 7 月 上 旬 以 降 希望 小売 価格 300 円 (税別 ) 


サカ タ の タネ が 提供 する 草花 ・ 野 菜 ・ ハーブ 類 の 統一 絵 袋 ブラ ンド 「 実 
咲 (みさ き )】 シ リー ズ よ り 、 容 量 が アッ プ し て より 広い 面積 に 対応 で 
きる 景観 用 ポリ ュー ム バ ッ ク が 4 種類 ライ ン ナ ッ プ に 加わ る 。 家 庭園 革 
用 バッ ク で は ある が 、 公 園 や 公共 の オー ブン スペ ー ス な ど で も グラ ンド 
カバ ー と し て 活躍 で きる 植物 で あり 、 隙 間 が で き て 殺風景 に な り が ちな 
街中 の 花壇 な ど を 爽やか に 彩っ て くれ る こと だ ろう 。 比 較 的 育て や すい 
の も 大 き な メ リッ ト で あり 、 手軽 に “お 花畑 "を 創出 で きる 逸品 と いえ 
る 。 全 国 の 種苗 店 や 園芸 店 、 ホ ー ム セン ター、 サ カタ の タネ ガー デン 
セン ター 横浜 で 間もなく 発売 開始 と な る 。 


株 式 会 社 サ カタ の タネ 
Tel.045-945-8804 ( 花 統括 部 ) 
https://Sakataseed.Co.jp 


STAND BY HOME 初 の 
和 モ ダン シリ ー ズ の 家 
LOWAS (ロワ ス ) 


カラ ー. WHITEX BROWN、BLACKX BROWN、GREENx OLIVE 
サイ ズ 。 1F 床 面積 86.36nf(26.12 坪 )、2F 床 面積 49.49m(14.97 坪 ) 、 
延 床 面積 135.85m (41.09 坪 )、 ウ ッ ド デッキ 13.24m(4.00 坪 ) 


シン プル か つ 飽 きのこ な い デ ザイ ン と 住み 心地 の 良さ で 人 気 の 平屋 ブ ラ 
ンド 「STAND BY HOME (スタ ンド バイ ホー ム )」 より 、 こ の た び 初 の 
和 モ ダン テイ スト ハウ ス 「LOWAS (ロワ ス )」 シリーズ が 発売 され た 。 
まず 目 に つく の が 、 古 民家 を 連想 させ る 静か で 趣 の ある 風情 と 、 無 垢 材 
の ぬく も り と 優し さ を 合わ せ た フ ァ サ ー ド 。 地 元 木材 を 活用 し て いる ほか 、 
大 屋根 と ウッ ド デ ッ キ に 設け た 下 屋 が 夏 の 日 差し を 遮り 、 冬 の 緩やか な 陽 
光 を 取り 入れ る こと で 快適 な 暮らし を 保つ 。 内観 に も 和 テ イス ト を ふん だ 
ん に 採用 し 、 地 域 環境 に 配慮 し つつ 未 永く 暮らせ る 環境 を 実現 し て いる 。 


映 タ カカ ツ 建 材 
Tel : 0120-956-403 (スタ ンド バイ バー トナ ー ズ 本 部 ) 
URL : http://standbyhome.jp 


OOKS 
ブッ ク 


太田 喜 二郎 と 藤井 厚 二 日 本 の 光 を 追い 求め た 画家 と 建築 家 


目黒 区 美術 館 ・ 京 都 文化 博物 館 著 青 幻 舎 発行 
B5 変 型 判 ・148 頁 定価 :2.700 円 (税込 ) 


本 書 は 、 目 黒 区 美術 館 と 京都 文化 博物 館 に お いて 、4 一 9 月 に 巡回 ・ 開 催さ れる 「 太 田 喜 二 
郎 と 藤井 厚 二 」 展 の 公式 図録 兼 書籍 で ある 。 近 代 京都 の 洋画 界 で 活躍 し た 画家 太田 喜 二 
郎 と 、 近代 建築 界 を リー ド し た 建築 家 藤井 厚 二 。 絵 画 と 建築 と いう 全く 異な る ジャ ン ル で ある 
が 、 この 2 人 は 京都 で 密接 な 文化 的 交流 を 交わ し 、 互い に 刺激 し 合う 関係 で あっ た 。1924 年 
に は 藤井 の 設計 し た 太田 邸 が 竣工 し て お り 、 藤 井 が 生涯 で 手掛け た アト リエ は この 1 軒 の み 
だ っ た と 言わ れ て いる 。 本書 で は 、 明 治 以降 の 近代 化 の 進む 京都 を 生き た 2 人 の クリ エイ ター 
に 焦点 を 当て 、 豊 富 な 作品 写真 や 図面 等 を 軸 と し て その 制作 人 生 を 追い か け て いる 。 純粋 に 
近代 の 作品 集 と し て も 楽し め る し 、 互 い の 影響 を 受け た 面 や 現代 作家 の 作品 と の 相違 点 を 探し 
て みる の も いい だ ろう 。 前 述 の 太田 邸 ト リエ も 10P 以 上 に わた っ て 掲載 され 、 内 外観 共に 写 
真 ・ 図 面 ・ 模 型 等 を 交え て 詳し く 解説 され て いる 。 


座 の 小串 は な 
枯 Mk6 導 有史 の 名 


「 春 の 小川 」 は な ぜ 消 えた か 渋谷 川 に みる 都市 河川 の 歴史 


田原 光 泰 著 特 之 潮 発行 
B6 判 ・226P 定価 :1.944 円 (税込 ) 


誰 も が 一 度 は 耳 に し た こと の ある 文部 省 唱歌 春の 小川 」。 その 舞台 で は な いか と 推察 され て いる 
の が 、 渋 谷 区 の 中 心 街 を 流れ る 渋谷 川 で ある こと は あま り 知ら れ て いな い 。 た だ 、 歌 が 生ま れ た 
100 年 以上 前 と 同様 の スミ レ が 咲き メダ カ の 泳ぐ よう な 往時 の 川 の 姿 は 、 現 在 の 渋谷 川 か ら は 失 
われ て し まっ て いる 。 本 書 は 、 近代 化 に 伴い その 都度 姿 を 変え て いっ た 渋谷 川 を 中心 に 、 都市 部 
を 流れ る 中 小河 川 の 歴史 や 利用 の 形 な ど を 追究 し て いく 、 都 市 の 小川 の 研究 書籍 と いえ る だ ろう 。 
時 に その 存在 に すら 気づか ず 過 ご し て し まう 街 中 の 「 小 川 ] で ある が 、 よ り 人 の 生活 環境 に 近い か 
ら こ そ 、 暮らし の 変化 に 翻弄 され 、 小川 も また 姿 形 を 変え ざる を 得 な か っ た 背景 が よく わか る 。 ま た 、 
本 書 は 2 部 構成 で 、 第 2 部 で は 実際 に 渋谷 川 流域 を 歩き な が ら 、 より 詳し い 歴史 や 今 の 街 の 姿 な 
ど を 辿る 内 容 と な っ て いる 。 巻末 に は 付録 と し て 、 渋 谷川 と その 支流 の 地図 が つい て いる の で 、 本 
書 と 共に 携帯 し つつ 自ら 流域 を 歩い て みる の も 面白 いで あろ う 。 


葉っぱ は な ぜ こ ん な 形 な の か ? 植物 の 生き る 戦略 と 森 の 生態 系 を 考え る 


林 将 之 著 講談社 発行 
19cm・211 頁 定価:1.512 円 (税込 ) 


日 頃 街中 を 歩い て いて 見 か ける 街路 樹 や 洪 木 の 葉 を 見 て いる と 、 そ の 色 や 形 の 多様 さ に 驚か され 
る こと も 多い で あろ う 。 郊外 の 自然 地 に 足 を 運べ ば 、 な お さら それ を 実感 する は ず だ 。 丸い 形 の 葉 
に 、 切 れ 込 み の あ る 葉 、 あ る い は 秋 に 真っ 赤 に 染まる 葉 …… 例 を 挙げ けれ ば キリ が な い が 、 で は 植 
物 の 葉 は どの よう な 理由 で そん な 形 に 進化 (た の か ? これ は 図鑑 な ど に も 減 多 に 記さ れ て いな いこ 
と で ある 。 本 書 は 、 樹 木 図鑑 の 作家 で あり 、 同 時 に 樹木 鑑定 サイ ト 「 こ の き な ん の き 』 主宰 で も 
ある 著者 が 、 自ら の 実体 験 を 元 に 葉 の 進化 の 謎 と お も し ろ さ を 探究 し 、 植物 が 長年 か け て 培っ て き 
た “生き る 戦略 " の 謎 を 紐解く 1 冊 で ある 。 同時 に 、 多 く の 課題 を 抱え る 日 本 の 森 ・ 自 然 に つい 
て 、 ラ ンド スケ ー プ の 世界 の 人 間 と は また 培う “樹木 の 専門 家 " の 視点 か ら 考 察し 、 見 解 を 述べ 
て いる 点 も ポイ ント で あろ う 。 お 楽し み コ ン テ ン ツ と し て 、 花 や 葉 を 用 いた 心理 テス ト の ペー ジ も 掲 
載 。 読 了 後 に は 、 身 近 で 毎日 見 か ける 何気ない 植物 に も 興味 ・ 愛 着 が 湧く か も し れ な い 。 
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LAINDSCLAPE 


DESIG IN パック ナン バー の ご 案内 


屋 一 ER 識 ho1-4 No6-8 Ne20 no23-24 No41 Ne48 No60-61 ne.65 No75 No84 no91-92 ne97 Na103 ne106 ne108 


一 
LANDSCAPE DSCAPE LANDSCAPE | LANDSCAPE 
DESIGN =" 5IGN * DESIGN = | DESIGN や = 
の ま も ブ <D 生物 多様 性 の 全 宙 重 多 と リノ ベー ショ ン 


No.73 [2010 年 8 月 号 No74 [2010 年 10 月 号 ] No75 [2010 年 12 月 号 No76 「201 年 2 月 号 


自立 で きる 地域 を 目指 す 生き も の と 共に つく る これ か ら の 都市 デザ イン に 求め られ る 新しい 都市 の イメ ー ジ を つく り 出 す 
小さ な 町 の まち づつ くり 生物 多様 性 の 開発 デザ イン 公園 の よう な 居場所 都市 緑化 と り / ペ ーション 
(人 売 ) 


No77 |2011 年 4 月 号 


No.78 「2011 年 6 月 号 ] 
都市 デザ イン の 最前 線 を 追う 
アジ ア の ラン ドス ケー プ 


ラン ドス ケー プ か ら 捉え る 
パプ リッ ク デ ザイ ン 


No81 「2011 年 12 月 号 
安全 で 心地 よい 
公園 の スケープ 


No82 2012 年 2 月 号 
ラン ドス ケー ブ ワ ー ク ス 2011 


No80 [201 年 10 月 
東京 と 大 阪 に 見 る 
水辺 都市 の 複 活 


No79 |2011 年 8 月 号 ] 


駅 の ラス ケー プ 


LANOSCAPe Desi6n 


UI 
中 呈 


No.87 |2012 年 12 月 号 
団地 再生 と シテ ィ ス ケー プ ・ 
デザ イン 


No.86 [2012 年 10 月 号 | 
緑 の 風 が ふき ぬけ る 
美しい 東京 の 公園 へ 


2013 年 2 月 号 
ンド スケ ー プ ワー クス 2012. 


No85 「2012 年 8 月 号 
東京 スカ イツ リー タウ ン * と 
街 つり 


No83 「2012 年 4 月 号 NoB4 「2012 年 6 月 号 ] 
特別 養護 老人 ホー ム の 埋 と オー プン スペ ー ス の 価値 
「 新 し い 風景 」 を 求め て ( 静 売 ) 


No.89 「2013 年 4 月 号 ] 
第 29 回 全国 都市 緑化 フェ ア 
TOKYO REPORT 


No90 2013 年 6 月 号 ] 
街 を リノ ペー ショ ン す る 


No93 [2013 年 12 月 号 
今 、 欧 米 で 話題 の 
環境 先進 都市 


No94 |2014 年 2 月 号 
ラン ドス ケー プ ワー クス 2013 


No91 [2013 年 8 月 号 ] No.92 「2013 年 10 月 号 ] 
公園 を も っ と 楽し く 進 び 環境 を 考え る 
(人 売 ) ( 売 ) 


LAND5CAPE DE5IGN 


No95 「2014 年 4 月 号 ] 
大 阪 に セン トラ ル バ ー ク を ! 


No.96 [2014 年 6 月 号 ] 
欧州 ラン ドス ケー ブ の 
ニュ ーッ ェ ー ブ 


人 と 都市 を 繋ぐ 縁 の ラン ドス ケー ブ 
定価 1.995 円 ( 完 ) 

特 和 晴海 アイ ラン ド ト ト ンス クエ ア 植 和 理 
が 育む 14 年 旧 の 緑 の 景 、 プ テ シ ティ 清和. 
服 当 地 ほ か インタビュー] 谷本 良平 ( 晴 
滋 コ ー ポ レー ショ ン 代 家 ) Workts 東急 ハー ヴェ 
クラ ブ 幸 放 人 豆 山 プ ラン ドス ケー プ デ ザイ 


No98 2014 年 10 月 号 
地域 に 開か れ た 

キャ ン パ スラ ンド スケ ー プ 

十 価 1.995 円 

結 業 愛知 学 芝 大 学名 拭 公 園 キャ ン パス の 
ラン ボス ケー ブ 、 立 條 大学 3 つの キャ ン 
バウ ブラ ン 。 [時 度 ] 「 条 の 協和 の 主 
と ラド スケ タープ 新党 妨 生 の 計 


No99 2014 年 12 月 号 ] 

コン パク トシ ティ と まち つく り 
定価 1.995 円 

特 全 相 の 華 キ ャ ン パ スシ ティ ラン ドス ケー 
プ 、 コン バク ト な まち づく り (富山 県 富山 市 )、 
つる お か ラン ド ・ バ ンク 事業 、 サ イン が 支え 
る 光 の まち づく り 、 世 界 海 洋 村 醒 想 他 
Worls 江南 ザ ・ ヒ ル ご 佐々 木 本 二 硬 コン 


ン 、 ワ テ ラス / 千 代田 区 立 小 公園 GA 画 近 案 を めぐ っ て 他 WWorks ヤン マー マリ ー ナ サル タン ト 環境 デザ イン 研究 所 、 あ さり かわ 北 

ヤマ ザキ 等 他 補 載 清 上 正幸 の 建築 ・ ラ ンド ホテ ル セト レ マ リ ー ナ 琵琶 湖 芦 涯 産 一 彩 都 ガー デン / まち な か の オア シス ・ リ ゾー ト 

スケ ー ブ の 旅 、 東 日 本 大 震 災 複 異 REPORT 寸 往 田 純一 他 高野 ラン ボス ケー ププ : 、 緑 花 計 他 

発想 考 楽 の すす め 他 IMre [書評 ] 風 暴 と コー カル ガ パ ナ ンス 他 

Ne100 [205 年 2 月 ーーーーー 一 ] Neo1 ot5 年 4 有 No.102 2015 年 6 月 明 

「 ラ ンド スケープ デ ザイ ン | ANDSCAPE | シル クロ ー ド 注 温 LANDSCAPE | 士 木 か ら 見 た ラン ドス ケー ブ 
DESIGN  -mw DESIGN  -w 

20 年 の 変遷 定休 1995 円 =* キ ss を 2 シャ スタ ーッ 。 | 定価 1.995 幅 

定価 1.995 円 特 祥 中 日 ラン ドス ケー ブ 合 作 の 方 向 性 を 探 = ュー ニニ ーー 特集 | 合 固 公園 、 通 測 用 水 下 韻 出 水 交 の 

ラボ ス ケー プ デ ザン 】 の テー マー る 中国 国司 フォ ー ラ ム 2014、 人 人 [全土 本 り 5 見 た ラン ドス ケー プ 

ワー Wo ラン ドス ケー プ ブ ワー クス 0 人 和 市 広西 チワ ン 誠 自治 区 人 Wc の 可能 人 人 分 御 が つく る 土木 

本 2 医 条 セ ンタ ー 和田 橋 ブ 東駅 寺 の 人 に 「 光 の 約 峡 、 高 の 洛 国 明寺 


ロジ エト 痢 田 村 地区 第 一 市 地 
机上 事業 人 高 原 の 家 新 寺村 ビル ディ 
ング 前 広場 リフ レク ュ 束 備 ご フト ラ ジャ ヤ 本 
物 国 人 Mee 旋 本 の ラボ スケ ー ブ ブ ロダ クン 


日 設計 ・ ジ ェ イア ー ル 東日本 コン サル 
タン ツ (株) 創価 大 学 中 内 教育 日 
計 ・MS・ 有 設計 東京 他 Me 世 下 必 
上 拉 人 会 名 古屋 大 会 2015、 ラ ボド スケ ー 
プ デ ザイ ン 100 号 記念 交 六 会 他 


2 大 手 町 の 区 Works 箱根 山 テラ スバ オ 
ン サ イト 計画 設計 事務 所 、 札 帳 市 北 3 上 
広場 日 本 設計 、Okazaki Vila 本 加 
床 千 More SEGES 社会 ・ 境 刺 
地 評価 シス テム 人 


に 


LANDSCAPE 
DESIGN wm 


0 


Ne.103 [2015 年 8 月 号 ] 
駅 前 再開 発 と まち づく り 


定価 1.995 円 ( 売 ) 

基 国 立場 人格 神宮 外苑 の 頂 
境 と 新 立 有 技 壇 の 右 と 向上 に 関す る 
提言 日 学会 更 境 学 委員 会 市 
自然 と 坦 境 分 和 会 特集 折 山 スカ イ テ ラス 、 
区 駅 辺 各 備 プロ ジェ クト 、 日 向 市 駅 及 
び 各 前 辺 地区 デザ イン 他 VWorks きき 
川 員 り の 調 代 … 苗 開進 
えび の 涼風 園 ソ ラ ・ ア ソシエ イツ 他 More 
日 此 倫 ラ ンド スケ ー プ デザ イン 属 2015 他 


LANDSCAPE 
DESIGN -w 


No.104 「2015 年 10 月 号 

まち を 快適 に する 緑化 マネ ジメント 
定価 1.995 円 

絢香 千 新 た な 信昌 思 自 へ の 甘い ジル ・ 
クレ マン 連続 課 演 会 、 現 代 フレ ンチ ・ ラ ンド 
スケ ー ブ の 一 断面 ジル ・ ク レマン の 府 と 公 


百 集 としま エコ ミュ ー セ ゼタ ウン 的 ラ ンド ス 
ケー ププ ラス 、OHANA 者 長 谷 エ コー ポ 
レー ショ ン 他 Wors お と め 山 公園 


信 計 画 ・ 設 計 石 川 電子 二 東京 ラン ド 
スケ ー プ 研究 所 他 More TOKYO GREEN 
2020 FORUM 2nd Round 他 


LANDSCAPE 
Dp 


No105 [2015 年 12 月 号 
ラン ドス ケー プ ・ ア ー バ ニズム 
定価 1.995 円 
罰 氏 所 言 第 2? 殖 明治 神宮 の 礎 と 新 国立 
庶 技 場 新 国立 名 持 場 と 周辺 環境 の 今 和 
森本 暫 之 、 ラ ンド スケ ー プ ・ ア ー バ ニズム 
その 本 質 と 日 本 に お ける 可能 作 。 財 土 自治 
圏 を 育む 中 村 良 夫 他 Works 玉川 大 学 
久米 計 人 導 山 箇 室 プ ラン ドス ケー ブ 
デザ イン 、 奈 委 の 麻 荒木 和 園 設計 More 
新山 口 駅 に 「 垂 下 の 庭 」、 守 成山 口 市 ター 
ミサ ル バ ー ク 他人 


No.106 |2016 年 2 月 号 

ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2015 
定価 1.995 円 (発売) 

特集 桜上水 ガー デン ズー ラン ドス ケー プ ・ 
プラ ス 、 生長 の 府 赤坂 / 原 寅 いのち の 
樹林 "ご フィ ー ル ド フォ ー・ デ ザイ ン オ フィ ス 
水 傘 設 設計 本 郎 、 プ ラウ ド シ ティ 暫 大 阪 
馬 コ ン サル タン ト 環境 デザ イン 研究 所 
TOYOSU22 グリ ー ン クロ スプ ロジ ェクト 
日 本 設計 + オ ン サイ ト 計画 設計 事務 所 他 
IMORE 自 鍛 か ら 学ぶ 一 竹川 清和 きん の 閑 づ 
CO) 


LANDSCAPE 
DESIGN -w 


No.107 [2016 年 4 月 号 ] 

震 災 復 具 の た め の 

「 コ ミュ ニテ ィ 」 づつ くり 

定価 1.995 円 

特集 石和 ・ 川 の 上 プロ ジェ クト 、 地 域 の 
灯 市 民 の 手 で 進め る 尼 尋 の 大 づく り 、「 三 
陵 人 つ な で 邊 多 学 校 」 の 活動 、 プレ ー バ パク 
ス て ん ば く プ レー バー ク 小 屋 再 雄 プロ ジェ ク 
ト Worts オム ロン ヘル スケ ア 新 本 社 ご ラン 
ドス ケー ブ デ ザイ ン 。 茶木 市 拓 町 地区 防 
人 公園 区 机 代 ヘッ ズ 大 阪 、Le Mont 
Fu Ate6er kaba 他 


No108 [2016 年 6 月 号 

公園 を 楽し む パ ー ク マネ ジメント 
定価 1.995 円 (人 売 ) 

特 和 東京 の パー クマ ネジ メン ト 、NPO 法人 
ハマ の トウ ダイ パー クキ ャ ラバ パン 、 朝 施 の 栖 、 
氷見 朝日 山 公園 、 都 心 の 公園 の 育て 方 
地域 に 開か れ た 東 高根 礎 林 公 園 、 慣 崎 の 
森 中 央 緑地 、 椅 導 コ ム ナ に 見 る 、 賑 わ う 広 
場 づく り の スタ イル 、NPO 法人 プレ ー パ ー ク 
* 太田 公園 業 観 設計 


人 島 設計 室 他 


DESIGN -w 


No.109 2016 年 8 月 呈 ] 
都市 が いき る 

「 パ プリ ックス ペー スズ 」 の 活用 
定価 1.995 円 

和信 [ 計 ] 市 に 多く (パブリック スペース] 
と は 狂 民 メ 馬場 下 電 、 水 者 大阪 の 取 
組み 木津 歩合 
東部 地区 当 波 人 上代 事 業 フロ ト プ 
ロジ ェクト 1 Worts 湊 拓 京 蛋 人 プ ロジ ェ 
2 條 戸田 攻守 風 長計 画 、 ク レデ ィ アダ リ 
コー ル 銀 行 本 社 の ラン ドス ケー プー Takano 
Landscape Pennning+Aleler Kaba 他 


LANDSCAPI 


DESIGN ww 
市 民主 殺 の まち づく り 


No.110 [2016 年 10 月 号 ] 

市 民 が 主役 の まち づく り 

定価 1.995 円 

特集 左近 山 団地 再生 プロ ジェ クト STGK 
inc 、 大 隊 ロ ー ズ ガー デン 他 、 革 和義 ナ 
ミイ タ ・ ラ ボ 他 設 信 小 浴 人 (東京 ラ 
ボス ケー プ 研 究 所 ) WWorts 神田 人 町 テラ 
スス クエ アー NLA 日 誠 設計 、 と お り 町 
rreet Garden UID More 長崎 「 信 れ 
の 道 ] ラン ドス ケー ブ / 石島 了 子 ( 長 央 大 
学 寺 科学 部 他 


No.111 [2016 年 12 月 号 ] 
子ども の 遊び 場 っ て 何 ? 

定価 1.995 円 

特集 子ども の 遊び 場 と は 作 重治 
ヤレ ドブ レイ ヴィ ル 天王 寺 公 園 他 特集 2 そ 
の 場 に 生ま れる 様々 な 関係 を [光り で つ な 
で 宮田 行 、 画 家 が 給 の 内 を 李 3 よう に [区 
り を う 野生 他 Worls Brila 独 
江 am&Gardens タカ ・ グ リン ・ フ ィ ー ル 
ズ 他 More アス リー ト ・ 押 客 に 怪し い 道 づく り 
に け た 提言 国土 交通 閉局 他 


No112 [2017 年 2 月 号 
ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2016 
定価 1995 円 


ラス 紀尾井 町 設計 組織 プレ イス メデ ィ ア 、 
EXPOCITY 硬 コ ン サル タン ト 東 境 デザ イン 
研究 所 、 東 急 プ ラ ザ 銀座 キリ コテ ラス ・ 数 
人 屋 梅園 日 診 計 + 石 上 エ クス テリ ア . 
伊勢 志麻 サミ ッ ト 国 降 メ ディ アセ ンタ ー ア ネ ッ 
タス の 相本 田 正 巡 ラ ドス ケー プ ・ デ ザイ ン ・ 
5 人 


LANDSCAPE 
DESIGN xs 


ーー 


No113 「2017 年 4 月 号 ] 

第 3 回 全国 都市 緑化 横浜 フェ ア 
定価 1.995 円 

半生 基 3 回 全国 者 市 比 横浜 フェ ア 、 
みな と 
Works グラ ン モ ー ル 公 
マリ ン アン ド ウォ ー ク ヨコ ハマ ノア ー ル ・ ア 
イエ ー 東 京 社 、 鹿島 横浜 支 店 、 ラ 
ボス ケー プ デ ザイ ン More ( 対 誠 ) 20 年 を 
経た 「 ア クロ ス 福 剛 | 天神 の 礎 / エ イエ フ ・ 
ピル 管理 . 内 山 緑地 寺 設 吉孝 ラン ドス ケー 
プ デ ザ イン 展 他 


LANDSCAPE 
DESIGN -w 


No114 [2017 年 6 月 呈 ] 

オー プン スペ ー ス と し て の 
街路 ・ 街 路 樹 

定価 1.995 円 

特集 2020 東京 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ 
けた 街 店 樹 の 樹冠 拡大 藤井 英 
郎 、 丸の内 仲通り 、 江 戸川 区 の 街路 樹生 
会 陸 か ら 見 える 笛 反 の 活用 、 桜 を 
東北 の 人 々 と 償 民 の 今枝 充 他 
Warls 東根 市 公益 文化 施設 まな びあ テラ 
山下 設計 ソラ アソ シ エ イツ 、 明 石 の 
庭 。 茎 木 和 寺 設 計 他 


LD127 AUGUST 2019 


125 


LANDS5CAPE 
DEsI 


No115 [2017 年 8 月 号 
公園 を も っ と 使 お う ! 

定価 1.995 円 

特集 「 公 園 ] を 使い 倒す 町 四 、 井 の 
融 公 国 ア ー ト マーケ ッ ツ 、 民 間欠 入 を 、 公園 
の 徹 力 アッ プ に つなげ る 公 革 呈 元 シス テム 
の 恒 東 京都 公 園 協会 、 み まもり の 家 
浦 水野 他 、 新 小口 全 が 行く 。 パー 
クマ ネジ メン ト の 最前 線 他 WWorks 居 有 ギャ 
サリ アー グラ ッ ク 他 More 「 儀 の 作品 の 素材 
は 社会 で す 。」 民 数 人 


No.116 [2017 年 10 月 号 ] 

第 33 回 全国 都市 緑化 横浜 フェ ア 
が 残し た も の 

定価 1.995 円 

千 生 【 容 和 ] 近 市 長文 子 策 33 回 
人 国吉 市 経 化 よ こ は ま フェ ア を 振り 返っ て 
第 33 回 全国 各市 緑化 よこ は ま フ ェ ア が め 
ざす も の 白 大 伸夫 、Garden Necklace 
YOKOHAMAZ017、 基 34 回 全国 都市 
化 は ち お うじ フェ ア 他 Worts 福徳 の 礎 日 
本 設計 本 人 他 


LANDSCAPE 
DESI 


GEN 


men 宇 震 ye 


mm 


No.117 「2017 年 12 月 号 | 
グリ ー ン イン フラ 

定価 1.995 円 

特集 [イン タビ ュー] 清 井 攻 之 プリー シイ 
ン フ ラ に つい て 話 そう 2、 ホ トリ ア 広 場 三 
本 地 所 設計 、[ 対 恋 ] グリ ー ン イン フラ を 
語る こと は ラン ドス ケー プア ー キ テク ト の 双 
能 を 胡 る こと 、 エ ネル ギー の 自給 自足 を 実 
現し 、 地 域 の 新た ティ の 坦 を つく 
る 他 、 Works MAUES MOTO-AZABU 他 
GARDENS 戸田 孝 風景 計画 ore 
POTR KOWALSKI 風 人 他 


LANDSCAPE 
DESIGN 


No.118 「2018 年 2 月 号 ] 
ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2017 
定価 1.995 円 
和信 [ 計 会 ] サカ タ の タネ 本 社 ビル 
22 年 の 比 打 を 振り 返っ て 特 人 友近 山 
みん な の に わ STGK、 上 時 動 還 弁 天門 ・ 
子ども 動物 国 すてっぷ 景 デザ イン 研究 所 
天王 寺 公 園 エト ラン スエ リア て ん し は ヒュ 
マス 竹中 工務 店 、GINZA SIX GARDEN 
設計 相 細 ブレ イス メデ ィ ア 、 京 都 グ ラン ペ 
ル ホ テル ソラ ・ ア ソシエ イツ コー ナン 潜 北 
インタ ー 店 琴 革 衣 [Gardens」 ご グラ ン ツ 人 


No121 [2018 年 8 月 号 ] 

公民 連携 の まち つくり 

定価 1.995 円 

寺 イ ンタ ビュ ー 木下 斉 エリ アイ ノ ペー ジョ 
ン ・ ア ライ アン ス 代表 理事 ) 公民 失 
は 地方 の 邊 洛 人 を 変え 5 れる か 、 オ ガー 
ルプ ロジ ェ 2 ト , オ ガー ル 広 場 、 な つか し き の 
あたら し さ を つ くる 、 公 園 が まち を 変え る 一 
昌 公園 他 WWorks 赤 震 イン ター シテ ィ AIR 
= 木材 拓 合 ご 地 田 
ンコ ー 作 表 取 締 役 ) 他 


No.119 [2018 年 4 月 呈 

広場 建築 

定価 1.995 円 

訂 和 人 日 比 谷 パー ク フ ロ ント ご ラン ドス 
ケー プ デ ザ イン 特 信 名 拉 公 園 tonanno 

マウ ント フジ アー キテ クッ スタ ジオ - 天理 駅 前 
族 場 CoFuFun ご デザ イン オフ ィ ス nendo、 
YOSHI PAVMLION - 芦 澤 加 一 永 拓 
生 + 松 同 拓 公 輝 + 條 立 大 学 ( 苗 
一 研究 室 + 井 拓 生 研究 室 ) 他 W 

机 婦 学園 大 学 導 和 保育園 - 環 
境 デ ザイ ン 研究 所 人 


Ne.122 [2018 年 10 月 号 
台湾 ラン ドス ケー ブ の 今 
定価 1.995 円 
奪還 匠 文化 中 心 ブ メ 
カノ ー 芋 千 イン タビ ュー 台 湖 の ラン ドス 
プ 事 情 と 政治 の 関係 石村 引 需 、 特 人 
を 山 洒 公 園生 各 放 高野 ラン ドス 
ケー プ ・ プ ラン ニン グ 洒 支店 、 宣 藤 の ま 
ち づ < り 田中 央 工作 部 黄 品 に よる 「 旨 
人 活動 、 大 安 訂 林 公国 他 Worls オ 
オ ソ ラ モ 野田 みず き 枯 還 開 発 、 シ ロア ナ キ 
ウイ ン 他 


LANDSCAPE 


-*p。 


DESIGN 
四 


No.120 [2018 年 6 月 号 

キャ ン パ スラ ンド スケ ー プ 
定価 1.995 円 

計 天 特等 太 含 泌 底 積水 ハウ ス , 坂 
六 守 和 研 究 所 設計 組織 PLACEMEDIA 
特集 近 引 大 学 東大 阪 キャ ン パス 西門 広 
場 - DESIGN。 NTT フ ァ シ リティ ー ズ 、 
息 拓 大 学 城北 キャ ン パス 白砂 伸夫 
+ARTFUSION、 実践 女子 大 学 日 野 キ ャ ン 
パス STGK Inc.、[ イ ンタ ビュ ー] 仙田 滴 
大 学 キ ャ ン パス は みん な で つく る Works リ 
ヴァ ー ジ ュ の 府 佐 々 本 基 二 他 


No.123 [2018 年 12 月 呈 ] 
場 で 生ま れる コミ ュ ニ ティ 
定価 1.995 円 
OS UP [会] 川 和 保 転 計 
画 里山 を 導 し 、 活 用 する 方 法 を 探る 綱 
alrochaya か 5 人 と 街 の 新しい つなが り 方 を 
える 三條 由 介 ( フ ォ ルク )、 地域 障 す 
油 原 字 下 (EDGE HAUS)、 ィ 
は 但 が 立つ よう に 生ま れる も の 田中 元 子 
(ウラ レベル) 他 More フォ ー シ ー ズ ンズ 
ホテ ル 宮 都 プラ ンド スケ ー プ デザ イン 他 


No.124 |2019 年 2 月 号 

ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2018 
定価 1.995 円 

舌 和信 山口 0 め 花 情 第 35 回 全国 市 
化 や まぐ ち フェ ア : 花 の 谷 ソ ー ン の フラ ワー・ 
ラン ドス ケー 横島 みどり 、 許 の パビリオン 
ソー ン 電信 ダブ ルッ リー by ヒル トン 沖 幼 北 
リゾート 光井 純 ア ンド アソ シ エ ー ツ 相 筑 
設計 事務 所 . 水 和 体 庫 あや め パ バー クー グラ ッ 
ク 、 85 説 定 こ ども 園 き くら 効 竹園 コト 葉 
IAB.、 パ ッ シ ブタ ウン 設計 衣 織 プレ イス メ 
ディア 他 


LANDSCAPE 
DESIG 


IN 
LU] 」 


No.125 [2019 年 4 月 号 
街 を つなぐ 再開 発 


定価 1.995 円 
『 川口 市立 詩学 校 久米 計 


馬具 設 、 目黒 花 記 山 ラン ドス ケー ブー 大 
成 設 、 ザ ・ ガ ー デ ンズ 東京 王子 長谷 工 
コー ボレー ショ ン Worts 科 小 清 天 位 
日 本 設計 、 ナチ ュ の 吉 高 野 ラン ドス ケー 
ププ ランニング 他 


No.126「2019 年 6 月 号 

団地 再生 と コミ ュ ニテ ィ の 再生 
定価 1.995 円 

炒り 団地 一 その 読ま 久 用 ( 神 
川 住宅 人 公社 理事 長 。)、 第 1 回 団 
地 本 生 シ ン ポジ ュ ウ ム 埋 告 サス テ ナ ブル な ま 
ち つづ くり エリ ア 活性 化 * の "広域 で の 安定 * 


LANDSCAPE DESIGN 定期 購読 


年 間 定期 購読 料 (6 氏 ) 1 1,000 牛 @ ふ ) 


ここ が お 得 ! 定期 購読 
1. 割 引 価格 で ご 提供 いた し ます 


定期 購読 な ら 1 冊 あ た り の 単価 は 1.833 円 。 
年 間 で 970 円 お 得 で す 。 


2. 送 料 無料 で 、 ご 希望 の 住所 まで お 届け いた し ます 


定期 購読 中 は 発売 日 に 合わ せ 、 弊 社 より 雑誌 を お 送り し ます 。 


も ちろ ん 送料 は 


大 お 申し 込み は 巻末 の 郵便 局 の 振込 用 紙 に て ご 入金 くだ さい 。 


文 購読 満了 の 隊 に は ご 案内 いた し ます 。 


銀 行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 ご 一 報い : 
諾 問合せ 費 マ ル モ 出 版 (担当 : 一 ノ 瀬 ) 


126 LAND5CAPE DE5IGN 


いた 上 、 右 記 口 座 へ お 振込 くだ さい 。 


三菱 UFJ 銀行 


LANDSCAPE 
DESIGN WW 


中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マル モ 出 版 
〒 150-0036 東京 都 渋谷 区 南平 台 町 4-8 南平 全 ア ジア マン ショ ン 708 TEL.03-3496-7046 FAX.03-3496-7387 


MyGARDEN 


バッ ク ナ ン バー の ご 案内 


No.83 (2017 年 6 月 発売 ) 


パラ ヒ 風 業 ( ラ ンド スケ ー ブ ) の 魅 カ 前 原 
克 和 介 や っ ぱり 洛 間 東 京 、 バ ラ と と も 
に 示 衝 33 回 全国 各市 緑化 まこ は ま 
フェ ア 日 本 大 通り フラ ワー フェ ズ タ 例 策 19 回 
田 阿 パラ と ガー デニ ング ショ ウ は か 


No.86 (2018 年 3 月 発売 ) 
いにしえ より 続く 植物 と 共に ある 
暮らし を 探る 旅 へ 一 京 都 ・ 奈 良一 
定価 1.200 円 


@ 四 季 折 々 に 美しい 草 ぶ え の 丘 バラ 国 の 風 
大 @ ル ペー ルコ レク ショ ンー 人 失わ れつ つめ 
る パラ を 守る ル ペ ベー ル 家 の パ バラ 物語 明治 ・ 
大 正昭 和 を 生き た 交 工 河井 次 郎 
その 暮し と 訪 と 人 @ い に し えよ り 続 ( 相 物 と 


No.84 (2017 年 9 月 発売) 


ドー ルコ レク ショ ンー 失わ れつ つ あ る 
る ル ペ ー ル の パラ 物語 人 人 
(の 丘 バラ 園 」 の あめ み と 蘭 界 の 著名 
を ロザリア ン た ちと の 交流 便 バ ラ を 心ゆく まで 
楽し む 引 邊 浜松 の 旅人 座 ・ 天 空 の 旗 で 
色香 に 包ま れ 安 5 ぐ ひ と 時 を ファ ン ケル 銀 
請 ス クエ ア ほ か 


No.87 (2018 年 6 月 発売) 

の と か で 豊か な 日 本 の 展 風 
を 楽し む 旅 一 福島 一 

定価 1.200 円 


@ 山 口 ・ 当 和 野 ・ 宇 師 ミス テリ ー ロ ー ズ を 探 
す 放 邊 符 人 夫 、 国 司 泊 子 多 の ど み で 代 か な 
日 本 の 諾 風 を 楽し む 旅 福島 県 が 寺 
自殺 の 積 レン ゲ シ ョ ウマ と 芝 き 婦 に 抱 
か れる 、 夏 介 【 状 20 回 】 国 腺 パラ と ガー 
デニ ング ショ ウ 誠 町 責 子 流 ハー ブ を 使っ て 
本 め る が 7 じゃ な い 赴 物 の 楽し み 方 は か 


No.85 (2017 年 12 月 発売 ) 


Tmanーーーーーーー」 

MyGARDEN | ゃ っ ぱり 北 洛 和 MyGARDEN| バラ を 心 < ま で 楽し む 南国 の 自然 し の 温か さ に 癒さ れる 
定価 1.200 円 四 ・ 浜 松 の 旅 高知 ・ 花 と 植物 の 旅 
Hi た [人 人 まえ の 下 に 定価 1.200 円 定価 1.200 円 


@ 算 垢 田 屈 の ミス テリ ー ロ ー ズ @ ル ペー 

ルコ レク ショ ンー 人 失わ れつ つ ある バラ を 中 

る ル ペ ー ル 家 の パ ラ 物 語 介 南国 の 自 類 

人 の 渦 か き に 癒 き れる 。 高知 ・ 共 植物 の 

旅 。 @2 リ スマ スロ ー ズ を お 許し む 銀 

座 ・ 天 空 の 放 で 色 符 に 包ま れ 安らぐ ひと 時 を 
ファ ン ケル 所 座 ス クエ ア ほ か 


No.88 (2018 年 9 月 発売 ) 

な が れ や ま オ ー プ ン ガ ー デ ン 
定価 1.200 円 

2 が れ や ま オ ー プ ン ガ ー デ ン 日 本 の 美 
訂 を 体現 し 世界 に 発信 する [わけ ら 」 人 @ パ ラ 
の 芝 5 し き に 気づく 則 後 座 み どり きん が 提案 
する パラ の 楽し み 人 ん ペ ー ル コレ クシ ョ ン 最 
和 回 失わ れつ つ あ る パラ を 守る ル ペ ー ル 家 の 


リズ ム 人 紅花 全 清和 園 座 天空 
の 護 で 公 番 に 包ま れ 安らぐ ひと 0 を ファ ン 
ダル 銀座 スク エア は か 


No.89 (2018 年 12 月 発売 ) 
山口 ゆめ 花 博 

花 の 谷 ソ ー ン の カラ テー プラ ン ニン グ 
定価 1.200 円 

@ 山 口 ゆめ 奉 便 花 の 谷 プ ソー ン の カラ ー 
プラ ン ニ ング 机 島 みどり 人 福島 を 元気 
に @ フ ルー ツ フ ァ ー ム カト ウ 人 @ ウ イン ター 
ガー デ が れ て 介 コ ペン ハー ゲン の 
ロー ズ ガー デン を 訪ね て 白 夏 伸夫 人 山上 
県 駅 前 広場 の ロー ズ ガ ー デ ン 石和 和 電 泉 
甲府 人 銀座 ・ 天 空 の 麻 で 色香 に 包ま れ 安 ら 
で ひと 時 を ファ ン ケル 令 座 スク エア は か 


No.90 (2019 年 3 月 発売) 
京都 の ミス テリ ー ロ ー ズ を 求め て 
定価 1.200 円 


@ [特別 害 栓 】 才 和 浩介 福島 の 食 に 大 
せ て @ 福 自 を 元気 に @ 褒 林 記 才 バ ラ と 
根 章 の 華原 を マリ アー ジュ ニル ・ ジ ャ ル ダ ン ・ 
サク レ 「 宮 の 共 」 人 京 作 の ミス テリ ー ロ ー 
ズ を 求め て - 白 和夫 人 北海道 いわ みぎ ざわ 
公園 の パラ づくり 人 欠 天空 の 底 で 色香 
に 旬 ま れ 安らぐ O と 時 を ご ファ ン ケル 銀座 ス 
クエ ア ほ か 


No.91 (2019 年 6 月 発売 ) 
ガー デン シテ ィ 横 浜 を 巡る 


生 価 1.200 円 


@ 笑 し い 福 島 に 往 せ 5 れ て 尾 洒 必 人 
@ ガ ー デ ン シ ティ 横浜 信 る 全 ジ ャ バン ・ ガ ー 
デン ツー リズ ム キッ クオ フイ ベント 倫 ミ ステ リー 


道 ] に ミス テリ ー ロ ー ズ を 求め て ・ 前 旨 自 
夏 伸 夫 奄 必 ぐら し 個人 宅 の 放 を 訪ね ガー 
デン ライ フ を の そい て み ま し た は か 


MyGARDEN 定期 購読 科 に に に 且 < 4 介 。 アレ セン ト に も 務 で す ! 


年 間 定 期 購読 料 (4 穫 ) 24,400 牛 ) 


ここ が お 得 ! 定期 購読 
1. 割 引 価格 で ご 提供 いた し ます 
定期 購読 な ら 1 冊 あたり の 単価 は 1.100 円 。 
年 間 で 400 円 お 得 で す 。 
2. 送 料 無料 で 、 ご 希望 の 住所 まで お 届け いた し ます 


定期 購読 中 は 発売 日 に 合わ せ 、 弊 社 よ り 雑 誌 を お 送り し ます 。 
も ちろ ん 送料 は 無料 で す 。 


ーー 
MyGARDEN 


MGARDEN 


大 お 申し 込み は 巻末 の 郵便 局 の 振込 用 紙 に て ご 入 全 くだ さい 。 

大 購読 満了 の 際 に は ご 案内 いた し ます 。 ※ 中 止 の 場合 は ご 連絡 くだ さい ます よう お 願い し ます 。 

支 銀行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 ご 一 報い た だ いた 上 、 右 記 口 座 へ お 振込 くだ さい 。 三菱 UFJ 銀行 渋谷 中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 

支 問合せ プ 自 マル モ 出 版 ( 担 ノ 瀬 ) 〒150-0036 東京 都 渋 谷 区 南平 台 町 4-8 南平 台 ア ジア マン ショ ン 708 TEL03-3496-7046 FAX.03-3496-7387 
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次 号 128 号 は 


N 世 X T | S S U ヨ No 128 2019 年 8 月 23 日 発売 予定 


LANDSCAPE DESIGN 誠 
m 暑 さ 対策 性 


日 本 の 夏 の 暑 さ は 年 々 その 厳し さ を 増 し て いる 。 行政 も 暑 さ を 和らげ る 対策 を 実施 し て は 
いる も の の 、 ま だ まだ 個人 対応 を 求め て いる と ころ が 大 きい 。 次 号 で は 企業 が 開発 する 暑 
さ 対 策 の 技術 や 製品 を 通し て 、 ラ ンド スケ ー プ に お ける その 効果 の 可能 性 を 探っ て みた い 。 


人 内 容 が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます の で あら か じ め ご 了承 下さ い 。 


ラン ドス ケー プ デ ザ イン 」 主要 取扱 書店 
下記 の 書店 で ご 支援 を 得 て 常備 し て お り ます の で ご 利用 下さ い 。 


北海 道 旭川 市 ジュ ンク 堂 旭川 店 会 0166-26-1120 富山 市 BOOKS な か だ 本 店 谷 076-492-1192 
札幌 市 紀伊 国屋 札幌 本 店 容 011-231-2131 名 古屋 市 三省堂 名 古屋 高島 屋 店 傘 052-566-8877 
札幌 市 MARUZEN& ジュ ンク 堂 札 幌 店 。 傘 011-223-1911 名 古屋 市 ュ ン ク 堂 名 古屋 店 会 052-589-6321 
青森 県 弘前 市 ジュ ンク 堂 弘前 中 三 店 容 0172-34-3131 名 古屋 市 ュ ン ク 堂 ロフ ト 名 古屋 店 谷 052-249-5592 
岩手 県 盛岡 市 ュ ン ク 堂 盛岡 店 傘 019-601-6161 都 府 京都 市 ジュ ンク 堂 京都 店 会 075-252-0101 


宮城 県 仙台 市 ュ ン ク 堂 仙台 TR 店 傘 022-265-5656 京都 市 ブッ ク フ ァ ー ス ト 四条 大 宮 店 会 075-803-4819 
福島 県 郡山 市 ジュ ンク 堂 郡山 店 傘 024-927-0440 京都 市 桂 書 房 谷 075-381-5094 
埼玉 県 さい た ま 市 ジュ ンク 堂 大 宮 高 島屋 店 容 048-640-3111 京都 市 大 龍 堂 書 店 傘 075-231-3036 
葉 県 習志野 市 丸善 津田 沼 店 容 047-470-8311 京都 市 京都 造形 芸術 大 学 AD スト ア 谷 075-711-9297 


東京 都 ジュ ンク 堂 池袋 本 店 谷 03-5956-6111 大 阪 府 大 阪 市 析 其 商事 傘 06-6252-5250 
三省 堂 神田 本 店 谷 03-3233-3312 大 阪 市 ジュ ンク 堂 大 阪本 店 谷 06-4799-1090 
丸善 丸の内 本 店 傘 03-5288-8881 大 阪 市 ブッ ク フ ァ ー ス ト 梅田 店 谷 06-4796-7188 
南洋 堂 書 店 谷 03-3291-1338 大 阪 市 紀伊 国屋 梅田 本 店 会 06-6372-5821 
ブッ ク フ ァ ー ス ト 新宿 店 容 03-5339-7611 大 阪 市 MARUZEN& ジュ ンク 堂 梅田 店 谷 06-6292-7383 
紀伊 国屋 新宿 本 店 谷 03-3354-0131 大 阪 市 柳 々 堂 書店 谷 06-6443-0167 
工学 院 大 学生 協 書籍 部 新宿 店 谷 03-3342-1673 大 阪 市 ジュ ンク 堂 難波 店 谷 06-4396-4771 
MARUZEN& ジュ ンク 堂 渋谷 店 人 容 03-5456-2111 兵庫 県 神戸 市 ュ ン ク 堂 三宮 店 傘 078-392-1001 
代官 山 葛 屋 書店 谷 03-3770-2525 西宮 市 ュ ン ク 堂 西宮 店 谷 0798-68-6300 
八重 洲 ブ ッ ク セ ンタ ー 谷 03-3281-1811 芦屋 市 ジュ ンク 堂 芦屋 店 容 0797-31-7440 
東京 農業 大 学 生協 傘 03-3427-5711 広島 県 広島 市 丸善 広島 店 傘 082-504-6210 
村田 永楽 園 谷 03-3483-2166 広島 市 ジュ ンク 堂 広島 駅 前 店 容 082-568-3000 
さく まき 書店 谷 03-3472-4353 広島 市 井上 書店 谷 082-254-5252 
ジュ ンク 堂 吉祥 寺 店 傘 0422-28-5333 回 松山 市 ジュ ンク 堂 松山 店 傘 089-915-0075 
kikki+ (キッ キ プ ブラス) 傘 042-686-0317 f 福岡 市 ジュ ンク 堂 福岡 店 傘 092-738-3322 
神 泰 川 県 横浜 市 有隣堂 ルミ ネ 横 浜 店 会 045-453-0811 福岡 市 GEN 建築 ・ 芸 術 書房 容 092-524-2535 


横浜 市 紀伊 国屋 横浜 店 谷 045-450-5901 福岡 市 谷 092-413-5401 
川崎 市 丸善 ラゾーナ 川崎 店 傘 044-520-1869 福岡 市 容 092-434-3100 
相模 原市 中 村 書 店 本 店 谷 042-750-2285 時 鹿児島 市 容 099-216-8838 


新潟 県 ジュ ンク 堂 新潟 店 谷 025-374-4411 那 芋 市 合 098-860-7175 


天王 寺 ミ オ は 、 天王 寺 S C 開 発 株 式 会 社 が 大 阪 府 大 阪 市 に 店 
舗 面積 37.000mf で 展開 する 駅 直結 型 の 大 型 シ ョ ッ ピ ング セ 
ンタ ー で す 。 平台 に 高 書 架 を 用 い ず 、 店 内 を 回 遊 す る メイ ン 
導線 を 大 きく 引い て いる こと が 特徴 。 視 認 性 も 抜群 で す 。 店 
内 中 央 エリ ア に は 物品 販売 ・ イ ベン ト 等 に も 対応 で きる 特別 
仕 器 を 用 いた コミ ュ ニ ティ スペ ー ス を 設け て いま す 。 


【 店 舗 面 積 】 504.07 坪 【 党 業 品目 】 書籍 、 術 誌 、 文 具 、 雑 貨 
【 所 在 地 】 大 阪 府 大 阪 市 天王 寺 区 悲田院 町 10-39 天王 寺 ミオ 本 館 9F 
[営業 時 間 】 1 1 :00-21:00 【Tell 06-6776-7091 
【URL】 https://store.tsite.jp/shonan/ 

【Facebook】 https://www.facebook.com/shonantsite 
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携帯 電話 ・ タ ブレ ッ ト 
専用 アプ リ を 配信 中 ! 


Google Play また は Apple Store より 
ダウン ロー ド い た だ け ま す アフ プリ の ダ タウン ロ ー ド は 無料 で す ) 


検索 Wod 硬 k、 


ダウ ン ロ ー ド 後 は 、 ト ッ プ 画面 か の ら ア イコ ン を タッ プ ! 
すぐ 専用 ペー ジ に アク セス で きま す 。 


アプ リ 版 は 


1. 書 店 な ど で 売り 切れ て し まっ た 
パッ ク ナ ン バー を 購読 し た い 方 


(No 64 以 降 な ら 全て 購読 可能 ) 
2 外出 先 で 急 に 読み た く な っ た 方 
3. 木 棚 の 容量 を 節約 し た い 方 03200 の 
4 営業 や プレ ゼン テー ショ ン 用 に 
使用 し た い 方 ※※ 画 像 は すべ て 
イメ ー ジ で す 


【 ア プリ 版 の ダウ ン ロ ー ド ・ ど 利用 方 法 】 
GooglePlay も し く は AppleStore より 世界 大 級 の 電子 雑誌 サー ビス 世界 62 ヶ 国 以上 で 購入 ・ 関 覧 が 可能 で す 


[ラン ドス ケー ブ デ ザイ ン 」 で 検索 する か 、 能 国 プ アメ リカ 、 カナ ダ 、 ア ル ゼ ンチ ン 、 ブ ラ 、 メ キシ コ 、 オ ー ス 
下記 URL より アク セス し 、 ダ ウン ロー ド Z | N | (@) 9 2 
し て くだ さい 。 その後 、 ア ブリ より 希 望 [キリ ス ほか 
の 号 を 選択 し 、 ご 購入 下さ い 。 


、 フ ィ ン ラ ンド 、 スウ ェ ー デ ン 、 イギリス ほか 
【GooglePlay】https://play.google.com/store/apps/details?id 王 com.audiencemedia.app3409 
【AppleStore】https://itunes.apple.com/jp/app/landscape-design/id1289138643?mt 一 8&ign-mpt 王 uo%3D2 


https://www.zinio.Com 


みん な が 集 
あな た の 場所 。 


グラ ン フ ロン ト 大 阪 うめ きた 広場 


「2019-2020 版 総合 カタ ログ 」 を 発行 し まし た 。 ス トリ ー ト ファ ニチ ャ ー、 
遊 呈 、 サ イン の 新しい コト プ キ の 価値 を お 伝え し ます 。 


則 
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諸 あ 、 


し 


川 用 MA 


みん な が 集まる 場所 は 、 

その 人 らし く 過 ご せる 場所 で あっ て ほし い 。 

青空 の 下 で お 気に入り の コー ヒー を 楽し む 、 大 切な 人 と 語ら う 。 

ベン チ に 腰掛 け な が ら 季 節 の 流れ を 感じ 、 ふ と 、 想 い に ふ ける こと も ある 。 


自分 の 好き な 場所 が 、 誰 か の 好き な 場所 で も ある 。 

同じ 場所 、 同 じ ベ ンチ が 好き で も 、 過 ご し 方 は それぞれ で いい 。 
一 人 ひと り が 自分 らし くい られ る 場所 を 増やす こと で 、 

まち を 賑やか に 、 日 常 を 豊か に し て いき た いと 考え て いま す 。 
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